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例　　言

1・本書は、高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財一田村遺跡群－の発掘調査報告書15分

冊の内、第10分冊である。

2・調査は、運輸省第三港湾建設局の委託を受け、高知県教育委員会が実施した。調査期間は、

昭和54－58年に発掘調査、昭和58－60年度に整理作業及び報告書作成を行い、7年間にわた

った。

3・遺跡の名称としては、調査対象地の大部分から各時代の遺構や遺物を検出しており、調査

区も多いため、これを一括して田村遺跡と呼ぶこととした。また、各調査区はL。。．1－48

と呼称した。

4・本書の作成にあたっては、本文執筆、図版作成、写真撮影等の作業を各調査区を担当した

調査員が行い、各時期、時代についても担当者を決め、これをまとめた。編集は高知県教育

委員会である。

5・発掘調査、整理作業及び報告書作成を通じて、顧問岡本健児教授（高知女子大学）には、

御指導、御助言をいただいた。記して感謝する次第である。

6．図中の方位はすべて磁北であり、標高は海抜高である。遺構図の縮尺は、竪穴住居址、掘

立柱建物址、柵列を％0、その他の遺構、断面図及びセクション図を猪。とした。遺物実測図

の縮尺は、原則として土器については、縄文・弥生時代を猪、古墳時代以降を猪、石器、金

属器を猪、木器を猪とした。写真図版は約％一％であるが縮尺不同である。

7・遺構の略号は、竪穴住居址－ST、掘立柱建物址－SB、土拡qSK、清一SD、井戸－

SE、柵列－SA、水留り状遺構－SP、性格不明遺構－SX、ピットーP、自然流路－S

Rとした。

8・調査期間を通じて多くの方々、諸機関に御協力、御援助をいただいた。各々の名称はあげ

ないが、記して感謝する次第である。

9・出土遺物その他の資料については、高知県教育委員会が保管の任にあたっている。
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Loc．40

1．位置と調査経過

Loc．40は、田村遺跡群の中央部のやや北西寄りに位置しており、小字は桑ノ本（クワノモト）

である。当調査区は、昭和56年度に実施された試掘調査により、16－18世紀の多数のピット群

や土拡群、及び溝等の遺構の存在が確認されたが、土地買収等の手続きの関係で、調査は3次

にわたり実施せざるを得なかった。

第1次の調査は、調査区の西半部を対象として実施し、調査期間は、昭和56年6月30日～8

月4日の約30日間であり、調査面積は960nfであった。

第2次の調査は、調査区の北東部を対象として実施し、調査期間は、昭和57年2月1日～2

月22日の約20日間であり、調査面積は1，630㌦であった。

第3次の調査は、調査区の南東部を対象として実施し、調査期間は、昭和由年2月21日－2

月24日の4日間であり、調査面積は1，580nfであった。

当調査区の調査期間の延べ日数は、約60日間であり、最終的な調査面積は、約4，170nfであっ

た。

2．調査概要

Loc．40は、前記の通り、3次にわたり調査が実施され、調査区の西半部と北東部で、3区画

の溝に囲まれた屋敷跡が検出された。

掘立柱建物址は、調査区の西半部と北東部に集中して存在する傾向がみられ、全て溝の区画

内に存在した。土拡群は、調査区に散在して分布するが、性格不明のものが大半を占めた。

3．層序と出土遺物

Loc．40の基本的な層序は以下の通りである。

第I層　耕作土

第I層　床土

第Ⅲ層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色粘質土層

第I層は耕作土で、ほぼ水平な堆積をしており、伊万里系ぐい呑み（2）等の遺物が出土し

た。第Ⅱ層は床土で、調査区全域にはみられず、土師質土器杯（1）等の遺物が出土した。第

Ⅲ層は灰褐色粘質土層で、中世の遺物包含層であるが、全域には堆積していなかった。第Ⅲ層

からは土師質土器鍋（4）、備前捨鉢（5）、青磁碗（3）等の遺物が出土した。第Ⅳ層の黄褐

色粘質土層は、中世の遺構検出面で、無遺物層であるが、全域に堆積がみられた。

－　3　－
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第1図　調査区設定図
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4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東西棟の

掘立柱建物址であり、棟方向はN－720－Wであるが、北辺西部の柱穴1個は検出されなかった。

梁間は3．46mを測り、柱間距離は1．64－1．82mである。桁行は4．76mを測り、柱間距離は1．28

～1・78mである。柱穴は、直径22－30cm、深さ15－44cmを測り、円形及び不整円形を里す。埋

土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S B2

SB2は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の東西棟の

掘立柱建物址であり、棟方向はN－740－Wであるが、南辺中央部の柱穴1個は検出されなかっ

た。梁間は1．60mを測り、柱間距離は1．33－1．60mである。桁行は3．42mを測り、柱間距離は

1・67－1．75mである。柱穴は、直径16－28cm、深さ12－20cmを測り、不整円形を呈す。埋土は

灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SB2は、南部でSB3を切っており、S

B3より新しい時期の建物址である。

S B3

SB3は、調査区北端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の東西棟の掘

立柱建物姓であり、棟方向はN－760－Wであるが、南辺中央部の柱穴1個は検出されなかった。

梁間は3．05mを測り、柱間距離は1．02－1．98mである。桁行は4．64mを測り、一柱間距離は2．31

～2・33mである。柱穴は、直径24－36cm、深さ7－28cmを測り、不整円形を里す。埋土は灰褐

色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB3は、北部でSB2に切られており、

S B4・5と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B4

SB4は、調査区北端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－130－Eであるが、西辺中央部の柱穴2個は検出されなかった。

梁間は3・47mを測り、柱間距離は1．02－2．45mである。桁行は4．60mを測り、柱間距離は1．18

～1・72mである。柱穴は、直径20－32cm、深さ6－33cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐

色粘質土であり、土師質土器杯の小破片が出土した。SB4は、SB3・5と重複しているが、

新旧関係は不明である。
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S B5

SB5は、調査区北端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の東西棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－820－Wであるが、西辺及び東辺中央部の柱穴2個は検出さ

れなかった。梁間は3．88mを測り、柱間距離は不明である。桁行は4．98mを測り、柱間距離は

2．28－2．63mである。柱穴は、直径20～28cm、深さ8－34cmを測り、不整円形を呈す。埋土は

灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片及び炭化物が出土した。SB5は、SB3・4と重

複しているが、新旧関係は不明である。

ts B6

SB6は、調査区北端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の南北棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－160－Eである。梁間は1．44mを測り、柱間距離は1．37－1．44m

である。桁行は3．57mを測り、柱間距離は1．53－1．97mである。柱穴は、直径22－32cm、深さ

12－28cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が

出土した。

S B7

SB7は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は3×3間の東西棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－730－Wであるが、西辺中央部と南辺東部の柱穴3個は検出さ

れなかった。梁間は4．18mを測り、柱間距離は1．01－1．50mである。桁行は3．59mを測り、柱

間距離は0．95－1．81mである。柱穴は、直径20－31cm、深さ12－24cmを測り、不整円形を呈す。

埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿の小破片が出土した。SB7は、SB8と切り合っ

ているが、切り合い関係は不明である。

S B8

SB8は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－160－Eであるが、南東隅の柱穴1個は検出されなかった。梁

間は3．74mを測り、柱間距離は1．76－1．98mである。桁行は6．10mを測り、柱間距離は1・80－

2．28mである。柱穴は、直径30～44cm、深さ14－36cmを測り、不整円形及び楕円形を呈す。埋

土は灰褐色粘質土であり、土師質土器及び瓦質土器の細片が出土した。SB8は、SDl東辺

を切っており、S B7・9と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B9

SB9は、調査区中央部のやや北寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間

の南北棟の掘立柱建物址であり、棟方向はN－180－Eであるが、東辺南部の柱穴1個は検出
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されなかった。梁間は3．83mを測り、柱間距離は1．78－2．05mである。桁行は7．08mを測り、

柱間距離は1．80－2．70mである。柱穴は、直径28－52cm、深さ9－52cmを測り、不整円形及び

方形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SB9は、

北東部でSB8と重複しているが、新旧関係は不明である。

S BlO

S BlOは、調査区中央部のやや西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間

の東西棟の掘立柱建物址であり、棟方向はN－700－Wであるが、南辺西部の柱穴1個は検出

されなかった。梁間は3．57mを測り、柱間距離は1．59－2．05mである。桁行は5．96mを測り、

柱間距離は1．28－3．00mである。柱穴は、直径24－32cm、深さ10－30cmを測り、不整円形及び

楕円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片や炭化物が出土した。SBlO

は、SK21、SD2西辺を切っており、S Bll、SK20と重複しているが、新旧関係は不明で

ある。

S Bll

SBllは、調査区中央部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東

西棟の掘立柱建物址であり、棟方向はN－710－Wである。梁間は4．59mを測り、柱間距離は

2・21－2．38mである。桁行は6．86mを測り、柱間距離は1．44－2．77mである。柱穴は、直径24

～34cm、深さ14－38cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器鍋（15）

や青磁片が出土した。SBllは、SBlO・12、SK19・21－23と重複しているが、新旧関係は

不明である。

ー

J

S B12

SB12は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東西棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－720－Wであり、北辺西部の柱穴1個は検出されなかった。梁

間は3．61mを測り、柱間距離は1．75－1．86mである。桁行は7．06mを測り、柱間距離は1．82－

3・36mである。柱穴は、直径20～52cm、深さ8－52cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色

粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB12は、SBll・14・15・19・20、SK19

と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B13

S B13は、調査区中央部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の南北

棟の掘立柱建物址であり、棟方向はN－700－Wであるが、北東隅、西辺中央部及び南西隅の

柱穴3個は検出されなかった。梁間は4．85mを測り、柱間距離は2．16－2．64mである。桁行は
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5．09mを測り、柱間距離は1．96mである。柱穴は、直径22－32cm、深さ12－40cmを測り、不整

円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（10、11）等の遺物が出土した。S B

13は、S K43を切っており、S K44－47と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B14

S B14は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の南北棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－180－Eである。梁間は3．90mを測り、柱間距離は1．32－2．58m

である。桁行は5．52mを測り、柱間距離は2．70～2．78mである。柱穴は、直径20－41cm、深さ

20－64cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、青磁碗（9）等の遺物が出土

した。S B14は、S B12・15・19－21、S K28と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B15

S B15は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の南北棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－150－Eである。梁間は3．66mを測り、柱間距離は1．50－2．10m

である。桁行は4．65mを測り、柱間距離は2．31－2．33mである。柱穴は、直径20－32cm、深さ

12－45cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土し

た。S B15は、S B12・14・19－21、SK36と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B16

S B16は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×4間の南北棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－210－Eであるが、南東隅、西辺及び東辺の柱穴4個は検出

されなかった。梁間は3．64mを測り、柱間距離は1．74－1．90mである。桁行は7．75mを測り、

柱間距離は1．57－2．28mである。柱穴は、直径20－36cm、深さ19－56cmを測り、不整円形を呈

す。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S B16は、S K30を切っており、

S B17－19・21－24と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B17

S B17は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－220－Eであるが、北東隅の柱穴1個は検出されなかった。

梁間は3．46mを測り、柱間距離は1．64－1．82mである。桁行は6．48mを測り、柱間距離は1．60

－3．02mである。柱穴は、直径24－48cm、深さ20－44cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋

土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。S B17は、S K25を切っており、

S B16・18、SK14と重複している。S B17は、出土遺物等からSK14・25より新しい時期の

建物址であるが、S B16・18との新旧関係は不明である。
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S B18

SB18は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×4間の南北棟の総

柱の掘立柱建物址であり、棟方向はN－150－Eである。梁間は3．15mを測り、柱間距離は

1・38－1・77mである。桁行は5．85mを測り、柱間距離は1．39－1．53mである。柱穴は、直径21

－30cm、深さ12－53cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質

土器片及び青磁片が出土した。SB18は、SK30を切っており、SB16・17・21～24と重複し

ているが、新旧関係は不明である。

S B19

SB19は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の南北棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－170－Eであるが、南西隅の柱穴1個は検出されなかった。梁

間は5・12mを測り、柱間距離は2．14－2．78mである。桁行は5．60mを測り、柱間距離は2．50－

3・10mである。柱穴は、直径22－33cm、深さ16－45cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色

粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB19は、SB12・14－16・20－24、SK27・

28・30・34－39と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B20

SB20は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の掘立柱建物址

であり、棟方向はN－160－Eである。梁間は3．88mを測り、柱間距離は1．69－2．17mである。

桁行は3・94mを測り、柱間距離は1．58－2．28mである。柱穴は、直径18－34。m、深さ18－48。m

を測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯の小破片が出土した。S

B20は、SK36を切っており、SB12・14・15・19・21、SK27・28・34・35と重複している

が、新旧関係は不明である。

S B21

SB21は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の東西棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－75。－Wであるが、南辺中央部の柱穴1個は検出されなかった。

梁間は3・24mを測り、柱間距離は1．38－1．86mである。桁行は4．11mを測り、柱間距離は1．95

～2・16mである。柱穴は、直径22－32cm、深さ10－48cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐

色粘質土であり、土師質土器及び瓦質土器の細片が出土した。SB21は、SB14－16・18－20・

22・23、SK27・28・30・34・35と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B22

SB22は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の東西棟の掘
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立柱建物址であり、棟方向はN－730－Wであるが、南西隅と西辺中央部の柱穴2個は検出さ

れなかった。梁間は3．40mを測り、柱間距離は1．55－1．85mである。桁行は5．20mを測り、柱

間距離は2．35－2．85mである。柱穴は、直径21－32cm、深さ13－44cmを測り、不整円形及び楕

円形を皇す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。S B22は、S B16・

18・19・21・23－25、S K30－32と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B23

S B23は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東西棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－720－Wであるが、西辺及び東辺中央部の柱穴2個は検出され

なかった。梁間は5．14mを測り、柱間距離は2．24－2．70mである。桁行は5．60mを測り、柱間

距離は1．50～2．12mである。柱穴は、直径24－48cm、深さ11－41cmを測り、不整円形及び楕円

形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S B23は、SK51を切っ

ており、S B16・18・19・21・22・24・25、S K30～33・38・39・57と重複しているが、新旧

関係は不明である。

S B24

S B24は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は4×3間の東西棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－730－Wであるが、北辺西部と西辺南部の柱穴2個は検出され

なかった。梁間は5．48mを測り、柱間距離は1．32－1．82mである。桁行は6．18mを測り、柱間

距離は1．74－2．40mである。柱穴は、直径25－36cm、深さ17－40cmを測り、不整円形を呈す。

埋土は灰褐色粘質土であり、青磁碗（8）等の遺物が出土した。S B24は、SK38・39・57を

切っており、S B16・18・19・22・23・25、S K30－33・37・51と重複しているが、新旧関係

は不明である。

S B25

S B25は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の南北棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－150－Eであるが、東辺及び南辺中央部の柱穴2個は検出され

なかった。梁間は4．74mを測り、柱間距離は1．84－2．90mである。桁行は5．26mを測り、柱間

距離は2．58－2．68mである。柱穴は、直径24－32cm、深さ8－44cmを測り、円形及び不整円形

を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器片等の遺物が出土した。S B25は、S B22－

24、S K37・57と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B26

S B26は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の南北棟の掘
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立柱建物址であり、棟方向はN－150－Eである。梁間は3．69mを測り、柱間距離は1．64－1．98m

である。桁行は5．23mを測り、柱間距離は2．58－2．62mである。柱穴は、直径18－34cm、深さ

14－52cmを測り、不整円形及び楕円形を皇す。埋土は灰褐色粘質土であり、白磁皿（12）等の

遺物が出土した。SB26は、SK64を切っており、SB27・28と重複しているが、新旧関係は

不明である。

S B27

SB27は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－140－Eであるが、東辺の柱穴2個は検出されなかった。梁

間は5．20mを測り、柱間距離は2．39－2．82mである。桁行は6．26mを測り、柱間距離は1．25－

2．53mである。柱穴は、直径22－40cm、深さ12－38cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色

粘質土であり、土師質土器片等の遺物が出土した。SB27は、SB26・28－30、SK64と重複

しているが、新旧関係は不明である。

S B28

SB28は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×4間の東西棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－770－Wである。梁間は4．00mを測り、柱間距離は1．98－2．02m

である。桁行は7．13mを測り、柱間距離は1．04－2．52mである。柱穴は、直径26－35cm、深さ

20－42cmを測り、不整円形及び楕円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿の小

破片が出土した。SB28は、SK62を切っており、SB26・27・29・30、SK64と重複してい

るが、新旧関係は不明である。

S B29

SB29は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は3×4間の東西棟の

掘立柱建物址であり、棟方向はN－670－Wであるが、南西隅及び東辺の柱穴3個は検出され

なかった。梁間は5．16mを測り、柱間距離は1．50－1．58mである。桁行は7．53mを測り、柱間

距離は1．23－2．78mである。柱穴は、直径21－64cm、深さ18－61cmを測り、円形及び不整円形

を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（13）等の遺物が出土した。SB29は、S

B27・28・30・31、SK62・73・75と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B30

SB30は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東西棟の

掘立柱建物址であり、棟方向はN－680－Wである。梁間は4．49mを測り、柱間距離は2．08－

2・35mである。桁行は4．51mを測り、柱間距離は1．11－1．75mである。柱穴は、直径20～33cm、
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深さ12－61cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器片等の遺物が

出土した。S B30は、S B27－29・31、S K73と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B31

S B31は、調査区南西端に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×4間の南北棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－250－Eであるが、南辺及び東辺の柱穴3個は検出されなかっ

た。梁間は3．88mを測り、柱間距離は1．90－1．98mである。桁行は6．00mを測り、柱間距離は

1．10～1．78mである。柱穴は、直径17－44cm、深さ12－56cmを測り、円形及び不整円形を呈す。

埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（14）等の遺物が出土した。S B31は、S K75を切

っており、S B29・30、S K76・79と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B32

S B32は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の掘立柱建

物址であり、棟方向はN－730－Wであるが、東辺中央部の柱穴1個は検出されなかった。梁

間は3．25mを測り、柱間距離は1．43－1．82mである。桁行は3．39mを測り、柱間距離は1．16－

2．23mである。柱穴は、直径22－28cm、深さ14－52cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色

粘質土であり、土師質土器皿の小破片等の遺物が出土した。S B32は、S K74を切っており、

S K77と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B33

S B33は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×1間の東西棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－730－Wである。梁間は2．70mを測り、柱間距離は2．63－2．70m

である。桁行は3．68mを測り、柱間距離は3．62－3．68mである。柱穴は、直径24－32cm、深さ

20－52cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器片等の遺物が出土

した。S B33は、S B34－36、S K66と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B34

S B34は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は3×4間の東西棟の掘立

柱建物姓であり、棟方向はN－670－Wであるが、東辺の柱穴2個は検出されなかった。梁間

は3．98mを測り、柱間距離は1．28－1．40mである。桁行は6．67mを測り、柱間距離は1．20－

2．38mである。柱穴は、直径23－36cm、深さ11－49cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土

は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。S B34は、S K70を切ってお

り、S B33・35・36、S K66・69と重複しているが、新旧関係は不明である。

ー12　－



S B35

SB35は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の東西棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－770－Wであるが、南東隅の柱穴1個は検出されなかった。梁

間は1・90mを測り、柱間距離は1．90mである。桁行は5．73mを測り、柱間距離は2．65－3．08m

である。柱穴は、直径22－30cm、深さ12－29cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐

色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB35は、SB33・34・36、SK66・69と

重複しているが、新旧関係は不明である。

S B36

SB36は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の南北棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－200－Eであるが、南東隅の柱穴1個は検出されなかった。梁

間は2・12mを測り、柱間距離は2．12mである。桁行は2．93mを測り、柱間距離は1．14－1．78m

である。柱穴は、直径26－33cm、深さ19－34cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐

色粘質土であり、土師質土器皿の小破片が出土した。SB36は、SB33－35、SK69・70と重

複しているが、新旧関係は不明である。

S B37

SB37は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の掘立

柱建物址であり、棟方向はN－140－Eであるが、南東隅と東辺北部の柱穴2個は検出されな

かった。梁間は4．84mを測り、柱間距離は2．30－2．60mである。桁行は5．82mを測り、柱間距

離は1・56－2・44mである。柱穴は、直径22－30cm、深さ8－25cmを測り、円形及び不整円形を

里す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SB37は、SB38と重複

しているが、新旧関係は不明である。

S B38

SB38は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の掘立柱建物址

であり、棟方向はN－270－Eであるが、北東隅の柱穴1個は検出されなかった。梁間は5．51m

を測り、柱間距離は2．69－2．78mである。桁行は5．56mを測り、柱間距離は2．48－3．03mであ

る。柱穴は、直径25－29cm、深さ8－36cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であ

り、土師質土器皿の小破片等の遺物が出土した。SB38は、SB37と重複しているが、新旧関

係は不明である。

S B39

SB39は、調査区南端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の東西棟の掘
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立柱建物址であり、棟方向はN－730－Wである。梁間は2．23mを測り、柱間距離は2．16－2．23m

である。桁行は3．00mを測り、柱間距離は0．90～2．04mである。柱穴は、直径23－28cm、深さ

12－36cmを測り、円形及び不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片

が出土した。

S B40

S B40は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×4間の南北棟の

掘立柱建物址であり、棟方向はN－150－Eであるが、南西隅と東辺の柱穴4個は検出されな

かった。梁間は3．63mを測り、柱間距離は1．67－1．97mである。桁行は7．33mを測り、柱間距

離は1．79－2．16mである。柱穴は、直径20～28cm、深さ8－56cmを測り、不整円形及び楕円形

を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S B40は、S B41、S K86・

88・90、S D3西辺と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B41

S B41は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×4間の東西棟の

掘立柱建物址であり、棟方向はN－720－Wであるが、西辺中央部の柱穴1個は検出されなかっ

た。梁間は5．29mを測り、柱間距離は1．66－1．84mである。桁行は6．33mを測り、柱間距離は

1．32－1．86mである。柱穴は、直径22－49cm、深さ11－32cmを測り、不整円形を呈す。埋土は

灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。S B41は、S B40、S K86－88・

90、S D3西辺と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B42

S B42は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東西棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－710－Wであり、北西隅及び北辺西部の柱穴2個は検出され

なかった。梁間は3．38mを測り、柱間距離は1．68－1．76mである。桁行は5．92mを測り、柱間

距離は1．95－2．12mである。柱穴は、直径25－41cm、深さ7－45cmを測り、円形及び不整円形

を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（6、7）等の遺物が出土した。S B42は、

S B43・48、S D3西辺と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B43

S B43は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の東西棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－730－Wである。梁間は6．27mを測り、柱間距離は2．77－3．34m

である。桁行は6．82mを測り、柱間距離は0．84－3．20mである。柱穴は、直径28－36cm、深さ

17－33cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片及び青磁
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片が出土した。SB43は、2×2間の母屋の西面に廟を有した建物址と考えられる。SB43は、

SB42・44－46、SD4と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B44

SB44は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は3×5間の南北棟の

掘立柱建物址であり、棟方向はN－200－Eであるが、北辺西部の柱穴1個は検出されなかった。

梁間は7・80mを測り、柱間距離は2・36－2．78mである。桁行は8．78mを測り、柱間距離は1．53

‾1・89mである。柱穴は、直径21－40cm、深さ10～40cmを測り、埋土は灰褐色粘質土であり、

土師質土器皿・杯・鍋の小破片が出土したo SB44は、SB43・45・46、SK97－99、SD4

と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B45

SB45は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は3×3間の東西棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－750－Wである。梁間は4．74mを測り、柱間距離は1．20－1．78m

である。桁行は5・44mを測り、柱間距離は0・72－1・82mである。柱穴は、直径20－38cm、深さ

9－40cmを測り、不整円形及び楕円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿の小

破片が出土した。SB45は、3×3間の母屋の西面に廟を有した建物址と考えられる。SB45

は、SK97・98を切っており、SB43・44・46、SK99、SD4と重複しているが、新旧関係

は不明である。

S B46

SB46は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×5間の南北棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－190－Eであるが、東辺南部及び南東隅の柱穴2個は検出さ

れなかった。梁間は3・53mを測り、柱間距離は2・03mである。桁行は9．10mを測り、柱間距離

は1・60～2・33mである。柱穴は、直径26－37cm、深さ11～49cmを測り、不整円形を里す。埋土

は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SB46は、SD4を切ってお

り、SB43－45、SK96～100・105と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B47

SB47は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×2間の東西棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－710－Wである。梁間は2．70mを測り、柱間距離は1．04－1．62m

である。桁行は4・37mを測り、柱間距離は1・81～2・55mである。柱穴は、直径24－30cm、深さ

11～23cmを測り、埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SB47は、SB48・

49、SD3西辺と重複しているが、新旧関係は不明である。
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S B48

S B48は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は1×2間の南北棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－150－Eであるが、東辺中央部の柱穴1個は検出されなかった。

梁間は2．16mを測り、柱間距離は2．07－2．16mである。桁行は3．19mを測り、柱間距離は1．37

～1．80mである。柱穴は、直径23－28cm、深さ8－43cmを測り、不整円形を里す。埋土は灰褐

色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。S B48は、S B42・47と重複しているが、

新旧関係は不明である。

S B49

S B49は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の南北棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－200－Eである。梁間は2．72mを測り、柱間距離は1．32－1．40m

である。桁行は5．52mを測り、柱間距離は1．49－2．20mである。柱穴は、直径33－51cm、深さ

13－41cmを測り、不整円形を呈す。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S B49は、SK102を切っており、S B47・50、SK103と重複しているが、新旧関係は不明で

ある。

S B50

SB50は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。規模は2×3間の東西棟の掘

立柱建物址であり、棟方向はN－680－Wであるが、北東隅及び南辺東部の柱穴2個は検出さ

れなかった。梁間は4．19mを測り、柱間距離は1．84－2．35mである。桁行は4．99mを測り、柱

間距離は1．60－1．86mである。柱穴は、直径24－36cm、深さ12－40cmを測り、不整円形を呈す。

埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器及び瓦質土器の細片が出土した。S B50は、SKlO4、

SD3の西辺を切っており、S B49、SKlO2・103と重複しているが、新旧関係は不明である。

土拡

S KI

SKlは、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長楕円形を里し、

長径1．49m、短径0．39m、深さ0．10mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－650－

Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K2

SK2は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、

長径0．76m、短径0．64m、深さ0．38mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－700－E
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である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K3

SK3は、調査区北西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1・33m、短径0・72m、深さ0．42mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－850－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK3は、西部に小段を有している。

S K4

SK4は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を里し、

長径1・96m、短径の残存長0．84m、深さ0．24mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN

－680－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K5

SK5は、調査区北西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1・00m、短径0・77m、深さ0．33mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－650－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯の小破片が出土した。

S K6

SK6は、調査区北西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を里し、長

径0・82m、短径0．71m、深さ0．15mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－5。－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K7

SK7は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径1．30m、

短径0・80m、深さ0．19mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－56。－Wである。埋

土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK7は、東部に小段を有する。

S K8

SK8は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1・57m、短径0．90m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－62。－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。

S K9

SK9は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径
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0．96m、短径0．79m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－170－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK9の南端部は、中世のピ

ットに切られている。

S KlO

S KlOは、調査区北端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径0．84m、短径0．77m、深さ0．16mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－170－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S Kll

S Kllは、調査区北端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径2．20m、短径1．16m、深さ0．12mである。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－210－

Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。S Kllは、S Dlの

北東隅を切っており、SDlより新しい時期の土肱である。

S K12

SK12は、調査区北西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径0．81m、短径0．71m、深さ0．23mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－40－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK12は、SK13の北部を

切っており、SK13より新しい時期の土肱である。

S K13

S K13は、調査区北西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸三角形を呈し、

長径の残存長0．73m、短径0．56m、深さ0．18mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN

－530－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K13は、北部

がSK12に切られており、S K12より古い時期の土肱である。

S K14

S K14は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を里し、長径

2．84m、短径2．65m、深さ0．23mを測る。断面形は揺鉢形を呈し、長軸方向はN－200－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、須恵器蓋（21）等の遺物が出土した。SK14は、出土遺物

等からS B17、SDl西辺に切られていることが判明した。

－18　－



S K15

SK15は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1・16m、短径0・83m、深さ0．10mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－64。－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器及び瓦質土器片が出土した。

S K16

SK16は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長楕円形を呈し、長径

1・12m、短径0．40m、深さ0．24mを測る。断面形は揺鉢形を呈し、長軸方向はN－61。－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK16は、東西の両端部に小

段を有している。

S K17

SK17は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形を呈し、長径

2・35m、短径1．94m、深さ0．19mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－52。－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK17の北部は、

中世のピットに切られている。

S K18

SK18は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を里し、長径

1・05m、短径0．61m、深さ0．45mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－14。－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯の小破片が出土した。SK18の西部は、中世

のピットに切られている。

S K19

SK19は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径1・81m、短径1．50m、深さ0．20mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－35。－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK19は、底面に拳大

程度の自然礫数個が堆積していた。SK19は、SBll・12と重複しているが、新旧関係は不明

である。

S K20

SK20は、調査区中央部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形

を呈し、長径1・25m、短径0．69m、深さ0．27mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

180－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK20は、北
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部に小段を有している。

S K21

SK21は、調査区中央部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形

を呈し、長径1．09m、短径0．58m、深さ0．17mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN

－210－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（17）等の遺物が出土した。S

K21は、S BlOに切られており、S Bllと重複しているが、新旧関係は不明である。

S K22

S K22は、調査区中央部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を

呈し、長径0．65m、短径0．55m、深さ0．10mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

450－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K22は、S Bll

と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K23

SK23は、調査区中央部の西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を

呈し、長径0．87m、短径0．76m、深さ0．20mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

650－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK23の東部は、

中世のピットに切られており、S Bllと重複しているが、新旧関係は不明である。

S K24

S K24は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を呈し、長径

1．21m、短径1．13m、深さ0．21mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－880－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K25

S K25は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸台形を呈し、長

径2．43m、短径1．97m、深さ0．55mを測る。断面形は箱形を里し、長軸方向はN－760－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK25は、北東部に小段

を有し、底面には、人頭大の自然礫8個が堆積していた。SK25は、SDl西辺を切っており、

S B17に切られている。SK25は、S B17より古いが、SDlより新しい時期の土肱である。

S K26

S K26は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を里し、
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長径1・28m、短径0．75m、深さ9cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－26。－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K27

SK27は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

0・91m、短径0・70m、深さ7cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－200－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK27は、SB19－21と重複してい

るが、新旧関係は不明である。

S K28

SK28は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

0・80m、短径0・62m、深さ0．16mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－74。－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK28は、SB14・15・

19－21と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K29

SK29は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸三角形を呈し、

長径5・25m、短径4．02m、深さ0．76mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－31。－

Eである○埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK29は、東部に大

きな段部を有し、SK49、SDl西辺を切っている。

S K30

SK30は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径1・99m、短径1．04m、深さ0．58mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－49。－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、青磁碗（19）、白磁小皿（18）等の遺物が出土した。S

K30は、SB16・18に切られており、SB19・21－24と重複しているが、新旧関係は不明であ

る。

S K31

SK31は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

0・90m、短径0・77m、深さ0．19mを測る。断面形は浅い箱形を里し、長軸方向はN－16。－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK31は、SB22に切

られており、SB23・24と重複しているが、新旧関係は不明である。
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S K32

SK32は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径1．18m、

短径0．44m、深さ0．59mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－820－Wである。埋

土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K32は、S B22－24と重複している

が、新旧関係は不明である。

S K33

S K33は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

0．99m、短径0．58m、深さ0．12mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－170－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。S K33は、S B23・24と

重複しているが、新旧関係は不明である。

S K34

S K34は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を里し、長径

0．76m、短径0．68m、深さ0．42mを測る。断面形は措鉢形を里し、長軸方向はN－70－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿の小破片が出土した。S K34は、S B19－21

と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K35

S K35は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を里し、長径0．76m、

短径0．74m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－40－Wである。埋

土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K36

S K36は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸三角形を呈し、長

径1．32m、短径0．91m、深さ0．17mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－60－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。S K36は、S B

20に切られており、S B15・19と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K37

S K37は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径1．18m、

短径0．41m、深さ0．18mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－100－Wである。埋土は、

灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK37は、S B19・23－25と重複して

いるが、新旧関係は不明である。
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S K38

S K38は、調査区西部に位置し、第Ⅳ上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

0．71m、短径0．64m、深さ0．15mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－450－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（20）等の遺物が出土した。SK38は、S B

19・23・24に切られており、S B19・23・24より新しい時期の土肱である。

S K39

SK39は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

0．78m、短径0．70m、深さ0．25mを測る。断面形は浅い箱形を呈し、長軸方向はN－50－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK39は、SB24に切られ

ており、S B19と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K40

SK40は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径0．80m、短径0．52m、深さ0．25mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－170－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK40は、東部を中世

のピットに切られている。

S K41

SK41は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を里し、長径

0．67m、短径0．62m、深さ0．35mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－50－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK41は、SK42

を切っており、SK42より新しい時期の土肱である。

S K42

SK42は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

1．13m、短径の残存長0．90m、深さ0．49mを測る。断面形は箱形を皇し、長軸方向はN－850

－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK42は、北部と

東部に段部を有しており、南部は最近の撹乱を受けている。SK42は、北部をSK41に切られ

ており、SK41より古い時期の土肱である。

S K43

SK43は、調査区中央部西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を里

し、長径の残存長0．78m、短径0．76m、深さ0．45mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向
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はN－50－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿の小破片が出土した。S K

43は、S B13に切られており、南部は最近の撹乱を受けている。

S K44

S K44は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を里し、長

径0．75m、短径0．66m、深さ7cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－770－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K44は、S B13と重複して

いるが、新旧関係は不明である。

S K45

S K45は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径の残

存長0．81m、短径の残存長0．40m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN

－770－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。S K45は、

S B13と重複しており、北東部は最近の撹乱を受けている。

S K46

S K46は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長
l

径0．78m、短径0．64m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－80－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK46は、SK47を切

っており、S B13と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K47

S K47は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1．17m、短径の残存長0．66m、深さ4cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－770

－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯の小破片が出土した。S K47は、SK

46に切られており、S B13と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K48

S K48は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1．10m、短径0．70m、深さ0．39mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－800－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。S K48は、S Dl西辺を

切っており、SDlより新しい時期の土肱である。
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S K49

SK49は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を皇し、長径

の残存長0・91m、短径1．19m、深さ0．40mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－

60－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK49は、S

K29に切られており、SK29より古い時期の土拡である。

S K50

SK50は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径の残

存長2・53m、短径の残存長1・38m、深さ0・38mを測る。断面形は揺鉢形を呈し、長軸方向はN

‾290－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯の小破片が出土した。SK50は、

SDl西辺と切り合っているが、切り合い関係は不明である。

S K51

SK51は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は細長い長楕円形を呈し、

長径2・13m、短径0・25m、深さ0・12mを測る。断面形は浅い逆台形を皇し、長軸方向はN－

710－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、青磁皿（23）等の遺物が出土した。SK51は、

SB23に切られており、SB24と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K52

SK52は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を里し、長径

の残存長0・59m、短径0・63m、深さ7cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－41。

－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK52は、SK53に切

られており、SK53より古い時期の土肱である。

S K53

SK53は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を呈し、長径0．71m、

短径0・70m、深さ0・18mを測る○断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－350－Eである。埋

土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK53は、SK52を切っており、SK

52より新しい時期の土肱である。

S K54

SK54は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を里し、長径

1・30m、短径0・74m、深さ0．12mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－74。－Wで

ある○埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。
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S K55

S K55は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

0．75m、短径0．53m、深さ0．11mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－810－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片、石硯（129）等が出土した。

S K56

SK56は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸台形を呈し、長径

0．65m、短径0．53m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－670－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K57

S K57は、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長楕円形を呈し、長径

4．97m、短径0．77m、深さ0．36mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－700－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、多量の土師質土器皿・杯の小片及び青磁片等の遺物が出土

した。SK57は、S B24に切られており、S B23・25と重複しているが、新旧関係は不明であ

る。

S K58

SK58は、調査区中央部のやや西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕

円形を呈し、長径1．08m、短径0．50m、深さ0．32mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向は

N－150－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（22）等の遺物が出土した。

SK58は、底面が北部から南部に向かって深まっている。

S K59

SK59は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

0．90m、短径0．45m、深さ0．14mを測る。断面形は捨鉢形を里し、長軸方向はN－770－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K60

SK60は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径0．82m、短径0．76m、深さ0．12mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－90－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。
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S K61

SK61は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を里し、

長径の残存裏．38m、短径0．64m、深さ0．15mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN

－760－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK61は、

東部がSDl東辺に切られており、SDlより古い時期の土肱である。

S K62

SK62は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径0．75m、短径0．63m、深さ0．54mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－880－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK62は、SB28に切

られており、S B29と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K63

SK63は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を里し、長
l

径0．74m、短径0．54m、深さ9cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－850－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK63の東端部は、中世

のピットに切られている。

S K64

SK64は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、長

径0．94m、短径0．82m、深さ0．15mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－200－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK64は、SB

26に切られており、SB27・28と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K65

SK65は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

0・76m、短径0．50m、深さ9cmを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－390－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K66

SK66は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を里し、長径

0・75m、短径0．58m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－230－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK66は、SB34・35と

重複するが、新旧関係は不明である。
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S K67

S K67は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を呈し、長径0．78m、

短径0．68m、深さ0．11mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－410－Wである。埋

土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK67の南部は、中世のピットに

切られており、S B37と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K68

S K68は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1．09m、短径0．76m、深さ0．29mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－500－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK68は、北部に小段を

有している。

S K69

S K69は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1．26m、短径1．00m、深さ0．26mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－280－Eである。

埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿の小破片が出土した。SK69は、S B33－36と重複

しているが、新旧関係は不明である。

S K70

SK70は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

1．54m、短径1．19m、深さ0．43mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－690－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、青磁皿（24）等の遺物が出土した。SK70は、S B34に切

られており、S B36と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K71

S K71は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を里し、長径

1．18m、短径0．68m、深さ0．11mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－380－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。

S K72

SK72は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を呈し、長径0．77m、

短径0．75m、深さ0．26mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－10－Wである。埋

土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。
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S K73

SK73は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径1．00m、

短径0・30m、深さ9cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－520－Wである。埋土

は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK73は、SB29・30と重複してい

るが、新旧関係は不明である。

S K74

SK74は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整方形を呈し、

長径1・44m、短径0・96m、深さ0．17mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－650－

Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK74は、SB32に

切られており、SB32より古い時期の土垢である。

S K75

SK75は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径2・64m、短径1．35m、深さ0．10mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－44。－

Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。SK75は、S

B31に切られており、SB29と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K76

SK76は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を呈し、長径

0・74m、短径0・73m、深さ0．21mを測る。断面形は捨鉢形を里し、長軸方向はN－590－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK76は、SB31と重複

しているが、新旧関係は不明である。

S K77

SK77は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ上面で検出された。平面形は不整円形を里し、長

径1・07m、短径0・91m、深さ0．16mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－500－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK77は、SB32と重

複しているが、新旧関係は不明である。

S K78

SK78は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径

2・30m、短径0・71m、深さ0．28mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－690－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片等の遺物が出土した。SK78は、
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南部が最近の撹乱を受けている。

S K79

SK79は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径1．03m、短径0．70m、深さ0．11mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－250－

Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK79は、S B31と重複

しているが、新旧関係は不明である。

S K80

SK80は、調査区南西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は長方形を呈し、長

径1．21m、短径0．76m、深さ0．27mを測る。断面形は箱形を里し、長軸方向はN－170－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿の小破片等の遺物が出土した。

S K81

SK81は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を皇し、

長径0．76m、短径0．50m、深さ0．24mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－200－

Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿・杯の小破片が出土した。

S K82

S K82は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を里し、長径

1．48m、短径0．97m、深さ0．24mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－170－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK82は、底面に拳大一

人頭大の自然礫7個が堆積していた。

S K83

SK83は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を里し、長

径1．87m、短径0．80m、深さ0．21mを測る。断面形は箱形を里し、長軸方向はN－150－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、少量の土師質土器片が出土した。SK83の南端部は、中世

のピットに切られている。

S K84

SK84は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径1．39m、短径1．10m、深さ0．30mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－170－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯及び青磁の小破片等の遺物が出土した。
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S K85

SK85は、調査区南部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長径

の残存長2・68m、短径2・20m、深さ0．49mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－

870－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器及び瓦質土器の細片が出土した。自

然礫の集石がみられ、底面にも一部堆積していた。SK85の東部は、SDlと切り合っている

が、切り合い関係は不明である。

S K86

SK86は、調査区北端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径1・24m、短径1・10m、深さ0．49mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－580－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK86は、東西の両端部に

小段を有している。SK86は、SB40・41と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K87

SK87は、調査区北端部で検出された土垢で、SK86の南西側に位置している。平面形は隅

丸長方形を呈し、長径1・14m、短径0・64m、深さ9cmを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方

向はN－200－Eである○埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK87は、

SB41と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K88

SK88は、調査区北端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、長

径0・88m、短径0・78m、深さ0．12mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－730－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK88は、SB40・41と重

複しているが、新旧関係は不明である。

S K89

SK89は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径1・44m、短径0．75m、深さ1．20mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－64。－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器大皿（25）・釜（26）・鍋（28）、備前徳利（27）、

瀬戸・美濃系小皿（29）、伊万里系碗（30－32、34－37、39－43）・蓋（38）・瓶（44、45）・徳

利（46）、奈半利碗（33）等の遺物が出土した。

S K90

SK90は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を呈し、
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長径0．83m、短径0．74m、深さ0．33mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－680－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K91

SK91は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径0．99m、短径0．62m、深さ0．22mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－7．0－

Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K92

SK92は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径の

残存長0．78m、短径0．96m、深さ0．33mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－750

－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器小皿（47）等の遺物が出土した。SK92

は、S K93に切られており、S K93より古い時期の土肱である。

S K93

SK93は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整方形を呈し、長径

1．45m、短径1．30m、深さ0．44mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－150－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器釜（48）、伊万里系碗（49、50、53－56）・蓋（51）

等の遺物が出土した。SK93は、SK92を切っており、SK92より新しい時期の土砿である。

S K94

SK94は、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、長

径0．91m、短径0．73m、深さ0．42mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－700－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K95

SK95は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不定形で、長径の残

存長1．64m、短径0．89m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－700－

Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K96

SK96は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を里し、長

径0．86m、短径0．63m、深さ0．45mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－100－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK96は、SK97を切って
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おり、S B46と重複しているが、新旧関係は不明である。

SK97

SK97は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

の残存長0．80m、短径0．66m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

800－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K97は、S B45、

SK96に切られており、S B45、SK96より古い時期の土肱である。また、SK97は、S B44・

46と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K98

SK98は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

の残存長1．02m、短径0．76m、深さ0．10mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

100－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK98は、北西部

がSK97に切られており、S B46と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K99

SK99は、調査区北東部で検出された土肱で、SK98の東側に位置している。平面形は隅丸

方形を呈し、長径0．83m、短径0．74m、深さ0．24mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向

はN－30－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、伊万里紅猪口（57）が出土した。S K99

には拳大程度の自然礫の集石がみられた。SK99は、SB44－46と重複しているが、新旧関係

は不明である。

S KlOO

SKlOOは、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は鈎形を呈し、長径

1．83m、短径0．11m、深さ8cmを測る。断面形はU字形を呈し、長軸方向はN－460－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S KlOI

S KlOlは、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、

長径1．71m、短径の残存長1．25m、深さ0．31mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN

－280－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、伊万里系碗（58）等の遺物が出土した。S K

lOlは、SD3東辺を切っており、SD3より新しい時期の土拡である。
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S KlO2

S K102は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を呈し、

長径0．84m、短径0．59m、深さ0．33mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－730－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K102は、S K103を切っ

ているが、S B49に切られている。また、S K102は、S B50と重複しているが、新旧関係は

不明である。

SKlO3

S K103は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を里し、

長径1．16m、短径0．72m、深さ0．32mを測る。断面形は箱形を里し、長軸方向はN－720－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK103は、SK102に切ら

れており、S B49・50と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K104

S K104は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は細長い長楕円形を

呈し、長径4．35m、短径0．40m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－

180－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K104は、S B50

に切られており、S B50より新しい時期の土肱である。

S K105

S K105は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、

長径1．36m、短径1．19m、深さ0．41mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－670－W

である。埋土は灰褐色粘質土であり、瀬戸・美濃系碗（59）等の遺物が出土した。SK105は、

S B46と重複しているが、新旧関係は不明である。

S K106

S K106は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸三角形を呈し、

長径の残存長1．69m、短径1．16m、深さ0．51mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

190－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器釜（60）、唐津系碗（62、63）、伊万

里系碗（64）・瓶（65）、能茶山皿（61）等の遺物が出土した。SK106は、SD3東辺を切っ

ており、SD3より新しい時期の土砿である。

S K107

S K107は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を里し、
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長径の残存長1・82m、短径1．22m、深さ0．19mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN

－220－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK107は、SD

5と切り合っているが、切り合い関係は不明である。

S KlO8

SK108は、調査区東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸方形を里し、

長径1・43m、短径の残存長1．01m、深さ0．33mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

800－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、砥石（132）等が出土した。SK108は、SD2

に切られており、SD2より古い時期の土肱である。

S KlO9

SK109は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、

長径の残存長1．90m、短径0．90m、深さ0．92mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

140－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、備前捨鉢（66）、伊万里皿（67）等の遺物が出土

した。SK109は、南部が最近の撹乱を受けていた。

S KllO

SKllOは、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形を里し、

長径1・34m、短径1．05m、深さ0．90mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－17。－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、伊万里碗（70）、瀬戸・美濃系碗（69）等が出土した。

S Klll

SKlllは、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整方形を呈し、長

径1・16m、短径0．95m、深さ0．33mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－730－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SKlllは、SK112を切って

おり、SK112より新しい時期の土肱である。

S K112

SK112は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整方形を里し、長

径の残存長0．86m、短径1．09m、深さ0．29mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

730－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。SK112は、SK

lllに切られており、SKlllより古い時期の土肱である。
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S K113

S K113は、調査区東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を呈し、長径

1．95m、短径1．84m、深さ0．42mを測る。断面形は措鉢形を呈し、長軸方向はN－760－Eで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K113は、周辺部に小段を

有しており、SD2南辺の東端を切っている。

S K114

S K114は、調査区東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は円形を呈し、長径

1．52m、短径1．50m、深さ0．62mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－820－Wである。

埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K115

S K115は、調査区東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を皇し、長

径の残存長0．68m、短径0．83m、深さ1．03mを測る。断面形は箱形を呈し、長軸方向はN－

250－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。S K115の南部は、

現代の撹乱を受けている。

S K116

S K116は、調査区中央部のやや東寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円

形を呈し、長径1．42m、短径0．98m、深さ0．18mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向は

N－170－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K117

S Kl17は、調査区中央部の南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を

呈し、長径1．68m、短径0．90m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－

290－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K118

S K118は、調査区中央部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、

長径0．96m、短径0．64m、深さ0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－140－

Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K119

S K119は、調査区中央部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形
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を呈し、長径1・05m、短径0・71m、深さ0．12mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN

－220－Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K120

SK120は、調査区中央部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を

呈し、長径1・05m、短径0．90m、深さ0．13mを測る。断面形は逆台形を里し、長軸方向はN－

860－Wである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K121

SK121は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を里し、長

径1・31m、短径0・90m、深さ0．21mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－8。－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（72）等の遺物が出土した。SK121は、

南部に小段を有している。

S K122

SK122は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は不整円形を里し、

長径1・97m、短径1・28m、深さ0．34mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－38。－

Eである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K123

SK123は、調査区南東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長

径0・80m、短径0・43m、深さ0．12mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－43。－E

である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K124

SK124は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径

1・84m、短径0・80m、深さ0．38mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－570－Wで

ある。埋土は灰褐色粘質土であり、伊万里碗（16）等の遺物が出土した。SK124は、SD6

の西部を切っており、SD6より新しい時期の土肱である。

溝

S DI

SDlは、調査区西半部に位置し、第Ⅳ層上面で検出され、長方形状の区画を形成している
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が、南辺は8．82mほど途切れている。北辺の全長は36．80m、幅0．72m、深さ0．33mを測る。

東辺の全長は55．20m、幅0．64m、深さ0．36mを測る。西辺の全長は57．44m、幅0．96m、深さ

0．35mを測る。また、西辺南端部は、南部から南西側に1．92mほど延びた箇所があり、排水施

設と考えられる。南辺西部の全長14．80m、幅1．12m、深さ0．36mを測る。南辺西部の東端部

は北部に24．40mほど延びている。南辺東部の全長は13．68m、幅0．32m、深さ0．12mを測る。

埋土は2層に分層され、かなり多量の遺物が出土した。第I層は灰色粘質土であり、少量の遺

物を包含していた。第Ⅱ層は暗灰色粘質土であり、かなり多量の遺物を包含していた。

SDlからは、土師質土器杯（73、74）・鍋（75－77）、瓦質土器鍋脚部（78）、備前捨鉢（79

－83）、青磁碗（84、85）、白磁皿（86）、染付碗（87）、伊万里系碗（88）等の遺物が出土した。

S Dlは、S K14を切っており、S Kll・25・29・48、S D2南辺に切られている。S Dlの

底面から、備前措鉢（79、80）及び青磁碗（85）等の遺物が出土したことを考えると、SDl

は16世紀後半に機能し、廃絶したと考えられる。

S D2

SD2は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出され、L字状を呈している。南辺の全

長は33．60m、幅1．32m、深さ0．36mを測る。西辺の全長は20．40m、幅0．60m、深さ0．10m

を測る。S D2からは、瓦質土器措鉢（91）、備前捨鉢（92）等の遺物が出土した。S D2の

南辺は、SDlの東辺を切っているが、SK113及びSD3に切られている。SD2の西辺は、

S BlOに切られている。S D2は、S Dlより新しいが、S K113及びS D3より古い時期の

溝である。SD2は、出土遺物等より、16世紀後半に機能し、廃絶した溝と考えられる。

S D3

S D3は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出され、門構様に囲擁している。北辺の

全長は16．00m、幅0．46m、深さ0．15mを測る。東辺の全長は21．60m、幅0．64m、深さ0．19m

を測る。西辺の全長は23．28m、幅0．32m、深さ0．10mを測る。S D3は、東辺南部から東側

に溝が1．20mほど延びた箇所があり、排水施設と考えられる。埋土は灰色粘質土であり、土師

質土器釜（93）、備前捨鉢（94）・徳利（95）等の遺物が出土した。

S D3は、S D2南辺を切っているが、S B50、S KlOl・106に切られている。また、S D

3の西辺は、S B40～42・47と重複しているが、新旧関係は不明である。S D3は、S D2よ

り新しいが、S B50、SKlOl・106より古い時期の溝であり、出土遺物等から、17世紀に機能

し、廃絶した溝と考えられる。

S D4

SD4は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出され、北北東から南南西に向かって縦
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走している。全長は7．28m、幅0．18m、深さ6cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物

はみられなかった。SD4は、SB45・46に切られ、SB43・44と重複しているが、新旧関係

は不明である。

S D5

SD5は、調査区北東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出され、L字状に鋭く屈曲している。全

長7・28m、幅0・96m、深さ0．19mを測る。SD5の北部には、拳大程度の自然礫の集石がみら

れた。埋土は灰色粘質土であり、瓦質土器鉢（96）、伊万里系碗（97）、能茶山蓋（98）等の遺

物が出土した。SD5の南辺は、SD3の東辺と切り合っているが、切り合い関係は不明であ

るo SD5は、出土遺物等から、18世紀に機能し、廃絶した溝と考えられる。

S D6

SD6は、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出され、北西から南東に向かって、横走し

ている○全長10・80m、幅0．88m、深さ0．32mを測る。埋土は灰色粘質土であり、蓋（99、106）、

京焼き碗（101）、奈半利碗（103）、香炉（105）等の遺物が出土した。SD6は西端で2条に

分岐し、SK124に切られており、SK124より古い時期の溝である。SD6は、出土遺物等か

ら、18世紀に機能し、廃絶した溝と考えられる。

水溜り状遺構

S PI

SPlは、調査区東部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された水溜り状遺構である。長径3．20m、

短径1・68m、深さ0・83mを測る。埋土は灰色粘質土であり、伊万里仏飯器（107）、石硯（130、

131）等の遺物が出土した。SPlは、拳大から人頭大程度の自然礫の集石が逆L字状に配置

されていた。S Plは、SKlO8、SD2南辺及びSD3東辺の南端部を切っており、出土遺

物等から、18世紀に機能し、廃絶した遺構と考えられる。

ピット

PI

Plは、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。Plは、不整方形を呈し、直

径90cm前後、深さ51cmを測る。埋土は暗褐色粘質土であり、須恵器蓋（108、109）・杯身（110、

111）・皿（112）、砥石（133、134）等の遺物が出土した。
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P2

P2は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。P2は、不整方形を呈し、直

径96cm前後、深さ26cmを測る。埋土は暗褐色粘質土であり、須恵器杯身（113）、石硯（128）

等の遺物が出土した。

P3

P3は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。P3は、不整方形を呈し、直

径92cm前後、深さ30cmを測る。埋土は暗褐色粘質土であり、須恵器及び土師器の細片が出土し

た。

P4

P4は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出され、柱痕を有している。P4は、方

形を里し、直径98cm前後、深さ29cmを測る。埋土は暗褐色粘質土であり、須恵器杯身（114）

等の遺物が出土した。

P5

P5は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層で検出され、柱痕を有している。P5は、方形を

呈し、直径112cm前後、深さ32cmを測る。埋土は暗褐色粘質土であり、須恵器及び、土師器の

細片が出土した。

P6

P6は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。P6は、不整方形を呈し、直

径80cm前後、深さ21cmを測る。埋土は暗褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。P6

の東部は中世のピットに切られている。

P7

P7は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。P7は不整方形を里し、直径

92cm前後、深さ21cmを測る。埋土は暗褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

P8

P8は、調査区北西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。P8は、隅丸方形を呈し、直

径98cm前後、深さ21cmを測る。埋土は暗褐色粘質土であり、須恵器及び土師器の細片が出土し

た。
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P9

P9は、調査区北西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。P9は、不整円形を呈し、直径

76cm前後、深さ9cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、土師質土器皿（115）等の遺物が出土

した。

PlO

PlOは、調査区北部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。PlOは円形を里し、直径27cm前後、

深さ17．1cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、唐津系碗（117）等の遺物が出土した。

Pll

Pllは、調査区西部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。Pllは円形を呈し、直径26cm前後、

深さ38cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（116）等の遺物が出土した。

P12

P12は、調査区中央部のやや西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。P12は円形を呈し、

直径25cm前後、深さ15cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（118、119）等の

遺物が出土した。

P13

P13は、調査区中央部に位置し、第Ⅳ層上面で検出され、柱痕を有している。P13は不整円

形を呈し、直径38cm前後、深さ19cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器杯（124）、

叩石（127）等の遺物が出土した。

P14

P14は、調査区北東端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出された。P14は、円形を呈し、直径34cm

前後、深さ35cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、尾戸碗（123）等の遺物が出土した。

P15

P15は、調査区西端部に位置し、第Ⅳ層上面で検出され、柱痕を有している。P15は円形を

里し、直径42cm前後、深さ32cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、土師質土器皿（120、121）

等の遺物が出土した。

P16

P16は、調査区中央部南西寄りに位置し、第Ⅳ層上面で検出された。P16は、円形を呈し、
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直径38cm前後、深さ25cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、青磁碗（125）等の遺物が出土

した。

5．まとめ

Loc．40では、9世紀、16世紀後半、17世紀、18世紀の4時期の屋敷跡群の存在を確認するこ

とができた。

9世紀の建物址は、調査区北西部で検出されたが、調査区の北側に延びているため、規模や

性格等は不明である。SK14は須恵器蓋（21）等の遺物が出土しており、この時期の土肱と考

えられるが、性格等は不明である。

16世紀後半の屋敷跡群は、SDl・2により囲まれた範囲が考えられる。SDlにより、門

構様に囲まれた範囲の長辺は57．27m、短辺は36．30mを測る。この中には、S B1－7・9－

39の38棟の建物址群及び、SK5－10・12・13・15－85の80基の土肱が存在した。SDl南辺

の西部は、東へ14．80mほど延び、そのあと北へ24．40m程向い、コの字形を呈している。この

北へ向かったSDlの東側約2．50mは、遺構が全く存在せず、溝に沿って通路が存在した可能

性が強い。

また、調査区の北東部には、SD2によりL字形に区画された範囲があり、長辺は33．40m、

短辺は20．00mを測る。この中には、S B8・40～42・47・48・50の7棟の建物址群及び、S

Kll・86－108の25基の土拡群が存在した。SD2は、南辺がSDlの東辺を切っており、S

Dlより新しい時期の溝と考えられる。この範囲で検出された屋敷跡群は、北側のLoc．41の

屋敷跡群に連続するものである。

17世紀の屋敷跡群は、SD3により、門構様に囲まれた長方形の範囲が考えられ、長辺は

22．90m、短辺は16．10mを測る。この中には、S B43－46・49・50の6棟の建物址群及び、S

K90・95－108の15基の土拡群が存在した。

18世紀前半の遺構は、調査区東半部に分布していた。出土遺物等を考えると、SK89・93・

99・101・105・106・109・110・121・124、SD5・6が18世紀前半の土拡及び、溝である。

以上の土砿及び、溝の分布状況を考えると、調査区東半部に18世紀の屋敷跡が存在したが、そ

れに伴う建物址群は検出されなかった。

当調査区で検出した建物址群は、全て溝で囲まれた範囲に存在し、東西棟の建物址の棟方向

はN－670－W～N－770－W、南北棟の建物址の棟方向はN－140－E－N－240－Eのものが

多く、井戸址は全く検出されなかった。

また、調査区の北東部では、16－18世紀の建物址群や土拡群が混在しており、複雑な様相を

呈していた。
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第1表　掘立柱建物址計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（扉 ）

備　　　 考

梁 （間 ） × 桁 （間 ） 梁　 ×　 一桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第　 2　 図 S B　 l 2　　 ×　　 3 3 ．4 6　 ×　 4 ．7 6 1 ．2 8　－ 1 ．8 2 N － 7 20－ W 16 ．5

〃 S B　 2 1　 ×　　 2 1 ．6 0　 ×　 3 ．4 2 1 ．3 3　－ 1 ．7 5 N － 7 40－ W 5 ．5

第　 3　 図 S B　 3 2　 ×　　 2 3 ．0 5　 ×　 4 ．64 1 ．0 2　－　 2 ．3 3 N － 7 60－ W 14 ．2

ク S B　 4 2　 ×　 3 3 ．4 7　 ×　 4 ．6 0 1 ．0 2　－　 2 ．4 5 N － 130－ E 1 6 ．0

第　 4　 図 S B　 5 2　 ×　 2 3 ．8 8　 ×　 4 ．9 8 2 ．2 8　－　 2 ．6 3 N － 8 20－ W 19 ．3

ク S B　 6 1　 ×　 2 1 ．4 4　 ×　 3 ．57 1 ．3 7　－ 1 ．9 7 N － 16 0－ E 5 ．1

第　 5　 図 S B　 7 3　 ×　 3 4 ．18　 ×　 3 ．59 0 ．9 5　－ 1 ．8 1 N － 7 30－ W 15 ．0

ク S B　 8 2　 ×　　 3 3 ．74　 ×　 6 ．10 1 ．7 6　 －　 2 ．2 8 N － 160－ E 2 2 ．8

第　 6　 図 S B　 9 2　 ×　　 3 3 ．8 3　 ×　 7 ．0 8 1 ．7 8　 －　 2 ．7 0 N － 18 0－ E 2 7 ．1

ク S B lO 2　 ×　 3 3 ．57　 ×　 5 ．9 6 1 ．2 8　 －　 3 ．0 0 N － 7 0 0－ W 2 1 ．3

第　 7　 図 S B l l 2　 ×　 3 4 ．59　 ×　 6 ．8 6 1 ．4 4　－　 2 ．7 7 N － 7 1 0－ W 3 1 ．5

ク S B 12 2　 ×　 3 3 ．6 1 ×　 7 ．0 6 1 ．7 5　－　 3 ．3 6 N － 7 20－ W 2 5 ．5

第　 8　 図 S B 13 2　　 ×　 2 4 ．8 5　 ×　 5 ．0 9 1 ．9 6　－　 2 ．6 4 N － 7 00－ W 24 ．7

ケ S B 14 2　　 ×　　 2 3 ．9 0　 ×　 5 ．5 2 1 ．3 2　－　 2 ．7 8 N － 180－ E 2 1 ．5

第　 9　 図 S B 15 2　 ×　　 2 3 ．6 6　 ×　 4 ．6 5 1 ．5 0　－　 2 ．3 3 N － 150－ E 1 7 ．0

ク S B 16 2　　 ×　　 4 3 ．6 4　 ×　 7 ．7 5 1 ．5 7　－　 2 ．2 8 ．N － 2 10－ E 2 8 ．2

第 10 図 S B 17 2　　 ×　　 3 3 ．4 6　 ×　 6 ．4 8 1 ．6 0　－　 3 ．0 2 N － 2 2 0－ E 2 2 ．4

ク S B 18 2　 ×　 4 3 ．15　 ×　 5 ．8 5 1 ．3 8　 － 1 ．7 7 N － 15 0－ E 18 ．4

第 11 図 S B 19 2　　 ×　　 2 5 ．12　 ×　 5 ．60 2 ．14　 －　 3 ．10 N － 17 0－ E 2 8 ．7

ク S B　 20 2　　 ×　　 2 3 ．88　 ×　 3 ．94 1 ．58　 －　 2 ．2 8 N － 16 0－ E 15 ．3

第 12 図 S B　 2 1 2　　 ×　　 2 3 ．24　 ×　 4 ．11 1 ．3 8　 －　 2 ．16 N － 7 5 0－ W 13 ．3

ク S B　 22 2　　 ×　　 2 3 ．4 0　 ×　 5 ．2 0 1 ．55　－　 2 ．8 5 N － 7 3 0－ W 17 ．7

第 13 図 S B　 23 2　 ×　 3 5 ．14　 ×　 5 ．6 0 1 ．5 0　 －　 2 ．12 N － 7 2 0－ W 2 8 ．8

第 14 図 S B　 24 4　 ×　 3 5 ．4 8　 ×　 6 ．18 1 ．3 2　 －　 2 ．4 0 N － 7 3 0－ W 3 3 ．9

第 13 図 S B　 25 2　 ×　　 2 4 ．74　 ×　 5 ．2 6 1 ．8 4　－　 2 ．9 0 N － 15 0－ E 2 4 ．9

第 14 図 S B　 26 2　　 ×　　 2 3 ．69　 ×　 5 ．2 3 1 ．6 4　－　 2 ．6 2 N － 150－ E 1 9 ．3

第 15 図 S B　 27 2　　 ×　　 3 5 ．2 0　 ×　 6 ．2 6 1 ．2 5　－　 2 ．8 2 N － 140－ E 3 2 ．6

〃 S B　 28 2　　 ×　 4 4 ．0 0　 ×　 7 ．13 1 ．0 4　－　 2 ．5 2 N － 7 70－ W 28 ．5

第 16 図 S B　 29 3　　 ×　 4 5 ．16　 ×　 7 ．5 3 1 ．2 3　－　 2 ．7 8 N － 6 70－ W 38 ．9

第 17 図 S B　 30 2　 ×　 3 4 ．4 9　 ×　 4 ．5 1 1 ．1 1 －　 2 ．3 5 N － 6 80－ W 20 ．2
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挿 図 番 号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（扉）

備　　　 考

梁 （間 ）× 桁 （間 ） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 17 図 S B　 3 1 2　 ×　 4 3 ．88　×　 6 ．00 1 ．10　－ 1 ．98 N － 25 0－ E 2 3 ．3

第 18 図 S B　 3 2 2　　 ×　　 2 3 ．25　×　 3 ．39 1 ．16　－　 2 ．23 N － 73 0－ W 1 1 ．0

ク S B　 33 1　 ×　 1 2 ．70　×　 3 ．68 2 ．6 3　－　 3 ．6 8 N － 730－ W 9 ．9

第 1 9 図 S B　 34 3　　 ×　　 4 3 ．98　×　 6 ．6 7 1 ．2 0　－　 2 ．3 8 N － 670－ W 2 6 ．5

ク S B　 35 1　 ×　　 2 1 ．9 0　×　 5 ．7 3 1 ．9 0　－　 3 ．0 8 N － 7 70－ W 1 0 ．9

第 20 図 S B　 36 1　 ×　　 2 2 ．12　×　 2 ．9 3 1 ．14　－　 2 ．12 N － 2 00－ E 6 ．2

ク S B　 37 2　 ×　　 3 4 ．84　 ×　 5 ．82 1 ．5 6　－　 2 ．6 0 N － 140－ E 2 8 ．2

第 2 1 図 S B　 38 2　　 ×　 2 5 ．5 1 ×　 5 ．5 6 2 ．4 8　－　 3 ．0 3 N － 2 70－ E 30 ．6

ク S B　 39 1　 ×　 2 2 ．2 3　×　 3 ．0 0 0 ．9 0　－　 2 ．2 3 N － 7 30－ W 6 ．7

第 22 図 S B　 4 0 2　 ×　 4 3 ．6 3　×　 7 ．3 3 1 ．6 7　－　 2 ．16 N － 150－ E 2 6 ．6

ク S B　 4 1 2　　 ×　 4 5 ．2 9　×　 6 ．3 3 1 ．3 2　－ 1 ．8 6 N － 7 20－ W 3 3 ．5

第 23 図 S B　 4 2 2　 ×　　 3 3 ．3 8　×　 5 ．9 2 1 ．6 8　－　 2 ．12 N － 7 10－ W 20 ．0

第 24 図 S B　 4 3 2　 ×　　 2 6 ．2 7　×　 6 ．8 2 0 ．8 4　－　 3 ．3 4 N － 730－ W 4 2 ．8

第 25 図 S B　 4 4 3　 ×　　 5 7 ．8 0　×　 8 ．7 8 1 ．5 3　－　 2 ．7 8 N － 2 00－ E 6 8 ．5

第 23 図 S B　 45 3　　 ×　　 3 4 ．7 4　×　 5 ．4 4 0 ．7 2　－ 1 ．8 2 N － 7 50－ W 2 5 ．8

第 26 図 S B　 4 6 2　 ×　 5 ‘ 3 ．53　×　 9 ．10 1 ．6 0　－　 2 ．3 3 N － 190－ E 3 2 ．1

第 27 図 S B　 4 7 2　 ×　 2 2 ．7 0　×　 4 ．3 7 1 ．0 4　－　 2 ．5 5 N － 7 10－ W 1 1 ．8

〃 S B　 4 8 1　 ×　 2 2 ．16　×　 3 ．19 1 ．3 7　－　 2 ．16 N － 150－ E 6 ．9

第 28 図 S B　 4 9 2　 ×　 3 2 ．7 2　×　 5 ．5 2 1 ．3 2　－　 2 ．2 0 N － 2 00－ E 1 5 ．0

ク S B　 50 2　　 ×　　 3 4 ．1 9　×　 4 ．9 9 1 ．6 0　－　 2 ．3 5 N － 6 80－ W 20 ．9
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第2表　土拡計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 29 図 S K　 l 長 楕 円 形 1 ．49 0 ．39 0 ．10 N － 65 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 2 不 整 円 形 0 ．76 0 ．64 0 ．3 8 N ニ 70 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 3 楕 円 形 1 ．33 0 ．72 0 ．4 2 N － 8 5 0－ W ク

ク S K　 4 隅 丸 方 形 1 ．96 （0 ．84 ） 0 ．2 4 N － 6 8 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 5 楕 円 形 1 ．00 0 ．77 0 ．3 3 N － 6 5 0－ W 箱　　　 形

ク S K　 6 不 整 円 形 0 ．82 0 ．71 0 ．15 N －　 5 0－ W 逆　 台　 形

S K　 7 不 定 形 1 ．30 0 ．80 0 ．19 N － 56 0－ W ク

S K　 8 楕 円 形 1 ．57 0 ．90 0 ．14 N － 6 2 0－ W ク

S K　 9 ク 0 ．9 6 0 ．7 9 0 ．14 N － 170 － E ク

S K lO 不 整 円 形 0 ．8 4 0 ．7 7 0 ．1 6 N － 170－ E ク

第 3 0 図 S K ll 隅 丸 長 方 形 2 ．2 0 1 ．1 6 0 ．1 2 N － 2 10－ E 一ク

S K 12 不 整 円 形 0 ．8 1 0 ．7 1 0 ．23 N －　 4 0－ W 〃

S K 13 隅 丸 三 角 形 （0 ．7 3） 0 ．5 6 0 ．18 N － 5 30－ E ケ

S K 14 円　 形 2 ．84 2 ．65 0 ．23 N － 2 00－ E 捨　 鉢　 形

第 30 図 S K 15 楕 円 形 1 ．16 0 ．83 0 ．10 N － 64 0－ W 逆　 台　 形

〃 S K 16 長 楕 円 形 1 ．12 0 ．40 0 ．24 N － 6 10－ W 揺　 鉢　 形

ク S K 17 不 定 形 2 ．3 5 1 ．94 0 ．19 N － 52 0－ W 逆　 台　 形

ク S K 1 8 楕 円 形 1 ．0 5 0 ．6 1 0 ．45 N － 14 0－ E 措　 鉢　 形

ク S K 1 9 不 整 楕 円 形 1 ．8 1 1 ．50 0 ．20 N － 35 0－ W 逆　 台　 形

第 3 1 図 S K　 2 0 ク 1 ．25 0 ．69 0 ．27 N － 18 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 2 1 隅 丸 長 方 形 1 ．09 0 ．58 0 ．17 N － 2 10－ E 逆　 台　 形

ク S K　 2 2 不 整 円 形 0 ．65 0 ．55 0 ．10 N － 45 0－ W ク

ク S K　 23 ク 0 ．87 0 ．76 0 ．20 N － 65 0－ W 箱　　　 形

ク S K　 24 円　 形 1 ．21 ’1 ．13 0 ．21 N － 88 0－ E 逆　 台　 形

第 3 2 図 S K　 25 隅 丸 台 形 2 ．43 1 ．97 0 ．55 N － 76 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 26 不 整 楕 円 形 1 ．28 0 ．75 0 ．0 9 N － 2 60－ W 逆　 台　 形

ク S K　 27 楕 円 形 0 ．91 0 ．7 0 0 ．0 7 N － 2 00－ W ク

ク S K　 28 ク 0 ．8 0 0 ．6 2 0 ．1 6 N － 74 0－ E 捨　 鉢　 形

第 3 3 図 S K　 29 隅 丸 三 角 形 5 ．2 5 4 ．0 2 0 ．7 6 N － 3 10－ E ク

〃 S K　 30 不 整 楕 円 形 1 ．9 9 1 ．04 0 ．58 N － 4 90－ E ク



挿 図番 号 遺構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 3 3 図 S K　 31 不 整 円 形 0 ．90 0 ．77 0 ．19 N － 160－ W 浅 い 箱 形

第 3 4 図 S K　 32 不 定 形 1 ．18 0 ．4 4 0 ．59 N － 820－ W 捨　 鉢　 形

ク S K　 33 楕 円形 0 ．99 0 ．58 0 ．12 N － 17 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 34 不 整 円 形 0 ．76 0 ．68 0 ．42 N －　 7 0－ W 捨　 鉢　 形

ク S K　 3 5 円　 形 0 ．76 0 ．74 0 ．14 N －　 4 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 3 6 隅丸 三角 形 1 ．32 0 ．9 1 0 ．17 N －　 6 0－ W ク

〃 S K　 3 7 不 定形 1 ．18 0 ．4 1 0 ．18 N 一一10 0－ W 箱　　　 形

第 35 図 S K　 3 8 不 整 円形 0 ．7 1 0 ．64 0 ．1 5 N － 4 50－ E 逆　 台　 形

〃 S K　 39 ク 0 ．7 8 0 ．7 0 0 ．2 5 N －　 5 0－ W 浅 い 箱 形

ク S K　 4 0 不 整 楕 円 形 0 ．8 0 0 ．5 2 0 ．2 5 N － 17 0－ E 措　 鉢　 形

ク S K　 4 1 不 整 円 形 0 ．67 0 ．62 0 ．35 N －　 5 0－ E ク

ク S K　 42 ク 1 ．13 （0 ．90 ） 0 ．4 9 N － 85 0－ W 箱　　　 形

S K　 4 3 ク （0 ．7 8） 0 ．76 0 ．4 5 N －　 5 0－ W 捨　 鉢　 形

第 35 図 S K　 4 4 ク 0 ．7 5 0 ．6 6 0 ．0 7 N － 7 70－ E 逆　 台 ‘形

S K　 4 5 不 定 形 （0 ．8 1） （0 ．4 0） 0 ．1 3 N － 7 70－ E ク

第 35 図 S K　 4 6 不 整 円形 0 ．7 8 0 ．6 4 0 ．13 N －　 8 0－ E ク

ク S K　 47 楕 円形 1 ．17 （0 ．6 6） 0 ．0 4 N － 77 0－ E ク

S K　 48 ク 1 ．10 0 ．70 0 ．39 N － 80 0－ W 捨　 鉢　 形

S K　 49 〃 （0 ．9 1） 1 ．19 0 ．40 N －　 6 0－ W ケ

第 3 5 図 S K　 50 不 定 形 （2 ．53 ） （1 ．38 ） 0 ．38 N － 29 0－ E ク

第 36 図 S K　 5 1 長 楕 円 形 2 ．13 0 ．2 5 0 ．12 N － 7 10－ W 浅 い逆 台 形

ク S K　 5 2 不 整 円形 （0 ．5 9） 0 ．6 3 0 ．07 N － 4 10－ W 逆　 台　 形

ク S K　 53 円　 形 0 ．7 1 0 ．7 0 0 ．1 8 N － 3 50－ E ク

〃 S K　 54 楕 円 形 1 ．30 0 ．74 0 ．12 N － 7 40－ W ク

ク S K　 5 5 ク 0 ．75 0 ．53 0 ．11 N － 81 0－ W ク

第 3 7 図 S K　 5 6 隅 丸 台 形 0 ．65 0 ．53 0 ．14 N － 67 0－ E ク

第 36 図 S K　 57 長 楕 円形 4 ．97 0 ．77 0 ．36 N － 70 0－ W 措　 鉢　 形

第 37 図 S K　 58 不 整 楕 円 形 1 ．0 8 0 ．5 0 0 ．3 2 N － 1 50－ E 箱　　　 形

ク S K　 59 楕 円形 0 ．9 0 0 ．4 5 0 ．1 4 N － 7 70－ W 捨　 鉢　 形

ク S K　 60 不 整 円 形 0 ．8 2 0 ．7 6 0 ．12 N －　 9 0－ E 逆　 台　 形
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挿 図 番 号 遺構 番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

S K　 61 隅 丸 長 方 形 （3 ．3 8） 0 ．64 0 ．15 N － 76 0－ W 逆　 台　 形

第 3 7 図 S K　 62 不 整 円形 0 ．7 5 0 ．63 0 ．54 N － 88 0－ W 捨　 鉢　 形

ク S K　 6 3 ク 0 ．74 0 ．54 0 ．09 N － 85 0－ E 逆　 台　 形

第 38 図 S K　 6 4 隅 丸 方 形 0 ．94 0 ．82 0 ．15 N － 20 0－ E ク

ク S K　 6 5 楕 円形 0 ．76 0 ．50 0 ．09 N － 39 0－ W ク

ク S K　 6 6 〃 0 ．75 0 ．58 0 ．14 ・N － 23 0－ E ク

ク S K　 6 7 円　 形 0 ．78 0 ．68 0 ．11 N － 41 0－ W ・ ク

ク S K　 6 8 楕 円形 1 ．09 0 ．76 0 ．29 N － 50 0－ W 捨　 鉢　 形

ク S K　 6 9 〃 1 ．26 1 ．0 0 0 ．2 6 N － 2 8 0－ E 箱　　　 形

第 3 9 図 S K　 70 不 整 円 形 1 ．54 1 ．19 0 ．4 3 N － 6 90－ W 捨　 鉢　 形

ク S K　 7 1 楕 円形 1 ．18 0 ．6 8 0 ．1 1 N － 3 80－ E 逆　 台　 形

ク S K　 72 円　 形 0 ．7 7 0 ．7 5 0 ．26 N － 1 0－ W 捨　 鉢　 形

第 4 0 図 S K　 73 不 定 形 1 ．0 0 0 ．30 0 ．09 N － 52 0－ W 逆　 台　 形

第 3 9 図 S K　 7 4 不 整 方 形 工 44 0 ．96 0 ．17 N － 65 0－ W ク

ク S K　 7 5 不 整 楕 円形 2 ．64 1 ．3 5 0 ．10 N － 44 0－ E ク

ク S K　 7 6 円　 形 0 ．74 0 ．73 0 ．2 1 N － 59 0－ W 措　 鉢　 形

第 40 図 S K　 7 7 不 整 円形 1 ．0 7 0 ．9 1 0 ．16 N － 50 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 7 8 不 定 形 2 ．30 0 ．7 1 0 ．28 N － 69 0－ W ク

ク S K　 7 9 不整 楕 円形 1 ．03 0 ．70 0 ．11 N － 25 0－ W ク

〃 S K　 8 0 長 方形 1 ．2 1 0 ．76 0 ．27 N － 17 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 8 1 隅丸 長 方形 0 ．76 0 ．50 0 ．24 N － 20 0－ E 捨　 鉢　 形

第 4 1 図 S K　 8 2 楕 円形 1 ．48 0 ．97 0 ．24 N － 17 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 8 3 隅丸 長 方 形 1 ．87 0 ．80 0 ．2 1 N － 15 0－ E 箱　　　 形

〃 S K　 84 〃 1 ．39 1 ．10 0 ．3 0 N － 17 0－ E ク

ク S K　 8 5 不 整 円 形 （2 ．68 ） 2 ．－20 0 ．4 9 N － 87 0－ W 逆　 台　 形

第 4 2 図 S K　 86 ク 1 ．24 1 ．10 0 ．4 9 N － 580－ W 措　 鉢　 形

ク S K　 87 隅 丸 長 方 形 1 ．14 0 ．6 4 0 ．0 9 N － 2 00－ E 逆　 台　 形

ク S K　 88 不 整 円形 0 ．8 8 0 ．7 8 0 ．12 N － 7 30－ W ク

ク S K　 89 隅 丸 長 方 形 1 ．4 4 0 ．7 5 1 ．2 0 N － 64 0－ W 箱　　　 形

ク S K　 90 不 整 円形 0 ．8 3 0 ．74 0 ．3 3 N － 68 0－ W 〃

ー　47　－



挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

‘規　　　　 模 （m ）

長軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 42 図 S K　 9 1 不 整楕 円 形 0 ．99 0 ．62 0 ．22 N －　 7 0－ E 逆　 台　 形

第 4 3 図 S K　 9 2 楕 円形 （0 ．78 ） 0 ．96 0 ．33 N － 75 0－ W 捨　 鉢　 形

ク S K　 9 3 不 整 方 形 1 ．45 1 ．30 0 ．44 N － 15 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 9 4 隅 丸 長 方 形 0 ．9 1 0 ．73 0 ．42 N － 70 0－ W 箱　　　 形

ク S K　 9 5 不 定形 （1 ．64 ） 0 ．89 0 ．14 N － 70 0－ W 逆　 台　 形

〃 S K　 96 不 整 円 形 0 ．8 6 0 ．63 0 ．45 N － 10 0－ E ク

ク S K　 9 7 楕 円形 （0 ．8 0） 0 ．66 0 ．13 N － 80 0－・W ク

ク S K　 9 8 ク （1 ．0 2） 0 ．76 0 ．10 N － 10 0－ E ク

S K　 9 9 隅 丸 方 形 0 ．8 3 0 ．74 0 ．24 N －　 3 0－ E ク

第 43 図 S K lO O 鈎　 形 （1 ．8 3） 0 ．1 1 0 ．08 N － 4 60－ W U　 字　 形

ク S K l Ol 楕 円 形 1 ．7 1 （1 ．2 5） 0 ．3 1 N － 2 80－ E 揺 ‾　鉢　 形

第 44 図 S K l O2 隅 丸 長 方 形 0 ．8 4 0 ．5 9 0 ．3 3 N － 7 30－ W 箱　　　 形

ケ S K lO3 ク 1 ．16 0 ．7 2 0 ．3 2 N － 7 20－ W ク

ク S K lO4 長 楕 円 形 4 ．35 0 ．4 0 0 ．13 N － 18 0－ E 逆　 台　 形

ク S K lO5 隅 丸 方 形 1 ．36 1 ．19 0 ．4 1 N － 67 0－ W 箱　　　 形

ク S K lO6 隅丸 三 角 形 （1 ．69 ） 1 ．16 0 ．51 N － 19 0－ E 〃

S K lO 7 隅丸 長 方 形 （1 ．82 ） 1 ．22 0 ．19 N － 22 0－ E 逆　 台　 形

第 4 4 図 S K lO 8 隅 丸 方 形 1 ．43 （1 ．01 ）． 0 ．33 N － 80 0－ W 箱　　　 形

S K lO 9 不 整楕 円 形 （1 ．90 ） 0 ．90 0 ．92 N － 14 0－ E 〃

第 4 5 図 S K ll O 隅 丸 長 方 形 1 ．34 1 ．05 0 ．90 N － 17 0－ E ク

ク S K ll l 不 整 方 形 1 ．1 6 0 ．95 0 ．33 N － 73 0－ W ク

ク S K 11 2 ク （0 ．8 6） 1 ．09 0 ．29 N － ・73 0－ W ク

ク S K 1 13 円　 形 1 ．9 5 1 ．84 0 ．42 N － 76 0－ E 捨　 鉢　 形

ク S K 1 14 ク 1 ．5 2 1 ．50 0 ．62 N － 82 0－ W 箱　　　 形

ク S K 115 楕 円 形 （0 ．6 8） 0 ．8 3 1 ．0 3 N － 2 50－ E ク

ク S K 116 〃 1 ．4 2 0 ．9 8 0 ．1 8 N － 1 70－ E 逆　 台　 形

S K 117 ク 1 ．6 8 0 ．9 0 0 ．1 3 N － 2 90－ E ク

S K l18 ク 0 ．9 6 0 ．6 4 0 ．1 4 N － 140－ E ク

S K 119 隅 丸 長 方 形 1 ．05 0 ．7 1 0 ．12 N － 2 20－ E ク

S K 120 不整 円 形 1 ．05 0 ．9 0 0 ．13 N － 8 60－ W ク
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．

挿図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

S K 12 1 楕 円形 1．31 0．90 0．21 N －　8 0－ E 捨　 鉢　 形

S K 12 2 不整円形 1．97 1．28 0 ．34 N － 380－ E ク

S K 123 楕 円形 0．80 0 ．43 0 ．12 N － 430－ E 逆　 台　 形

S K 124 ク 1．84 0 ．80 0 ．38 N － 570－W 捨　 鉢　 形



「

第3表　包含層出土土器観察表

挿図番号 層位 器　 種

口径

三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

1 第 Ⅱ層
土師質土器

杯

（2．9）

6．6

平底。 内外面ともロクロナデ。 胎土、茶色。

2 第I 層 ぐい呑み

6．5

2．3

2 ．4

口縁端、つまみ上げ、低い高台
を有する。

全面 に施粕。 伊万里系。

3 第Ⅲ層
青　 磁

碗

（2 ．5）

6 ．2

高台内の削 りが深い。 見込に印花文がある。 濃緑色粕。

4 〃
土師質土器

鍋

26 ．6

（5．7）

口縁部に粘土帯を貼付。 休部外面に指頭庄痕。
内面ナデ調整。

胎土、黄橙色。

5 〃 揺　 鉢

28．2

（8．3）

片口がみられる。 内外面 ともロクロナデ。
粂線10粂 1 単位。

備前。

第4表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

慧 葱 窪 形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

6 S B　 42 土 師質土 器

杯

（3 ．3 ）

5 ．0

平 底。 ロ クロ 日痕が残 る。

内外 面 と もロク ロナデ 。

胎土 、淡 黄橙 色 。

7 〃 ク

11 ．5

3 ．3

4 ．4

休 部 は、外 反 ぎみ に立 ち上 が る。

平 底。
ク ．ク

8 S B　 24

青　 磁

碗

13 ．6

（ 2 ．1）

口縁端 昼丸味 がか る。 内 面 に印花文 。

内外 面 、貴人 あ り。

緑 色粕 。

胎 土 、灰 白色 。

9 S B 14 ク

18 ．0 口縁 端 は丸味 が か る。 口縁部 外面 に電 文 を施す 。 淡緑色 粕 。

（ 2 ．5） 休部 は内湾 して立 ち上 が る。 内面 に、 1 条 の界線 。

内外面 、貫 入 あ り。

胎土 、灰 白色 。

10 S B 13
土師 質土器

皿

10 ．5

2 ．2

6 ．1

口縁 端 は、やや外 側 へ折 り返 す。

休 部 は、外 反 ぎみ に立 ち上が る。

内外 面 と もナ デ調整 。 胎土 、黄 橙色 。

11 ク ク

11 ．6

2 ．5

5 ．0

休 部 は， 平坦 な底 部か ら内湾 し

て外上 方 に立 ち上 が る。

ク ′ケ

12 S B　 26

白　 磁

皿

8 ．8

（ 1 ．5）

休 部 は、 や や内湾‘ぎみに立 ち上

が る。

内外 面 、貴人 あ り。 白色粕 。

胎 土 、灰 白色。

13 S B　 29

土 師 質土 器

皿

13 ．4

（2 ．6 ）

休部 は、外反 ぎみに立 ち上 が る。 口縁 部 は、 ヨコナデ調 整 。 胎 土 、淡赤 褐色 。

胎 土 中 に砂粒 多

し。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

慧 曇 還 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

14 S B　 31

土師 質土 器

皿

9 ．8

2 ．8

3 ．2

体部 は、外反 気味 に立 ち上 が る。 口縁 部 は， ヨコナ デ調整 。 胎土 、淡 赤褐色 。

15 S B －11
土師 質土 器

24 ．0

（ 5 ．5）

ほ ぼ直立 に立 ち上 が る。 体部 か

ら内湾気 味 に続 く口縁部 を有 す

内外 面 と もナ デ調整 。 胎土 、黒 灰色 。

両面 に煤 状 の炭

鍋 28 ．0 る。 化物 付着 。

16 S K 12 4 碗

10 ．4

6 ．2

4 ．8

高台 内の 削 りが深 い。 外 面 に唐草 文。

内面 口縁部 に 2 条 の界線 。

全面 に透 明粕 。

伊万 里 。

17 S K　 2 1
土師 質土器

皿

12 ．2

（ 2 ．6）

体部 は、外反気 味 に立 ち上が る。 口縁部 は、ヨコナデ で仕 上 げる。

体 部 にナ デ調整 。

胎土 、淡 赤褐 色。

18 S K　 30

白　 磁

小　 皿

9 ．8

（2 ．0）

口線 端 は丸 く終 る。 内外面 ロク ロナデ調整 。 胎土 、乳 白色 。

透明粕 。

19 〃

青 ’磁

碗

1 5 ．0

（ 1 ．5）

一ク 口綾 部外 面 に、剣先 状 の柵蓮 弁

が入 る。貴 人 あ り。

胎土 、灰 白色 。

淡青 緑色 軸。

20 S K　 38

土 師 質土器

皿

10 ．7

（2 ．3）

口縁端 は、や や尖 り気味 。 口縁部 を ヨコナデ調 整。 胎土 、淡 赤褐色 。

21 S K 14

須恵 器

量

12 ．8

1．4

7 ．6

口縁端 部 は丸 く終 る。 口縁部 、 ロ クロナデ調 整 。 胎土 、灰 色。

22 S K　 58
土 師 質土器

杯

－
平 坦 な底部 か ら、外 反気 味 に立 、内外面 、 ロク ロナテ，調 整 。 胎 土 、淡赤 褐色 。

（2 ．2）

5 ．0

ち上 が る底 部 を有す る。 ロク ロ 目が残 る。

23 S K　 5 1
青　 磁

皿

12 ．3 口縁端 部 は丸味 をもつ。 口縁部 内面 に、 3 条 の界線 。 胎 土 、灰 白色。

（1 ．4） 稜 花皿 で ある。 全 面 に質入 が入 る。 淡 青緑 色粕 。

24 S K　 70 ク

12 ．4

（1 ．6）

〃 〃 胎 土 、淡灰 色。

淡青緑 色粕 。

25 S K　 89
土 師質 土器

．大皿

47 ．8

（4 ．6）

口縁部 と体 部間 に稜 を もつ。 内 外面 ナデ調 整 。 胎 土 、淡赤 褐色 。

26 ク

土 師質 土器

釜

12 ．7

（7 ．9）

13 ．4

口縁 は直立 して立 ち上 が る。

ツバ はや や下方気 味 。
ク 胎 土、 暗灰色 。

27 〃 徳　 利
（11 ．2 ）

9 ．9

6 ．0

胴 部下 半 に稜 を有 す る。 内外 面 ロ クロナ デ調整 。 備前 。

28 ク

土 師質土 器

鍋

15 ．4

（8 ．6 ）

口縁 部 は、外 側 に折 り曲 げ突帯

とな る。

口縁 部 、 ヨコナデ 調整 。
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挿図番号 遺構 番 号 器　 種

口径

慧 曇蓬 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

29 S K　 8 9 小　 皿

10 ．4

2 ．2

4 ．2

平底 。 内面施 粕。 瀬戸 ・美 濃系 。

内面 に重 ね焼 痕

あ り。

30 ク 碗

6 ．9

3 ．6

2 ．7

外 反す る休 部 を有 し、 口縁 端 は

つ まみあ げて い る。

高台 の外 面 に 2 条 の界線 。 見込 に「寿」銘 。

伊万 里系 。

3 1 ク ク

8 ．4

4 ．4

2 ．4

ハ の字 状 の高台 で 、削 り出 しは

浅 い。

口縁端 ロク ロナデ 。 伊 万里 。

3 2 ク ク

9 ．4

4 ．9

3 ．4

高 台 の先端 はやや尖 り気 味。 内面 口縁 部 に 1 条 の界 線。

外面 草花 文。
一ケ

33 〃 ク

12 ．6

5 ．1

4 ．8

高 台 内の削 りが深 い。 外面 口縁 部 に 1 本 の沈 線 。 奈 半利 。

磁 器 。

34 ク ク

7 ．8

4 ．3

3 ．1

休部 は、外方 へ 直線 的 に立 ち上

が る。

内 面 口縁端 に 1 条 の界線 。 伊万 里系 。

35 〃 ク

9 ．3

5 ．2

3 ．6

口縁 部 を外側 へ 折 り返す 。 見 込 に「白鷲」。

内面 □縁端 2 条 の界 線 。
一ケ

3 6 ク ク

11 ．2

6 ．2

3 ．9

高台 内の削 りが深 い。 高台外 面 に 2 条 の界 線 。 ク

37 ク ク

10 ．4 休 部 は厚 く， 口縁 端 はつ まみ上 内面 口縁 端 に 2 条、底 部 に 1 粂 一ケ

6 ．8

5 ．4

げ。 の界 線 。

38 ク 董

9 ．2

2 ．7

3 ．7

休部 は直 線的 で ある。 内面 、見込 に雲文 。外 面 、染付 。 一ク

39 ク 碗
（4 ．5）

5 ．9

高台 内 の削 りが深 い。 外 面， 休部 と高 台 の境 に 2 条 の

界 線。
ク

40 ク ク

15 ．4

6 ．0

6 ．4

口縁 は外 開 き。

高 台 の先端 は尖 り気 味。

口縁部 を外 側へ 折 り返す 。 伊万 里。

4 1 ク ク

9 ．2

5 ．2

4 ．1

体 部 は内湾 ぎみ に立 ち上 が る。 内面 に 3 条の界 線 。

外面 、綾杉 文 。
一ケ

42 ク ク

17 ．0

（5 ．6）

休 部 は外 開 き。 内外 画 を染付 。 一ク

43 ク ク

8 ．0

5 ．4

3 ．4

口縁 端 を丸 くお さめ る。 外 面、綾 杉文 。 一ケ
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

慧 曇蓬 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

44 S K　 89 瓶

1 ．3 休部 は丸 味 を もつ 。 外面 全体 に、 タコ唐草 文が 施 さ 伊万 里 。

（7 ．4） 口縁 部 は直線 的 に立 ち上 が る。 れ る。

45 ク 〃

1 ．4

13 ．0

6 ．0

4 ．0

ノシ ノケ ク

46 ク 徳　 利
（1 9 ．8）

8 ．3

休部 は直 線的 に立 ち上 が る。 外 面 に梅 花 文。 一ケ

47 S K　 9 2
土 師 質土器

小　 皿

5 ．8 平底 の底 部 に続 く口縁 部 は外上 口縁端 はつ まみ上 げる。

1 ．0

3 ．6

方 に立 ち上 が る。 口唇 部 は尖 り

気味 で あ る。

全 体 をナデ 調整 。

48 S K　 9 3

土 師 質土器

釜

10 ．8

6 ．9

／ 11 ．8

6 ．2

口縁 部 は直接 的 に立 ち上 が り、

先端 は丸 味 を もつ。

鍔 は、下 方へ さが る。

内外面 とも、．ナ デ調整 。

49 ク 碗

7 ．0

3 ．6

3 ．1

口縁 端 は丸味 を もつ 。 外 面 に染付 。 伊万 里系 。

50 ク ク
（1 ．6）

2 ．6

高台 はハの字 状 を呈 し、先 端 は

尖 り気 味。

見 込 に染付 。 一シ

5 1 〃 蓋

5 ．2

1 ．8

2 ．2

天井 部 は丸 味 を もち、つ まみ を

有 す る。

天 井部外 面 に染付 。 ク

52 〃 碗

6 ．2

2 ．8

2 ．2

高 台内 の削 りが深 い 。 口縁端 をつ まみ上 げ る。

53 ク 〃

－
底 部 に く らべ て、体 部 の器壁 は 外面 に染付 。 伊万 里系 。

（2 ．8 ）

3 ．4

薄 い。 見込 に ※印。

54 ク ク

10 ．2

6 ．4

4 ．2

高 台 は、ハ の字状 で厚み は薄 い。 内外面 に染 付 。 ク

55 ク ク

10 ．2 休 部 に続 く口縁 部 は直線 状 に外 口縁 部 内 面 に 2 条 の界 線 が あ ク

（4 ．5） 上 方へ 開 く。 る。休 部外 面 に染付 。

56 ク 〃

－
高 い高 台 を もち、 内湾気 味 に体 高台外 面 に 2 条 の界線 が施 され ク

（4 ．0 ）

5 ．6

部 が のび る。 る。

57 S K　 99 紅 猪 口

4 ．6

1 ．2

1 ．4

口縁端 は嫁 取 りを して平 坦 に し

てい る。

内外 面 に白色粕 が み られ る。 伊万 里 。

58 S K lOl ・ 碗

10 ．0

5 ．7

4 ．2

丸 味 を持 った体 部 に続 く口綾 部

は直線 状 に外上 方 に開 くが 、わ
ずか に外反 す る。

休部外 面 及 び見込 に染付 。 伊万 里系 。
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挿図番号 遺構 番 号 器　 種

口径

慧 曇蓬 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

59 S K lO5 碗

11 ．4

7 ．0

4 ．3

高台 内 の削 りが深 い。 外面 に染 付。 瀬 戸 ・美濃 系。

60 S K lO6

土 師質土 器

釜

10 ．4

（3 ．2）

10 ．7

口縁部 は直線状 に立 ち上 が る。

鍔 は下 方気 味 。
全体 をナデ調 整。

6 1 ク 皿

9 ．6

2 ．9

5 ．2

高 台 の幅 は広 い。 外面 に染付 。 能茶 山 。

62 ク 碗

8 ．4

3 ．3

3 ．2

底 部 に くらべ て、休 部 は厚 み を

もつ。
高台 部 を除 き、施粕 。 唐津 系碗 か ？

63 ク 〃

12 ．4

5 ．0

4 ．3

高台 内 の削 りが 深 い。 見 込 の粕 を、蛇 臼状 にか き取 る。 ノシ

64 〃 ク

9 ．4

4 ．8

3 ．3

口縁 端 を外方 へ やや折 り返 す。 外 面 に染付 。 伊万 里。

65 〃 瓶
（6 ．9）

9 ．1

4 ．2

球形 の休 部 を もつ。 外 面上 部 に染付 。 ク

66 S K lO9 捨　 鉢

2 ．7

（4 ．5）

口縁 部 は丸味 をお びる。 口縁部 に 2 本 の沈線 。

ロ クロナ テナ調整 。

備前 。

　 67 ク 皿

14 ．2

3 ．2

8 ．4

高台 の高 さは低 い。 口縁 内面 に染付 。 伊万 里。

68 S K llO 碗

10 ．8

（4 ．4）

休部 の器 壁 は薄 い。 外 面 に唐草 文 を、 内面 口綾部 に

帯状 の菱形文 を染 付 。

69 〃 ク

10 ．0

7 ．0

5 ．8

休 部 は直線 的 にの び る。 外面 に蝶 を染 付。 瀬 戸 ・美濃 系。

70 〃 ク

10 ．7

（5 ．1）

休 部 は、直線 的 に外 方へ の び る。 外面 に絵 付。 伊 万里 。

71 ク ク

8 ．4

4 ．0

2 ．8

高台 内の削 りが深 い。 外面 、高 台内 に染付 。

7 2 S K 12 1

土 師質 土器

杯

（2 ．0）

3 ．6

平 底。 内面 にロク ロ 目が 残 る。 胎 土、淡黄褐 色 。

7 3 S D　 l ケ

13 ．7

（2 ．5）

休 部 は直線 的 であ る。 口縁 部内 外面 をナ デ調 整す る。 胎 土、褐 色 。
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挿図番号 遺 構番 号 器　 種

口径

慧 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

74 S D　 l
土 師質土 器

杯

13 ．0 平 坦 な平底 を もち、 体部 は直 線 両面 共 に、 ロクロ ナデ調 整。

3 ．8

5 ．6

的。 内面 に ロク ロ目が残 る。

底 部 は、 回転糸 切 り。

75 ′ケ

土師 質土 器

鍋

35 ．8

（10 ．7 ）

口縁 部 が外側 へ屈 曲 して い る。 外 面 、縦方 向 のパ ケ調整 。

76 ク ・ク

52 ．6

（7 ．3 ）

一ケ 外 面 、パ ケ調整 。

7 7 ク ク

3 4 ．4

（ 5 ．5）

口縁 部 は内 湾す る。 口縁端 面 をへ ラ切 り調整 。

78 ク

瓦質土 器

鍋

全長 （5 ．4 ）

径 1 ．7

棒状 の脚 部 であ る。 端 部 を指 ナデす る。 色調 、淡 黒灰 色。

79 ク 捨　 鉢

24 ．8

11 ．7

10 ．4

口縁 部 は内湾 す る。 内面 に、 8 条 1 単 位 の条線 。 備 前 。

80 〃 ク

28 ．4

（8 ．8 ）

日録 は内 湾 ぎみ。 内面 に 、 8 条 1 単 位 の条線 。

内外 面 と も、 ロ ク ロナデ調 整。
ノシ

81 ク ク

30 ．0 口縁部 は、や や内湾 して立 ち上 口縁 部、 ヨコナ デ調整 。休 部、 一ケ
（7 ．8 ） がる。 ロ クロナ デ調整 。

8 2 ク ク

31 ．2

（6 ．1）

口縁 端 は丸 味 を もつ 。 休 部、 内面 に 5 条 の粂線 。 ク

8 3 ク 〃
（5 ．4）

10 ．0

底 部 の破 片 。休 部 は厚 み を もつ。 内面 に10条 1 単 位 の条線 。 一ク

84 ク

青　 磁

碗

15 ．4

（4 ．8）

口縁 部 を軽 く外側 へ折 り返 す。 口縁端 を外 方へ 折 り返 す。 胎土 、灰 白色 。

淡緑 色粕 。

85 ク ク
（2 ．3）

5 ．0

高台 内 の削 りが浅 い。 畳付 に も施粕 。
全 面 l±貫 人 が入 る。

胎 土 、淡赤 灰色 。

淡 青緑 色粕 。

86 ク

白　 磁
10 ．0

2 ．1

高台端 をへ ラ切 り。 内面 口縁 部 か ら、外面 寓台 部 ま

で施粕 。

胎 土、灰 白色。

白色 牙由。

皿

4 ．3

貫人 が入 る。 口は げ。

87 〃

染　 付

碗

15 ．0

（4 ．5）

器 壁 は薄 い。 口縁部 内面 に 2 条 の界線 。

外 面 に は、波 とう文 とア ラベ ス

ク文 が染付 され る。

胎 土、 灰 白色。
白色粕 。

8 8 〃 碗
（1 ．9 ）

5 ．4

高 台内 の削 りが深 い 。 高 台外 面 に 3 条 の界 線 。

休 部 に雀 と笹 を施文 。

胎 土、灰 白色 。

伊万 里 系。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

慧 曇還 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

89 S D　 l 碗

10 ．6

（3 ．8）

体部 は丸 味 を もつ 。 休部 外 面 に給 付 。 胎 土 、灰 白色 。

90 ク 皿
（1．4）

7 ．0

高台 内 の削 り出 しが浅 い。 砂 止 め。

見 込 に給付 。
一ケ

91 S D　 2

瓦質 土器

捨　 鉢

26 ．6

（9 ．5）

口縁 端部 を面 取 り。 内面、 ヨコナデ 調整 。

細 い粂 線。

外 面 に 指 頭 圧

痕。

92 ク 捨　 鉢

3 1 ．0

（ 6 ．5）

口縁 端 は丸 味 を もつ 。 内面 に細 い条線 。 備前 。

93 S D　　 3

土 師 質土 器

釜

14 ．8

（5 ．7）

口縁 端 を折 り返 す。 内外 面 と もヨコナ デ調整 。

94 ク 捨　 鉢

25 ．8

9 ．0

口縁端 は、直線 的 に立 ち上が る。 内面 に細 い粂線 。 備 前。

95 〃 徳　 利

2 ．5

15 ．2

8 ．3

5 ．9

休部 下方 で、 押 え込 みに よる器・

形成 形・。

全体 をロ クロナ デ調整 。 一ケ

96 S D　 5

瓦質土 器

鉢

16 ．5

8 ．2

18 ．0

16 ．6

底部 に 3 個 の脚 がつ く。 内面 に指頭圧 痕 。

97 ク 碗

10 ．7

5 ．0

4 ．2

口縁 部 は、 つ まみ上 げ。 体 部下 半 に稿葉 蓮弁 。

内面 口縁部 に雷 文 を染付 。

伊万 里系 か ？

98 〃 蓋

9 ．5

2 ．8

3 ．5

天井 部 は丸 味 を もつ 。 外 面 及 び見 込 に給付 。 能茶 山 。

9 9 S D　 6 ク

4 ．3

1 ．4

2 ．6

天 井部 につ まみ を有 す る。

口縁端 に返 りが付 く。

天井 部外面 に施 粕 。

100 ク 碗
（2 ．5）

3 ．1

高 台先 端 は尖 る。 高台 外面 に 2 条 の界線 。

101 ク ク

9 ．2

（4 ．3）

休部 は 内湾す る。 外面 に笹 の 陶胎上 絵。 京 焼。

102 〃 皿

12 ．2

．3 ．3

4 ．2

高台 内 への削 りは浅 い。 底 部外 面 に墨書 。

見 込、 蛇 ノ 目牙由ハ ギ。

103 ク 碗

12 ．4

4 ．6

4 ．8

高 台内 の削 りが 深 い。 ロ クロナ デ調整 。 奈半 利。

陶器 。
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挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

口径

慧 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

104 S D　 6 碗
（3 ．1）

5 ．8

休 部 は内湾 ぎみ。 高台 外面 に 3 条 の界 線 。 磁器 。

105 ク 香　 炉
（3 ．2）

9 ．5

3 ．6

腰部 に 3 ヶ所 の突起 を もつ 。 見込 に、細 かい砂 粒 が窯着 して

い る。
ク

106 ク 蓋

10 ．0

3 ．0

5 ．0

天井 部 は平坦 で ある。 天 井部 に染付 。

107 S P　 l 仏飯 器
（3 ．7）

3 ．7

休部 は、 直線 状 に立 ち上が る。 高 台端 は、 面取 りを施 す 。 伊万 里系 。

108 P　 l
須恵 器

蓋

12 ．9

（ 1 ．9）

口縁 部 を内側 へ折 り返 す。 内外面 ともロ クロナ デ調 整。 胎土 、灰 白色 。

109 ク ノシ

13 ．6

（ 1 ．2）

・ケ ク 胎土 、灰 色。

110 ク

須恵 器

杯

（1 ．3）

8 ．1

低 い高台 を貼 付す る云 内外 面 ともロ クロナ デ調 整。

底 部内 面 は、ナ デ調整 。

111 ク ク
（2 ．0）

10 ．2

平底 の底 部 か ら、外方 へ直 線 的

に立 ち上 が る。

不 明。 磨耗 が著 しい。

112 ク

須 恵器

皿

13 ．8

2 ．3

13 ．0

口縁 端 は丸 くお さめ る。 口縁部 をロ クロナ デ調整 。

113 P　 2

須 恵器

杯

（2 ．1）

9 ．0

ハ の字状 の高台 を貼付 す る。 休 部 を、 ロ クロナ デ調整 。

114 P　 4 ク
（2 ．6）

9 ．4

・ク ク

115 P　 9

土師 質土 器

皿

17 ．4

2 ．2

9 ．0

休 部 は、外方 へ 直線 的 にの びる。 口縁部 は ヨコナ デ調 整。 胎土 、褐 色 。

116 P ll ク

10 ．2

（2 ．4 ）

休 部 はや や内湾 気味 であ る。 ク

117 P lO 碗
（2 ．1）

5 ．6

高 台端 面 を面取 りす る。 休 部 は薄 く仕上 げ る。 陶器 。

118 P 12
土 師質土 器

杯

11 ．6

3 ．9

4 ．6

休 部 は、直 線 的 に立 ち上 が り、

口縁端 は面 取 り。

内面 に ロクロ 目が残 る。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

三 ‡三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

119 P 12
土 師質土 器

杯

10 ．9

3 ．8

4 ．7

平 底 。 休部 は ナデ調 整。

120 P 15

土 師質土 器

皿

12 ．2

2 ．4

7 ．6

体 部 は厚 み を もつ 。 口縁 部 は ヨコナ デ調整 。

休部 はナデ調 整。

12 1 ク ク

1 1．8

（2 ．4）

休部 は外反 す る。 口縁 部 、 ヨコナ デ調整 。

122 P 14 碗

13 ．2

（3 ．9）

口縁 端 は丸味 をもつ。 外面 に染 付 。

12 3 ク ク
（6 ．0）

4 ．0

休部 は丸 味 を もち、内 湾す る。 尾 戸 。

124 P 13

土 師質 土器

杯

（4 ．5）

4 ．5

平底 。 内外面 にロク ロ 目痕 をもつ。

125 P 16

青　 磁

碗

12 ．7

（ 3 ．2）

体部 は、内湾 気 味 に立 ち上 が る。 休 部外 面 に、剣 先状 の蓮 弁。 胎土 、淡 赤褐 色。

緑色 粕。

第5表　遺構出土石器観察表

I

挿図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長

慧 ！讐）重 責望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

126 S D　 l 石　 斧

10 ．9

1 ．4

1 ．3

25 ．6

粘 板 岩

磨 製 の柱状 片刃 石斧 。 混 入 であ る。

127 P 13 叩　 石

14 ．9

5 ．2

2 ．8

315 ．0

砂　　 岩

楕 円状 の敵 打痕 を もつ。

128 P　 2 石　 硯

（4 ．6）

（3 ．0）

0 ．9

11 ．0

粘 板 岩

方硯 で ある。

擦痕 を有 す る。

129 S K　 55 ク

（4 ．0）

（2 ．7）

（7 ．0）

5 ．0

ク

・ケ

130 S P　 l ク

（10 ．0）

5 ．9

1．9

145 ．6

ク

よ く研磨 された方 硯 で使用 痕が 残 る。

131 ク ク

（15 ．7）

6 ．0

1．6

230 ．0

ク

一ケ
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挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

最大 長

慧 ：讐 ）茎葉 望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

13 2 S K lO8 砥　 石

8 ．8

（6 ．2 ）

3 ．9 ．

3 65 ．4

砂　　 岩

1 面 は剥 離面 で あ る．が 、そ の他 は研磨 面 で

擦 痕 を有 す。

13 3 P ．1 ・ケ

（5 ．6 ）

（4 ．9 ）

0 ．9

31 ．0

〃

1 面 のみ が、研 磨面 。 その他 は剥 離面 。
擦 痕 を有 す。

134 ク ク

10 ．4

4 ．5

2 ．4

14 5 ．4

一ケ

3 両 が研 磨面 。
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2．Loc．41



Loc．41

1・位置と調査経過

Loc．41は、田村遺跡群の西部に位置し、小字名は柿の本である。北には弥生時代の自然流路

及び中世の掘立柱建物址群を検出したLoc．36が接しており、西にも同類の遺構を検出した

Loc．32・33が接している。

当調査区では、空港拡張事業に付随した田村川暗渠化工事に伴い、まず、東半部の田村川右

岸域2，275nfの調査を緊急に行い、後に、西半部2，268nfの調査を行った。東半部では、その北

端部と南端部にトレンチを入れたところ、溝が検出されたため、同遺構を迫って全面を発掘し

た。西半部でも、4か所にA～Dトレンチを任意に設定して試掘を行った結果、溝及びピット

群が検出されたため、調査区中央の一部を除き、ほぼ全面を発掘した。

2．調査概要

当調査区の最終的な発掘面積は4，453I剖こ及び、掘立柱建物址11棟、土拡45基、溝10条並び

に弥生の自然流路（S R2）を検出した。

うち、溝1条（SDl）と自然流路（SR2）については『弥生編』で記述済みである。掘

立柱建物址及び溝の大半は中世のものであり、土肱の中には近世墓と目される遺構も比較的多

数を占めていた。但し、溝の中に1条だけ古墳時代に属するもの（SD2）があり、同遺構は

本来ならば『古墳時代編』で扱うべきであるが、出土遺物も限られているため、本項において

記述している。

3．層序と出土遺物

Loc．41における基本的な層序は次の通りである。

第I層　耕作土

第Ⅱ層　黄灰色粘質土層

第Ⅲ層　暗黄褐色粘質土層

第Ⅱ層は、遺物包含層であり、弥生土器、須恵器、土師器、土師質土器、瓦質土器、備前焼

措鉢（1、2）、白磁碗（3）及び唐津系鉢（4）等が出土している。第Ⅲ層は、弥生時代～中・

近世の遺構検出面である。但し、調査区東部ではSR2の埋土上層（灰褐色砂質土あるいは淡

灰黒褐色粘質土）が中・近世遺構の検出面となっていた。以後、同層を便宜上第Ⅳ層として記

述することにする。
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4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、調査区の北西部に位置し、第Ⅲ層上面において検出された。2×2間のほぼ正方

形を呈する建物であるが、東西3．00m、南北3．20mを測りこ南北に若干長くなっている。棟方

向はN－270－Eを指す。但し、南辺の中間柱穴を欠いている。

各柱穴の平面形は直径20cm内外の円形を里し、深さも20cm前後を測る。埋土は灰褐色粘質土

であり、埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。

S B2

S B2は、SBlの南西に位置し、第Ⅲ層上面において検出された。2×2間の建物である

が、東西6．00m、南北3．60mを測る東西棟であり、棟方向はN－700－Wを指す。桁行西半の

柱間距離が4mと非常に長くなっている。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を皇し、深さは8－36cmを測る。確

認できた柱痕の直径は16cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師

質土器の細片が出土している。なお、S B2はSK13・14・16と重複している。S B2がSK

14によって切られているのが確認できた他は、新旧関係は不明である。

S B3

SB3は、調査区の中央部に位置し、第Ⅲ層上面において検出された。2×3間の東西棟で

あり、梁間4．60m、桁行5．60mを測り、棟方向はN－710－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径35cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは16－43cmを測る。確

認できた柱痕の直径は16cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より須恵器及び土師質

土器の細片が出土している。なお、SB3はSB4と重複しているが、両者の新旧関係は不明

である。

S B4

SB4は、SB3とほぼ同位置で、第Ⅲ層上面において検出された。2×3間の東西棟であ

り、梁間3．70m、桁行5．60mを測り、棟方向はN－720－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径35cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは5－40cmを測る。確

認できた柱痕の直径は14cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片

が出土している。なお、SB3・4は、形状、規模ともに類似しており、ほぼ同位置での建て
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替えが行われたものと考えられるが、両者の新旧関係は不明である。

S B5

SB5は、SB4の南西に位置し、第Ⅲ層上面において検出された。1×2間の南北棟と考

えられるが、南東端の柱穴を欠いている。梁間2．40m、桁行3．60mを測り、棟方向はN－20。

－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径38cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは22－42cmを測る。確

認できた柱痕の直径は18cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より土師質土器の細片

が出土している。

S B6

SB6は、調査区の中央部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×4間の南

北棟であり、梁間2．20m、桁行7．00mを測り、棟方向はN－10。－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径20～36cmの円形あるいは不整円形を里し、深さは10～25。mを測る。埋

土は灰褐色粘質土であり、埋土中位より若干の土師質土器が出土している。また、埋土上位よ

り唐津系碗（5）も出土しているが、これは後世の混入によるものと考えられる。なお、SB

6はSK34・35によって切られている。

S B7

SB7は、調査区の南西部に位置し、第Ⅲ層上面において検出された。4×4間の一辺9m

の正方形を呈する建物であるが、西北端部の柱穴を欠いている。棟方向はN－21。－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは20～45cmを測る。確

認できた柱痕の直径は15cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師

質土器杯（6）・椀（7、8）が出土している。なお、SB7はSB8・9及びSD2と重複

している。SB7がSD2を切っているのが確認できた他は、新旧関係は不明である。

S B8

SB8は、SB7の内部に位置し、第m層上面において検出された。1×3間の東西棟であ

り、梁間1・50m、桁行5．10mを測る。東端部の北側に2．10mX1．50mの張り出し部が付いてい

る。東西棟の棟方向はN－690－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径25cm内外の円形あるいは不整円形を里し、深さは12－40。mを測る。埋

土は灰褐色粘質土であり、埋土中より若干の土師質土器が出土している。

ー123－



S B9

S B9は、S B7の東南に位置し、第Ⅲ層上面において検出された。3×4間の総柱の建物

であり、梁間6．40m、桁行7．80mを測る。桁行の柱間距離はほぼ均一に2m弱となっているが、

梁間の柱間は、中央部と東部が広く、西部が狭くなっている。棟方向はN－140－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは15－45cmを測る。確

認できた柱痕の直径は15cm内外である。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より若干の土師質

土器が出土している。

S BlO

S BlOは、調査区の南部東寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×2間の南北

棟であり、梁間2．20m、桁行2．70mを測り、棟方向はN－230－Eを指す。

各柱穴の平面形は直径30cm内外の円形あるいは不整円形を呈し、深さは20－48cmを測る。確

認できた柱痕の直径は15cmである。埋土は灰褐色粘質土であるが、埋土中からの出土遺物は皆

無であった。

S Bll

S Bllは、調査区の南東部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。1×3間の東西棟で

あり、梁間4．00m、桁行5．60mを測り、棟方向はN－850－Wを指す。

各柱穴の平面形は直径35cm内外の円形あるいは長円形を里し、深さは20～50cmを測る。確認

できた柱痕の直径は10cmである。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師

質土器の細片が出土している。なお、S BllはSD9を切っている。

土拡

S KI

SKlは、調査区の北端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長円形

を呈し、長径2．02m、短径1．68mを測り、長軸方向はN－360－Wを指す。深さは0．40mであり、

断面形は逆台形状を呈す。但し、東壁部には段を有している。埋土は灰色粘質土であり、埋土

中より近世陶磁器が出土している。なお、SKlはSD4を切って掘り込まれている。

S K2

S K2は、S Klの東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径1．30m内外

の不整円形を呈し、深さは0．20mを測る。断面形は逆台形状をなしている。埋土は灰褐色粘質

土であり、埋土中より土師質土器の細片が出土している。
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S K3

SK3は、調査区の北東端部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径1．20m

内外の不整円形を呈し、深さは0・20mを測る○底面はほぼ平坦であるが、周縁部に深さ3cmの

環状の細溝が検出された。壁は垂直に近く立ち上がるが、南壁には2段の小段を有している。

埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師質土器、備前焼及び青磁の細片が出

土している。形状からみて、座棺を埋置した近世墓と考えられる。

S K4

SK4は、SK3の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径0．78mの円

形を里し、深さは0・12mを測る。断面形は逆台形状をなしている。埋土は灰褐色粘質土であり、

埋土中より若干の弥生土器が出土している。

S K5

SK5は、調査区の北部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は直径0．80mの

円形を呈し、深さは0・10mを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、須恵

器高杯（9）及び砥石（35）が出土している。

S K6

SK6は、SK5の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長方形を呈し、

長径1・80m、短径1・32mを測り、長軸方向はN－15。－Eを指す。深さは0．13mであり、断面

形は逆台形状をなしている。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、土師質土器

及び近世陶磁器が出土している。

S K7

SK7は、調査区の北部中央に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長方

形を呈し、長径3・35m、短径1・52mを測り、長軸方向はN－250－Eを指す。深さ0．22mまで

掘り下げた時点で、南半部は底面に達したが、北半部においては直径1．35mの円形土拡が検出

された。円形土拡内では長径20cm内外の自然礫よりなる集石が検出され、検出面から底面まで

の深さは0・40mに及んだ。底面周縁には、幅8cm、深さ3cmの小港が巡っていた。埋土は灰褐

色粘質土であり、集石の間を中心にして弥生土器及び伊万里系碗（10）が出土している。

SK7は、形状から座棺を埋置したところの近世墓と考えられるが、木片類の出土はみられ

なかった。なお、SK7は、2つの土肱が重複したような形状を里しているが、全面が同一の

埋土であり、切り合い関係は確認できなかった。

rノ

hl

、

1

ー125－



S K8～10

S K8－10は、S K7の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。S D3の西側に位置

しており、埋土はいずれも灰褐色粘質土であった。

S K8は、平面形が不整長方形を里し、長径1．23m、短径0．98mを測り、長軸方向はN－

200－Eを指す。深さは0．14mであり、底面はほぼ平坦であるが、中央部に深さ6cmのピット

状の窪みを有している。埋土中からの出土遺物は皆無であった。

S K9は、平面形が長円形を呈し、長径1．40m、短径1：20mを測り、長軸方向はN－730－

Wを指す。深さは0．38mであり、断面形は逆台形状をなしている。但し、西壁部には段を有し

ている。埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。なお、S K9はS D3の

西肩を切って掘り込まれている。

S KlOは、平面形が直径0．76mの円形を里し、深さは0．58mに及ぶ。断面形は逆台形をなし

ている。埋土中より、弥生土器、土師質土器及び瓦質土器の細片が出土している。

S K11・12

S Kll・12は、調査区の北東部で、第Ⅳ層上面において検出された。S D2の東側に位置し、

埋土はいずれも黄灰褐色砂質土であった。

SKllは、幅0．18m、長さ1．35mの帯状の中土砿であり、深さは8cmを測る。埋土中より若

干の弥生土器片が出土している。

S K12は、平面形が不整長円形を里し、長径3．21m、短径1．12mを測る。深さは0．29mであ

り、底面には起伏がみられる。埋土中より弥生土器が出土している。

S K13～17

S K13－17は、調査区の北西部で、第Ⅲ層上面において検出された。S K13・14・16はS B

2と重複する位置にある。埋土はいずれも灰褐色粘質土であった。

S K13は、平面形が隅丸長方形を呈し、長径1．30m、短径0．72mを測り、長軸方向はN－

800－Wを指す。深さは0．20mであり、断面形は逆台形状をなしている。底面直上において長

径20cm内外の自然礫よりなる集石が検出された。集石付近より弥生土器及び土師質土器の細片

が出土している。なお、S K13とS B2との新旧関係は不明である。

S K14は、平面形が不整長方形を呈し、長径1．58m、短径0．92mを測り、長軸方向はN－

650－Wを指す。深さは0．22mであり、断面形は逆台形状をなしている。埋土中より、須恵器、

土師質土器及び瓦質土器が出土している。なお、SK14の北壁はS B2の柱穴を切っている。

S K15は、平面形が不整長円形を里し、長径0．72m、短径0．60mを測り、長軸方向はN－

410－Wを指す。深さは0．30mであり、断面形は逆台形状をなしている。埋土中より若干の弥

生土器が出土している。
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SK16は、平面形が長円形を皇し、長径0．82m、短径0．65mを測り、長軸方向はN－820－

Wを指す。深さは0．21mであり、断面形は逆台形をなす。埋土下位より弥生土器及び瓦質土器

の細片が出土している。なお、SK16とSB2との新旧関係は不明である。

SK17は、平面形が不整長方形を呈し、長径1．00m、短径0．60mを測り、長軸方向はN－

800－Wを指す。深さは0．12mであり、断面形は逆台形状をなす。埋土中からの出土遺物は皆

無であった。

S K18

SK18は、調査区の東部北寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長

方形を呈し、長径2．25m、短径1．15mを測り、長軸方向はN－150－Eを指す。深さは6cmと

浅く、中央部にピット状の窪みを有している。埋土は黄灰色粘質土であり、埋土中より、土師

質土器、備前焼及び近世陶磁器が出土している。

S K19～21

SK19－21は、調査区の中央部で、第Ⅲ層上面において検出された。SB4の南部に位置し、

埋土はいずれも黄灰褐色粘質土であった。

SK19は、平面形が直径0．80m内外の不整円形を呈し、深さは5cmと浅い。底面は平坦で、

北西部に深さ3cmの小さなピット状の窪みを有している。出土遺物は皆無であった。

SK20は、平面形が直径0．68mの不整円形を呈し、深さは0．48mに及ぶ。断面形はU字形を

なしているが、西壁は袋状に挟り込まれている。埋土中位より、弥生土器、土師質土器及び近

世陶器碗（11）が出土している。

SK21は、平面形が不定形であり、深さも6cmと浅い。出土遺物も皆無であった。

S K22・23

SK22・23は、調査区の東部中央に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SD6を挟ん

で東西に並んでおり、両土拡とも埋土は灰褐色粘質土であった。

SK22は、平面形が直径1．30m内外の不整円形を里し、深さは0．15mを測る。底面外縁には

深さ4cmの周溝を有し、底面中央には深さ15cmのピット状の窪みを有している。埋土中より土

師質土器及び近世陶磁器の細片が出土している。形状から、座棺埋置の近世墓である可能性が

強いが、木片等は検出されなかった。

SK23は、平面形が長円形を里し、長径1．50m、短径0．81mを測り、長軸方向はN－400－

Wを指す。深さは0．30mであり、断面形は逆台形状をなしている。底面中央に深さ5cmの不定

形の落ち込みを有している。埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。
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S K24・25

S K24・25は、調査区の中央部南寄りに位置し、第Ⅲ層上面において検出された。S B5の

南に南北に並ぶ近世墓である。

S K24は、平面形が直径1．75m内外の不整円形を皇し、深さは0．60mに及ぶ。埋土は、3層

に分層され、第工層が灰色粘質土、第Ⅱ層が灰黄色粘質土、第Ⅲ層が灰褐色粘質土であり、第

Ⅱ・Ⅲ層には黒色土がブロック状に混入していた。第I層除去の段階で、座棺埋置部と考えら

れる第I層が直径1．20mの円形プランをもって検出され、その周縁を掘り方部の埋土と目され

る第Ⅲ層が環状に巡っていた。第Ⅱ層下位において、長径20cm内外の自然石が20個程検出され、

その中に石臼も1点（36）混入していた。底面直上においては骨片と木片が若干出土している。

元来、座棺の直上に配されていた自然石が座棺の腐朽に伴って陥落したものと考えられる。出

土遺物は弥生土器及び備前焼等であった。

S K25は、平面形が不整長円形を呈し、長径1．86m、短径1．60mを測り、長軸方向はN－

600－Wを指す。深さは0．61mに及び、底面はほぼ平坦で、壁は垂直に近く立ち上がる。埋土は、

2層に分層され、第I層が灰黄色粘質土、第I層が灰褐色粘質土であり、両層とも黒色土の混

入が認められた。第I層が座棺埋置部と考えられ、直径1．20mの円形プランを有しており、そ

の周縁部の第Ⅱ層は掘り方部と判断される。第I層と第Ⅱ層の境目には木目痕が残っている部

分もあった。第I層の上層部には大小の自然礫がぎっしり詰められており、その下位からは、

弥生土器、土師質土器及び近世陶磁器が若干出土しており、また、木片の出土もみた。

S K26

SK26は、S K24の東に位置し、第Ⅲ層上面において検出された。平面形は隅丸長方形を呈

し、長径3．55m、短径2．16mを測り、長軸方向はN－680－Wを指す。深さは0．34mであり、

底面には若干の起伏がみられ、北壁と西壁には段を有している。埋土は、灰褐色粘質土をベー

スとしており、それに黒色土がブロック状に混入していた。底面直上から埋土上層に至るまで

大小の自然礫よりなる集石が配せられており、集石の間より若干の弥生土器片が出土している。

S K26も、S K24・25と同じく近世墓である可能性が強いが、桶状の座棺が埋置されていた

痕跡はなかった。

S K27～29

SK27－29は、S K26の東南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。いずれも、座棺を

埋置したところの近世墓と考えられるが、SK28・29は上層部が撹乱を受けており、断定はで

きない。

SK27は、平面形が直径1．58mの円形を呈し、深さは0．42mを測る。断面形は逆台形状をな

し、底面はほぼ平坦である。埋土は、灰褐色粘質土をベースとしており、それに黒色土がプロ
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ツク状に混入していた。埋土下層において約20個の自然礫も検出されており、底面直上からは

骨片及び木片も出土している。出土遺物は、土師質土器、土錘（12）及び近世陶磁器の細片で

あった。

SK28は、平面形が直径1．40m内外の不整円形を呈し、深さは0．48mを測る。底面には起伏

があり、南半部が若干深くなっており、ピット状の浅い窪みを有している。壁は垂直に近く立

ち上がるが、北壁際において深さ3cm程の周溝が確認された。周溝は、おそらく座棺埋置に伴

うものであろう。埋土は、灰褐色粘質土をベースとしており、それに黒色土がブロック状に混

入していた。埋土中より土師質土器の細片が出土している。

SK29は、平面形が直径1．18m内外の不整円形を呈し、深さは0．46mを測る。底面はほぼ平

坦であり、南部に周溝の一部と目される小港を有している。埋土はSK28と同様であり、埋土

中より近世陶磁器の細片が出土している。

S K30・31

SK30・31は、調査区の東部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。両土肱は東

西に隣接しており、SK31の西壁がSK30の東壁を切っている。

SK30は、平面形が直径1．80mの円形を里し、深さは0．65mを測る。断面形はU字形をなし、

底面には若干の起伏がみられる。埋土は、灰褐色粘質土をベースとしており、それに黒色土が

ブロック状に混入していた。埋土中より、弥生土器、土師質土器及び近世陶磁器が出土してい

る。

SK31は、平面形が直径1．82m内外の不整円形を呈し、深さは0．78mに及ぶ。断面形はU字

形を呈し、底面はほぼ平坦である。埋土は、SK30とほぼ同様であるが、若干灰色が強い。埋

土中より、弥生土器、近世陶磁器及び木片が出土している。

SK30・31も、形状から、座棺埋置の近世墓である可能性が強い。

S K32

SK32は、SK31の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は不整長円形を皇

し、長径3・76m、短径1．10mを測り、長軸方向はN－700－Wを指す。深さは0．24mであり、

断面形は逆台形状をなしている。底面はほぼ平坦であるが、西部に深さ3。m程のピット状の窪

みを有している。埋土は、灰黒褐色粘質土であり、それに灰色土がブロック状に混入していた。

埋土中より弥生土器の細片が出土しているが、SK32は検出状況等からして、近世の寝棺墓で

ある可能性が強い。なお、SK32はSDlの西肩を切って掘り込まれている。

S K33

SK33は、SK30の南に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。西端部が調査区外となっ

－129－



ており、全容は明らかでないが、平面形は長大な長方形を呈しており、長径5．00m以上、短径

2．80mを測る。深さは0．15mと浅い。埋土は灰色シルトであり、埋土中より、土師質土器、備

前焼及び伊万里系碗（13）が出土している。

S K34・35

SK34・35は、調査区の中央部南寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。いずれも

近世墓と考えられる土肱である。

S K34は、平面形が不整長方形を里し、長径2．22m、短径1．60mを測り、長軸方向はN－

300－Eを指す。深さは0．55mであり、断面形はU字形をなしている。埋土は、3層に分層され、

第I層が灰色粘質土、第Ⅱ層が暗灰色粘質土、第Ⅲ層が灰褐色粘質土であり、第Ⅱ層には黒色

土がブロック状に混入していた。第I層除去後に、SK34の南部において、第Ⅱ層が直径1．35m

の円形のプランをもって検出され、外縁部に第Ⅲ層が環状に確認された。第Ⅱ層が座棺埋置部

と考えられ、同層より近世陶磁器及び木片が出土している。また、西壁際より若干の自然礫も

出土している。なお、SK34はSK35の北壁を切って掘り込まれている。

S K35は、平面形が直径1．40mの円形を呈し、深さは0．39mを測る。断面形は箱形を里し、

底面はほぼ平坦であるが、南半部に深さ3cm程の周溝を有している。埋土は、灰褐色粘質土を

ベースとしており、それに黒色土がブロック状に混入していた。埋土中より土師質土器の細片

が出土している。なお、SK34・35はS B6の柱穴の一部を切っている。

S K36～39

S K36－39は、調査区の南東部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。埋土はいずれも

灰褐色粘質土である。

S K36は、平面形が一辺1．38mの方形を呈し、深さは0．11mを測る。埋土中より若干の須恵

器及び土師質土器片が出土している。

S K37は、平面形が不整長方形を呈し、長径2．70m、短径2．56mを測り、長軸方向はN－

250－Wを指す。深さは0．22mであり、底面には若干の起伏がみられ、壁は緩やかに立ち上がる。

埋土中より弥生土器及び土師質土器の細片が出土している。

S K38は、平面形が一辺1．10m内外の不整方形を呈し、深さは0．12mを測る。底面には起伏

がみられ、北壁際が若干深くなっている。埋土中からの出土遺物は皆無であった。なお、SK

38はS DlOの西肩を切っている。

S K39は、平面形が不整長円形を呈し、長径1．05m、短径0．40mを測り、長軸方向はN－

280－Eを指す。深さは8cmと浅く、埋土中より若干の土師質土器片が出土している。
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S K40～43

SK40－43は、調査区の南端部東寄りに位置し、第Ⅳ層上面において検出された。うち、S

K40・42・43は近世墓と考えられる土肱である。

SK40は、平面形が直径1．78mの円形を里し、深さは0．47mを測る。埋土は、座棺埋置部と

考えられる第工層と掘り方部と考えられる第I層とに分層され、第I層が灰黄色粘質土、第Ⅱ

層が灰褐色粘質土であり、いずれも黒色土がブロック状に混入していた。前者の上面は直径

1．20mの円形を呈しており、埋土中より近世陶磁器及び木片が出土している。

SK41は、平面形が不定形であり、深さも9cmと浅い。埋土は灰褐色粘質土であるが、埋土

中からの出土遺物も皆無であった。

SK42は、平面形が直径1．70mの円形を呈し、深さは0．48mを測る。本土肱も座棺埋置の近

世墓と考えられ、埋土の状況はSK40の場合と同様であった。底面直上より近世陶磁器及び木

片が出土している。

SK43は、平面形が不定形を呈しているが、その内側において遺構検出の時点より、座棺埋

置部が直径1．20mの円形のプランをもって確認できた。同部及び掘り方部とも、埋土はSK40

の場合と同様であった。底面よりやや浮いた状態で近世陶磁器及び木片が出土している。

S K44

SK44は、SK43の東に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は長方形を呈する

ものと考えられるが、南半部は調査区外となっており、全容は不明である。深さは0．15mであ

り、底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。埋土は黄灰褐色粘質土であり、埋土

中より、弥生土器、須恵器、土師質土器及び備前焼が出土している。

溝

S D2

SD2は、調査区の北東部から幾分屈曲しながら南西端部に至る長大な溝である。東半部は

第Ⅳ層上面において検出され、西半部は第Ⅲ層上面において検出された。幅1．50－2．00mを測

り、深さは0．40mを標準とする。断面形は舟底形を呈するが、概して最深部は西に偏している。

確認長は115mに及び、北部中央では長さ10mの浅い支流も検出されている。また、南端部は

Loc．31のSD3に続くものと考えられる。埋土は、5層に分層され、第工層灰褐色砂質土、第

Ⅱ層灰黒褐色粘質土、第Ⅲ層青灰色砂質土、第Ⅳ層暗灰色柵砂、第Ⅴ層暗灰褐色荒砂となって

いる。埋土中より、弥生土器壷（14－23）・嚢（24）・小形土器（25）、土師器及び須恵器鉄鉢（26）

が出土している。また、叩石（32、33）や砥石（34）の出土もみられた。

SD2は、出土遺物からみて弥生後期から古墳時代にかけて機能した溝と考えられる。なお、
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同溝はS B7及びSD3によって切られている。

S D3

SD3は、調査区の北端部から直線的に南へ延びる溝であり、第Ⅳ層上面において検出され

た。幅0．76m、深さ0．25mを標準とし、断面形はU字形を呈している。長さは25mに及び、方

向からみて南のSD5に連続する可能性が強い。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生

土器及び土師質土器の細片が出土している。なお、SD3は、SD2・4を切っており、SK

9によって切られている。

S D4

SD4は、調査区の北部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SD3と交錯して東西

に延びる溝であり、確認長は11mである。幅1．00m、深さ0．12mを標準とするが、西部では規

模が半減している。断面形は逆台形状を呈す。埋土は灰褐色砂質土であり、埋土中より弥生土

器及び土師質土器の細片が出土している。なお、SD4はSD3の他、SKlによっても切ら

れている。

S D5

SD5は、調査区の東部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SDlの西側を南北に

縦走する溝であり、全長31mに及ぶ。幅1．10m、深さ0．36mを標準とし、断面形は舟底形を呈

している。埋土は、3層に分層され、第I層灰褐色シルト、第I層暗灰褐色砂質土、第Ⅲ層茶

褐色砂質土となっている。埋土中より、弥生土器、土師質土器及び備前焼の細片が出土してい

る。なお、S D5は、S Dl・6を切っており、SD7によって切られている。

S D6

SD6は、調査区の東部で、第Ⅳ層上面において検出された。SDlの西側に位置し、SD

5と交錯しながら北西から南東へ延びている。幅0．80m、深さ0．24mを標準とし、断面形は舟

底形を呈している。長さは49mに及び、方向はN－270－Eを指す。埋土は、2層に分層され、

第I層が灰褐色シルト、第Ⅱ層が暗灰褐色砂質土であり、SD5とほぼ同様であるが、SD6

の方が若干砂質に富んでいた。第Ⅱ層を中心にして、弥生土器及び土師質土器の細片が出土し

ている。

S D7

S D7は、調査区の東部中央に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。調査区の東端部よ

り西北西へ向かって延びる溝であり、確認長は32mに及ぶ。幅0．75m、深さ0．25mを標準とし、
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断面形はU字形を呈している。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器壷（27）、

土師質土器、備前焼捨鉢（28）及び近世陶磁器碗（29）が出土している。なお、SD7はSD

l・5・6を切っている。

S D8

SD8は、調査区の中央部で、第Ⅲ層上面において検出された。S B3・4の東側に位置す

る南北溝であり、全長7．50mを測る。幅0．50m、深さ0．18mを標準とし、断面形は逆台形状を

呈している。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より若干の弥生土器及び土師質土器が出土し

ている。位置からみてS B3・4に付随した溝である可能性が強い。

S D9

SD9は、調査区の南東部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SDlの東側を南北

に並走する溝であり、北部は2条に分かれている。幅1．00m、深さ0．20mを標準とし、断面形

は逆台形状を呈している。確認長は19mである。埋土は灰褐色シルトであり、埋土中より、弥

生土器、須恵器及び土師質土器が出土している。なお、SD9はS Bllを形成する柱穴によっ

て切られている。

S DlO

SDlOは、SD9の東側に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。SD9と方向をほぼ同

じくする南北溝であり、全長20mを測る。幅1．20m、深さ0．14mを標準とするが、北部では徐々

に規模を縮小している。埋土は灰黄褐色シルトであり、埋土中より、弥生土器、須恵器及び近

世陶磁器の細片が出土している。

ピット

PI

Plは、調査区の南西部に位置し、第Ⅲ層上面において検出された。平面形は直径30cmの円

形を呈し、深さは28cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より弥生土器及び土師質土

器杯（30）が出土している。

P2

P2は、調査区の南東部に位置し、第Ⅳ層上面において検出された。平面形は一辺20cm内外

の不整方形を呈し、深さは24cmを測る。埋土は灰褐色粘質土であり、埋土中より、弥生土器、

土師質土器及び土錘（31）が出土している。
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5．まとめ

Loc．41における主な検出遺構としては、弥生時代のSDlとSR2を除けば、古墳時代のS

D2と中世の堀立柱建物址群及び近世座棺墓があげられる。

SD2は、出土遺物からして、弥生後期から古墳時代にかけて機能した可能性が強い。また、

屈曲部も多く、人為的に構築された溝とは考えられない。

S B1－11は、中世の堀立柱建物址と把握して誤りないと考えられるが、特にS B7は、柱

穴より出土した土師質土器の形態からして、14－15世紀のものと考えられる。また、建物の方

角・建て方から、S B2・8・9もS B7とそれほど時期差をもたないものと判断してよかろ

う。

S D3－9も、S D7を除けば中世の溝と考えられるが、堀立柱建物址群を囲むような形状

を呈してい右ものは皆無であった。但し、SD8のみがS B3・4に伴うものであった可能性

がある。

当調査区では、座棺を埋置したところの近世墓群も、調査区の中央部及び南端部で確認され

ている。当調査区一帯が水田化されて後、その片隅が墓域として設定されたものと考えられる。
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第6表　掘立柱建物址計測表

挿 図 番号 遺 構 番 号

規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（扉）

備　　　 考
梁 （間）×桁 （間） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 60 図 S B　 l 2　 × ・ 2 3 ．20　×　 3 ．00 1 ．42　－　 2 ．94 N － 27 0－ E 9 ．6

〃 S B　 2 2　　 ×　　 2 3 ．60　×　 6 ．00 1 ．00　－　 4 ．6 0 N － 7 0 0－ W 2 1 ．6

第 6 1 図 S B　 3 2　 ×　 3 4 ．60　×　 5 ．60 1 ．12　－　 2 ．76 N － 7 10 － W 2 5 ．8

ク S B　 4 2　 ×　 3 3 ．70　×　 5 ．60 1 ．4 0　－　 3 ．64 N － 7 20－ W 2 0 ．7

第 62 図 S B　 5 1　 ×　 2 2 ．4 0　×　 3 ．60 1 ．75　－　 2 ．50 N － 2 00－ E 8 ．6

〃 S B　 6 1　 ×　 4 2 ．20　×　 7 ．00 1 ．4 2　－　 2 ．2 2 N － 100－ E 1 5 ．4

第 6 3 図 S B　 7 4　 ×　 4 9 ．0 0　×　 9 ．0 0 2 ．12　－　 4 ．2 2 N － 2 10－ E 7 5 ．6

第 6 4 図 S B　 8 1　 ×　 3 1 ．50　×　 5 ．10 1 ．4 2　－　 2 ．1 8 N － 6 90－ W 7 ．7

ク S B　 9 3　 ×　 4 6 ．4 0　×　 7 ．8 0 1 ．2 6　－　 2 ．9 2 N － 140－ E 49 ．9

第 6 5 図 S B lO 1　 ×　 2 2 ．2 0　×　 2 ．7 0 1 ．2 7　一一　2 ．58 N － 2 30－ E 5 ．9

ク S ‾B ll 1　 ×　 3 4 ．0 0　×　 5 ．6 0 1 ．80　－　 4 ．00 N － 8 50－ W 22 ．4

第7表　土ま広計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 6 6 図 S K　 l 不 整 長 円 形 2 ．02 1 ．68 0 ．4 0 N － 360－ W 逆　 台　 形

ク S K　 2 不 整 円 形 1 ．40 1 ．25 0 ．2 0 N － 4 50－ W 〃

ク S K　 3 ク 1 ．20 0 ．2 0 ク

ク S K　 4 円　 形 0 ．78 0 ．12 〃

ク S K　 5 ク 0 ．80 0 ．10 皿　　　 形

〃 S K　 6 長 方 形 1 ・寧0 1 ．3 2 0 ．1 3 N － 150－ E 逆　 台　 形

ク S K　 7 不 整 長 方 形 3 ．3 5 1 ．5 2 0 ．4 0 N － 2 50－ E ク

第 6 7 図 S K　 8 ク 1 ．2 3 0 ．9 8 0 ．14 N － 20 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 9 長 円 形 1 ．4 0 1 ．20 0 ．38 N － 73 0－ W ク

ク S K lO 円　 形 0 ．7 6 0 ．58 逆　 台　 形

ク S K ll 帯　 状 1 ．3 5 0 ．18 0 ．08 N － 20 0－ E ク

ク S K ・12 不 整 長 円 形 3 ．2 1 1 ．12 0 ．29 N － 30 0－ E 皿　　　 形

ク S K 1 3 隅 丸 長 方 形 1 ．30 0 ．72 0 ．20 N － 80 0－ W 逆　 台　 形

第 68 図 S K 14 不 整 長 方 形 1 ．58 0 ．92 0 ．22 N － 65 0－ W ク

ク S K 1 5 不 整 長 円 形 0 ．72 0 ．60 0 ．30 N － 4 1 0－ W 〃
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挿 図 番 号 遺構 番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 6 8 図 S K 16 長 円形 0 ．82 0 ．65 0 ．21 N － 82 0－ W 逆　 台　 形

ク S K 17 不 整 長 方 形 1 ．00 0 ．60 0 ．12 N － 80 0－ W ク

ク S K 18 ク 2 ．25 1 ．15 0 ．0 6 N － 15 0－ E 皿　　　 形

ク S K 19 不 整 円形 0 ．8 0 0 ．0 5 ク

第 69 図 S K　 20 ク 0 ．6 8 0 ．4 8 U　 字　 形

ク S K　 2 1 不 定 形 1 ．3 5 0 ．4 5 0 ．0 6 N － 15 0－ E 皿　　　 形

ク S K －2 2 不 整 円形 1 ．3 0 0 ．3 0 逆　 台　 形

ク S K　 2 3 長 円 形 1 ．5 0 0 ．8 1 0 ．3 5 N － 4 00－ W 箱　　　 形

ク S K　 2 4 不 整 円形 1 ．7 5 0 ．6 0 ク

第 70 図 S K　 2 5 不 整 長 円 形 1 ．8 6 1 ．6 0 0 ．6 1 N － 6 00－ W ク

ク S K　 2 6 隅 丸 長 方 形 3 ．5 5 2 ．16 0 ．34 N － 6 80－ W 逆　 台　 形

ク S K　 2 7 円　 形 1 ．5 8 0 ．4 2 ク

ク S K　 2 8 不 整 円形 1 ．4 0 0 ．4 8 箱　　　 形

ク S K　 2 9 ク 1 ．1 8 0 ．4 6 ク

第 71 図 S K　 3 0 円　 形 1 ．8 0 0 ．6 5 U　 字　 形

ク S K　 3 1 不 整 円形 1 ．8 2 0 ．7 8 ク

ク S K　 3 2 不 整 長 円 形 3 ．7 6 1 ．10 0 ．24 N － 7 00－ W 逆　 台　 形

第 72 図 S K　 3 3 長 方形 5 ．0 0 2 ．8 0 0 ．1 5 N － 6 80－ W ．ケ

ク S K　 34 不 整 長 方形 2 ．2 2 1 ．6 0 0 ．5 5 N － 3 00－ E U　 字　 形

〃 S K　 3 5 円　 形 1 ．40 0 ．39 箱　　　 形

〃 S K　 3 6 方　 形 1 ．38 0 ．1 1 逆　 台　 形

第 7 3 図 S K　 3 7 不 整 長 方 形 2 ．70 2 ．56 0 ．22 N － 2 50－ W ク

ク S K　 3 8 不 整 方 形 1 ．10 0 ．12 ク

ク S K　 3 9 不 整 長 円形 1 ．0 5 0 ．40 0 ．08 N － 28 0－ E ク

ク S K　 4 0 円　 形 1 ．78 0 ．47 箱　　　 形

ク S K　 4 1 不 定 形 1 ．80 1 ．00 0 ．09 N － 60 0－ E 逆　 台　 形

〃 S K　 4 2 円　 形 1 ．70 0 ．48 箱　　　 形

第 74 図 S K　 4 3 不 定形 2 ．0 0 1 ．80 0 ．30 N － 40 0－ W ク

ク S K　 44 長 方 形 0 ．15 逆　 台　 形
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第8表　包含層出土土器観察表

挿図番号 層 位 器　 種

口径

三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

1 第 Ⅱ層 捨　 鉢

38 ．0

（ 9 ．8）

口縁 部 に 2 条 の凹線。 9 粂 1 単位 の条 線 を有す 。

回転 ロ クロナデ 調整 。
備 前 焼。

2 ク 〃

34 ．4

（ 7 ．0）

口縁 端 部 を上方 に拡張 。 口唇部

は内傾 す る面 をなす。

回転 ロク ロナデ調 整。 一ケ

3 ク

白　 磁

碗

20 ．0

（ 2 ．5）

玉線 状 口縁 。

4 ク 鉢

2 4 ．0

（ 7 ．2）

・ケ 内外面 とも施粕 。 唐 津 系。

第9表　遺構出土土器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇窪 ． 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

5
S B　6

P　 l 碗

12．5
（5．2）

休部は内湾気味に立ち上が り、

口縁端部は短 く外反する。
外面休部下位は露胎。 唐津系。

6
S B　7

P　 l

土師質土器

杯

（1．9）

6．2

底部回転糸切 り。

7 ク
土師質土器

椀

12．7

（3．9）

内湾 して立 ち上が り、端部は短
く外反 し、丸 くおさめる。

8
S B　7

P　 2 ク

11．5

（3．5）

直線的に立ち上が り、端部は短
く外反 し、丸 くおさめる。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇窪 形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

9 S K　 5
須恵器

高　 杯

（4．0）

6．5

高杯脚部の上端部。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

÷ 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

10 S K　 7 碗

9．8

5．1

3 ．9

内外面 とも施寒由。
外面に草花文。

伊万里系。

11 S K　20 〃

1 1．5

（6 ．5）

内外面貫入有 り。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

三 ‡ 三 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

12 S K　 27 土　 錘

全　 長　 4 ．2

直　 径 1 ．0

重量（9） 3 ．8

紡錘 形 を呈 す。 土師 質。

13 S K　 3 3 碗
（2 ．6 ）

6 ．4

高 台脇 に 2 条 の界線 。 伊万 里系 。

挿図番号 遺構番 号 器　 種

口径

÷ 三 形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

14 S D　 2
弥生 土器

19 ．2 短 く直立気味に立ち上が り、頚部か 胴 部上 端 に右上 が りのパ ケ状 原

（9 ．2） ら口縁部は直線的に外反す。 口縁部

外面には幅2 1 の粘土帯を貼付
体 に よる列 点文 を配 す。

一　立　　　　　　　　　　　　　　 一す＿
＝土＝・∃互

－

」　 田 ．cm　　　　　　　 、す

る。口唇部 は幅広 く凹状をなし、上

下端に刻 目を配す。

口唇 那横 方 向の ナァ調 整 。

頚 部外 面縦 方向 のパ ケ調整 。

15 ク 〃

11 ．5 －

（4 ．4）

口縁 部 は丸 く外反 す る。

口唇 部 は面 をなす 。

16 〃 ク

20 ．4 口縁 部 は 「く」 の字 に外反 し、 口頚部 、胴 部 内面 は右下 が りの

（7 ．4） 口唇 部 は丸 くお さめ る。 パ ケ調 整。

17 〃 ク

12 ．5 わ ずか に肩 のふ くらん だ上胴部 ． 口唇部 及 び 口縁 部 内外面 横方 向

（6 ．2） か ら口縁 部 は短 く外 反す る。 口

唇部 は面 をなす 。 lコ縁 部外 面 に

外方 か ら直径 3 m m の円孔 を穿 つ

（焼 成前 ）。

のナ デ調整 。胴 部 内面 は右 か ら
左 へ のヘ ラ削 り。外 面パ ケ調 整。

18 ・ケ 〃
（4 ．8 ）

10 ．4

非常 に厚 い底 部 。 調 整不 明。

19 ク ク
（6 ．9 ）

7 ．8

下 胴部 は直 線的 に外 上方 に立 ち

上 が る。

下胴 部 か ら外 底

に かけ て黒斑 有
り。

2 0 ク ク
（5 ．2）

5 ．4

上 げ底 気味 の厚 い底部 。

2 1 ク ケ
（3 ．9）

9 ．0

外 面へ ラ磨 き。 外 底 に 黒 斑 有

り。

2 2 ク ク
（5 ．3）

5 ．2

下胴 部 は直 線的 に外 上方 に立 ち

上 が る。

2 3 ク ク
（3 ．2）

5 ．2

若 干小 さい底部 。

24 〃

弥 生土 器

嚢

（7 ．0 ）

6 ．4

外 面パ ケ調 整。 下胴 部 に黒斑 有

り。

25 〃 小形 土 器
（2 ．9）

2 ．5

手 捏 ね。 外 底 に 黒 斑 有

り。

ー138－



挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

三 三 形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

26 S D　 2
須恵器

鉄　 鉢

23．4

（6．3）

上胴部 か ら内傾 して立 ち上が
り、端部は丸 くおさめる。

27 S D　 7
弥生土器

－＝量こご璽E

18．8 口綾部 は頚部から滑 らかに外反 頸胴間にパケ原体押圧による段

（6．4） す る。 口唇部はわずかに凹状 を
なし、下半に刻 目を施す。

が生 じている。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

十 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

28 S D　 7 捨　 鉢
（6．7）

14．2

6 粂 1単位の粂線 を施す。 備前焼。・

29 一ケ 碗
（4．9）

4．7

畳付のみ露胎。
内外面 とも貫入有 り。

30 P　 l
土師質土器

杯

16．0

（4．4）

内湾 しながら立 ち上が り、端部

は短 く外反。

口縁部内面に弱い沈線有 り。

31 P　 2 土　 錘

全　 長　 4．0

直　 径 1．5

重量（9） 7．7

円筒形 を呈す。 土師質。

第10表　遺構出土石器観察表

挿図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長

慧 ：讐）重 責望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

32 S D　 2 叩　　 石

10 ．4

8 ．0

2 ．4

3 25 ．0

砂　　 岩

主面 中央 部 お よび長側 縁部 に潰

痕有 り。

33 ク ク

8 ．8

5 ．3

1 ．0

56 ．0

ク

自然 画 と剥 離 面 とか らな る。

周縁 部 に浅い潰 痕 を残 す。

34 ク 砥　　 石

8 ．4

4 ．4

3 ．9

2 95 ．0

砂　　 岩

3 面 を使用 してい る。

3 5 S K　 5 ク

7 ．9

6 ．2

4 ．4

18 4 ．0

・ケ

4 両 と も使 用 して い る。

36 S K　 24 石　　 臼

直　 径 30 ．6

全　 厚　 5 ．7

重 量（9）8900 ．0

ク

周 縁部 に柄 装着 の ため の穿孔 有

り。
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3．Loc．42



Loc．42

1．位置と調査経過

Loc・42は、田村遺跡群の北端部に位置する。Loc．42の周辺の小字で城、桂昌寺中、二本松と

呼称されている地域は、守護代細川氏の城館の所在地として有名な所である。その中で、L。。．

42の調査区は、小字二本松の南東部にあたる。本調査区は、高知空港拡張工事に伴う、県道地

下道化工事に係るものである。調査対象範囲は、空港拡張範囲の北限から北へ延びる県道及び

その拡張部分である。まず場周道路及び用排水の関係上、調査範囲の南端部に試掘トレンチを

設定し調査を行った。調査区北部においては、田村城館内にはいることから全面発掘を実施し

た。調査は、排土の関係上、57年度において、県道の東西拡張部分及び旧県道部を行い、さら

に吉本氏所有民家の移築及び工事仮設道の関係で一部58年度にかけて実施した。

2．調査概要

Loc・42は、大部分が田村城館内にはいることから、調査の成果が期待された。検出遺構は、

掘立柱建物址11棟、土拡103基、溝15条、井戸1基、性格不明遺構1基、ピット群である。出

土遺物も15－16世紀にかけての土師質土器、瓦質土器、国産陶磁器、輸入陶磁器等が多量に出

土した。SK96では、一括して土師質土器が投棄されており良好な資料を得ることができた。

また、調査区の南端部では外掘と、北端部では内掘の可能性のある遺構を確認することができ

た。遺構の残存状況は、旧県道等により上部が削平されているものが多かった。近世遺構につ

いては、木棺墓等を検出し、副葬品としての近世陶磁器類の資料も得ることができた。

3．層序と出土遺物

調査区において認められた基本層序は、以下の通りである。

第I層　耕作土
一

第Ⅱ層　茶灰色粘質土層（床土）

第m層　灰白色シルト層

第Ⅳ層　黒褐色粘質土層

遺構は第I～Ⅲ層を除去した段階で検出された。本調査区は、旧県道下であり、遺構の大半

は上部が削平され、残存状況は悪かった。基本層序も、西側は第Ⅱ・Ⅲ層が堆積しているが、

東側部分は第I層の耕作土が大半である。第Ⅳ層以下は無遺物層である。第Ⅲ層中より、土師

質土器鍋（1）・釜（2）言7期の備前焼揺鉢（3）、近世備前焼捨鉢（4、5）、青磁稜花皿（6）、

白磁皿（7）、土錘（8）、伊万里系紅猪口（9）が出土した。
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第82図　調査区セクション
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第83図　調査区セクション
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第84図　調査区セクション
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4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

S Blは、調査区の北端に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

建物は、1×2間の南北棟で、梁間（東西）3．20m、桁行（南北）4．75mを測る。棟方向は

N－170－Eである。柱穴の平面形は、円形で直径20～30cm、検出面からの深さは20～60cmを

測る。北東隅の柱穴が浅い。基底面の標高は6．59－7．00mである。柱間距離は、梁間3．10－

3．20m、桁行が1．95－2．80mである。桁行北部の柱間距離が狭い。埋土は灰褐色粘質土である。

出土遺物は皆無である。

S B2

S B2は、調査区の北東端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

建物は、東側が調査区外へ延びているため規模は不明であるが、2×2間以上の東西棟と考

えられる。棟方向はN－750－Wである。柱穴の平面形は、円形で直径20－30cm、検出面から

の深さは20－30cmを測る。北側の柱穴が浅い。基底面の標高は7．02－7．08mである。柱間距離

は、桁行が1．75－1．80m、梁間が3．45mを測る。西妻の中央柱がSK13に切られたと考えられ

るが、埋土が類似しているため不明である。埋土は黄灰色粘質土である。遺物は、土師質土器

細片がPlより出土しているが、実測不可能である。建替え等は行われていない。

S B3

S B3は、調査区北部の中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

建物は、1×4間の東西棟で、梁間（南北）3．45m、桁行（東西）6．55mを測る。棟方向は

N－720－Wである。柱穴の平面形は、円形で直径20～40cm、検出面からの深さは20～60cmを

測る。基底面の標高は6．65－6．95mである。柱間距離は、梁間3．10－3．45m、桁行が1．40－

2．55mを測る。梁間の中間柱は確認できなかったが、建物の規模は2×4間の東西棟になる可

能性もある。埋土は黄灰色粘質土である。出土遺物は皆無である。

S B4

S B4は、調査区北部の中央に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

建物は、2×2間の南北棟で、梁間（東西）2．95m、桁行（南北）4．30mを測る。棟方向は

N－200－Eである。柱穴の平面形は、円形で直径20～30cm、検出面からの深さは20－50cmを

測る。基底面の標高は6．75－7．05mである。柱間距離は、梁間1．45－1．50m、桁行が2．15－
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2・20mを測る。南妻の東隅の柱穴が欠ける。埋土は黄灰色粘質土である。出土遺物は皆無であ

る。SB5及び北側に位置するSB3と重複しているが、新旧関係は不明である。

S B5

SB5は、調査区北部の中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

建物は、2×2間の東西棟で、梁間（南北）3．80m、桁行（東西）7．31mを測る。棟方向は

N－760qwである。柱穴の平面形は、円形で直径20－30cm、検出面からの深さ15－50cmを測る。

西妻の中間柱が浅い。基底面の標高は6．71－7．15mである。柱間距離は、梁間が1．80－2．00m、

桁行が3．55－3．75mを測る。東妻の中間柱が欠けている。埋土は灰褐色粘質土である。出土遺

物は皆無である。重複関係は、SB3と北西部を、SB4と西半部をそれぞれ重複しているが、

ピットの切り合い関係が認められず、新旧関係は不明である。

S B6

SB6は、調査区の北東端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

建物は、2×3間の南北棟で、梁間（東西）は推定3．40m、桁行（南北）5．45mを測る。棟

方向はN－190－Eである。柱穴の平面形は、円形で直径30－50cm、検出面からの深さ13～53cm

を測る。基底面の標高は6．45－6．90mである。柱間距離は、梁間1．55－1．70m、桁行1．80～

1・85mを測る。東辺柱列を検出できなかったが、梁間は3間以上東側に延びる可能性はない。

遺物は、Plより青磁細片、P2より土師質土器皿・鍋、瓦質土器片等が出土した。しかし、

細片で実測不可能である。SB7と重複関係にあるが、ピットの切り合いが認められないため

新旧関係は不明である。

S B7

SB7は、調査区の北東端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

建物は、2×3間の南北棟で、梁間（東西）3．45m、桁行（南北）5．00mを測る。棟方向は

N－140－Wである。柱穴の平面形は、円形で直径27－47cm、検出面からの深さ19－41cmを測る。

基底面の標高は6．73－6．84mである。柱間距離は、梁間1．60－1．85m、桁行1．35－1．90mを測

る。北妻の東側柱穴、東辺の南側柱穴を欠く。埋土は灰褐色粘質土である。遺物は、Plより

土師質土器、瓦質土器、P2・3より土師質土器片が出土している。細片のため実測不可能で

ある。SB6と重複関係にあるが、ピットの切り合いが認められず新旧関係は不明である。ま

た、SK46・38との関係も明確にできなかった。SK37は、切り合い関係が認められるが、埋

土が類似しているため、新旧関係は不明である。
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S B8

S B8は、調査区中央の東部に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

建物は、2×3間の南北棟で、梁間（東西）3．80m、桁行（南北）6．80mを測る。棟方向は

N－170－Eである。柱穴の平面形は、円形で直径25－40cm、検出面からの深さ16－53cmを測る。

基底面からの標高は6．51－6．98mである。柱間距離は、梁間1．80－2．00m、桁行2．10－2．35m

を測る。東辺柱穴が1個欠損する。埋土は灰褐色粘質土である。遺物は、土師質土器がP1－

3より、瓦質土器がP4より出土した。いずれも細片で、実測不可能である。重複関係は、南

西部がS K53を切っている。

S B9

S B9は、調査区中央部東寄りに位置する。第工層を除去した段階で検出した。

建物は、東側柱列、北側柱列が不明で明確にできないが、3×4間の南北棟と考えられる。

棟方向はN－140－Eである。柱穴の平面形は、円形で直径27－50cm、検出面からの深さ15－39cm

を測る。基底面からの標高は6．51－6．77mである。柱間距離は、梁間（東西）1．40－1．75m、

桁行（南北）0．80－1．85mを測る。西辺柱列の距離が不統一である。埋土は灰褐色粘質土であ

る。出土遺物は皆無である。南北に縦走するS D9・10の一部を覆う形で存在するが、ピット

の切り合いがなく、新旧関係は不明である。

S BlO

S BlOは、調査区の南西隅に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

建物は、1×3間の東西棟で西側が調査区外に接しており、西側に延びる可能性もある。棟

方向はN－760－Wである。柱穴の平面形は、円形で直径32－60cmとやや大きい。検出面から

の深さは19－48cmを測る。基底面からの標高は6．65－7．08mである。柱間距離は、梁間（南北）

3．65m、桁行（東西）1．60－1．95mを測る。梁間が1間広く、精査したが中間柱を確認できな

かった。埋土は灰褐色粘質土である。遺物は、Plから10の白磁皿が出土した。重複関係は、

南北に縦走するSD9を切っている。

S Bll

S Bllは、調査区の南西隅に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

建物は、西側が調査区外になっており西に延びる可能性もあるが、1×1間の東西棟と考え

られる。梁間（南北）3．10m、桁行（東西）4．20mを測る。棟方向はN－740－Wである。柱

穴の平面形は、円形で直径26－50cm、検出面からの深さ20－43cmを測る。基底面からの標高は

6．73－6．87mである。柱間距離は、梁間3．05－3．10m、桁行3．95－4．20mを測る。埋土は、1

層で灰褐色粘質土である。遺物は、土師質土器が出土しているが、細片のため実測不可能であ

－171－



る。本遺構は、S K97を覆う形で存在するが、新旧関係及び関連等は不明である。

土拡

S KI

S Klは、調査区の北西隅に位置する。第I層の耕作土を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径1．90m、短径0．65m、深さ0．54mを測る。長軸方向

はN－120－Eである。壁は、垂直に立ち上がり、断面形は箱形を呈する。底面は、平坦で標

高6．64mを測る。埋土は、1層で暗灰色粘質土である。

本遺構は、近世の木棺墓で、木棺の蓋が埋没しており、それを除去すると底板が検出された。

人骨は溶解しており木棺の幅は0．35m、長さ1．60mである。幅の狭いことなどから横臥屈肢葬

と考えられる。遺物の出土状況は、木棺の蓋の上から11の瀬戸・美濃系小碗が1点出土した。

S K2

S K2は、調査区の北西隅に位置し、S Klの南側1mの所に隣接する。第I層の耕作土を

除去した段階で検出した。

平面形は隅丸長方形を呈する。規模は、長径1．02m、短径0．40m、深さ0．24mを測る。長軸

方向はN－520－Wである。壁は傾斜して立ち上がり、底面は西側が一段深くなっている。標

高は西部で6．92m、東部で6．98mを測る。埋土は、1層で灰色粘質土である。

本遺構は、隅丸長方形のプランを呈しており、掘り方もしっかりとしている。北側に位置す

るS Klは、木棺墓であり、形態、規模、位置等からも墓の可能性がある。出土遺物は皆無で

ある。

S K3

S K3は、調査区の北西隅に位置し、S K2の南西0．50mの所に隣接する。第I層を除去し

た段階で検出したが、かなり削平を受けている。

平面形は不整楕円形を呈する。規模は、長径0．95m、短径0．77mを測り、深さは7cmと浅い。

長軸方向はN－380－Eである。壁は、緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦で、標高は7．10m

を測る。埋土は、1層で黄灰色粘質土である。遺物は、底面直上より土師質土器、近世陶器が

出土した。実測可能な土師質土器皿（12、13）でいずれもロクロ成形であるものと、唐津焼皿

（14）である。

S K4

S K4は、調査区の北西隅に位置し、S K3の東側1mの所に隣接する。第I層を除去した
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段階で検出した。

平面形は、不整形を呈する。規模は、長径2．20m、短径1．20m、深さ0．50mを測る。長軸方

向はN－400－Eである。比較的急に立ち上がり、底面は、ほぼ平坦であるが、東部がやや高

くなっている。底面の腰高は6．65mである。埋土は、1層で灰色粘質土である。遺物は、15の

伊万里系碗が出土している。

S K5

SK5は、調査区の北西端に位置する。第I層の耕作土を除去した段階で検出したが、削平

が著しい。

平面形は方形を呈する。規模は、長径1．47m、短径1．15m、深さ0．23mを測る。長軸方向は

N－280－Eである。壁は、急に立ち上がり、底面は、平坦で標高6．94mを測る。埋土は、1

層で黄灰色粘質土である。遺物は、埋土中より土師質土器、瓦質土器、近世陶磁器が若干出土

している。

S K8

SK8は、調査区の北西端に位置し、第I層の耕作土を除去した段階で検出した。

平面形は隅丸方形を呈する。規模は、長径1．50m、短径1．25m、深さ0．42mを測る。長軸方

向はN－260－Eである。壁は、急に傾斜して立ち上がり、断面形は逆台形を呈する。底面は

平坦で標高6．73mである。埋土は、1層で黄灰色粘質土である。出土遺物は皆無である。

重複関係は、本遺構の北西部をSK6、南西部をSK7に切られている。SK6・7共に、

現代の撹乱と考えられ、埋土中から現代も使用されている瓦片が出土している。本遺構は、こ

れらの土肱に切られていることや、埋土の状態から近世の時期と考えられる。

S K9

SK9は、調査区の北西端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は瓢箪形を呈する。規模は、長径0．72m、短径0．48m、深さ0．12mを測る。長軸方向

はN－640－Wである。壁は、緩やかに立ち上がり、底面は水平である。底面の標高は6．95m

である。埋土は、1層で黄灰色粘質土である。遺物は、土師質土器の細片1点のみ出土してい

るが、実測不可能である。重複関係は、東側に位置するSKlOを切っている。

S KlO

SKlOは、調査区の北西端に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は不整形を呈する。規模は、長径1．95m、深さ0．12mを測る。長軸方向はN－130－

Eである。上面が削平されており、SK9よりも浅い。壁は、緩やかに立ち上がる。底面は、
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平坦で標高7．07mである。埋土は、1層で黄灰色粘質土である。遺物は、土師質土器、瓦質土

器が若干出土しているが、細片のため実測不可能である。重複関係は、本遺構の西端部をS K

9に切られている。

S Kll

S Kllは、調査区の北端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は方形を呈する。規模は、長径0．98m、短径0．56m、深さ0．16mを測り、S K3・10

同様著しく削平を受けている。長軸方向はN－10－Wで、ほぼ磁北をさす。壁は、南部が比

較的緩く、その他は急傾斜で立ち上がる。底面は、北部半分がやや深く落ち込んでいる。北側

の底面の標高は7．03mである。埋土は、1層で黄灰色粘質土である。遺物は、本遺構の北東部

の底面から完形に近い土師質土器杯1点（16）が出土している。その他、火葬骨片が出土して

いる。形態も方形を呈しており、火葬墓として把握してもよかろう。

S K12

S K12は、調査区の北東端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径2．45m、短径1．25m、深さ0．60mを測る。長軸方向

はN－250－Eである。壁は、急傾斜で立ち上がり、底面は、平坦で標高7．15mを測る。埋土は、

1層で黄灰色粘質土である。遺物は、埋土中より近世陶磁器が若干出土しているが、小片のた

め実測不可能である。重複関係は、周囲に掘り込まれているピットを切っている。

S K13

S K13は、調査区の北東端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は隅丸方形を呈する。規模は、長径1．65m、短径1．60m、深さ0．49mを測る。長軸方

向はN－700－Wである。壁は、急傾斜をもって立ち上がり、底面は、平坦で標高6．80mを測る。

埋土は黄灰色粘質土である。底面直上より、小礫の集石が若干見られる。遺物は、埋土中より

土師質土器、近世陶磁器が出土したが、細片のため実測不可能である。重複関係は、本遺構の

南東側に位置するSK14を切って掘り込まれている。

S K14

S K14は、調査区の北東隅に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は、楕円形を呈するものと考えられるが、S K13に大部分を切られており明確でない。

規模は、推定であるが長径0．90m、短径0．70m、深さ0．15mを測る。S K13に比べて、極端に

浅く大部分が削平を受けているとみられる。壁は、緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高

7．20mを測る。埋土は、1層で灰色粘質土である。出土遺物は皆無である。重複関係は、SK
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13に大部分を切られている。

S K15

SK15は、調査区の北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径2．10m、短径1．02m、深さ0．20mを測る。長軸方向

はN－140－Eである。壁は、比較的急に立ち上がる。底面は、平坦で標高7．21mを測る。埋

土は、1層で黄灰色粘質土である。遺物は、埋土中より瓦質土器、土師質土器、青磁碗等が出

土した。細片のため実測不可能である。重複関係は、円形のピットに切られている。

S K16

SK16は、調査区の北東端に位置し、東側は調査区外である。第I層を除去した段階で、染

み状になっており、明確なプランをつかむことができなかった。

平面形は不整形を呈する。規模は、調査区内で長径2．35m、短径1．00m、深さ0．14mで、掘

り込みは非常に浅い。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高7．12mを測る。埋土は、

1層で黄灰色粘質土である。出土遺物は皆無である。重複関係は、周囲に存在するピット群を

切っている。

S K17

SK17は、調査区の北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は小型の円形を呈する。規模は、直径0．80m、深さ8cmを測る。上部はかなり削平さ

れており、残存している部分は浅い。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高7．25mを

測る。埋土は、1層で黄灰色粘質土である。遺物は、埋土中より土師質土器1片の他、寛永銭

1枚と煙管の吸口の破片が出土した。出土遺物からみて座棺墓と判断してもよい。

S K18

SK18は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は大型の隅丸方形を呈する。規模は、長径3．25m、短径3．00m、深さ0．20mを測る。

長軸方向はN－740－Wである。壁は、緩やかに立ち上がり、底面は、ほぼ平坦で標高は7．01m

である。埋土は、1層で茶橙色シルトである。遺物は、埋土中より土師質土器片が出土してい

るが、細片のため実測不可能である。重複関係は、東西に走るSD2を切っている。

S K19

SK19は、調査区北部ほぼ中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径1．50m、深さ1．20mを測る。壁は、急傾斜で立ち上が
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り底面は平坦である。底面の標高は6．73mを測る。埋土は、1層で暗灰色粘質土である。遺物

の出土状況は、プラン検出時に20－30cm大の集石がみられ、それを除去すると埋土中より、備

前焼、青磁、土師質土器等が出土した。細片のため実測不可能である。重複関係は、東西に走

るS D2を切っている。

S K20

S K20は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は方形を呈する。規模は、長径3．50m、短径2．05m、深さ0．37mを測る。長軸方向は

N－600－Wである。壁は、急傾斜で立ち上がり、底面は、平坦で標高6．70mを測る。埋土は、

1層で黄灰色粘質土である。

出土遺物は、伊万里系小杯（17）、二重網目文碗（18）、仏飯器（19）、京焼系碗（20－22）、

産地不明棄（23）、寛永銭（744）である。重複関係は、本道準の西側を走るSD3を切ってい

る。

S K21

S K21は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径1．80m、短径0．60m、深さ0．46mを測る。長軸方向

はN－230－Eである。壁は、垂直に立ち上がり、断面形は箱形を呈する。底面は、平坦で標

高6．60mである。埋土は、1層で暗灰色粘質土である。

本遺構の付近には、7基の土土広が密集して残存している。すべて近世墓と考えられるが、そ

の中でも、本遺構は、木棺、人骨の残存状況が良好であった。木棺の幅は0．30m、長さ1．50m

である。人骨は、足を折りまげ、西向きに横臥させている。副葬品として、人骨の頭部付近よ

り伊万里系小碗（24）と、寛永銭（745）が出土した。

S K22

S K22は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は、S K21よりやや幅広い長方形を呈する。規模は、長径1．55m、短径0．82m、深さ

0．50mを測る。長軸方向はN－200－Eである。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形

を呈する。底面は、平坦で標高6．50mである。埋土は、1層で暗灰色粘質土である。本遺構も

近世墓であり、S K21と同規模の木棺を埋置してある。棺蓋は、埋没しており残りが悪い。蓋

を除去すると、人骨の残存状況は悪く足の骨のみ検出した。寝棺で横臥屈肢葬と考えられる。

副葬品と考えられる遺物は、棺蓋の上から小皿1枚（25）が出土した。その他、寛永銭（746、

747、751）も出土している。重複関係は、南西側に隣接しているSK23に切られている。
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S K23

SK23は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は小型の円形を呈する○規模は、直径0．80m、深さ0．20mを測る。上部は、かなり削

平を受けているものとみられる。壁は、比較的急に立ち上がり、底面は、平坦で標高6．85mを

測る。埋土は、1層で茶灰色粘質土である。

本遺構は、棺及び人骨の出土はみられなかったが、南東に位置するSK25と形態的に類似し

ている点や位置から、座棺の近世墓と考えられる○出土遺物は皆無である。重複関係は、北東

に隣接するSK22を切って残存している。

S K24

SK24は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径1・70m、短径0．64m、深さ1．00mを測る。長軸方向

はN‾180－Eである。壁は、垂直に立ち上がり、断面形は箱形を呈する。底面は、平坦で標

高6・10mを測る0埋土は、1層で暗灰褐色粘質土である。本土肱は、周辺の遺構と比べ非常に

深く、1m余りも掘り下げた段階で若干の木片が出土した。これが木棺の残片とも考えられる。

しかし、人骨は出土しなかった。

S K25

SK25は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径0・90m、深さ0・52mを測る。2段に掘り込まれており、

壁は急傾斜で立ち上がる。底面は、平坦で標高6・52mを測る。埋土は、1層で茶灰色粘質土で

ある。

本遺構は近世墓であるが、円形の掘り方の中に直径0・50m程の座棺が埋められていた。被葬

者は背を北に向け、頭を垂下させ埋葬されており、副葬品は伊万里系碗（26）と煙管（720）

である。

S K26

SK26は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径0・90m、深さ8cmを測り、非常に浅い掘り込みである。

壁は、緩やかに立ち上がり、底面は、平坦で標高7mを測る。埋土は、1層で茶灰色粘質土で

ある。

本遺構は、円形のプランを持つものであり、形態から近世座棺墓を考えさせる。しかし、付

近の土肱よりも浅く、上部が著しく削平されているものとみられる。遺物は、埋土中より近世

陶磁器が出土しており、唐津鉢（27）である。
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S K27

S K27は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径1．80m、短径0．50m、深さ1．30mを測る。長軸方向

はN－240－Eである。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形を呈する。底面は、平坦

で標高6．70mを測る。埋土は、1層で暗灰色粘質土である。

本遺構は、S K21・22・24同様の近世寝棺墓である。長方形の掘り方内に、幅0．30m、長さ

1．60mの木棺が配置され、棺の蓋を除去すると人骨及び副葬品が出土した。人骨は、頭部を北

に向け、西向きに横臥させている。頭部の東側に伊万里系小碗（28）1個体と寛永銭、煙管が

副葬されていた。

S K28

SK28は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径1．20m、深さ0．30mを測る。壁は、比較的緩やかに立

ち上がり、底面は平坦である。底面の標高は6．80mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土であ

る。出土遺物は皆無である。重複関係は、S D4・5を切っている。

S K29

S K29は、調査区の北西部で、S K28の南側に隣接して位置する。第I層を除去した段階で

検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径1．48m、深さ0．58mを測る。壁は、傾斜して立ち上が

る。底面は、平坦で標高6．78mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無

である。重複関係はS D5を切っている。

S K30

SK30は、調査区の北西部でSK29の南側に隣接して位置する。第‡層を除去した段階で検

出した。

平面形は円形を呈するものと考えられる。しかし、南側は調査区外であり全容は明らかでは

ない。規模は、推定直径1．48m、深さ0．15mを測る。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、平坦

で標高6．83mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。

S K31

SK31は、調査区の北西部に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径1．00m、深さ0．34mを測る。壁は急傾斜で立ち上がり、

断面形は逆台形を呈する。底面は、平坦で標高6．85mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土で
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ある。本土土広の中央よりやや西側に直径30cmのピットが掘られているが、埋土が濃茶色シルト

であり、本土肱に付属するものではないとみられる○遺物は、埋土中より土師質土器等が出土

した。細片のため実測不可能である。

S K32

SK32は、調査区の北西部で、SK31の南に隣接して位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検

出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径1・65m、深さ0．35mを測る。壁は、垂直に立ち上がり、

底面は、平坦で標高6・84mを測る○埋土は、1層で灰褐色粘質土である。本土肱の中央に、S

K31同様濃茶色シルトの埋土をもつ直径0・30m程のピットが掘り込まれているが、付属するも

のではないとみられる。遺物は、埋土中より土師質土器、青磁等が出土しているが、細片で実

測不可能である。

S K33

SK33は、調査区の北西部に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は不整の楕円形を呈する○規模は、長径1・90m、短径1．40m、深さ0．42mを測る。長

軸方向はN－140－Wである○底面は、南部が一段高くなっており、平坦部を形成している。

北部底面の標高は6・73mを測る。壁は急傾斜で立ち上がる。埋土は、1層で灰褐色粘質土であ

る。遺物は、埋土中より近世陶磁器、瓦片等が出土している。29は伊万里皿である。重複関係

は、南側に位置するSK34に切られている。

S K34

SK34は、調査区の北西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径1・70m、深さ0．54mを測る。壁は、底面から垂直に立

ち上がり、上部で若干段部をもち緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高6．74mを測る。埋

土は、1層で灰褐色粘質土である○本土土広も、SK31・32同様のピットが掘り込まれている。

埋土は、濃茶色シルトである。遺物は、埋土中より近世陶器や瓦片が出土した。30は唐津大皿

である。重複関係は、北側に位置するSK33を切っている。

S K36

SK36は、調査区の北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。北側は、大部分

が調査区外である。

平面形は方形を呈するものと考えられる○規模は、残存している部分で、長径1．00m、短径

0・35m、深さ0・25mを測る。壁は、西部が比較的急に立ち上がり、東部は段部を有し緩やかに
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立ち上がる。底面は、ほぼ平坦で標高6．89mを測る。埋土は、1層で黄灰色粘質土である。遺

物は、実測不可能ではあるが、唐津の細片が出土している。

S K37

SK37は、調査区北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は方形を呈する。規模は、直径2．10m、深さ0．18mを測る。壁は急に立ち上がり、断

面形は逆台形を呈する。底面は、平坦で標高6．90mである。埋土は、1層で灰白色シルトであ

る。遺物は、近世陶磁器、砥石、寛永銭（748）、京焼系小碗（35）が埋土中より出土した。重

複関係は、西側に位置するSD8、東側に位置するS K38を切っている。

S K38

SK38は、調査区の北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は方形を呈する。規模は、長径2．75m、短径1．45m、深さ0．32mを測る。長軸方向は

N－160－Eである。壁は、垂直に近く立ち上がる。底面は、ほぼ水平で標高6．70mを測る。

埋土は、1層で赤褐色シルトである。遺物は、埋土中より土師質土器片が比較的多く出土した

が、細片のため実測不可能である。重複関係は、西側に位置するSK37に切られている。

S K39

SK39は、調査区の北西部に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径1．30m、深さ0．16mを測る。壁は緩やかに立ち上がる。

底面の状況は、平坦で標高7．20mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。底面直上より

2個の自然石が出土した。遺物は、埋土中より土師質土器、備前焼破片が出土しているが、細

片のため実測不可能である。

S K40

SK40は、調査区北部西端に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径1．25m、深さ0．70mを測る。本遺構の西側は、調査区

外である。壁は、東部が段部をもち、南北は急な傾斜で立ち上がる。底面は、平坦で標高7m

を測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。埋土中より10－20cm大の自然石が密集して出土

した。遺物は底面直上より近世陶磁器が数点出土した。細片のため実測不可能である。

S K41

SK41は、調査区の北西部に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。

平面形は不整方形を呈する。規模は、長径0．95m、短径0．85m、深さ8cmを測る。上部が削
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平されているため非常に浅い。長軸方向はN－280－Eである。壁は、緩やかに立ち上るがる。

底面は、平坦で標高7．17mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無であ

る。

S K42

SK42は、調査区北部西端に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。本遺構の西の一

部は調査区外である。

平面形は円形を呈する。規模は、直径0．70m、深さ0．32mを測る。壁は垂直に近く立ち上が

る。底面は平坦だが、周囲に断面凹状の浅い溝がまわる。底面の標高は7．04mを測る。埋土は、

1層で灰褐色粘質土である。遺物は埋土中より土師質土器片が数点出土している。SK39と同

形態を示していることや位置からも、同様な性格を有するものであろう。

S K43

SK43は、調査区北部のほぼ中央に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。

平面形は東側に位置するSK44に切られているため不明であるが、方形を呈していたと考え

られる。規模は、残存している部分で、長径1．95m、短径0．60m、深さ0．32mを測る。長軸方

向はN－130－Wである。壁は、垂直に立ち上がる。底面は、平坦で標高7．04mを測る。埋土は、

1層で赤灰色粘質土である。埋土中より20－30cm大の自然石が多量に出土した。出土遺物は皆

無である。重複関係は、東側に位置するSK44に切られている。

S K44

SK44は、調査区北部のほぼ中央に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。

平面形は東西に長い長方形を呈する。規模は、長径6．05m、短径3．05m、深さ0．64mを測る。

長軸方向はN－800－Wである。壁は、垂直に立ち上がり、底面は、北東端に一段高い平坦部

をもち、西端が一段低い。西端の底部標高は6．72mを測る。埋土は、1層で黄褐色粘質土であ

る。出土遺物は皆無である。重複関係は、SK43を切っている。

S K45

SK45は、調査区北部のほぼ中央に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。

平面形は隅丸の長方形を呈する。規模は、長径1．53m、短径0．70m、深さ0．24mを測る。長

軸方向はN－240－Eである。壁は、比較的緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高7．10m

を測る。埋土は、1層で黄灰色粘質土である。出土遺物は皆無である。重複関係は、SK44を

切っている。
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S K46

SK46は、調査区の北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は隅丸方形を呈する。規模は、長径1．65m、短径1．08m、深さ0．21mを測る。長軸方

向はN－850－Wである。壁は、比較的緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高6．95mを測る。

埋土は、1層で灰褐色シルトである。遺物は、底面直上より青磁、土師質土器、備前焼等が出

土している。重複関係は、東側に隣接するピットを切っている。

S K47

S K47は、調査区の北部西端に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。

平面形は西側が調査区外へ延びているため完形は不明だが、方形を呈すると考えられる。規

模は、残存している部分で長径2．20m、短径2．10m、深さ0．24mを測る。長軸方向はN－750

－Wである。壁は、緩やかに立ち上がる。底面は、ほぼ平坦で標高7．10mを測る。埋土は、1

層で灰茶色シルトである。出土遺物は皆無である。

S K48

S K48は、調査区の北部ほぼ中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は細長い楕円形を呈する。規模は、長径3．00m、短径0．78m、深さ0．13mを測る。長

軸方向はN－120－Eである。壁は、緩やかに立ち上がり、底面は、平坦で標高7．35mを測る。

埋土は、1層で黄灰色粘質土である。遺物の出土状況は、底面直上及び埋土中より、土師質土

器、白磁等が出土した。細片で実測不可能である。　．

S K49

SK49は、調査区の北東部に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径4．10m、短径1．73m、深さ0．41mを測る。長軸方向

はN－830－Wである。壁は、急傾斜で立ち上がり、断面形は逆台形を呈する。底面は、中央

部がやや窪むがほぼ平坦である。底面の標高は6．72mを測る。北壁の中央部に集中して10－20cm

大の自然石が集中していた。出土遺物は皆無である。

S K51

S K51は、調査区北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は方形を呈する。規模は、直径1．20m、深さ0．19mを測る。壁は、垂直に近く立ち上

がり、断面形は逆台形を呈する。底面は、平坦で標高6．95mである。埋土は1層で茶灰色シル

トである。遺物は、底面直上及び埋土中より、多量の土師質土器が出土した。重複関係は、南

北に縦走するSD9を切っている。
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S K52

SK52は、調査区の中央西部に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。

平面形は不整形を呈する。規模は、長径4．30m、短形3．65m、深さ1．18mを測る。長軸方向

はN－190－Eである。壁は、急傾斜で南部のみ段部を形成し、緩やかに立ち上がる。底面は、

平坦で標高6．40mを測る。埋土は、1層で黄褐色粘質土である。遺物は、埋土中より土師質土

器杯（37）・鍋（38）、備前焼嚢（39、40）、青磁碗（41、42）等多量に出土したが、SD7と

切りあっており、SD7の遺物が混入しているとも考えられる。石製品は、砥石（705）が出

土している。重複関係は、西側に位置し南北に縦走するSD7を切っている。

S K53

SK53は、調査区の北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は隅丸方形を呈する。規模は、長径1．45m、短径1．05m、深さ9cmを測る。長軸方向

はN－840－Wである。壁は、緩やかに立ち上がる。底面は、ほぼ平坦で標高6．97mを測る。

埋土は、1層で灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。

S K54

SK54は、調査区の北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は楕円形を呈する。規模は、長径1．32m、短径0．75m、深さ0．99mを測り、上部は削

平されている。長軸方向はN－750－Eである。壁は、緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で

標高7mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。

S K55

SK55は、調査区の北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は方形を呈する。規模は、長径2．50m、短径2．30m、深さ0．25mを測る。長軸方向は

N－80－Eである。壁は、緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高6．88mを測る。埋土は、

1層で灰褐色粘質土である。遺物は、埋土中から青磁、備前、土師質土器片が出土しているが、

細片で実測不可能である。

S K56

SK56は、調査区の北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は隅丸方形を呈する。規模は、長径1．83m、短径1．24m、深さ0．52mを測る。長軸方

向はN－140－Eである。壁は、垂直に近く立ち上がり、断面形は逆台形を呈する。底面は、

ほぼ水平で標高6．54mを測る。埋土は、1層で茶灰色シルトである。遺物は、埋土中から土師

質土器、青磁片が出土している。重複関係は、南北に縦走するSD9とピットを切っている。
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S K57

S K57は、調査区の北東部に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は細長い方形を呈する。規模は、長径3．18m、短径0．57m、深さ0．29mを測る。長軸

方向はN－560－Wである。壁は垂直に立ち上がる。底面は、西部分がやや深めになっている。

標高は、西端部が6．88m、東端部が6．98mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。西半

部埋土中より、10－20cm大の自然石が多量に出土した。出土遺物は皆無である。

S K58

SK58は、調査区北東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は不整形を呈する。規模は、長径3．45m、短径1．28m、深さ0．38mを測る。長軸方向

はN－820－Wである。壁は、東西が緩やかに立ち上がり、東部は平坦部をもつ。南北は急傾

斜で立ち上がる。底面は、東部がやや深い。標高は、西部が6．90m、東部が6．72m、平坦部で

6．95mを測る。遺物は、埋土中より近世陶磁器が出土している。伊万里碗（43）で見込に荒磯

文が施されている。伊万里の半磁器系碗（44）である。石製品は、叩石（701）が出土してい

るが、これは混入したものである。重複関係は、南北に縦走するS D9・10を切っている。

S K60

S K60は、調査区の中央部西端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。西半部は調

査区外である。

平面形は方形を呈するものと考えられる。規模は、残存している部分で長径1．45m、短径

0．65m、深さ0．60mを測る。長軸方向はN－120－Eである。壁は、垂直に立ち上がり、底面は、

北部がやや落ち込んでいる。標高は、北部で6．63m、南部で6．75mを測る。埋土は、1層で黄

褐色粘質土である。遺物は、底面直上より墨壷が出土し、埋土中より伊万里、唐津破片が出土

した。土師質土器杯（46）、伊万里系小杯（47）、碗（48）、火消し壷（50）である。48は、見

込に手措きの五弁花が施されている。木製品は、板材（724）、曲物の底板（743）が出土して

いる。

S K61

S K61は、調査区中央の西部に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は細長い溝状を呈する。規模は、長径3．40m、短径0．43m、深さ0．35mを測る。長軸

方向はN－750－Wである。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。底面の標高は

6．80mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。遺物は、埋土中より瓦、備前、土師質土

器等が出土している。
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S K62

SK62は、調査区の中央西寄りに位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は楕円形を呈する。規模は、長径1．20m、短径0．65m、深さ0．41mを測る。長軸方向

はN－130－Eである。壁は、垂直に近く立ち上がり、断面形は逆台形を呈する。底面は、平

坦で標高6．76mを測る。埋土は、1層で黄褐色粘質土である。遺物は、底面直上より木棺の破

片と鉄釘、寛永銭（749、750）が出土した。出土遺物から、近世墓と考えられる。

S K63

SK63は、調査区の中央西寄りに位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈するものと考えられる。規模は、直径0．62m、深さ0．15mを測る。壁は、

垂直に立ち上がる。底面は、平坦で標高7mを測る。埋土は、1層で黄茶褐色粘質土である。

人骨が出土しており、部位は足と頭蓋骨である。頭蓋骨は、腐って落ちこんだものと考えら

れる。平面形が円形を呈すると考えられることや、頭蓋骨の出土状況からして、本遺構は、座

棺を埋葬した近世墓と考えられる。重複関係は、南側に位置するSK64に切られている。SK

64は現代の撹乱である。

S K65

SK65は、調査区のほぼ中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径1．50m、短径0．73m、深さ0．68mを測る。長軸方向

はN－190－Eである。壁は、垂直に立ち上がり、断面形は箱形を呈する。底面は、平坦で標

高6．23mを測る。埋土は、1層で黄褐色粘質土である。

本遺構は近世墓であるが、木棺の残存状況が悪く木片はほとんど出土しなかった。しかし、

所々に鉄釘が残り、棺の規模を推定できた。それによると、棺は、長さ1．25m、幅0．30mを測

り、横臥屈肢葬で、他と比較すると小型である。また掘り方の主軸に比し、棺の軸は若干西へ

振っている。西側に位置するSK60・62と一連の墓ではないかと考えられる。遺物は、埋土中

より寛永銭と歯が出土した。重複関係は、南に位置するSK66を切っている。

S K66

SK66は、調査区のほぼ中央に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は細長い溝状を呈する。規模は、長径5．20m、短径0．50m、深さ0．11mを測る。長軸

方向はN－700－Wである。壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は、平坦で標高6．82mを測る。

本遺構の西側は、削平が著しい。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。遺物は、埋土中より土

師質土器、備前焼等が出土している。細片のため実測不可能である。重複関係は、北側に位置

するS K65に切られている。
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S K67

S K67は、調査区の中央部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は細長い不整形の溝状を呈する。規模は、長径7．50m、短径1．60m、深さ0．50mを測

る。長軸方向はN－750－Wである。壁は垂直に立ち上がる。底面は、西部と北部に傾斜して

立ち上がる。底面の標高は、西部で7．15m、東部で6．78mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質

土である。遺物は、埋土中より土師質土器、青磁等が出土しているが細片のため実測不可能で

ある。重複関係は、周囲に散在しているピット群に切られている。

S K68

SK68は、調査区の中央部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径1．90m、深さ0．82mを測る。壁は、西壁が垂直に近く、

その他も急傾斜で立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、西部のみやや傾斜して立ち上がる。

底面の標高は6．35mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。遺物は、埋土中より扁平な

砥石や近世陶磁器が出土した。51は、外面に草花文が染め付けられている伊万里系碗である。

S K69

S K69は、調査区の中央部やや東寄りに位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は円形を呈する。規模は、直径1．20m、深さ0．19mを測る。壁は急傾斜で立ち上がる。

底面は、平坦で標高6．75mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。遺物は、埋土中より

土師質土器片が出土しているが細片で実測不可能である。

S K70

SK70は、調査区の中央部西端に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。

平面形は隅丸方形を呈する。規模は、長径1．18m、短径0．70m、深さ0．35mを測る。長軸方

向はN－700－Wである。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、東部にやや傾斜して立ち上がり、

標高は、西部で6．80m、東部で6．90mを測る。埋土は、1層で灰褐色シルトである。遺物は、

埋土中より近世の備前片が出土しているが、細片で実測不可能である。

S K71

SK71は、調査区中央の西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は不整の方形を呈する。規模は、長径2．28m、短径1．50m、深さ0．50mを測る。長軸

方向はN－820－Wである。壁は、西部は緩やかに、東部は垂直に立ち上がる。底面は、中央

部が一番深く、東西に一段高い平坦部を有する。標高は、中央部で6．73m、西端で6．75m、東

端で6．87mをる。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。遺物は、埋土中より、備前、須恵器、
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弥生、近世陶磁器片が雑多に出土した。また、上面に15－25。m前後の自然石が投棄されていた。

近世陶磁器類が多く、他の遺物は混入したものと考えられる。

S K72

SK72は、調査区中央の西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は楕円形を呈する。規模は、長径0・80m、短径0．70m、深さ0．20mを測る。長軸方向

はN－140－Eである。壁は比較的急に立ち上がる。底面は、平坦で標高7．01mを測る。埋土は、

1層で灰褐色粘質土である。遺物は、埋土中より土師質土器片や寛永銭が出土した。

S K73

SK73は、調査区中央の西部に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は不整形を呈する。規模は、長径3・00m、短径2．30m、深さ0．30mを測る。長軸方向

はN－650－Wである。壁は、西部が二段の平坦部を有し、その他の壁も緩やかに立ち上がる。

底面はほぼ平坦である。底面の標高は6・92mを測る。埋土は、1層で灰茶色シルトである。

遺物は、埋土中より近世陶磁器、土師質土器片、寛永銭が出土した。近世陶磁器は、伊万里

系（52）、京焼系（54）、唐津（53）である。いずれも18世紀頃生産されたものと考えられる。

また、上面には20－30cm大の自然石が密集して投棄されている。重複関係は、北に位置するS

K71、東側に位置するSK75を切っている○いずれも近世の時期での切合い関係である。

S K74

SK74は、調査区中央部の西端に位置する〇第Ⅱ層を除去した段階で検出した。本遺構の西

側は調査区外である。

平面形は、調査区外へ延びるため明確でないが、細長い楕円形を呈するものと考えられる。

規模は、残存部分で、長径3・42m、短径0．93m、深さ0．64mを測る。長軸方向はN－280－E

である。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、南が一段深くなっている。標高は、南部で6．88m、

北部で7・05mを測る。埋土は、1層で茶灰色シルトである。遺物は、土師質土器片、近世陶磁

器が出土したが、細片で実測不可能である○また、北半部に20－30cm大の集石がみられる。

S K75

SK75は、調査区のほぼ中央に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は大型の方形を呈する。規模は、長径6・00m、短径3．88m、深さ0．92mを測る。長軸

方向はN－770－Wである。壁は西部を除いて垂直に立ち上がる。底面は、北半部で凹凸が激

しく、南半部は平坦である。標高は、南端部で6・61mを測り、北部はやや高くなっている。埋

土は、1層で灰褐色粘質土である。
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遺物は、埋土中より備前、青磁、白磁、瓦質土器、土師質土器、瓦片等が出土している。実

測可能なものは、土師質土器小皿（55）・鍋（56、57）、土錘（59）、備前焼大喪（58、60）、常

滑棄（61）である。本遺構の南半部は、20－30cm大の河原石が密集しており、北半部は、粘土

と若干の小礫が見られるのみであった。重複関係は、西側に位置するSK73に切られている。

S K76

SK76は、調査区のほぼ中央に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は隅丸長方形を呈する。規模は、長径2．77m、短径0．88m、深さ0．27mを測る。長軸

方向はN－750－Wである。壁は、東壁が垂直に、西壁は緩やかに立ち上がる。底面は、平坦

で標高6．41mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。遺物は、埋土中より唐津、土師質

土器が出土している。細片のため実測不可能である。

S K77

SK77は、調査区のほぼ中央に位置する。第‡層を除去した段階で検出した。

平面形は不整形を呈する。規模は、長径5．58m、短径4．95m、深さ1．00mを測る。長軸方向

はN－790－Wである。壁は垂直に近く立ち上がる。底面は、西部に一段高い平坦部を有す。

東部は平坦である。底面の標高は、東部で6．19m、西部で5．84mを測る。埋土は、1層で灰褐

色粘質土である。

遺物は、埋土中より近世陶磁器や中世の陶磁器が出土している。その中でも、伊万里や唐津

片が比較的多い。実測可能なものは62－70までで、中には鏑蓮弁文碗（64）や、備前焼賓（62）

等が出土しているが、これら中世の遺物は混入したものと考えられる。また、北側の埋土中に

は20－30cm大の河原石が多量に流れ込んでいる。

S K78

SK78は、調査区のほぼ中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は方形を呈する。規模は、長径3．75m、短径0．80m、深さ0．11mを測り、非常に浅い

土肱である。長軸方向はN－740－Wである。壁は垂直に立ち上がる。底面は、平坦で標高6．80m

を測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。重複関係は、南北に走

るS D9・10を切っている。

S K80

SK80は、調査区中央部の西端に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は、不整形の細長い溝状を呈する。平面形を確認した段階では、SDとして考えてい

たが、南北の壁を確認したのでSKとして取扱った。規模は、長径6．10m、短径0．20m、深さ
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0・20mを測る。壁は緩やかに立ち上がる。底面の状況は、北部がやや深い。標高は、北部で7．10m、

南部で7．20mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。遺物は、南部の底面直上より土師

質土器杯（72）・皿（71）の完形品が出土した。重複関係は、南側でSK81と接合しているが、

上面での切合い関係は確認できなかった。

S K81

SK81は、調査区中央部の西端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は大型の方形を呈するものと考えられる。本遺構の西側は調査区外である。規模は、

残存部分で長径6．10m、短径2．30m、深さ0．50mを測る。長軸方向はN－150－Eである。壁は、

南部は緩やかに、北部は急に立ち上がる。底面は、中央部が深く、南北に二段平坦部を形成し

ている。標高は、中央部で6．55m、北部で6．63m、南部で6．95mを測る。埋土は、1層で灰褐

色シルトである。埋土上面で、若干の石積が検出された。これらの石積は、北部、中央部、南

部と3ブロックに区分でき、南部と中央部は明瞭に円形を意識して積み上げられていた。北部

は、調査区外へ延びるため明確でない。河原石は、20－30cm大のものが多い。遺物は、埋土中

より土師質土器片、瓦、近世陶磁器が出土している。実測可能なものは、唐津焼皿（74）、伊

万里系小碗（73）である。いずれも18世紀頃生産されたものである。石製品は、砥石（704、713）、

石臼（715）、凹石（718）が出土している。

S K82

SK82は、調査区中央の西部に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は、西半部をSK81に切られており明確でないが、楕円形を呈していたと考えられる。

規模は、残存部分で長径1．30m、短径1．10m、深さ0．15mを測る。長軸方向はN－600－Wを

とると考えられる。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、ほぼ平坦で標高7．11mを測る。埋土は、

1層で黄茶色粘質土である。遺物は、埋土中より土師貿土器片が出土しているが、細片で実測

不可能である。重複関係は、西側に位置するSK81に切られている。出土遺物から本遺構は中

世に属するものと考えられる。

S K83

SK83は、調査区中央部南寄りに位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は方形を呈する。規模は、長径1．50m、短径1．10m、深さ0．23mを測る。長軸方向は

N－720－Wである。壁は、南部が緩やかに、その他は垂直に近く立ち上がり、断面形は逆台

形を呈する。底面は、平坦で標高6．74mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。出土遺

物は皆無である。重複関係は、南北に走るSD9を切っている。
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S K85

S K85は、調査区南部ほぼ中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は不整形を呈する。規模は、長径2．30m、短径1．30m、深さ0．27mを測る。長軸方向

はN－330－Eである。壁は急傾斜で立ち上がる。底面は、東部がやや高くなっている。標高は、

西部で6．68m、東部で6．82mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。遺物は、埋土中よ

り土師質土器が出土したが、細片のため実測不可能である。また、上層に10－20cm大の河原石

が投棄されている。重複関係は、SD9と南側に位置しているSK86を切っている。

S K86

S K86は、調査区南部ほぼ中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は不整形を呈する。規模は、長径3．60m、短径1．80m、深さ0．20mを測る。長軸方向

はN－330－Eである。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高6．84mを測る。埋土は、

1層で灰褐色粘質土である。遺物は、埋土中より青磁、染付、土師質土器片が出土したが、細

片で実測不可能である。埋土中に、10－20cm大の河原石が積み上げられた状態で密集していた。

重複関係は、北側に位置するSK85に切られている。

S K87

S K87は、調査区中央部のやや南寄りに位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は不整形を呈する。規模は、長径2．30m、短径1．90m、深さ0．50mを測る。長軸方向

はN－600－Wである。壁は、西部が二段の平坦部を有し、南・東壁は、一段平坦部を有し緩

やかに立ち上がる。底面は、ほぼ平坦で標高は6．35mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土で

ある。遺物は、埋土中より土師質土器、青磁稜花皿の破片が出土したが、細片で実測不可能で

ある。

S K88

S K88は、調査区の南西部に位置する。第Ⅱ・Ⅲ層を除去した段階で検出した。

平面形は、西側が調査区外で明確でないが、円形を呈するものと考えられる。規模は、検出

した範囲で直径3．95m、深さ0．83mを測る。壁は、北・南部が一段の平坦部をもち、緩やかに

立ち上がる。底面は、平坦で標高6．70mを測る。埋土は、1層で灰褐色シルトである。遺物は・、

埋土中キり青磁、備前、瓦質土器、土師質土器が出土しているが、細片で実測不可能である。

また、埋土の上層に、20－30cm大の河原石が多量に投棄されている。

S K89

S K89は、調査区南部のほぼ中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。
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平面形は楕円形を呈する。規模は、長径0・90m、短径0・48m、深さ0．20mを測る。長軸方向

はN－700－Wである。壁は急傾斜で立ち上がる○底面は、平坦で標高6．76mを測る。埋土は、

1層で灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。

S K90

SK90は、調査区南部のほぼ中央に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は細長い楕円形を呈する。規模は、長径1・70m、短径0．43m、深さ5cmと非常に浅い

土土広である。長軸方向はN－30。－Eである○壁は緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高

6・89mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。重複関係は、南

側に位置するピットに切られている。

S K91

SK91は、調査区南部のほぼ中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形はやや不整だが円形を呈する○規模は、直径0．90m、深さ6cmで非常に浅い土土広であ

る。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高6・83mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質

土である。出土遺物は皆無である。

S K92

SK92は、調査区南部のほぼ中央に位置する〇第I層を除去した段階で検出した。

平面形は不整の方形を呈する。規模は、長径0・80m、短径0・73m、深さ0．20mを測る。長軸

方向はN－720－Wである。壁は緩やかに立ち上がる○底面は、西部に一段平坦部を有し、水

平である。標高は、西部で6・84m、東部で6・76mを測る○埋土は、1層で灰褐色粘質土である。

出土遺物は皆無である。

S K93

SK93は、調査区南部のほぼ中央に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は方形を呈する。規模は、長径1・15m、短径0・77m、深さ0．14mを測る。長軸方向は

N－300－Eである。壁は急傾斜で立ち上がる○底面は、南部が深く掘り込まれているが平坦

である。標高は、南部で6・82m、北部で6・96mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。

出土遺物は皆無である。

S K94

SK94は、調査区南部のほぼ中央に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は、中央がやや窪み、瓢箪形を呈する○規模は、長径0．95m、短径0．65m、深さ0．41m
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を測る。長軸方向はN－240－Eである。壁は、垂直に立ち上がる。底面は、平坦で北部が一

段深く掘り込まれており、標高6．50mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘質土である。出土遺物

は皆無である。

S K95

S K95は、調査区の南東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は楕円形を呈する。規模は、長径1．05m、短径0．67m、深さ0．15mを測る。長軸方向

はN－200－Eである。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高7．14mを測る。埋土は、

1層で灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。

S K96

SK96は、調査区の南東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

SD13に切られており、平面形は、明確ではないが円形を呈すると考えられる。規模は、直

径2．10m、深さ0．55mを測る。壁は、緩やかに立ち上がるが、東壁のみは比較的急である。底

面は、平坦でなく凹凸がある。底面の最深部標高は6．56mである。埋土は、1層で灰褐色粘質
ヽ

土である。

遺物の出土状況は、埋土を若干掘り下げると、重なりあって多量に土師質土器が出土した。

上層で若干炭化物も検出したが、下層ではみられない。多量に出土した土師質土器（75－185）

は、一括して廃棄されており、良好な資料である。中には完形品が多く、器種は小皿、皿、小

杯、杯で、皿類は褐色系と白色系のものが見られ、ロクロは使用されていない。杯類は、すべ

て褐色系で、ロクロ成形、底部回転糸切り調整が施されている。その他に、若干の備前焼と青

磁碗1点が出土しており、その中で実測可能な青磁碗（186）は細蓮弁文が施されている。重

複関係は、南北に縦走するSD13に、東壁の一部を切られている。

S K97

SK97は、調査区の南西端に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径3．30m、短径1．30m、深さ0．40mを測る。長軸方向

はN－750－Wである。壁は急傾斜で立ち上がる。底面は、東西両端が一段高い平坦部を有し

ており、ほぼ水平な面をもつ。標高は6．72mを測る。埋土は、1層で灰茶色粘質土である。本

遺構は、検出面ですでに若干の河原石を確認しており、これを掘り下げると、長方形の土土広に

20－30cm大の河原石が充満した状況で出土した。遺物は、埋土中より近世の瓦片や備前焼措鉢

が出土した。土師質土器杯（187）、伊万里碗（188）、京焼系碗（189）と考えられる。重複関

係は、北東に位置するピットに切られている。
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S K98

SK98は、調査区の南西部に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は隅丸方形を呈する。規模は、長径1．15m、短径0．95m、深さ0．15mを測る。長軸方

向はN－310－Eである。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、ほぼ平坦で標高7．00mを測る。
＼

埋土は、1層で灰褐色粘質土である。出土遺物は皆無である。

S K99

SK99は、調査区の南西部に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は楕円形を呈する。規模は、長径4．40m、短径1．40m、深さ1．40mを測る。長軸方向

はN－700－Wである。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高7．06mを測る。埋土は、

1層で灰茶色粘質土である。遺物は、近世陶磁器が出土しており、190は瀬戸・美濃系の陶胎

上絵技法をもつ碗である。

S KlOO

SKlOOは、調査区の南西部に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

平面形は長方形を呈する。規模は、長径3．35m、短径1．35m、深さ0．10mを測る。長軸方向

はN－650－Wである。壁は緩やかに立ち上がる。底面は、平坦で標高7．12mを測る。埋土は、

1層で灰茶色粘質土である。遺物は、埋土中より備前焼、土師質土器や伊万里、唐津などの近

世陶磁器が出土している。細片のため実測不可能である。

S KlOI

SKlOlは、調査区南部の西端に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

西側が調査区外へ延びているため、平面形は明確でないが、方形を呈するものと考えられる。

規模は、検出した範囲で南北1．60m、東西1．30m、深さ0．30mを測る。壁は垂直に立ち上がる。

底面は、南西部が一段高く平坦部を形成している。標高は、北部で6．98m、南部で7．18mを測

る。埋土は、1層で赤茶色粘質土である。出土遺物は皆無であるが、埋土上層の東南隅に集石

が投棄されている。重複関係は、北側に位置するSD9を切っている。

S K102

SK102は、調査区の南東部に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

平面形は楕円形を呈する。規模は、長径2．00m、短径1．70m、深さ0．38mを測る。長軸方向

はN－80－Wである。壁は急傾斜で立ち上がる。底面は北西部が一段高い平坦部を有するが、

ほぼ水平である。標高は、中央部で6．78m、北西部で7．10mを測る。埋土は、1層で灰褐色粘

質土である。遺物は、土師質土器、近世陶磁器が出土しているが、細片で実測不可能である。
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その他の土砿（SK6・7・35・50・59・64・79・84・103）

ここでは、現代の撹乱である土土広あるいは、他の遺構に切られて遺存状況の悪い土肱の説明

を一括して行うことにする。SK6・7は、北部に位置しており、SK8を切っている現代の

撹乱である。壁は、垂直に立ち上がり、その内側に自赤色のハンダを敷いた状態で、現代の瓦

等が投棄されていた。SK35は、SD6の南側に位置するが、幅5mの溝状を呈する。掘り方

は浅く15cm内外で、壁は緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。調査区外に延びるため、東

西の規模は不明である。埋土中より近世陶磁器類が出土した。SK35の北肩は、吉本氏所有（居

住）の家屋のコンクリート工事を受けている。SK50は、中央部北東寄りに位置する。SD9

を切っている。本遺構の東半分は、発掘区外へ延びており、未調査である。埋土を掘り下げる

と、河原石が円形状に積み上げられていた。井戸の可能性もあるが、完掘していないため不明

である。SK59は、調査区中央の西部に位置する。SD7・12に切られており、西と南の壁は

残存していない。切り合いが激しく全形は不明だが、大型の円形を呈するものとみられる。S

K64は電柱肱であり、現代の撹乱である。SK79は、調査区南西部に位置する。小型の方形を

呈するが、上部は著しく削平されており浅い。出土遺物は皆無である。SK84は、調査区南部

に位置する。平面形は方形を呈するが、S K79同様、上部は削平されており浅い土肱である。

出土遺物は皆無である。SK103は、調査区南東端に位置する。SD14に切られて残存する。

平面形は、明確ではないが方形を呈するものとみられる。底面はS D14よりも浅く、壁、底面

共に礫である。出土遺物は皆無である。

溝

S DI

SDlは、調査区の北西隅に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

本遺構の西側は調査区外で、肩の一部のみ調査した。調査区外は水田となっており、この水

田の畦がSDlと対になるカーブを描いている。この畦は、明らかに堀を踏襲していたかのよ

うに観察できる。推論ではあるが、この田の畦がS Dlの西壁であるとすれば、規模は、幅約

8mを測り、本調査区南端で検出した田村城館の外堀と同規模になる。以上の点及びその位置

から、S Dlは、内堀の東南隅にあたる可能性がある。規模は推定幅約8m、方向は北から緩

やかにカーブを描き西側に屈折する。壁は、コーナー部で緩やかに立ち上がり、北部及び西部

に延びる地点では急傾斜で立ち上がる。埋土は、3層に区分でき、第I層は暗灰色粘質土、第

I層は赤褐色小礫、第Ⅲ層は暗青色粘質土である。出土遺物は、埋土上層より近世陶磁器、輸

入陶磁器類が出土した。溝に伴う時期と考えられるれる遺物は少ない。青磁碗（193）、染付皿

（194）が出土している。重複関係は、東西に走るSD2・3を切っている。
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S D2

SD2は、調査区北部に位置する。第工層を除去した段階で検出した。

東西に走る溝で、幅3－4m、深さ0・60－0・80m、長さ21．50mを測る。断面形は、U字形

を呈する。本遺構の南東隅は、近代の撹乱をうけている。基底面の標高は6．44－6．66mを測る。

埋土は、2層に区分でき、第I層は褐灰色粘質土、第Ⅱ層は暗灰色土である。出土遺物は、土

師質土器皿（200－286）・小杯（287－290）・杯（29ト322）・鍋（323－331）・釜（332）、瓦

質土器捨鉢（333）・鍋（334－344）・羽釜（345、346）及び備前焼捨鉢（347－354）・壷（355）・

嚢（356－358）、瀬戸小壷（359）等であり、土錘（380－401）も出土している。また、青磁碗

（360－376）・盤（377）及び、白磁（378、379）も出土している。石製品では、石鍋（702）、

凹石（717）が出土している。重複関係は、SK18・19、SDlに切られている。

S D3

SD3は、調査区の北西端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

規模は、幅1・50－2・00m、深さ0・50m、長さ11mで、北東から緩やかにカーブを描き西側へ

延びる。底面の標高は6・40－6・56mを測る○断面形は、逆台形状を呈する。埋土は、3層で第

工層は茶灰色粘質土、第Ⅱ層は黄白色粘質土、第m層は灰白色土である。

出土遺物は、埋土中より土師質土器皿（409、410）・杯（411）・小皿（408）があり、410の

皿は、完形に近い形で底面直上より出土した。備前の捨鉢で（412）は、Ⅲ期の特徴をもって

いる。

重複関係は、SD4、SDlに切られている。また、SK20にも切られていたものとみられ

るが、上面の切り合いにあたる部分が県道側壁による撹乱をうけており、平面形確認の段階で

は不明であった。しかし、出土遺物から見るとSK20が新しいものである。SD2との切り合

いについても、同様な理由で明確にできなかった。

S D4

SD4は、調査区の北西端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

規模は、幅1・60－2・70m、深さ0．80－0．90m、長さ10．50mで、北東から緩やかにカーブし

て西側に延びる。底面の標高は、北東部が5・76m、西部が6．12mを測り、北東部に向けて低く

なっている。しかし、溝は北東端で切れている○断面形は、逆台形状を呈する。埋土は、5層

に区別でき、第I層は黄茶色粘質土、第Ⅱ層は灰褐色シルト、第Ⅲ層は黄褐色シルト、第Ⅳ層

は黄色シルト、第Ⅴ層は暗青色粘質土である。

出土遺物は埋土中より土師質土器、備前焼、青磁が出土している。青磁は、稜花皿（415）・

内外面無文碗（416）等が出土している。また、本遺構の西端部では、埋土上層に20－30。mの

河原石を配列したかのように並べて投棄していた。重複関係は、SD3を切っている。SD5
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については、重複している部分が市道の側壁や電柱の撹乱をうけており、全容は明確にできな

かった。

S D5

SD5は、調査区の北西端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

南北に走る溝で、幅1．00m、深さ0．85m、長さ5．30mを測り、断面形は、箱形を呈する。底

面の標高は6．20－6．30mで北部が深くなっている。埋土は、1層で灰黄褐色粘質土であり、他

の溝とはやや様相を異にしている。遺物は、土師質土器、瓦質土器、青磁が若干出土している

が、細片で実測不可能である。重複関係は、SK28・29・32に切られている。SD4との関係

は不明である。本遺構の南側は調査区外になっているが、その南端の断面形を観察すると、南

に位置する調査区で南北に走るSD7の断面形と類似しており、位置的な面からも一連の溝の

可能性もある。

S D6

SD6は、調査区北部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

規模は、幅0．40－0．90m、深さ0．20m、長さ18．50mを測る。東西に走る溝であるが、西端

部で南に屈曲して方向を変えている。断面形は、緩いU字形を呈する。底面の標高は6・87－

6．95mを測る。埋土は、1層で黄灰色粘質土である。遺物は、土師質土器が若干出土したが、

細片で実測不可能である。重複関係は認められない。

S D7

SD7は、調査区中央西部に位置する。第Ⅲ層を除去した段階で検出した。

南北に走る溝で、幅1．40－2．30m、深さ1．30m、長さ30mを測る。断面形は、逆台形状を呈

する。底面の標高は6．01－6．20mを測る。埋土は、北端部で3層に、ぐ南端部で6層に区分でき

た。北端部は、第I層茶灰色粘質土、第I層灰褐色粘質土、第Ⅲ層暗灰色粘質土である。南端

部では、第I層灰褐色粘質土、第Ⅱ層黄茶色粘質土、第Ⅲ層黄灰色粘質土、第Ⅳ層茶黒褐色粘

質土、第Ⅴ層茶灰色粘質土、第Ⅵ層暗灰色粘質土である。

遺物は、埋土中より多量に出土した。土師質土器皿（417－421）・小杯（422－477）・杯（478

－606）・鍋（607－612）である。国内産の陶器は、備前焼捨鉢（613－619）・賓（620）、瀬戸・

美濃系天目茶碗（630）である。土師質土器の杯類が非常に多いのが特徴である。輸入陶磁器は、

青磁稜花皿（621）・碗（622－627）である。また、白磁皿（628、629）が出土している。さら

に、石硯（703）、砥石（706－708、710）、茶目（714）、煙管（720）が出土している。重複関

係は、南端部でSK52、SD12に切られている。また、周辺部に散在しているピット群にも切

られている。
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S D8

SD8は、調査区北東端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

東西に走る溝で、幅0．20－0．30m、深さ0．10－0．20m．長さ3．90mを測る。非常に浅く短い

溝で、断面形は、緩いU字形を呈する。底面の標高は7．03－7．06mを測る。埋土は、1層で茶

灰色シルトである。出土遺物は皆無である。重複関係は、東側に位置するSK37に切られてい

る。

S D9

SD9は、調査区北東端から縦走して南西端まで延びている。第Ⅱ層を除去した段階で検出

した。

規模は、幅0．40－1．20m、深さ0．10－0．40m、長さ約80mを測る。調査区を斜めに小さなカ

ーブをもちながら縦走する溝で、南西端部で西に屈曲する。断面形は、北部でU字形、南部で

緩いⅤ字形を呈する。底面の標高は6．75－7．06mを測り、北に行く程幅が広くなり、検出面か

らの深度も深くなる。埋土は、1層で茶褐色粘質土である。出土遺物は備前焼措鉢（636）、青

磁稜花皿（637）・碗（638）、京焼系碗（640）および土師質土錘（639）等であり、砥石も2点

（709、711）出土している。重複関係は、北からSK50・51・56・58、SEl、SDlO、SK

78・83・85・98・101に切られている。

S DlO

SDlOは、調査区中央の東部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

調査区中央部の北東隅からSD9の東側に沿って縦走する溝で、幅0．40－0．70m、深さ0．20

～0．60m、長さ30mを測る。南端は媛やかに立ち上がり、SK77の南側で終っている。断面形

は、緩いU字形を呈する。底面の標高は6．82－6．87mを測る。埋土は、茶灰色粘質土で1層の

みである。遺物は弥生土器が若干出土したが、実測不可能である。重複関係は、北よりSK58、

SEl、SK78、ピット群に切られている。また、西側に隣接するSD9を切っている。

S DH

SDllは、調査区中央の西部に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面プランからすると、細長い土土射こも分類できるが、断面形、幅等からみて溝として取扱

うことにする。南北に走る溝で、幅0．40－0．50m、深さ0．30－0．50m、長さ1．50mを測る。断

面形は、U字形を呈する。底面の標高は7．15－7．22mである。埋土は、1層で黄灰色粘質土で

ある。遺物は、土師質土器が若干出土したが、細片で実測不可能である。重複関係は、北側に

位置するSK52に切られている。SD12との関係は不明である。
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S D12

SD12は、現代まで使用されている用水路である。用水路の水流による還元粘土を除去する

と、底面よりSD7の南端やS Elの石組みを検出した。調査区の中央部に位置し、東西に走

る用水路である。規模は、幅0．80－2．50m、深さ0．60－0．70m、長さ22．80mを測る。遺物は、

716の石臼が投棄されていた。

S D13

SD13は、調査区東端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

南北に走る溝であるが、東側が調査区外のため全体の規模は不明である。検出した部分で、

幅2．00～3．40m、深さ0．60～1．10m、長さ38mを測る。底面の標高は5．89－6．40mである。

埋土は、5層に区別でき、第工層は灰褐色シルト、第I層は黄灰茶色シルト、第Ⅲ層は暗灰色

粘質土（多量の礫を含む）、第Ⅳ層は暗灰色粘質土、第Ⅴ層は茶褐色シルトである。

遺物は、比較的多量に出土しており、土師質土器皿（641－643）・杯（644－646）・鍋（647、

648）・釜（649）等及び瓦質土器捨鉢（650）・鍋（651－653）等があり、また、備前焼措鉢（654

－659）、常滑焼嚢（660、661）、瀬戸・美濃系天目茶碗（662）も出土している。輸入陶磁器で

は、青磁碗（663－666）と、染付碗（667、668）・皿（669）があり、他に土錘（670、671）や、

近世陶磁器類（672－678）の出土もみた。石製品では砥石（712）が存在する。重複関係は、

北部の西をSXlに切られており、南部の西でSK96を切っている。

S D14

SD14は、調査区の南東端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

南北に走る溝で、北端が調査区外へ延びている。南端は、SK103の位置する所で終結して

いる。幅0．80－1．00m、深さ0．60m、長さ11．00mを測る。断面形は、U字形を呈する。底面

の標高は6．10－6．16mである。埋土は、1層で褐色粘質土である。出土遺物は、土師質土器皿

（679－684）・杯（685）・鍋（686）と、青磁稜花皿（687）、土錘（688）である。重複関係は、

南端東側に位置するSK103を切っている。

S D15

SD15は、調査区の南端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

東西に走る溝で、調査区外に延びており、基盤である礫層を1m以上も掘削している。規模

は、幅5．50－6．80m、深さ1．20－1．30mを測る。本遺構は、位置、規模から田村城館の外堀と

考えられる。東側は、未調査で不明だが、西側はLoc．43のSD7に連結するものと考えられる。

遺物は、土師質土器杯（689）・釜（690）、青磁皿（691）・碗（692）、近代陶磁器（693、694）

が出土しており、木製品では、棒状木製品（722、731、732）、板材木製品（735）、及び性格不
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明木製品（725、729、730、733、734）が出土している。

井戸

S EI

SElは、調査区中央の東部に位置する。第工層を除去した段階で、掘り方のプランと北側

の石組を検出した。しかし、中央部は、現代まで使用されていた溝SD12に切られており、上

部は破壊されていた。SD12の埋土をすべて除去した段階で、環状に並ぶ井戸の石組を確認し

た。石組は直径30－40cm前後の河原石を利用しており、上端の内径は1．30mを測り、その掘り

方は直径3．50mの不整円形を呈する。石組は、下層に向かうにしたがって内径を漸減させ、下

端部で直径1．10mとなる。さらに、その下に木製の桶状井筒が設置され、周囲には河原石が敷

きつめられていた。井戸の深さは、検出面より井筒の下端部まで3．20mを測る。埋土は、上層

で灰褐色粘質土、下層に向かうにしたがって黒灰色粘質土になり粘性を帯びてくる。井筒の上

端部で湧水が著しい。掘り方は、黄灰褐色土で小礫を含有している。桶状の井筒は、幅7．50。m、

長さ45cmの板を円形に組み合わせ、竹紐の麓で固定している。出土遺物は、瓦質土器鍋（697）、

青磁碗（698）で、木製品は、棒状木製品（723）、板材木製品（727、728）、曲物底板（726、737、

739－742）、性格不明木製品（736、738）である。重複関係は、東西に走るSD12に切られ、

南北に走るSD9・10を切っている。

性格不明遺構

S XI

SXlは、調査区中央部東端に位置する。第I層を除去した段階で検出した。

平面形は、楕円形を呈する。規模は、長径1．20m、短径0．80mを測る。壁は、緩やかに立ち

上がり、底面は平坦である。埋土は、1層で灰色粘質土である。埋土中には、10－20。m大の礫

が円形状に投棄されていた。遺物は、近世陶磁器類が出土したが、実測可能なものは碗（699）

のみである。

ピット

Pl

ピット群は、調査区北東端部と中央部東寄り、北西端部に比較的集中して存在する。すべて

掘立柱建物址が存在する部分に集中している。平面形はすべて円形である。規模は、直径20－

40cm、深さ30～40cm程度のものが多い。
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Plは、調査区の中央から、北東寄りに位置し、平面形は直径25cmの円形を皇し、深さ30cm

を測る。埋土は灰褐色粘質土である。埋土中より、青磁盤（700）を出土している。

5．まとめ

Loc．42における検出遺構は、掘立柱建物址11棟、土砿103基、溝14条、井戸1基、性格不明

遺構1基、ピット群である。本調査区は、田村城館内に位置することから、調査の成果が期待

された。城館に伴うと考えられる。遺構は、調査区の南端で検出したSD15と、北端で検出し

たSDlである。SD15は城館の南側外堀で、SDlは内堀である。しかし、内堀に関しては、

調査を行った範囲が狭く全貌を明確にすることができず、現段階では一応その可能性があると

いうことにしておきたい。掘立柱建物址は、出土遺物が細片で数少なく、時期を明確にするこ

とができない。中世の土土広は、性格不明のものが多い。しかし、その中でSK96などは、良好

な一括資料を得ることができるものであった。SK96は、土師質土器が多量に投棄された土土広

で、杯、小杯、皿、小皿等の器種があり、共伴した186の青磁碗も出土していることから、年

代を15世紀後半～16世紀前半におさえることができる。SK96出土の遺物については、中世の

考察の項で、詳しく述べることとする。SD2・7からも多量の遺物が出土している。SD2

は土師質土器皿類を主として、SD7は土師質土器杯を主として出土する。Loc．42から出土し

た遺物は、全体的に近世を除けば15世紀後半－16世紀前半にかけてのものが主流である。調査

は、田村城館の一部について実施したのみで、城館の全体的な様相を明確にすることはできな

かった。しかし、文献上で推察されていた城館の外堀等を確認できたことは大きな成果といえ

よう。

近世の遺構として把握できるものは、SKl・21－27に代表される近世墓である。平面形は、

長方形と円形を呈するものである。長方形のものは寝棺で、円形のものは座棺である。出土遺

物は、副葬品として18世紀に生産された伊万里系猪口や碗がある。さらにSK21などでは、人

骨の残存状況が良好で、西向きに横臥させ、足を折りまげた屈肢葬の方法で埋葬していたこと

を確認することができた。その他、近世土土広群中のSK58などからは、43の伊万里焼の見込荒

磯文碗が出土しており、17世紀後半代と考えられる遺構も存在している。近世の遺構は、土士広

が多く存在し、墓以外は性格不明である。しかし、遺物は、伊万里焼、唐津焼、京焼系の陶器

等が土土広から共伴して出土しており、良好な資料を得ることができた。
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第11表　掘立柱建物址計測表

挿 図番号 遺構番号

規　　　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積

（扉）

備　　　 考

梁 （間）×桁 （間） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 85 図 S B　 l 1　 ×　　 2 3 ．20　×　 4．75 1．95　－　 3．20 N － 17 0－ E 15 ．2

ク S B　 2 1．75　－　 3．45 N － 7 50－W －

第 8 6 図 S B　 3 1　 ×　　 4 3．45　×　 6．55 1．40　－　 3．45 N － 72 0－W 22 ．6

第 由 図 S B　 4 2　　×　　 2 2．95　×　 4．30 1．45　－　 2．20 N － 20 0－ E －

第 8 6 図 S B　 5 2　 ×　 2 3．80　×　 7．3 1 1．80　－　 3．75 N － 7 60－W 27 ．2

第 8 7 図 S B　 6 2　 ×　 3 3．40　×　 5．45 1．55　－ 1．85 N － 1 90－ E －

第 8 8 図 S B　 7 2　　×　　 3 3．45　×　 5．00 1．35　－ 1．90 N － 14 0－W 17 ．3

第 8 7 図 S B　 8 2　 ×　 3 3．80　×　 6．80 1．80　－　 2．35 N － 1 70－ E 25 ．8

第 8 8 図 S B　 9 3　　×　 4 0．80　－ 1．85 N － 14 0－ E －

第 8 9 図 S B lO 1　 ×　 4 3．65　×　 5．60 1．60　－　 3．65 N － 76 0－W 20 ．4

ク S B ll 1　 °×　 1 3．10　×　4 ．20 3．05　－　 4．20 N － 74 0－W 13 ．0

第12表　土砿計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 90 図 S K　 l 長方形 1．90 0 ．6 5 0 ．5 4 N － 120－ E 箱　　　 形

ク S K　 2 隅丸長方形 1．0 2 0 ．4 0 0 ．2 4 N － 520－ W 逆　 台　 形

ク S K　 3 不整楕円形 0 ．95 0 ．77 0 ．0 7 N － 3 80－ E 浅い逆 台形

〃 S K　 4 不整形 2．2 0 1．2 0 O J50 N － 4 00－ E 逆　 台　 形

〃 S K　 5 方　 形 1．4 7 1．15 0 ．2 3 N － 2 80－ E ク

S K　 6 円　 形 1．5 0 － － 掘乱。

S K　 7 ク 1．2 0 － － ク

第 90 図 S K　 8 隅丸方形 1．5 0 1．2 5 0 ．4 2 N － 2 60－ E 逆　 台　 形

第 91 図 S K　 9 瓢箪形 0 ．7 2 0 ．4 8 0 ．1 2 N － 6 40－ W ク

〃 S K l O 不整形 1 ．9 5 － 0 ．1 2 N － 1 30－ E

ク S K l l 方　 形 0 ．98 0 ．5 6 0．16 N － 1 0－W 逆　 台　 形

ク S K 1 2 長方形 2．45 1．25 0．60 N － 2 50－ E ク

ク S K 1 3 隅丸方形 1．65 1．60 0．49 N － 70 0－W ク

′ケ S K 14 楕 円形 0．90 0．70 0．15 ク
規模 は
推定。

〃 S K 1 5 長方形 2．10 1．02 0．20 N － 14 0－ E 浅 い逆 台形
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挿 図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 92 図 S K 16 不整形 2 ．35 1．00 0 ．14
平面形 は
推定。

ク S K 17 円　 形 0 ．80 － 0 ．08 浅 い逆台彪

ク S－K 18 隅丸方形 3 ．25 3．00 0 ．20 N － 740－W ク

〃 S K 19 円　 形 1．50 － 1．20 逆　 台　 形

第 93 図 S ・K　20 方　 形 3．50 2．05 0 ．37 N － 600－W ノケ

〃 S K　21 長方形 1．80 0．60 0 ．46 N － 230－ E 箱　　　 形

ク S K　22 ク 1．55 0 ．82 0 ．50 N － 200－ E ク

ク S K　23 小型 の円形 0．80 － 0 ．20 逆　 台　 形

第 94 図 S K　24 長方形 1．70 0 ．64 1．00 N － 180－ E 箱　　　 形

ク S K　25 円　 形 0．90 － 0 ．52 ク

ク S K　26 ク 0．90 － 0．08 浅い逆台形

ク S K　27 長方形 1．80 0．50 1．30 N － 24 0－E 箱　　　 形

ク S K　28 円　 形 1．20 － 0．30 逆　 台　 形

ク S K　29 ク 1．48 － 0．58 － 浅い逆台 形

第 95 図 S K　30 〃 1．48 － 0．15
規模 は

推定。

ク S K　31 ク 1．00 － 0．34 逆　 台　 形

ク S K　32 ク 1．65 － 0．35 ク

ク S ．K　33 不整楕 円形 1．90 1．40 0．42 N － 14 0－W 〃

ク S K　34 円　 形 1．70 － 0．54 箱　　　 形

S K　35 （8．40） 4．50 0．50
東側 は調
査区外。

第 96 図 S K　36 方　 形 1．00 0．35 0．25

第 95 図 S K　37 ク 2．10 － 0．18 N － 160－ E 逆　 台　 形

ク S K　38 〃 2 ．75 1．45 0．32 N － 160－ E ク

第 96 図 S K　39 円　 形 1．30 － 0．16 浅 い逆 台形

ク S K　40 ク 1．25 － 0 ．70

ク S K　41 不整方形 0 ．95 0 ．85 0 ．08 N － 280－ E 逆　 台　 形

ク S K　42 円　 形 0 ．70 － 0 ．32 ク

第 97 図 S K　43 方　 形 1．95 0 ．60 0 ．32 N － 130－W ク
平面形 は
推定。

ク S K　44 長方形 6．05 3．05 ．0 ．64 N － 800－W ク

ク S K　45 隅丸長方形 1．53 0 ．70 0 ．24 N － 240－ E
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挿 図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方 向 断 面．形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 98 図 S K　46 隅丸長方形 1．65 1．08 0．21 N － 85 0－W 浅 い逆台形

ク S K　47 方　 形 2．20 2．10 0．24 N － 75 0－W 逆　 台　 形
平面形 は
推 定。

〃 S K　48 楕 円形 3．00 0．78 0．13 N － 12 0－E 浅い逆台形

ク S K　49 長方形 4．10 1．73 0．41 N － 83 0－W 逆　 台　 形

第 99 図 S K　50 1．93 － 0．80

ク S K　51 方　 形 1．20 － 0．19 逆　 台　 形

ク S K　52 不整形 4．30 3．65 1．18 N － 19 0－E ク

第 10 0 図 S K　53 隅丸方形 1．45 1．05 0．09 N － 84 0－W 浅いレンズ状

ク S K　54 　 楕 円形 1．32 0．75 0．99 N － 75 0－E ク

ク S K　55 ． 方　 形 2．50 2．30 0．25 N －　8 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　56 隅丸方形 1．83 1．24 0．52 N － 14 0－E ク

ク S K　57 方　 形 3．18 0．57 0．29 N － 560－W 箱　　　 形

第 101 図 S K　58 不整形 3．45 1．28 0．38 N － 820－W 逆　 台　 形

S K　59 － － 0．30
S D 12に破壊
されている北
肩のみ検出。

第 101 図 S K　60 方　 形 1．45 0．65 0．60 N － 12 0－E 推 定。

ク S K　61 溝　 状 3．40 0．43 0．35 N － 75 0－W 逆　 台　 形

ク S K　62 楕 円形 1 ．20 0．65 0．41 N － 130－ E ク

第 10 2 図 S K　63 円　 形 0 ．62 － 0．15

ク S K　64 隅丸方形 1 ．45 0．65 0．65 N － 750－W 逆　 台　 形 才覚乱

ク S K　65 長方形 1 ．50 0．73 0 ．68 N － 190－ E 箱　　　 形

〃 S K　66 溝　 状 5 ．20 0．50 0 ．11 N 一一700－W 浅 い逆 台形

ク S K　67 不整 形溝状 7．50 1．60 0 ．50 N － 750－W ク

第 10 3 図 S K　68 円　 形 1 ，90 － 0 ．82 逆　 台　 形

〃 S K　69 〃・ 1．20 － 0．19 ク

〃 S K　70 隅丸方形 1．18 0．70 0．35 N － 70 0－W U　 字　 形

ク S K　71 不整方形 2．28 1．50 0．50 N － 82 0－W 逆　 台　 形

〃 S K　72 楕 円形 0．80 0．70 0．20 N － 14 0－E ク

第 10 4 図 S K　73 不整形 3 ．00 2．30 0．30 N － 650－W

第 10 3 図 S K　74 楕 円形 3 ．42 0 ．93 0 ．64 N － 280－ E 推定。

第 104 図 S K　75 大型方形 6 ．00 3 ．88 0 ．92 N － 770－W
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挿 図 番 号 遺構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 104 図 S K　 76 隅 丸 方 形 2 ．77 0 ．88 0 ．27 N － 7 50－ W 逆　 台　 形

第 105 図 S K　 77 不 整 形 5 ．58 4 ．95 1 ．00 N － 7 90－ W

ク S K　 78 方　 形 3 ．75 0 ．80 0 ．1 1 N － 74 0－ W 浅 い逆 台 形

ク S K　 79 ・隅 丸 方形 1 ．25 1 ．05 0 ．50 N － 25 0－ E ク

第 1 06 図 S K　 8 0 不 整 形 溝 状 6 ．10 0 ．20 0 ．20 ク

第 10 7 図 S K　 8 1 大 型 方 形 6 ．10 2 ．30 0 ．50 N － 15 0－ E

ク S K　 82 楕 円形 1 ．30 1 ．10 0 ．15 N － 60 0－ W 推 定 。

第 10 6 図 S K　 83 方　 形 1 ．50 ・rl ．10 0 ．2 3 N － 72 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 84 ク 2 ．4 0 1 ．2 0 0 ．12 N － 25 0－ E ．ク

ク S K　 85 不 整 形 2 ．3 0 1 ．3 0 0 ．2 7 N － 33 0－ E

ク S K　 86 ク 3 ．6 0 1 ．8 0 0 ．2 0 N － 33 0－ E

ク S K　 87 ク 2 ．3 0 1 ．90 0 ．50 N － 57 0－ W

第 108 図 S K　 88 円　 形 3 ．9 5
－ 0 ．83 浅 い U 字 形 推 定 。

ク S K　 8 9 楕 円 形 0 ．9 0 0 ．4 8 0 ．2 0 N － 70 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 9 0 ク 1 ．7 0 0 ．4 3 0 ．0 5 N － 30 0－ E 浅 い 逆 台 形

ク S K　 91 円　 形 0 ．9 0 － 0 ．0 6 〃

ク S K　 92 不 整 方 形 0 ．8 0 0 ．7 3 0 ．2 0 N － 72 0－ W 逆　 台　 形

第 10 9 図 S K　 9 3 方　 形 1 ．15 0 ．7 7 0 ．14 N － 30 0－ E 浅 い 逆 台 形

ク S K　 9 4 瓢 箪 形 0 ．95 0 ．6 5 0 ．4 1 N － 24 0－ E 箱　　　 形

〃 S K ・95 楕 円 形 1 ．0 5 0 ．6 7 0 ．15 N － 20 0－ E 逆　 台　 形

．第 1 11 図 S K　 96 円　 形 2 ．10 － 0 ．5 5
平 面 形 は

推 定 。

第 10 9 図 S K　 97 長 方 形 3 ．3 0 1 ．3 0 0 ．4 0 N － 7 5 0－ W

r 第 1 10 図 S K　 98 隅丸 方 形 1 ．1 5 0 ．9 5 0 ．15 N － 3 1 0－ E 浅 い 逆 台 形

第 10 9 図 S K　 9 9 楕 円 形 4 ．4 0 1 ．4 0 1 ．4 0 N － 7 0 0－ W ク

第 1 10 図 S K lO O 長 方 形 3 ．3 5 1 ．3 5 0 ．10 N － 6 5 0－ W ク

ク S K lO l 方　 形 1 ．6 0 1 ．3 0 0 ．3 0 推 定 。

ク S K lO 2 楕 円 形 2 ．0 0 1 ．7 0 0 ．3 8 N －　 8 0r w 逆　 台　 形
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第13表　包含層出土土器観察表

挿 図 番 号 層 位 器　 種

口 径

三 三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

1 第 Ⅲ層
土 師 質 土 器

15 ．8 肩 部 に 鍔 を持 ち 、 外 方 に突 出 す 内 外 面 に指 頭 庄 痕 、 休 部 外 面 に 外 面 、 肩 部 以 下

（ 5 ．2） る 。 口縁 端 部 は 内 傾 す る面 を持 叩 目 あ り。 口縁 部 に ヨ コ ナ デ が に煤 状 炭 化 物 付

坤
つ ○ 観 察 さ れ る 。 着 。

に ぷ い 橙 色 。

2 ク

土 師 質 土 器

釜

－
肩 部 は 内 湾 し、 頸 部 で 一 旦 屈 曲 ロ ク ロ ナ デ 。 淡 黄 色

（7 ．4） し て か ら直 立 し 、 口 縁 部 に い た

る。 肩 部 に 把 手 が 貼 付 さ れ る 。

内 面 に 指 頭 圧 痕 。

3 〃 揺　 鉢

27 ．4

（7 ．9）

休 部 は 、 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち

上 が り、‾　口 縁 部 は 、 上 方 及 び 下

外 方 に 拡 張 さ れ る 。

粂 線 数 不 明 。 内 面 、 灰 赤 色 。

外 面 、 赤 橙 色 。

備 前 焼 。

4 ク ク

31 ．0 休 部 は 直 線 的 。 口綾 部 上 方 に 拡 条 線 は 、 10本 1 単 位 。 備 前 焼 。 （近 世 ）

（7 ．9） 張 し 、 内 面 に段 を有 す 。 外 面 は

凹 線 状 に な る。
ロ ク ロ ナ テさ。

5 ク ク

31 ．8

（ 7 ．2）

一ケ ク ノケ

6 ノク

青　 磁

稜 花 皿

13 ．．9 体 部 は腰 部 で 屈 曲 し 、 外 反 気 味 口 縁 部 内 面 に 2 条 の 沈 線 。 濃 緑 色 粕 。

（2 ．1） に外 上 方 へ 立 ち上 が り口 縁 部 に

い た る 。 口縁 端 部 は 、 稜 花 形 に

刻 ま れ る 。

内 外 面 、 貫 入 あ り。

7 ク

白　 磁

皿

8 ．4 高 台 は 、 ア ー チ 状 を 呈 す る 。 全 面 に施 和 さ れ る 。 白色 粕 。

2 ．0

4 ．1

体 部 は 、 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立

ち 上 が り丸 くお さ め た 口 縁 部 に

い た る 。

貫 入 な し。 胎 土 、 灰 白色 。

8 ク 土　 錘

全　 長　 3 ．2

直　 径 1 ．1

重 量 （g） 2 ．5

土 師 質 の 土 錘 で 、円 筒 形 を呈 し 、

ほ ぼ 中 央 部 に 直 径 4 mm の 円 孔 を
穿 つ 。

9 ク 紅 猪 口

4 ．2 断 面 三 角 形 の 高 台 を 持 つ 底 部 か 口 縁 部 外 面 と見 込 の 部 分 に 粕 が 白 色 牙由。

1 ．4

6 、4

ら 、休 部 は 内 湾 し て 立 ち 上 が る。

口縁 部 は 、 水 平 に面 取 られ 、 休

部 外 面 に は 細 か い 放 射 状 の 凹

凸 。

施 さ れ る 。 伊 万 里 系 。

第14表　遺構出土土器観察表

挿図番号 遺構 番 号 器　 種

口径

慧 曇歪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

10 S B lO

白　 磁

皿

－
高台 は、 ア ーチ状 を呈 す る。 全 面 に施和 され る。

（1 ．8）

5 ．2

休部 は、 内湾 して外上 方 に立 ち

上が る。
貴人 あ り。

11 S K　 l 小　 碗

7 ．2 高 台 内や や深 く削 られ た底部 か 休部 外面 、 四方 に文様 が濃 青色 白色粕 。

3 ．4

2 ．5

ら、休 部 は内 湾 して外上 方 に立

ち上 が る。

口縁 部 や や外 反 。

に発色 す る。 瀬 戸 ・美濃 系 。

12 S K　 3
土 師 質土器

皿

10 ．4 休 部 は、 やや内 湾気 味 に立 ち上 ロク ロナ テP。 淡 黄橙色 。

1 ．9

6 ．3

が る。 底 部 回転糸切 り痕 あ り。

13 ク ク

10 ．9

2 ．8

4 ．7

平坦 な底 部 か ら、 休部 は一 旦 く

び れた後 、 やや 内湾気 味 に口縁

部 にい たる。

・ケ 一ク
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挿図番号 遺 構番 号 器　 種

口径

三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

14 S K　 3 皿

11 ．2 底部 は、削 り出 して高台 状 に し 内面全 面 及 び外 面 口縁 下 まで施 灰赤 色粕 。

3 ．3

4 ．6

て い る。休 部 は内湾 気味 に 口縁

部 にい た る。

粕 され る。 胎土 は橙 色。

15 S K　 4 碗
（3 ．1°）

2 ．7

断 面三 角形 の高 台 を持つ 底部 か

ら、休 部 は内湾 して外上 方 に立・

ち上 が る。

畳 付 を除 く全面 に施 牙由され る。 白色 粕。

焼成 不 良。

伊万 里。 Ⅲ期 。

16 S K l l

土 師 質土器

杯

12 ．5 平坦 な底 部 か ら、休 部 は、内 湾 ロ クロナ デ。 淡黄 橙色 。

4 ．3

4 ．9

して外 上方 に立 ち上 が り、 口縁

部 にい た る。

底 部 回転糸 切 り痕 あ り。

17 S K　 20 小　 杯

－
高 台 は、断面 台形 状 を呈 す る。 高 台脇 に、二重 の界 線 が濃青 緑 灰 白色牙由。

（3 ．6）

1 ．3

腰部 で 一旦屈 曲 してか ら、休 部

は直線 的 に、外 上方 へ立 ち上 が

る。

色 に発 色 す る。畳付 は、粕 が削

りと られ る。

伊万 里系 。

18 ク 碗

－
断 面長 方形 の高 台 を持 つ底 部 か 貫 入 な し。高 台外 面 に二重 の界 明 るい 明緑灰 色

（3 ．7）

3 ．4

ら、休 部 は、内 湾 して外 上方 に

立 ち上 が る。

線 、休 部 外面 に二 重網 目文 が、

あせ た青色 に発 色 す る。

粕。

19 ク 仏飯 器

7 ．4

4 ．4

7 ．6

脚部 は短 い 。

皿部 は内湾 して外上 方 に立 ち上

が る。

伊万 里系 。

20 ク 碗

12 ．3 高 台 は断面 四角 形 で、高 台 内の 内外 面責入 あ り。 淡黄 色粕 。

7 ．9

5 ．2

削 りは、 やや深 い。 休部 は 内湾

して立 ち上 が り、直 立 し端部 を
丸 くお さめた 口縁 部 に いた る。

畳 付 は牙由が削 りと られ る。

高台 内面 に砂溶 着 。

京焼 系 。

21 ク ク

12 ．°4

8 ．3

．4 ．9

一ケ ・ク 〃

22 ク ク

－
断 面 四角形 の高 台 を持 つ底部 か 外面 、高 台脇 まで施粕 され、外 明 オ リー ブ灰 色

（3 ．5）

4 ．4

ら、休 部 は内湾 して外上 方 に立

ち上が る。
底及 び高 台 埠露胎 。 粕 。

胎土 、灰 白色 。

23 〃 嚢

28 ．0 胴 部 は、 内湾 して立 ち上 が り、 全面 に施 牙由され た後、 さらに外

（18 ．1） 内傾 して T 字状 の 口縁部 にいた

る。

面 に放射 状 に施 和 され る。

24 S K　 2 1 小　 碗

7 ．0 断 面 四角形 の高 台 を持つ 底部 か 畳 付 は、粕 が削 りとられ る。 灰 白色牙由。

3 ．5

3 ．0

ら、休 部 は内湾 して外上 方 に立

ち上が り口縁 部 に いた る。

外 面 に笹 文が灰 オ リーブ色 に発

色 す る。

貴 人 な し。

2 5 S K　 2 2
土 師 質土器

小　 皿

7 ．0 休 部 は、 内湾気 味 に外上 方 に立 底 部 回転 糸切 り痕 あ り。 淡黄 橙色 。

1 ．2

4 ．3

ち上が り、 口縁 部 にい たる。 ロ クロ ナテP。

2 6 S K　 25 碗

11 ．0 休 部 は内湾 して外上 方 に立 ち上 畳付 の粕 が削 りと られ る。 青 味が か った 自

7 ．8

5 ．3

が り、直立 した口縁 部 にい たる。 休部 外 面 に山水文 が あせ た青灰 色粕 。
端 部 は丸 くお さめ る。 色 に発色 す る。

全面 に貫 入 あ り。

外底 に砂 子春着 。

半磁 器 。

2 7 S K　 26 鉢

－
高 台 は、 断面長 方形 で 幅広 く安 内面 に白色 また は にぷい黄 橙色 胎 土、 に率 い赤

（6 ．5 ）

10 ．0

定 してい る。休 部 は内湾 して立 の牙由をパケ塗 り して い る。 外面 橙色 。
ち上が る。 に自然牙由が み られる。 唐津 焼 。

28 S K　 27 小　 碗

7 ．1 高 台は 断面 三角 形。 畳付 の牙由は、 削 りとられ る。 白色 粕 。

3 ．6

2 ．9

体 部 は内湾 して外上 方 に立 ち上

が り、 丸 くお さめ た 口縁 部 にい

た る。

休部 外面 に笹 文が 施 され る。 胎土 、灰 白色 。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇歪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

29 S K　33 皿

13．8 高台は、断面逆台形状を呈す る。 内面につる草文があせた青色 に 白色粕。

3．1

7．9

体部は内湾して外上方に立ち上

がる。

発色する。
畳付は粕が削 りとられる。
見込部分、蛇ノ臼状粕ハギ。

胎土、灰白色。

30 S K　34 ク

10．2 体部は内湾して外上方に立ち上 自または灰 オリーブ色の粕を内 唐津。Ⅲ期。

（5．4） が り、口縁部で屈曲して外反、
端部は上方に拡張す る。高台内

外面にパケで塗 る。
外底が半分程露胎する以外は

－

の削 りが深い。 ヽ
全面に施和 される。

31 S K　35 〃

－ 休部は、内湾 して外上方に立ち 内面に、四方樺文がにぷい青色 内面、明緑灰色

（1．6） 上が り口縁部にいたる。口縁端 に発色する。 粕。
部 は丸 くおさめる。 内外面か きわけ。

′
外面、淡緑色粕。

32 ク 碗

－ 断面逆台形状の安定 した高台か 畳付は、牙由が削 りとられる。 淡黄色系の灰 自

（2．2）

4．0

ら、休部は内湾 して立ち上がる。
底部見込付近肥厚。

高台脇、畳付に砂溶着。 色粕。
胎土、灰 白色。

33 ク 燈明皿

11．2 休部は、底部から屈曲 した後、 「立ち上が り」の内側 を除 く内面 淡緑色粕。

（2．0） 直線的に口縁部 にいたる。「立 全面 と、外面口縁下まで、粕が 胎土、灰白色。
ち上が り」は、内傾 して立ち上

がる。
施 される。 瀬戸 ・美濃系。

34 ク 碗

－
高台は断面長方形で、外方にや 畳付は、粕が削 りとられる。 淡黄色粕。

（3．7）

5．1

や開 く。休部は内湾 して、外上
方へ立ち上がる。

全面に貫人がみられる。 胎土、灰白色。

35 S K　37 ク

－
高台は、外方に開き、断面長方 内面全面及 び外面高台脇 まで施 明緑灰色粕。

（1．5）

3．1

形。高台内の削 りやや深い。体
部は、内湾気味の立ち上がりを
示す。

寒由される。 胎土、灰白色。
露胎部、淡黄橙
色。
京焼系。

36 〃
土師質土器

皿

－ 平坦 な底部から、休部 は外上方 内面ロクロ痕、底部回転糸切 り 浅黄橙色。

（1．6）

5．8

に内湾 して立 ち上がる。 痕有 り。

37 S K　52
土師質土器

杯

（2．8）

4 ．4

休部 は直線的に外上方 に立ち上
がる。

内面、ロクロ痕有 り。 淡黄橙色。
器表の磨耗が激
しい。

38 〃
土師質土器

22．6 休部 は内湾気味に立ち上がり、 ロクロナチさ。 内面、橙色。

（7．6） 内傾 して口縁部にいたる。端部

は内傾 した面を成す　 肩部 に断
休部外面、肩部下に叩目有 り。 外面、にぷい赤

鍋

－

0　　　　ロ　　し一
面三角形の鍔。 褐色。

外面に煤状炭化
物。

39 ク 嚢
（7．5）

26 ．0

休部 はやや内湾気味に立ち上が

る。
ロクロナテざ。 備前焼。

40 〃 〃

32 ．6 直立 した頚部の上 に玉線状の口 ロクロナテざ。 ク
（11．9） 縁部 を有する。 体部外面、口縁部内面に自然粕。

41 〃

青　 磁 －
高台内の削 りが浅い。高台は、 休部外面にヘラ描 き沈線。 オ リ　ー ブ灰 色

（3 ．5） 外方 にやや開き気味で、外面が
面　 ら　　 恩　 ま

内面 に一条のヘラ描 き沈線。 牙由。
ム

碗

5 ．4
取　 れ、：且付 l 狭 くされる。

休部は内湾気味。

脂土、灰 白色。

42 ク ク
（2．3）

4．4

一ケ 畳付及び外底部の粕は削 り取ら

れる。
内面に印花文。

オ リ　ー ブ 黄色
粕。
胎土、灰白色。

43 S K　58 碗

－ 高台は断面三角形で、内面を面 見込 に二重の界線、その中に荒 灰白色粕。

（3．9） 取られ、畳付が狭 くされる。休
部は内湾 して外上方 に立ち上が

磯文が淡いオリーブ灰色に発色
する。高台外面に二重の界線が

5．8
る。 同様に発色する。貴人な し。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

三 ‡モ 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

44 S K　 58 碗

－
断 面 三角形 の高 台 を持 つ底部 か 高台 に二重 の界線 、高 台脇 に一 胎 土、 灰色 。

（3 ．2）

4 ．4

ら、休 部 は内湾 して立 ち上が る。 重 の界線 が にぷ い青色 に発 色す

る。 畳付 の粕 は削 り とられ る。
高台 内面 に砂 溶着 。

伊 万 里 系 半 磁

器 。

45 S K　 59

青　 磁

碗

13 ．2 口縁部 は直線 的 に外 上方 へ立 ち 口縁 下外 面 に－一条 の沈 線 、体部 青緑 色 粕。

（2 ．1） ．上 が る。 外面 にへ ラ描 蓮弁 文有 り。 胎 土、灰 色 。

46 S K　 6 0
土師 質土 器

杯

（2 ．7 ）

4 ．6

休 部 はや や外 反気 味 に立 ち上 が

る。

調整不 明 。 淡 黄橙 色。

砂 粒 非 常 に 多

い。
磨耗 が 激 しい。

47 ク 小　 杯

2 ．6

2 ．4

2 ．7

断 面逆 三角 形 の高 台 を有 し、厚

みの あ る底 部 か ら、休部 は直 線
的 に外 上方 へ立 ち上 が る。

外底 、畳 付 に砂 溶 着。 灰 白色粕 。

胎 土、灰 白色。

48 ケ 碗

－
断 面長 方形 の高 台 を有す る底 部 畳付 の．粕 は、 削 り取 られ る。 内 面、 白色粕 。

（3 ．3 ）

4 ．r5

か ら、 体部 は内湾 して立 ち上 が 見込 に一 重 の界線 と手 描 きの五 外 面 、明 るい淡

る。 弁花 、外 底 に渦巻 福銘 が青 色 に

発色 す る。内外 面 か きわ け。

緑 色粕 。

胎 土、 灰 白色。

49 ク ク

8 ．5 高 台外 面端 部 が面取 られ、畳 付 畳付 は粕 が削 り取 られる。 明 オ リー ブ灰色

5 ．8

3 ．6

を狭 くす る。体 部 は内湾 して外

上 方 に立 ち上 が り、外反 気 味 に

口綾部 にいた る。

貴人 あ り。 粕 。

胎 土 、灰 白色。
伊 万里 系 。半磁

器 。

50 〃 墨　 壷

14 ．2

20 ．6

24 ．4

20 ．2

底 部 に 断 面 半 円 形 の 三 足 が 付

く。 直線 的 に立 ち上が り、 口縁

部 は内傾 、端 部 は内側 に大 き く

屈 曲 す る。

全面 に施 粕 され る。 黒 色牙由。

ク 〃

墨　 壷

蓋

15 ．2

（2 ．4）

口縁 部が 、水 平 に突 出す る落 と

し蓋 で ある。
ク ・ケ

51 S K　 68 碗

15 ．2 休 部 は、 内湾 して立 ち上が り、 外 面 に梅文 が にぷ い青色 に発 色 青 味 がか った自

（5 ．9） 口縁 部 にいた る。 す る。 色 粕 。

胎 土 、 白色 。

52 S K　 73 小　 碗

－
断面 長方形 の高台 を有 す る底部 畳付 は粕 が削 り取 られ る。 白色粕 。

（2 ．7）

3 ．1

か ら、休 部 は内湾 して立 ち上が 休部 外 面 に文様 が あせ た漉青 色 胎 土 、 白色 。

る。 に発 色 す る。 伊 万 里系 。

53 〃 碗

－
断面 、逆 台形 状 の高台 を有 す る 焼成 不 良 で、粕 は溶解 して いな 胎 土 、橙色 。

（4 ．0）

4 ．6

底部 か ら、休 部 は内湾 して立 ち

上が る。
い 。 唐 津系 。

54 ク 〃

－
高台 内が 、 やや深 く削 られ る。 畳付 は、牙由が削 り取 られ る。 淡黄色 粕 。

（2 ．5）

4 ．8

高台 外面 端部 は面 取 られ、 畳付

が狭 くされ る。

全 面 に貫 入 あ り。 胎 土 、灰 白色 。

55 S K　 75

土 師 質土器

小　 皿

7 ．3 休部 は、 平坦 な底 部 か ら内湾 し ロク ロナテ㌔ 淡黄橙 色 糸灰 自

（1 ．1） て、外 上 方 に立 ち上が る。

底 部 中 央 に直 径 7 mm の穴 を穿

孔。

底 部回 転糸切 り痕 有 り。 色 。

56 ク

土 師質 土器
18 ．8 胴部 は、 口縁 下 で一旦 屈 曲 し、 ロク ロナデ 。 淡黄橙 色 。

（5 ．7） 内傾 して口縁 部 にい た る。

肩部 に断面 ＝角形 の鍔 あ り　 口

胴 部外 面 に叩 目有 り。 外面 肩部 以下 に

煤 状 炭 化 物 付
鍋

－

＿・．・．・・・．＿　　　　　二／　　　　　　　　　　　　　　CI
縁端 部 は内傾 した面 をなす 。 着。

57 ク ク

32 ．2 口縁 部 は内傾 し、端部 は内傾 し ロク ロナ テP。 一ケ

（5 ．5） た面 をなす 。肩部 に断 面三 角形

の鍔 が貼 付 され る。

外 面 に指頭圧 痕 。

胴 部外 面 に叩 目有 り。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

千 三十 形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

58 S K　 7 5 嚢

34 ．6

（2 2 ．0 ）

玉線 状 の 口縁 部 を呈 す る。 ロ クロナ デ。 赤褐 色 。

備前 焼。

59 〃 土　 錘

全　 長 （4 ．3）

直　 径 1．9

重 量（9）12 ．5

土 師質 の土錘 で 円筒形 を呈 す。

や や端 よ りに直径 4 ．5mm の 円孔

を穿 つ。

60 ノシ 璽

34 ，8 胴部 は内湾 しな が ら内傾 した立 胴 部 内面へ ラ削 り。 頸部 に パケ にぷ い赤 褐色 。

（22 ．0） ち上 が りを示 し、 頸部 で屈 曲 し

た後 直立 し、 玉縁 状 の口綾 部 に

い たる。

目が み られる。
内面 に指頭庄 痕 有 り。

ロク ロナテP。

備 前焼 。

61 ク ク

22 ．2

（6 ．5）

N 字状 の口縁部 を呈 す る。 ロク ロナテP。 灰 赤色 。

常 滑焼 。

6 2 S K　 7 7 ク

35 ．1

（5 ．5 ）

直 立 した頚 部 か ら、玉線 状 の口

縁 部 にい たる。
ノケ 灰 赤色 。

備 前焼 。

63 ク ク

2 2 ．8 頚 部で くの字状 に屈 曲 した後 、 目線部 外 面 に 2 条 の凹線 。 暗 赤灰 色。

（8 ．7） 外 反 した 口縁 部 に いた る。 口縁

部 は肥厚 す る。

ロ クロナ デ。 備 前焼 。

64 ク

青　 磁

碗

14 ．9 休部 は直 線 的 に外 上方 へ立 ち上 休 部外 面 に蓮弁 文。 濃緑 色粕 。

（4 ．2） が り、 やや外 反気 味 の口縁 部 に

い たる。
貫 入 な し。 胎土 、灰 白色 。

65 ク 皿

－ 高台 は逆 台形 状 を呈 し、休 部 は 見込 、蛇 ノ 臼状粕 ハ ギ。 明淡 緑色 粕。

（4 ．5）

4 ．3

外方 に大 き く開 いて内 湾気 味 に 外面 は、高 台外 面 ある いは高 台 胎土 、 白色。
立 ち上 が る。 脇 にか けて施 粕 され る。

貴 人 な し。高 台 に砂 溶着 。
伊万 里。 Ⅲ期 。

6 6 ノケ 〃

13 ．0 高台 は、 断面 逆台形 状 で、休 部 見込 、蛇 ノ臼状粕 ハ ギ。 内面 、青 緑色 軸。

3 ．4
は、 内湾 して外 上 方 に大 き く開

⊥　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′
外 面 は、高台 脇 まで施 牙由される。 外面 、淡 黄色 粕。

4 ．8

いて且 ち上が り、 口縁部 にい た

る。

貴人 有 り。 高台 に砂 溶着 。 胎 土 、灰 白色 。
唐 津焼 。

67 ク 碗

－
高 台 は、外 面 が垂 直 に削 られ、 外底 の一部 以外 の全 面 に施 牙由さ 灰 白色 粕 、胎 土

（2 ．6）

5 ．1

断面台 形状 を呈 す 。休部 は、内 れ る。 灰 白色 。
湾 して外上 方 に立 ち上 が る。 貫入 有 り。畳 付 に砂溶 着。 唐 津焼 。

68 ク 〃

－
断 面長 方形 の高 台 を有す る底 部 内面 及 び外面 高台 脇 まで施 粕 さ 淡 黄色 牙由。

（3 ．0）

4 ．3

か ら、 休部 は 内湾 して立 ち上 が

る。
れ る。貫 入有 り。

見込 に砂 溶着 。

胎 土 、灰 白色 。

69 一ク ク

10 ．4 断面 三 角形 の高 台 を有 す る底部 貫 入有 り。 i炎黄 色粕 。

4 ．9

3 ．9

か ら、休 部 は内 湾 して立 ち上 が

り、 口縁 部 にい た る。
畳付 に砂i春着。 胎土 、灰 白色 。

70 ク 土錘

全　 長 （5 ．4 ）

直　 径　 2 ．5

重量 （9）16 ．0

土 師質 の土錘 で 、円筒形 を呈 し、

ほ ぼ 中央 部 に 直径 5 ．5mm の 円孔
を穿 つ。

7 1 S K　 8 0
土師 質土 器

皿

8 ．0

1 ．8

5 ．1

休 部 は内湾 気味 に立 ち上 が る。 ロ ク ロナデ。 淡橙 色。

72 ク

土 師 質土器

杯

10 ．2 休 部 は、 内湾 して外 上方 に立 ち ロ クロ ナデ。 灰 白色 。

3 ．8

6 ．7

上 が ‘り、端 部 を丸 くお さめ た口

綾部 にい たる。
底部 回転 糸切 り痕 有 り。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

慧 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

73 S K　 8 1 小　 碗

7 ．3 断面 三角 形 の高台 を持 つ底 部 か 口縁 部 外面 に雨 降 り文 が 、高台 青 味 がか った 白

4 ．3

2 ．7

ら、 体部 は、 内湾 して外上 方 に 外面 に二重 、高台 脇 に一重 の界 色 粕。

立 ち上が り、 口縁 部 にい たる。 線 が、 にぷ い青色 に発 色 す る。

畳付 の粕 は削 り取 られ る。貴人

な し。

胎 土 、灰 白色 。

伊 万里 系。

74 ク 皿

－
高台 は断 面逆 台形 状 で、外 面 は 内面 、蛇 ノ臼状粕 ハ ギ。 緑 が か った淡黄

（2 ．1）
垂直 に削 り取 られ る。 体部 は、 外面 は、高 台脇 、高台 外 面 にか 色 牙由。
大 き く開 きなが ら、 内湾気 味 に けて施粕 され る。 唐 津焼 。 内野 山

3 ．7
外上 方へ 立 ち上が る。 見込 及 び高台 、外 底 に砂溶 着。 窯 。

75 S K　 96
土 師 質土器

小　 皿

6 ．6

1．6

休部 は 内湾 して外 上方 に立 ち上

が り、 口縁 部 に いた る。

外面 に指 頭庄 痕有 り。 淡 黄橙 色。

76 ケ 〃

7 ．1

1 ．5

〃 一ク 灰 白色 。

77 ク ク

6 ．8

1 ．8

ク ノケ 一ケ

78 ク ク

7 ．0

1 ．6

ク ク 淡 黄橙 色。

79 〃 ク

6 ．3 休 部 は外 傾 して外 上方 に立 ち上 ロク ロナデ 。 ．ク

1 ．5

4 ．2

が る。 口縁端 部 は外傾 した水平

面 を なす。

底 部回 転糸切 り痕 有 り。

80 ク

土 師 質土器

皿

10 ．0 体 部 は、直 線的 に外上 方 に立 ち 内面 は、丁 寧 な ヨコナ デ によ り 白色系 。

2 ．0
上 が り、 口縁 部 はナ デの ため外

反 す る。

仕 上 げ られる。

8 1 ク 〃

10 ．6

2 ．3

4 ．8

一ケ 内面 は、丁 寧 な ヨコナ デ によ り

仕 上 げ られる。

休 部外 面 に指頭庄 痕 有 り。

淡黄橙 色 。

82 ク ク

10 ．3

2 ．2

ク 〃 灰色 または黒褐

色。

83 ケ ク

10 ．0

2 ．1

ク 一ケ ・灰 色 。

84 ク ク

9 ．6

2 ．2

一ク 内面 は、 丁寧 な ヨコナ デで仕 上

げ られて い る。

淡黄橙 色 。

8 5 ク 〃

13 ．1 体 部 は、 内湾 して外 上方 に立 ち 休 部 内外面 に指 頭庄 痕有 り。 ク

2 ．9
上 が る。 口縁部 は強 い ヨコ ナデ

のた め外反 し、口縁 下 はや や肥
厚 す る。

口縁部 はヨ コナデ で仕上 げ る。

86 ク ク

13 ．0

3 ．0

ノケ 一ケ ク

87 ク ク

13 ．2

3 ．0

一ケ ク 淡橙 色。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

慧 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

8 8 S K　 9 6

土 師 質 土 器
1 2 ．8 休 部 は 、 内 湾 して 外 上 方 に 立 ち 体 部 内 外 面 に 指 頭 圧 痕 。 淡 橙 色 。

3 ．0 上 が り、 口縁 部 に い た る 。 口縁

下 は　 ヨ コ ナ 叫 の た め に肥 厚 す

口 縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ て い

皿

7 ．0

、　　　　　 フ‾　　 L　　 L　　 早

る 。

る 。

8 9 ク ク

1 3 ．3

2 ．4

一ク ノシ 一ケ

9 0 〃 ク

1 2 ．5

3 ．1

ク 一ク 淡 黄 橙 色 。

9 1 ク ク

1 3 ．2

2 ．4

．ケ ノシ 橙 色 。

9 2 ク ク

1 3 ．0

2 ．9

一ク ケ 一ケ

9 3 ク ク

1 2 ．8

3 ．1

ノシ ク 淡 黄 橙 色 。

9 4 〃 ク

1 2 ．7

3 ．0

ク 一ケ 〃

9 5 ク ク

6 ．5

3 ．8

ク ク 一ケ

9 6 ク ク

1 3 ．1

2 ．7

ク ノシ 淡 橙 色 。

9 7 ク ク

1 3 ．1

2 ．8

イ′ ′ケ 淡 黄 橙 色 。

9 8 ク ク

1 2 ．9

3 ．1

〃 ．ケ 内 面 、 淡 橙 色 。

外 面 、淡 黄 橙 色 。

9 9 ク 〃

1 9 ．0

3 ．0

・ク ク i炎橙 色 。

1 0 0 ク ク

1 2 ．5

3 ．1

休 部 は 、 内 湾 し て 外 上 方 に 立 ち

上 が り、 口縁 部 に い た る。 口 縁

下 は 、 ヨ コ ナ デ の た め に肥 厚 す

る。

口縁 部 は 強 い ナ デ の た め 外 反 。

一ケ ・ケ

1 0 1 ノク ・ク

1 3 ．2

2 ．9

体 部 は 、 内 湾 し て 外 上 方 に 立 ち

上 が り、 口 縁 部 に い た る 。

口 縁 下 は ナ デ の た め 肥 厚 す る 。

一ケ ．ク

1 0 2 ク 〃

1 1 ．9

2 ．7

一ケ 一ケ 〃
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挿 図番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

慧 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 、 備　　 考

1 0 3 S K　 9 6

土 師 質 土 器

皿

1 3 ．6 体 部 は 内 湾 し て 外 上 方 に 立 ち 上 体 部 内 外 面 に指 頭 庄 痕 有 り。 口 淡 橙 色 。

2 ．7

5 ．8

が り、 口 縁 部 に い た る 。 口 縁 下

は ヨ コ ナ デ の た め 肥 厚 す る 。

縁 部 は ヨ コ ナ デ で 仕 上 げ て い

る 。

1 0 4 ク 〃

1 3 ．5

2 ．8

8 ．0　 －

一ク ク ク

1 0 5 ク ク

1 3 ．2

2 ．8

6 ．’0

ク ク ク

1 0 6 ク ク

1 2 ．8

2 ．5

7 ．0

一ケ ノシ 一ク

1 0 7 〃 ク

1 2 ．8

2 ．9

ク 一ク ．ケ

1 0 8 ク ク

1 2 ．8

（ 2 ．7 ）

ク 一ク 淡 黄 橙 色 。

1 0 9 ク ク

1 0 ．8

3 ．0

ク ・ケ 一ク

1 1 0 〃 ク

1 3 ．4

（ 2 ．8 ）

休 部 は 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立 ち

上 が り、 口 縁 部 に い た る 。

一ク 淡 橙 色 。

1 1 1 ク ク

1 3 ．4

2 ．4

休 部 は 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立 ち

上 が り 、 口縁 部 に い た る 。

口縁 下 が 、 や や 肥 厚 す る 。

ク 淡 黄 橙 色 。

1 1 2 ク ク

1 3 ．8

2 ．5

ク ク 内 面 、 淡 橙 色 。

外 面 、淡 黄 橙 色 。

1 1 3 ク ク

1 3 ．4

2 ．3

ク 一ケ 淡 黄 橙 色 。

1 1 4 ・ケ ク

1 3 ．4

2 ．7

一ケ ′ケ 淡 樟 色 。

1 1 5 ク ク

1 3 ．9

2 ．8

一ケ ク 一ケ

1 1 6 ク ク

1 4 ．6 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち 上 休 部 内 外 面 及 び 底 面 に 指 頭 庄 痕 内 面 、 灰 白 色 。

2 ．5
が り、 外 反 気 味 の 口 縁 部 に い た が 有 り、 口縁 部 及 び 内 面 は ヨ コ 外 面 、淡 黄 樺 色 。

る 。 ナ デ で 仕 上 げ ら れ る 。 休 部 外 面 に 黒 斑

有 り。

1 1 7 ク ク

1 2 ．8

2 ．4

7 ．2

．ケ 一ケ 灰 白色 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

慧 曇 還 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

1 1 8 S K　 9 6

土 師 質 土 器
1 7 ．0 休 部 は 、 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 休 部 外 面 に指 頭 庄 痕 が 残 り、 口 淡 黄 橙 色 。 （白

2 ．9
上 が り、 外 反 した 口 縁 部 に い た 縁 部 及 び 内 面 は て い ね い な ヨ コ 色 系 ）

皿

1 0 ．6

る 。 ナ デ で 仕 上 げ られ る 。

1 1 9 〃 ク

1 5 ．9

2 ．6

1 0 ．2

ク ク 一ク

1 2 0 ク 〃

1 6 ．5

3 ．0

．ク ・ケ 灰 白 色 。 （白 色

系 ）

1 2 1 ク ノケ

1 5 ．0

2 ．7

一ケ 一ク ′ケ

1 2 2 ク 〃

14 ．8

2 ．5

ノシ ・ク 一ク

1 2 3 〃 ク

1 4 ．2

2 ．8

9 ．2

．ケ ・ケ 淡 橙 色 。

1 2 4 ク 〃

1 5 ．4

2 ．9

9 ．5

ク ・ケ 白 色 系 。

1 2 5 ク ク

1 5 ．2

2 ．8

一ク ク 一ケ

1 2 6 〃

土 師 質 土 器

小　 杯

6 ．6 休 部 は 、 内 湾 気 味 に 外 上 方 へ 立 内 面 に ロ ク ロ 痕 、 底 部 回 転 糸 切 1登色 。

2 ．0

3 ．4

ち 上 が る。 り痕 有 り。

1 2 7 〃 ク

6 ．8

1 ．9

4 ．2

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が る 。

調 整 不 明 。 橙 色 。

器 表 の 磨 耗 が 激

しい 。

1 2 8 ク ク

7 ．3

1 ．8

3 ．9

ク 内 面 に ロ ク ロ痕 有 り。 橙 色 。

1 2 9 〃 ク

7 ．2

1 ．8

3 ．8

ク ロ ク ロ ナ テさ。 淡 橙 色 。

器 表 の 磨 耗 が 激

し い 。

1 3 0 ク 〃

7 ．2

1 ．8

3 ．9

・ケ ．ケ ノシ

1 3 1 ク ク

7 ．3

2 ．0

3 ．9

一ケ 一ケ 淡 黄 橙 色 。

器 表 の 磨 耗 が 激

しい 。

1 3 2 ク 〃

7 ．3

2 ．1

4 ．0

ク 一ク ′ケ



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

慧 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

1 3 3 S K　 9 6

土 師 質 土 器

小　 杯

7 ．4

2 ．2

4 ．1

体 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が る 。

内 面 に ロ ク ロ 痕 有 り。 淡 黄 樟 色 。

器 表 の磨 耗 が 激

しい 。

1 3 4 ク ク

7 ．0

1 ．9

3 ．6

．ク 一ケ ク

1 3 5 ク ク

7 ．0

1 ．8

3 ．5

休 部 は 外 反 気 味 に外 上 方 へ 立 ち

上 が り、 口 縁 部 に い た る 。

一ケ ク

1 3 6 ク ク

5 ．9 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ 痕 、 底 部 回 転 糸 切 灰 白 色 。 （白 色

1 ．9

3 ．2

が り、 口縁 部 に い た る。 り痕 有 り。 系 ）

砂 粒 は ほ と ん ど

含 ま な い 。

1 3 7 〃 ク

8 ．0

2 ．0

3 ．8

ノケ ロ ク ロ ナ デ 。 淡 黄 橙 色 。

器 表 の 磨 耗 が 激

しい 。

1 3 8 〃 一ケ

7 ．1

1 ．9

3 ．8

ノシ 内 面 に ロ ク ロ 痕 有 り。 ケ

1 3 9 〃 〃

6 ．6

1 ．8

3 ．5

ク 調 整 不 明 。 〃

14 0 ク ク

6 ．4

1 ．9

4 ．0

一ク ロ ク ロ ナ デ 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 有 り。

淡 黄 橙 色 。

．14 1 ク 〃

7 ．2

1 ．9

4 ．0

・ク 〃・ 橙 色 。

1 4 2 ク 〃

7 ．6

2 ．0

4 ．2

・ケ 〃 淡 黄 橙 色 。

14 3 ク ク

7 ．4

2 ．0

3 ．6

休 部 は 、 一 旦 外 反 し、 そ れ か ら

内 湾 気 味 に 口 縁 部 に い た る 。

調 整 不 明 。 淡 黄 橙 色 。

器 表 の 磨 耗 が 激

しい 。

14 4 ク ク

7 ．7

2 ．0

4 ．0

体 部 は直 線 的 に 外 上 方 に立 ち 上

が り、 口 縁 部 に い た る 。

ロ ク ロ ナ テP。 ク

1 4 5 〃 ク

7 ．9 休 部 は外 反 気 味 に 立 ち 上 が り、 内 面 に ロ ク ロ 痕 。 淡 黄 橙 色 。

2 ．0 口縁 部 は 、 や や 内 湾 す る 。 底 部 、 回 転 糸 切 り痕 有 り。

1 4 6 ク ノク

6 ．9

2 ．2

4 ．0

休 部 は 、 外 反 気 味 に外 上 方 に 立

ち上 が り、 口 縁 部 に い た る 。

内 面 に ロ ク ロ 痕 。 橙 色 。

器 表 の 磨 耗 が 激

しい 。

14 7 ク ク

7 ．2

2 ．1

3 ．7

ク 〃 内 面 、 淡 樺 色 。

外 面 、 橙 色 。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

148 S K　 96
土 師質土 器

6 ．2 休 部 は直線 的 に外 上 方へ 立 ち上 内面 に ロクロ痕 。 淡黄 橙色 。

2 ．1 が り、 口縁 部 にい たる。 口縁 部 底 部 回転糸 切 り痕有 り。 砂粒 をほ とん ど

小　 杯

3 ．2

に一箇 所、 穿孔 がみ られ る。 含 まず 、焼 成 は

極 めて 良好。

149 ノシ ク

5 ．9

2 ．0

3 ．1

体 部 は外反 気味 に外 上方 へ立 ち

上 が り、 口縁 部 にい た る。
・ケ 淡 黄 橙 色 。 （白

色系 ）

砂粒 は、 ほ とん

ど含 まれ ない。

150 ク 〃

6 ．6

2 ．0

3 ．4

休部 は直線 的 に外 上方 へ 立 ち上

が る。
調 整不 明。 橙色 。

器・表 の磨耗 が激

しい。

151 ク ク

5 ．8 休部 はや や内湾気 味 に外上 方へ 内面 に ロクロ痕 。 淡 黄 橙 色 。 （自

2 ．0

2 ．5

立 ち上 が り、わ ずか に屈 曲 して

口縁 部 にい たる。

底 部 回転糸 切 り痕有 り。 色系 ）

砂粒 をほ とん ど

含 まな い。

152 ク ク

7 ．8

2 ．5

4 ．0

休部 は、外反 気味 に外 上方 へ立

ち上 が る。

内 面 にロ クロ痕 有 り。 淡黄橙 色 。

器表 の磨 耗 が激

しい。

15 3 ク ク

7 ．4

2 ．1

3 ．8

一ク 一ケ ク

154 〃

土 師質土 器

杯

12 ．6 休 部 は直線 的 に外上 方へ 立 ち上 内面 にロク ロ痕。 淡黄橙 色 。

3 ．9

4 ．5

が り、丸 くお さめ た口縁 部 にい

た る。

底 部 回転 糸切 り痕 有 り。

155 ク ク

12 ．0

3 ．5

5 ．6

ノシ 内面 、 ロク ロ痕 有 り。 橙 色。

156 ク ク

11 ．9

3 ．5

5 ．4

ク ク 橙 色。

器 表 の磨耗 が激

しい。

157 ク ク

10 ．6 体 部 は直線 的 に外 上方 へ立 ち上 内面 、 ロク ロ痕 、 底部 回転 糸切 淡黄 橙色 。

4 ．2

5 ．4

が る。 口縁端 部 は、外 傾 した面 り痕有 り。体部 内外 面 に指頭 庄 焼成 は極 めて 良
をなす 。 痕 。 好 。

158 ク ク

1 1 ．7

3 ．6

5 ．0

休部 は直 線 的 に外 上方 へ立 ち上

が り、 やや外 反気 味 の口縁 部 に

い たる。

内 面、 ロ クロ痕 有 り。 橙色 。

器表 の 磨耗 が激

しい。

1 59 ク ク

11 ．7

3 ．5

5 ．4

・ケ ノク ク

160 ク ク

11 ．5

3 ．8

5 ．4

休 部 は外反 気味 に外 上方 へ立 ち

上 が り、 口縁 部 に いた る。
・ケ 淡 橙色 。

161 ク ク

11 ．9

3 ．5

5 ．2

休 部 は直線 的 に外上 方へ 立 ち上

が り、 や や外 反 気味 の 口縁 部 に

いた る。

一ク 橙色 。

162 ク ノク

11 ．2 休部 は外反 して外上 方 に立 ち上 内面 に ロク ロ痕 、底 部 回転 糸切 淡樺 色 。

3 ．8

5 ．7

が る。 口縁端 部 は外 傾 した水 平

面 を なす。
り痕 、休部 外面 に指 頭圧 痕有 り。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

三 三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

1 6 3 S K　 9 6

土 師 質 土 器

杯

1 1 ．7

3 ．5

5 ．2

．休 部 は 、 外 反 気 味 に 外 上 方 へ 立

ち 上 が り、 口縁 部 に い た る 。

内 面 に ロ ク ロ 痕 有 り。 淡 黄 橙 色 。

1 6 4 〃 ク

1 2 ．2

3 ．6

5 ．0

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち上

が り、 口縁 部 に い た る 。
ノシ 橙 色 。

1 6 5 ク ク

1 2 ．4

4 ．1

5 ．6

ノケ 一ケ i炎黄 橙 色 。

1 6 6 ク 〃

1 1 ．7

3 ．1

5 ．2

休 部 は 、 や や 内 湾 し た 立 ち 上 が

り を示 す 。 口縁 下 が 肥 厚 す る 。

ノシ ′ケ

1 6 7 ・ケ ク

1 1 ．9 休 部 は 、 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 内 面 に ロ ク ロ 痕 。 ノシ

3 ．7

4 ．9

上 が る 。 口 縁 部 は わ ず か に 内 湾

す る。

底 部 回 転 糸 切 り痕 有 り。

1 6 8 ク ノシ

！

1 1 ．8

3 ．6

4 ．7

休 部 は 、 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち

上 が り、 口 縁 部 に い た る 。

内 面 、 ロ ク ロ 痕 。 淡 橙 色 。

器 表 の 磨 耗 が 激

しい 。

1 6 9 〃 ノシ

1 1 ．5

4 ．1

4 ．7

ノケ 一ク 淡 黄 橙 色 。

器 表 の 磨 耗 が 激

しい 。

1 7 0 ク ・ケ

1 2 ．0

3 ．2

5 ．3

休 部 は 外 反 気 味 に外 上 方 へ 立 ち

上 が り、 直 線 的 な 口 縁 部 に い た

る 。

ク ノシ

1 7 1 ク ク

1 0 ．7

3 ．7

4 ．7

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が り 口 縁 部 に い た る 。

・調 整 不 明 。 ノシ

17 2 〃 ク

1 0 ．2

3 ．8

5 ．6

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が り 口縁 部 に い た る 。

口縁 端 部 わ ず か に 内 湾 。

内 面 ロ ク ロ 痕 が 残 る。 橙 色 。

器 表 の 磨 耗 が 激

しい 。

1 7 3 ク ク

1 3 ．6

3 ．6

7 ．4

休 部 は 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り、

や や 外 反 した 口縁 部 に い た る 。

一ク 一ケ

1 7 4 ク 一ケ

1 1 ．6

3 ．6

5 ．3

休 部 は 直 線 ．的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が る 。
．ク 一ク

1 7 5 ク ク

1 2 ．3

3 ．3

5 ．1

一ク ノケ 淡 黄 橙 色 。

器 表 の 磨 耗 が 激

しい 。

1 7 6 ク ク

1 2 ．4

3 ．6

5 ．2

．ケ 調 整 不 明 。 ノシ

1 7 7 ク ，ケ

1 2 ．‾4

3 ．4

4 ．8

休 部 は 内 湾 気 味 に 外 上 方 に立 ち

上 が る 。

内 面 ロ ク ロ 痕 。

ク

－216－



1

挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

慧 曇 蓬 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

178 S K　 96

土師 質土 器

杯

12 ．6

3 ．7

5 ．6

休 部 は、 直線 的 に外 上方 へ立 ち

上 が り、 口縁下 が肥厚 す る。
内面 に ロク ロ痕 有 り。 橙色 。

179 ク 〃

12 ．3

3 ．2

5 ．5

休 部 は、 内湾気 味 に外 上 方へ 立

ち上 が り、外反 した口縁 部 にい

たる。

ク 橙 色。

器 表 の磨耗 が激

しい。

180 ク ク

12 ．0

3 ．4

5 ．0

休 部 は、直 線的 に外 上方 へ立 ち

上 が り、外 反気 味 の口縁 部 にい

たる。

ノン 一ケ

181 ク ク

11 ．8 休 部 は、 やや内 湾気 味 に立 ち上 内面 に ロク ロ痕 有 り。 淡 黄橙 色。

3 ．8

5 ．0

が り、 口縁部 にいた る。 底 部 回転 糸切 り痕 有 り。 砂 粒 を ほ とん ど

含 まない。

18 2 ク ク

11 ．1

3 ．8

5 ．0

休部 は、外 反気 味 に外 上方 に立

．ち上 が り、 やや 内湾 して 口縁部
にいた る。

一ケ イ′

18 3 〃 ノシ

10 ．6

3 ．5

4 ．8

体部 は、直線 的 に外上 方へ 立 ち

上 が り、 口縁 部 にい たる。
ノシ 灰 白 色。 （白色

系）

砂粒 をほ とん ど

含 まない。

184 ク 〃

11 ．8

3 ．5

5 ．0

一ク 内 面、 ロ クロ痕 。 淡黄 橙色 。

18 5 ク 〃

11 ．8 体部 は 、直線 的 に外上 方へ 立 ち 内 面、 ロ クロ痕 。 一シ

3 ．5

5 ．0

上が り、 口縁 部 にいた る。

口縁 部 はわず か に内湾 。

底部 回 転糸切 り痕有 り。

186 ク

青　 磁

碗

14 ．3 休部 は、 内湾 気味 に外 上方 へ立 内外 面 に貫入 あ り。 淡暗 緑 色粕 。

（5 ．0） ち上 が り、 口縁部 にい た る。 休部 外 面 に細蓬 弁文 が あ り、蓮

弁 の単位 は意 識 されて い る。

胎土 、灰 白色 。

187 S K　 97

土 師質土 器

杯

－
平坦 な底 部 か ら、 休部 は内 湾 し 底部 回 転糸 切 り痕 、 ロク ロナデ 淡黄 橙色 。

（4 ．3）

7 ．0

て立 ち上 が る。 が観 察 され る。

188 ク 碗

－
断面 逆三 角形 の高 台 を持 つ 底部 畳付 は、粕 が削 り取 られ る。 文 灰 白色粕 。

（3 ．4 ）

3 ．7

か ら、休 部 は内湾 して外 上 方 に 様 は、 あせ た暗 青灰 色 に発色 す 胎土 、灰 白色 。
立 ち上が る。 る。

畳付 に砂 i容着 。

伊万 里。

189 ク 〃

10 ．6 断面 長方形 の 高台 を持 つ底部 か 内面 及 び外面 高 台脇 まで施 粕 さ i炎黄色 粕 。

5 ．0

4 ．0

ら、休 部 は内湾 して立 ち上 が り、 れ る。 内外面 貫入 あ り。 胎 土 、明 るい淡
屈 曲 して 直立 す る．口縁部 にいた

る。

見込 に砂 溶着 。 黄 色 。

京 焼系 。

190 S K　 99 ノシ

10 ．0

5 ．4

3 ．9

ノシ 内面 及 び外面 高台 脇 まで施 粕 さ

れ る。 内外面 貫入 あ り。

休部 外 面‘に陶 胎上 絵技 法 に よる

笹文 が淡 緑黄色 に発色 す る。

淡 黄色 系 の灰 白

色 粕。

胎 土 、灰 白色 。

瀬 戸 ・美濃 系。

191 S D　 l 揺　 鉢

30 ．4 休 部 は、直線 的 に外上 方 に延 び、 口縁 部外 面 に 2 条 の 凹線 が施 さ 赤 黄褐 色。

（5 ．6） 口縁 部 は肥厚 し上方 に拡 張 され

る。

れ る。 内面 に は、二段 の段 を有

す。

備 前焼 。

192 ク 士
∃互

10 ．3

（ 4 ．5）

頚 部 か ら 口縁 部 に か け て 外 反

し‘、端部 は小 玉縁 を呈 す る。
ロ クロ ナテP。 暗赤 灰色 。

胎 土、灰 白色。
備前 焼 。



挿図番号 遺 構番 号 器　 種

口径

慧 曇 還 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

193 S D　 l
青　 磁

碗

－
休部 は、内 湾 して外 上方 に立 ち 高 台内 まで施 粕 。外底 に粕 は施 青緑 色来由。

（4 ．0）

6 ．2

上 が るム　高 台 は、比 較的 高 く逆

三角 形 を呈 す。

され ない。 見込 に文様 有 り。 胎土 、灰 白色 。

194 ク 皿

－
高 台 は、断 面逆 台形 で ある。体 高台外 まで施粕 され、外 底 、畳 青味 を帯 びた 自

（2 ．1）’

5 ．2

部 は、 内湾気 味 に外 上方 に立 ち 付 は露胎 す る。見 込、蛇 の 目状 色粕 。

上 が る。 粕 ハ ギ．。 内外 面 に文 様 が染付 さ

れ る。高台 脇 に一重 の界 線 。

胎土 、乳 白色 。

伊万 里系 。

195 ク 猪　 口

3 ．3 底 部 は比較 的厚 く、 休部 は内 湾 休 部外 面 に薄 い コバル トブルー 灰 白色粕 。

3 ．4

2 ．3

して外 上方 に立 ち上 が り、 口縁 の染付 が 施 され る。粕 は内 外面 胎土 、 白色。

部 は外 反す る。 施 され るが、 畳付 、外底 、 高台

の一 部 は露胎 。畳付 の一部 に砂
i容着 。

伊万 里系 。

19 6 ク 杯

（7 ．2） 休 部 は、直線 的 に外 上方 に延 び、 口縁 に一重 の界 線 が施 され る。 灰 白色粕 。

（1 ．9） 口縁 部 は外 反す る。 外 面 にあせ た青 い草 花文 。 胎土 、乳 白色 。

伊万 里系 。

197 ク 皿

－
削 り出 し高 台 で、畳 付 は内外 を 見込 に鮮 や かな藍 色 に発色 した 灰 白色粕 。

（1 ．5）

7 ．8

面 取 られ狭 くされ る。ヘ ソ高 台 文様 が染付 され る。高 台外 面 に、 胎土 、乳 白色 。

を有 し、施粕 され てい る。 一重 の界線 。見込 に 目跡 が 残 る。 鹿 児焼 。

198 〃 〃
（1 ．8 ）

3 ．8

高 台 は低 い削 り出 L で、 外底 ま

で粕 は施 され てい ない。 畳付 は

露 胎 、内 ぐりは丁寧 で はな い。

内外 面貫 入 あ り。 暗黄 緑 色粕 。

胎 土、灰 白色 。

唐 津焼 。

199 ク 聾

－
胴 部 は内 湾 して立 ち上 が り、 口 胴部 上位 に 5 条 と 3 条 の 凹線 が 灰 紫褐 色。

（9 ．3）
縁 部 は 大 き く屈 曲 して 外 反 す

る。端 部 は、小 玉縁 を呈 す 。

施 され る。 内外面 ロ クロ ナデ。

200 S D　 2
土 師質土 器

皿

11 ．6

（2 ．0）

口縁 部 は内湾 す る。 手捏 ね 。 淡 黄橙 色。

201 ク ク

14－．3

（3 ．0）

休 部 は内 湾 して立 ち上 が り、 口

縁 下 が若 干肥 厚 し、端 部 はつ ま

み上 げ られ る。

．ク ク

202 ク ク

12 ．8

3 ．2

休 部 は内 湾 して立 ち上 が り□縁

部 にい たる。

内外 面指 頭圧 痕有 り。 橙 色 。

203 〃 〃

10 ．8 体部 は、・直線 的 に外上 方 に立 ち 口縁 部 ヨコナデ 。 淡黄橙 色 。

（2 ．1） 上が り、 口縁 下 は、 ナデ のた め

肥厚 す る。

体部 外 面指頭 庄痕 。

204 ク ク

13 ．5

2 ．7

9 ．0

平坦 な底 部 か ら屈 曲 し、体 部 は

内湾 して外上 方 に立 ち上 が り、

口縁 部 にい た る。

ク ク

2 05 ク 〃

1 1 ．3

2 ．7

4 ．0

休部 は、内湾 して外上 方 に立 ち

上 が る。ナ デの ため 口縁下 は若

干肥 厚 す る。

ク 淡黄橙 色 。

口縁 部 内面 に煤
付着 。

2 06 ク ク

12 ．1

2 ．4

8 ．0

平坦 な底 部 か ら、休部 はほ ぼ直

線 的 に外 上 方 に立 ち上 が り、 口

縁 部 にい たる。 底部 中央 の器壁

は厚 い 。

休 部 内外面 に指 頭圧 痕有 り。 暗灰 褐色 。

20 7 ノク ク

12 ．4

（ 2 ．1）

体 部 は、内 湾 して外 上方 に立 ち

上 が り、 口縁 部 は、 強 いナデ の

ため、 やや外 反 す る。

口縁部 内外 面 ヨ コナデ。 淡黄 橙色 。

－218－



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

÷ 三 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手 ・法 備　　 考

2 0 8 S D　 2

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．9 平 坦 な底 部 か ら 、 ほ ぼ 直 線 的 に 口縁 部 内 外 面 ヨ コ ナ チ㌔ i炎橙 色 。

2 ．0

8 ．4

外 上 方 に 立 ち 上 が り 、 口 縁 部 に

い た る 。 口縁 下 は ナ デ の た め 若

干 肥 厚 す る 。

休 部 内 外 面 に 指 頭 庄 痕 。

2 0 9 ク ク

1 2 ．5

2 ．3

休 部 は 、 内 湾 気 味 に外 上 方 へ 立

ち上 が り、 口 縁 部 に い た る 。 口

縁 下 、ナ デ の た め若 干 肥 厚 す る 。

一ケ 淡 黄 橙 色 。

2 1 0 ク

1 2 ．8

2 ．1

8 ．2

休 部 は 、 内 湾 気 味 に外 上 方 へ 立

ち上 が り、 口縁 部 に い た る 。 口

縁 下 、 ナ デ の た め 若 干 肥 厚 。

口 縁 部 で や や 屈 曲 す る 。

休 部 内 外 面 指 頭 圧 痕 。 ノシ

2 1 1 ノケ ク

1 0 ．2 休 部 は 、 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 休 部 内 外 面 指 頭 庄 痕 。 ・ク

3 ．3 上 が り 、 口 縁 部 に い た る 。 口 縁

下 は ヨ コ ナ デ の た め 肥 厚 す る 。

口縁 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。

2 1 2 ク ク

1 3 ．0

（ 2 ．1 ）

休 部 は 、 や や 内 湾 気 味 に 外 上 方

へ 立 ち 上 が り口 縁 部 に い た る 。

ナ デ の た め 口綾 部 外 面 に 軽 い 段

を 有 す る 。

・ク ク

2 1 3 一ケ 〃

1 2 ．3

（ 2 ．2 ）

休 部 は 底 部 か ら屈 曲 し 、 直 線 的

に 外 上 方 に 立 ち 上 が る 。

ノク 一ケ

2 1 4 ク ク

1 2 ．4

2 ．7

休 部 は 、 底 部 ‾か ら屈 曲 し、 直 線

的 に 外 上 方 に 立 ち 上 が る 。

口 縁 部 は ナ デ の た め屈 曲 す る 。

ノシ 灰 茶 褐 色 。

2 1 5 ク ク

1 2 ．6

（ 2 ．6 ）

休 部 は 、 内 湾 気 味 に外 上 方 へ 立

ち 上 が ．り、 口 縁 部 に い た る 。
ク 淡 橙 色 。

2 1 6 ク ク

1 2 ．3

2 ．2

平 坦 な 底 部 か ら 、 内 湾 し て 外 上

方 に 立 ち上 が り、 口縁 部 は ナ デ

の た め 外 反 す る 。 底 部 中 央 の 器

壁 が 厚 い 。

〃 一ク

2 1 7 〃 ク

1 2 ．3

2 ．5

平 坦 な 底 部 か ら 屈 曲 し、 内 湾 気

味 に 外 上 方 へ 立 ち 上 が り、 口縁

部 に い た る 。

一ク 一ク

2 1 8 ク ク

1 2 ．2

2 ．6

平 坦 な 底 部 か ら 直 線 的 に 、 外 上

方 へ 立 ち 上 が り 口 縁 部 に い た

る 。

体 部 内 外 面 指 頭 圧 痕 。 橙 色 。

2 1 9 ク ク

1 3 ．5 休 部 は 、 内 湾 気 味 に外 上 方 に立 口縁 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 淡 黄 橙 色 。

3 ．0 ち上 が る 。口 縁 部 下 が 肥 厚 す る 。 休 部 内 外 面 指 頭 庄 痕 。

2 2 0 〃 〃

1 1 ．6

2 ．4

休 部 は 、 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち

上 が る。 口縁 部 下 が 肥 厚 す る 。
ク i炎橙 色 。

2 2 1 〃 ク

1 2 ．5

2 ．5

8 ．0

一ク 口縁 部 ヨ コ ナ テさ。 淡 黄 橙 色 。

2 2 2 ク 〃

1 2 ．6

2 ．1

7 ．5

体 部 は 内 湾 気 味 ‘に 外 上 方 に 立 ち

上 が る。 口 綾 部 は ナ デ の た め や

や 外 反 。

休 部 内 外 面 、 指 頭 圧 痕 。

ー219－



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

2 2 3 S D　 2

土 師 質 土 器

皿

1 1 ．5 体 部 は 、 内 湾 気 味 に外 上 方 に立 口縁 部 、 ヨ コ ナ テ㌔ 淡 黄 橙 色 。

2 ．4 ．

5 ．0

ち 上 が る 。口 縁 部 下 が 肥 厚 す る 。 休 部 内 外 面 指 頭 庄 痕 。

2 2 4 ク ク

1 3 ．9

2 ．9

休 部 内 湾 し て 外 上 方 に 立 ち 上 が

る 。

一ク に ぷ い 橙 色 。

2 2 5 〃 ク

1 2 ．4

2 ．4

体 部 、 内 湾 して 外 上 方 に 立 ち 上

が る。

口 縁 部 は ナ デ に よ りや や 外 反 す

る 。

ノシ ク

2 2 6 ク ク

1 2 ．4

（ 1 ．9 ）

休 部 は 内 湾 気 味 に外 上 方 に立 ち

上 が る 。 口 縁 部 下 が 肥 厚 す る 。
ノシ 淡 橙 色 。

2 2 7 ク ク

1 2 ．4

2 ．8

（ 8 ．0 ）

一ク 一ケ 淡 黄 橙 色 。

2 2 8 ク ク

1 2 ．3

3 ．4

休 部 は 内 湾 し て 外 上 方 に 立 ち 上

が る 。 口 縁 部 が や や外 反 す る 。
ノク 一ケ

2 2 9 〃 ク

1 2 ．3

2 ．3

休 部 は 内 湾 し て 外 上 方 に 立 ち 上

が る 。 口 縁 部 が 若 干 肥 厚 す る 。

淡 黄 橙 色 。

磨 滅 が 著 しい 。

2 3 0 ク 〃

1 1 ．7

2 ．7

4 ．4

平 坦 な 底 部 か ら、 ほ ぼ 直 線 的 に

外 上 方 に立 ち上 が り口 縁 部 に い

た る 。 口 縁 部 が 肥 厚 す る 。

内 外 面 指 頭 庄 痕 が 残 る 。 に ぷ い橙 色 。

2 3 1 ク ク

1 2 ．3 休 部 は 内 湾 し て 外 上 方 に 立 ち 上 口 縁 部 ヨ コ ナ テP。 橙 色 。

． 2 ．9
が り 口縁 部 に い た る 。 休 部 内 外 面 、 指 頭 圧 痕 。

2 3 2 ク 〃

1 2 ．7

2 ．8

6 ．5

休 部 は 内 湾 し な が ら外 上 方 に 立

ち 上 が り、 口 縁 部 で 屈 曲 し て 、

上 方 に立 ち 上 が る 。

ク に ぷ い 樺 色 。

2 3 3 〃 〃

1 1 ．6

2 ．1

8 ．0

平 坦 な 底 部 か ら 屈 曲 し て外 上 方

へ 立 ち 上 が り、 口 縁 部 は や や外

反 す る 。

ク ノク

2 3 4 ク 〃

1 2 ．5

（ 2 ．6 ）

体 部 は 内 湾 して 外 上 方 へ 立 ち上

が り、 口 縁 部 下 が 肥 厚 し、 端 部

は や や 外 反 す る。

一ケ 橙 色 。

2 3 5 ク 〃

1 3 ．1

2 ．5

休 部 は肥 厚 し、 直 線 的 に外 上 方

に立 ち 上 が る 。

一ケ に ぷ い 黄 橙 色 。

2 3 6 〃 ク

1 2 ．9

2 ．8

休 部 は屈 曲 し な が ら 直 線 的 に外

上 方 に立 ち上 が る 。
一ケ 淡 黄 橙 色 。

2 3 7 ク ク

1 1 ．6

1 ．9

7 ．0

平 坦 な 底 部 か ら 内 湾 気 味 に 外 上

方 に 立 ち 上 が る 。 口縁 部 や や 外

反 す る 。

．ケ 淡 黄 色 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

慧 曇 還 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

2 3 8 S D　 2

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．3 休 部 は 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り、 、口 縁 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 橙 色 。

2 ．4

9 ．0

口 綾 部 は や や 外 反 す る。 休 部 は

肥 厚 す る 。

休 部 内 外 面 、 指 頭 圧 痕 が 残 る 。

2 3 9 ク． ク

1 3 ．4

2 ．6

8 ．0

休 部 は 、 内 湾 して 外 上 方 に 立 ち

上 が り、 口縁 部 に い た る 。

一ケ 一ク

2 4 0 ク ク

1 3 ．0

3 ．0

8 ．0

・ケ ・ク に ぷ い 橙 色 。

2 4 1 ク ク

1 1 ．6

2 ．1

6 ．6

休 部 は 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立 ち

上 が り、 口 縁 部 下 が 肥 厚 す る 。
・ク 淡 黄 橙 色 。

2 4 2 〃 ク

1 1 ．4

2 ．5

一ク ノシ 淡 橙 色 。

2 4 3 ク 〃

1 2 ．4

3 ．3

一ケ 一ク 淡 黄 橙 色 。

2 4 4 ケ ′ケ

1 2 ．4

2 ．2

9 ．0

′ケ ク 淡 橙 色 。

2 4 5 ク 〃

1 2 ．9

2 ．5

休 部 は 内 湾 気 味 に 大 き く開 い て

外 上 方 に立 ち 上 が る 。
．ケ 一ク

2 4 6 ク ク

1 1 ．8

2 ．7

6 ．．8

休 部 は 、 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立

ち 上 が り、 口縁 部 は や や 外 反 す

る 。

一ケ 淡 黄 色 。

2 4 7 〃 ク

1 2 ．2

2 ．5

8 ．2

休 部 は 、 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立

ち 上 が る。
ク 淡 黄 橙 色 。

2 4 8 ク ク

1 2 ．7

2 ．4

7 ．6

休 部 は 、 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立

ち上 が る 。

口縁 部 下 が 肥 厚 す る 。

ク 淡 橙 色 。

2 4 9 ク ク

13 ．8

2 ．4

9 ．0

ノケ 一ク i炎黄 色 。

2 5 0 ′ケ ク

1 2 ．6

2 ．7

1 0 ．2

休 部 は 内 湾 して 外 上 方 に 立 ち 上

が り、 口縁 部 に い た る。

ク 淡 黄 橙 色 。

2 5 1 ・ク ク

1 2 ．3

2 ．1

8 ．2

・ケ 一ク ・ク

2 5 2 ク ク

1 2 ．2

2 ．6

休 部 は 内 湾 して 外 上 方 に 立 ち 上

が り、 口 縁 部 に い た る 。

口縁 部 下 が 肥 厚 す る 。

一ケ ク



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 ．備　　 考

2 5 3 S D　 2

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．3 休 部 は 、 平 坦 な 底 部 か ら屈 曲 し 口 縁 部 ヨ コ ナ テP。 淡 赤 橙 色 。

2 ．4
て 、 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 上 が

り、 口 縁 部 に い た る 。

休 部 内 外 面 に 指 頭 庄 痕 が 残 る 。

2 5 4 Jシ ク

1 2 ．7

2 ．4

休 部 は 、 平 坦 な 底 部 か ら屈 曲 し

て 、 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 が

り、 口 縁 部 に い た る 。

口 縁 部 下 が 肥 厚 す る 。

ク 淡 黄 橙 色 。

2 5 5 ク 〃

1 3 ．0

2 ．4

休 部 は 、 平 坦 な 底 部 か ら屈 曲 し

て 、 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 上 が

り 、 口 縁 部 に い た る 。

端 部 を つ まみ 上 げ て い る 。

・ケ 淡 赤 褐 色 。

2 5 6 〃 ク

1 1 ．7

（ 2 ．7 ）

休 部 は 屈 曲 して 外 上 方 に 、 口 縁

部 は 上 方 に 立 ち 上 が る 。

一ク 橙 色 。

2 5 7 ク ク

1 1 ．1

1 ．5

底 部 か ら 屈 曲 し て 口 縁 部 に 立 ち

上 が る。 口 縁 端 部 は 、 ナ デ に よ

り や や 外 反 す る。

口縁 部 ヨ コ ナ テP。 淡 茶 褐 色 。

2 5 8 ク ク

1 3 ．8 休 部 は 内 湾 して 外 上 方 に立 ち上 口縁 部 ヨ コ ナ デ 。 黄 茶 褐 色 。

（ 2 ．1） が り、 口 綾 部 は ナ デ に よ りや や

外 反 す る 。

体 部 内 外 面 指 頭 圧 痕 。

2 5 9 ク 一ケ

1 3 ．1

（ 2 ．1 ）

一ケ 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 淡 茶 褐 色 。

2 6 0 ク ク

1 2 ．4 平 坦 な 底 部 か ら 内 湾 し て 外 上 方 口 縁 部 ヨ・コ ナ テP。 灰 黄 褐 色 。

2 ．2
に 立 ち 上 が る。 口 縁 部 下 が 肥 厚

す る 。 ナ デ に よ り端 部 が や や 外

反 す る 。

休 部 内 外 面 指 頭 庄 痕 。

2 6 1 〃 ク

1 0 ．2

2 ．1

7 ．5

平 坦 な 底 部 か ら 屈 曲 し て 直 線 的

に 外 上 方 に 立 ち 上 が り 、 口 縁 部

は ナ デ に よ り、 外 反 す る 。

ク 淡 黄 橙 色 。

2 6 2 〃 ク

1 1 ．4

2 ．7

体 部 は 内 湾 し て 外 上 方 に 立 ち 上

が り 、 口縁 部 は や や 外 反 す る 。

ク 淡 橙 色 。

2 6 3 ク 一ケ

1 2 ．0

2 ．3

平 坦 な 底 部 か ら、 休 部 は 直 線 的

に 外 上 方 に 立 ち 上 が り 、 口縁 部

は 外 反 す る 。

口 縁 部 ヨ コ ナ テP。 淡 黄 橙 色 。

2 6 4 ク ク

1 3 ．0 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち 上 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 ク

2 ．2

4 ．4

が り 、 口 縁 部 は 外 反 す る 。 休 部 内 外 面 指 頭 庄 痕 。

2 6 5 ク 〃

1 1 ．0

（ 2 ．6 ）

体 部 は 、 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立

ち 上 が り、 体 部 は若 干 肥 厚 し、

口 縁 部 は外 反 す る 。

ク 淡 橙 色 。

2 6 6 ク ク

1 3 ．5

2 ．1

1 0 ．0

休 部 は 、 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立

ち上 が り、 口縁 部 は 外 反 す る 。

ク 淡 黄 橙 色 。

2 6 7 ク ク

1 2 ．3

1 ．9

7 ．4

ク ク に ぷ い 黄 橙 色 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

慧 曇 還 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

2 6 8 S D　 2

土 師 質 土 器

皿

1 2 ．9 体 部 は 内 湾 気 味 に外 上 方 に 立 ち 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 。 淡 黄 橙 色 。

2 ．8

7 ．8

上 が り、 口 縁 部 下 が 肥 厚 し、 口

縁 部 は や や 外 反 す る 。

休 部 内 外 面 指 頭 庄 痕 。

2 6 9 ク ク

1 3 ．3

2 ．4

体 部 は 内 湾 気 味 に外 上 方 に 立 ち

上 が り、 口縁 部 は 外 反 す る 。
〃 抜 橙 色 。

2 7 0 ク ク

1 3 ．4

2 ．4

9 ．0

ク ク 淡 黄 橙 色 。

2 7 1 ク 〃

1 1 ．9

2 ．6

ク ・ケ ク

2 7 2 〃 ク

13 ．0

2 ．5

休 部 は 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立 ち

上 が り 、 口 縁 部 に い た る。

口 縁 部 は 肥 厚 す る 。

・ク ・ケ

2 7 3 ク ・ケ

1 4 ．0

1 ．9

1 0 ．2

平 坦 な底 部 か ら屈 曲 して 外 上 方

に 立 ち上 が り、口 縁 部 に い た る 。

口 縁 部 下 が 若 干 肥 厚 す る 。

ク 橙 色 。

2 7 4 ク ク

1 4 ．4

（ 2 ‘．1）

体 部 は 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立 ち

上 が る 。 口 縁 部 下 が 肥 厚 す る 。
〃 淡 赤 褐 色 。

2 7 5 ク 〃

1 4 ．8

2 ．7

休 部 は 、平 坦 な 底 部 か ら屈 曲 し 、

外 上 方 に 立 ち 上 が る 。 口 縁 部 は

外 反 す る 。

ク 淡 茶 褐 色 。

2 7 6 ク ク

1 5 ．0

2 ．2

9 ．6

平 坦 な 底 部 か ら外 上 方 に 立 ち 上

が り、 口縁 部 下 が 肥 厚 す る。

休 部 内 外 面 指 頭 庄 痕 。 明 茶 褐 色 。

2 7 7 ク 〃

1 8 ．2

（ 2 ．7 ）

体 部 は 直 線 的 に 大 き く 開 い て 外

上 方 に 立 ち 上 が り、 口縁 部 に い

た る。

休 部 外 面 に指 頭 圧 痕 。 淡 黄 橙 色 。

2 7 8 ． 〃 ．ク

1 4 ．0 休 部 は 屈 曲 し な が ら外 上 方 に 立 口 縁 部 、 ヨ コ ナ デ 。 内 面 、 に ぷ い橙

（ 2 ．4 ） ち 上 が る。 休 部 内 外 面 指 頭 庄 痕 。 色 。

外 面 、 黒 褐 色 。

2 7 9 ク ク

14 ．7

2 ．6

9 ．0

休 部 は 内 湾 し て 外 上 方 に 立 ち 上

が り、 口 縁 部 に い た る 。

一ケ に ぷ い 黄 橙 色 。

2 8 0 ク ク

1 4 ．4

2 ．8

9 ．0

体 部 は 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立 ち

上 が り 、 口 縁 部 に い た る。
〃 淡 橙 色 。

2 8 1 ク 〃

1 3 ．7

2 ．5

1 0 ．0

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 に立 ち 上

が り、 口 縁 部 は や や 外 反 す る 。

底 部 の 指 頭 に よ る 凹 凸 が 激 し

い 。

一ク 淡 黄 橙 色 。

2 8 2 〃 〃

1 4 ．1

（ 3 ．0 ）

休 部 は 、 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立

ち 上 が り、 口 縁 部 下 は 若 干 肥 厚

す る 。

ノシ 一ク
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

三 三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

283 S D　 2

土 師 質土 器

皿

14 ．3 休 部 は、大 き く開 いて外 上方 へ 口縁 部 ヨコナ デ。 淡 黄橙 色。

1 ．9
立 ち上 が り、 口縁 部 にいた る。

休 部 か ら口縁部 にか けて肥厚 す

る。

休部 内外 面 に指頭庄 痕 が残 る。

2 84 ク 〃

15 ．8

（1 ．9 ）

休 部 、内湾 気味 に立 ち上 が り、

口縁 部 は やや外 反 す る。

口縁 部 ヨコ ナデ。 にぷ い橙 色 。

2 85 ク ク

26 ．3

2 ．8

ノケ

J

・ケ 灰 白色 。

28 6 〃 〃

15 ．0

2 ．9

一ケ 口縁 部 ヨコナ デ。

内外 面、 比較 的丁 寧 なナ デに よ

る調 整が 行 われて い る。

淡 黄色 。

28 7 ク

土 師 質土器

小　 杯

6 ．9

2 ．1

平坦 な底部 か ら、休 部 は直線 的

に立 ち上が トり、口縁 部 にい たる。

内面 に ロク ロ痕 有 り。 黄 茶褐 色。

28 8 〃 ク

7 ．1

2 ．1

5 ．4

休 部 はや や内湾 気 味 に外 上方 へ

立 ち上 が り、 口縁端 部 を丸 くお

さめ る。

ク 淡橙 色 。

．2 89 ク ク

6 ．1 休 部 は外反 気味 に外 上方 へ立 ち 内面 に ロ クロ痕有 り。 淡 黄色 。

2 ．2

2 ．9

上 が る。 底部 回転 糸切 り痕 有 り。

2 90 ク ク

6 ．1 体 部 は外 反気 味 に外 上方 へ 立 ち 内面 にロ クロ痕有 り。 一ク

1 ．8

3 ．4

上 が る。

口縁 部 はわず か に屈曲 し、 上方

に立 ち上 が る。

口縁 部 ヨ コナデ。

291 ク

土師 質土 器

杯

11 ．7

3 ．4

5 ．9 －

休 部 は直線 的 に外 上方 へ立 ち上

が り口縁部 にいた る。

内面 にロ クロ痕有 り。 淡 黄橙 色 に赤橙

色 が混 じる。

292 ′ケ ク

11 ．3

4 ．1

5 ．4

ク 内外 面 に ロクロ痕 。 灰 黄色 。

2 93 ク 〃

11 ．0 ‾ 休 部 は直線 的 に外 上方へ 立 ち上 内面 、 ロ クロ痕。 淡 黄橙 色。

4 ．1 が り口縁部 にいた る。

口縁端 部 は面取 りされ てい る。

底部 、 回転糸 切 り痕。

294 〃 一ケ

12 ．3

4 ．1

5 ．0

休 部 は直線 的 に外 上方 に立 ち上

が る。

内面 に若 干 ロク ロ痕が 残 る。 淡 黄橙 色。

磨 滅 が著 しい。

295 ク ク

11 ．3 休 部 は外 反気 味 に外 上方 へ 立 ち 内面 にロ クロ痕。 淡 黄色 。

4 ．6

4 ．7

上が る。 口縁 部 ヨ コナデ。

296 ・ ク ク

11 ．3

4 ．3

4 ．0

イ′ 内外 面 1 ロク ロ痕 。 橙 色 。

297 ク ク

11 ．7

3 ．8

．5 ．2

ク 内面 ロク ロ痕 。

底部 回転 糸切 り痕 有 り。

淡 黄色 。
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挿 図番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

慧 曇 還 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

2 9 8 S D　 2

土 師 質 土 器

杯

1 2 ．1 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち 上 内 面 、 ロ ク ロ 痕 。 淡 黄 色 。

3 ．4

5 ．6

が り口 縁 部 に い た る 。 底 部 回 転 糸 切 り痕 。

2 9 9 ク ク

1 2 ．0

3 ．9

4 ．9

ク 一ケ ク

3 0 0 〃 ク

1 2 ．2 休 部 は 中 位 で 屈 曲 し、口 綾 部 は 、 内 面 、 ロ ク ロ 痕 。 ケ

3 ．5

5 ．6

外 上 方 へ 開 い た 立 ち 上 が り を 示

す 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 。

内 面 に指 頭 庄 痕 。

3 0 1 〃 〃

1 2 ．2

3 ．8

4 ．8

休 部 は 、 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち

上 が り、 口縁 部 に い た る 。

内 面 に ロ ク ロ 痕 が 残 る 。 淡 黄 橙 色 。

3 0 2 ク ク

1 3 ．7

（ 3 ．3 ）

ノケ ク 黄 橙 色 。

3 0 3 ク ノシ

1 1 ．8

（ 2 ．9 ）

休 部 は や や 外 反 気 味 に 外 上 方 へ

立 ち 上 が る。
一ク 淡 赤 褐 色 。

磨 滅 が 著 し い 。

3 0 4 ク ク

1 1 ．5

（ 2 ．7 ）

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち 上

が り、 口 縁 端 部 は 面 を な し、 上

方 に つ ま み 上 げ ら れ る。

器 壁 が 他 と比 べ て 薄 い 。

′ケ 淡 黄 橙 色 。

3 0 5 一ケ ク

－
休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ 痕 が 残 る 。 淡 黄 色 。

（ 2 ．1）

5 ．5

が る。 底 部 回 転 糸 切 り痕 が 残 る 。

3 0 6 ク ク

（ 2 ．8 ）

5 ．1

・ケ 内 面 、 ロ ク ロ 痕 。 ′ケ

3 0 7 〃 ク

（ 4 ．0）

4 ．6

一ク 〃 黄 橙 色 。

3 0 8 〃 ク

9 ．2

2 ．5

5 ．5

ク 一ケ 淡 黄 灰 色 。

3 0 9 ク ク
（ 1 ．4）

6 ．5

一ケ 内 面 、 ロ ク ロ 痕 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 が 残 る 。

茶 褐 色 。

3 1 0 ク ク

（ 2 ．9 ）

4 ．8

ク 内 面 、 ロ ク ロ 痕 。 淡 黄 褐 色 。

3 1 1 ク ノケ

（ ？・5）

4 ．4

ク 〃 淡 黄 橙 色 。

3 1 2 ク ク

（ 3 ．4）

5 ．0

ク ク 一ク



挿図番号 遺構 番 号 器　 種

口径

慧 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

3 13 S D　 2
土 師質 土器

杯

（3 ．3）

4 ．0

休部 は直線 的 に外 上 方へ 立 ち上

が る。

内外面 、 ロク ロ 目有 り。 淡黄 色。

3 14 ク ク
（2 ．5）

4 ．6

一ケ 〃 淡黄 橙色 。

3 15 〃 ク
（2 ．6 ）

5 ．2

一ケ 内面 に ロク ロ痕 。 淡樺 色 。

3 16 〃 ク

（2 ．9 ）

5 ．3

ノク 内面 に ロク ロ痕 。

底部 回転 糸切 り痕 。

淡黄 橙色 。

317 ク ク
（2 ．8 ）

5 ．4

一ケ 内面 ロ クロ痕 有 り。 淡 黄色 。

318 ク ・ケ

12 ．0

4 ．2

4 ．8

一ケ 内面 ロク ロ痕 有 り。

底部 回転 糸切 り痕 。

淡 黄色 。

底 部 に煤付 着。

319 〃 〃
（4 ．2）

3 ．7

一ク 一ケ 淡黄橙 色 。

砂 粒 は ほ とん ど

含 まな い。

32 0 ク ク
（3 ．5）

3 ．8

一ケ 一ケ 淡橙 色。

3 21 ク ク

12 ．2

4 ．0

5 ．8

ノシ ク 淡黄 色 。

3 22 〃 〃
（2 ．4 ）

5 ．4

ク ク 一ケ

323 ク

土師 質土 器
16 ．8 底 部 か ら内湾 して 、休 部 は上方 口縁 部 、肩部 は ヨ コナデ で、肩 にぷ い橙 色 。

（9 ．3） に立 ち上 が り、肩 部 は、外 上方 部 に指頭 圧痕 が残 る。 体部 外面 休 部外 面肩 部下

に突 出す る　 口縁 部 は内傾 して 肩部 以 下 に叩 目　 内面 はナデ調 に煤付 着。
鍋

－

○
立 ち上が り、端 部 は丸 くお さめ

る。

ヽ
整。

324 ク ク

20 ．0 休 部 は内湾 して上 方 に立 ち上が 口縁 部 、肩 部 は内外面 共 ヨコナ 内面、 淡橙色 。

（8 ．5） り、肩 部 は外 上方 に突 出す る。 デ 、休 部 は右 上 が りの叩 目が施 外面、にぷい橙色。

口縁 部 は内傾 して立 ち上が り、

端 部 は内傾 す る面 を なす。

され、休 部 内面 ナデ調 整。 体 部外 両肩 部下

に煤付 着 。

32 5 ク 〃

19 ．5 肩部 は断 面三 角形 を呈 し、外上 口縁 部 内外 面 ヨコ ナデ、 肩部外 暗褐色 。

（7 ．1） 方 に突 出す る。 口縁部 は、内傾 面 に指 頭圧 痕が 残 る。休 部外 面 肩部 か ら休部 に
して立 ち上 が るが、端 部 は肥厚 は右上 が りの叩 目、内面 は ナデ か けて煤付 着 。

－

し広 く内傾 す る面 をなす。 調 整。

3 26 一ケ 一ケ

20 ．2 体部 は大 き く内 湾 して立 ち上 が 口縁部 と肩 部 は強 い ヨコナ デ、 橙色 。

（10 ．7）
り、肩部 は断面 三角形 で外 上方 休 部 は外面 右上 が りの 叩 目。内 肩部 以下 に煤 付

に突出 す る。 口縁 部 は内傾 して

立 ち上 が り、端 部 は内傾 す る面

をなす 。

面 はナデ調 整。 着。

3 27 ク 〃

22 ．2

（ 9 ．9）

一ク 口縁 部 と肩 部 は 内 外 面 ヨ コナ

デ。
休 部外 面 は、 上位 に指 頭庄 痕、

中位 に右 上が りの叩 目、休 部内

面 に指 頭庄 痕。

褐灰 色。

休部 に煤 付着 。

ー226－



挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

千 三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

328 S D　 2
土師 質土 器

19 ．7 肩部 は外 上方 に突 出 し、 口縁部 口縁 部外 面 、肩部 は ヨコナ テP。 にぷ い橙 色 。

（4 ．1） は内傾 して立 ち上 が る。端 部 は 休 部外 面、右 上 が りの叩 目。 肩 部 下 に 煤 付

鍋 内傾 した画 をなす 。 内 面ナ テナ調整 。 着 。

329 ク ク

22 ．2 休部 は内湾 し、上 方 に立 ち上が 口縁 部 、肩部 は内外面 ヨコナ デ 橙色 。

（1 1 ．4） り、肩部 は外 上方 に突 出す る。

口縁 部 は内傾 して立 ち上が り、

で肩 部 に は指 頭 圧痕 が残 る。休

部外 面 は右 上 りの叩 日　 内面 は

－

端部 は若 干肥 厚 し、内傾 す る面

を持 つ。

ヽ
ナ テざ調整 。

330 ク ク

33 ．8 休部 は内湾 して上 方 に立 ち上 が 口縁 部 、頚部 の外 面 に指頭 庄痕 淡 黄橙色 。

（16 ．1） り、 口縁 部 は外 反 す る。 が残 る。内面 は横 位 のパ ケ 目調 休 部外 面 の一部
口縁 部 は肥厚 す る。 整 で、 口綾部 内 面 には、若 干指

頭庄 痕 が残 る。

に煤 付 着。

331 ケ ク

35 ．0 口縁 部 は内傾 す る。 口縁 部 内面 、休部 下位 に若 干指 ク

（9 ．0） 双耳 で ある。 頭圧 痕 が残 る。
内面 休部 下位 に指 頭圧痕 。

33 2 ク

土 師質 土器
15 ．6 胴 部 上位 か ら口縁部 にかけ て内 口縁 部 内外面 ヨコナデ 。外 面 口 にぷい 黄橙色 。

（10 ．8） 傾 した立 ち上 が りを示 す。 口縁 縁部 下 と胴部 内外 面 に指 頭庄 痕

釜
部 は肥 厚 す る。 が残 る。 肩部 内面 に粘 土紐 痕が

観 察 で きる。
l

33 3 ク

瓦 質土 器
25 ．4 休 部 はや や内湾 気味 に外 上方 へ 外 面 に指頭 圧痕 有 り。 褐灰 色。

（4 ．3） 立 ち上 が る。 口縁部 は若 干肥厚

して　 端部 ま外

内面 に 8 本 1 単位 の粂線 が 施 さ

揺　 鉢

－

、　 ロ l　 傾す る。 指お さ
えの片 口。

れ、その 上 に横 パ ケが施 され る。

334 ク

瓦 質土 器

鍋

19 ．0

（4 ．6 ）

胴 部 は内湾 して上方 へ立 ち上 が

り、頚 部 で屈 曲 し、外 反 した 口
縁 部 にい たる。

頸 部 と胴部 に指 頭圧 痕有 り。

335 ク ク

（18 ．8 ）

（8 ．3 ）

胴 部 は大 き く内 湾 して、頸 部 で

屈 曲 し上方 に立 ち上 が る。端部

は水 平 面 をなす 。

横 方向 のナ テさ。

336 〃 ク

18 ．8

（4 ．7）

内 湾 した胴 部か ら、頚 部 で屈 曲

し、 口縁部 は やや外 反気 味 に立

ち上 が る。

口縁 部 内外面 と もヨコナ デ。・

337 ク ク

20 ．6 内傾 した胴 部か ら、 やや外 反 し 口縁部 ヨコナ デの 後、指 頭圧 痕 胴部 外面 に煤 付

（4 ．3） た口縁 部 にいた る。端 部 はわず

か に外傾 した面 をなす 。

が残 る。

口縁端 部 に浅 い一条 の凹線 。

着。

338 ク ク

17 ．8

（ 6 ．4）

内傾 した胴部 か ら、 直立 した 口

縁部 にい たる。端 部 は水平 面 を

なす。

ロ クロナデ 。 内面 、灰色 。

外 面 、黒灰 色 。

339 ク 〃

1 1 ．4 大 き く内湾 した胴 部 か ら頚 部で 内面 ヨコナ デ。

（5 ．8） 屈 曲 した後、 や や外反 気味 の 口

縁部 にいた る。端 部 は外傾 す る

面 をなす 。

頸部 に指 頸庄 痕。

34 0 一ケ ク

31 ．6

（5 ．7）

ノシ 内 外 面 ヨコナ デ。

胴部 に指 頭圧痕 。

34 1 ク ・ケ

23 ．2 大 き く内 湾 した胴部 か ら、頸 部 内面 、 ヨコナ デ。

（6 ．6） で屈 曲 した後 、 口縁 部 はわ ずか

に内傾 して立 ち上が る。
端 部 は外傾 す る面 をなす 。

外 面 、頚部 に指 頭庄 痕。

34 2 ク ク

25 ．0 休 部 は大 きく内湾 し、頚 部 で屈 休 部 内面 に一部 ヨコナ テさ。

（6 ．3 ） 曲 して、外 反 した 口縁部 にいた

る。端部 は、外傾 した面 を なす。

頸部外 面 、休部 内 面 に指 頭庄 痕 。

口縁端 部 に一条 の浅 い 凹線 。

－227－



挿 図番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

慧 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

3 4 3 S D　 2

瓦 質 土 器

鍋

2 2 ．6

（1 1 ．5 ）

大 き く内 湾 した 休 部 か ら、 頚 部

で 屈 曲 した 後 、 外 反 気 味 の 口 縁

部 に い た る 。 端 部 は 水 平 面 を な

す 。

休 部 外 面 に指 頭 圧 痕 。

3 4 4 ク ク

1 9 ．4 大 き く内 湾 した 休 部 か ら、 頚 部 口縁 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ の 後 、 指

（ 3 ．6） で 屈 曲 した 後 、 外 反 気 味 の 口 縁

部 に い た る 。 端 部 は 外 傾 した 面

を な す 。

頭 庄 痕 が 残 る 。 口 縁 端 部 に ナ デ

に よ る 凹 線 が み られ る 。

3 4 5 ク

瓦 質 土 器

釜

2 2 ．4 H 縁 部 は 内 傾 して 立 ち 上 が る 。 胴 部 内 面 パ ケ 調 整 の 後 ヨ コ ナ 鍔 以 下 に 煤 付

（ 7 ．1） 鍔 は 、 水 平 に 長 く突 出 。 口縁 端

部 は 内 傾 す る面 を持 つ 。

デ 。 口縁 部 ヨ コ ナ デ 。

鍔 端 部 は 、 ナ デ に よ り凹 状 。

着 。

3 4 6 ク ク

2 0 ．5

（ 7 ．2 ）

一ケ 一ケ ノシ

3 4 7 〃 捨　 鉢

－
未 調 整 の 平 坦 な 底 部 か ら、 外 上 9 本 単 位 の 粂 線 。 内 面 、 赤 灰 色 。

（ 5 ．6）

1 8 ．8

方 に 開 く休 部 を持 つ 。 ロ ク ロ ナ デ 。 外 面 、 に ぷ い 赤

橙 色 。

備 前 焼 。

3 4 8 ノケ ク

2 7 ．2

（ 5 ．0 ）

休 部 は 直 線 的 に 外 方 に 立 ち 上 が

り、 口 縁 部 は 肥 厚 し て 上 方 に 立

ち 上 が る 。 口 縁 部 外 面 に 一 条 の

凹 線 、 内 面 に 弱 い段 を 有 す 。

一ク 備 前 焼 。

3 4 9 ノケ 〃

－
未 調 整 の 底 部 か ら休 部 は 直 線 的 条 線 の 単 位 は 不 明 。 ノシ

（ 4 ．2）

1 7 ．4

に 立 ち 上 が る 。 ロ ク ロ ナ デ 。

3 5 0 ク 〃

3 7 ．0

（ 4 ．3 ）

休 部 は直 線 的 。 口 縁 部 は肥 厚 し

て 、下 方 に わ ず か に拡 張 さ れ る 。

一ケ ク

3 5 1 〃 ク

2 4 ．8

（ 4 ．6 ）

休 部 は 直 線 的 で 、 口縁 部 は 上 下

に拡 張 さ れ る 。

ノン 一ケ

3 5 2 〃 ク

2 9 ．6

（ 6 ．6 ）

直 線 的 に 立 ち上 が っ て き た 休 部

が 外 反 気 味 に 口 縁 部 に い た る 。

口縁 部 は 上 方 に 拡 張 さ れ 、 内傾

す る 。

一ク 一ケ

3 5 3 〃 ク

（ 8 ．1）

休 部 は 、 直 線 的 に 外 上 方 に 立 ち

上 が る 。 口縁 部 は 拡 張 さ れ 、 上

方 に 立 ち 上 が る 。

・ケ ノク

3 5 4 〃 一ケ

2 1 ．6

（ 4 ．0 ）

休 部 は 直 線 的 で 、 口縁 部 は 肥 厚

して 、 下 方 に 拡 張 さ れ る 。

ノシ 〃

3 5 5 〃 －＝ヒ∃互

1 4 ．2 内 傾 した 肩 部 か ら 、 頚 部 は屈 曲 ロ ク ロ ナ テさ。 ・ク

（ 7 ．4 ） して 直 立 し、 玉 縁 状 の 口 縁 部 に

い た る 。

肩 部 に 自 然 粕 が か か る 。

3 5 6 ク 嚢

3 3 ．0

（ 6 ．0 ）

頚 部 は 、 直 立 し、 口 縁 部 は 玉 線

状 を呈 す る 。

ロ ク ロ ナ デ 。 ク

3 5 7 ク ク

3 5 ．0

（ 7 ．8 ）

ノシ ノケ 一ク

－228－



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

慧 曇 喜 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

3 5 8 S D　 2 嚢

4 0 ．6

（ 7 ．9 ）

内 傾 した 肩 部 か ら屈 曲 して 、 頚

部 は 直 立 、 玉 縁 状 の 口縁 部 に い

た る。

ロ ク ロ ナ テ㌔ 備 前 焼 。

3 5 b
ク 小　 壷

（ 8 ．2 ）

5 ．0

底 部 は 広 く、 胴 部 の み 球 形 を 呈

す 。

ロ ク ロ ナ テタ。 瀬 戸 。

3 6 0 ク

青　 磁

椀

14 ．0 休 部 は 内 湾 して 外 上 方 に 立 ち 上 口 縁 部 に 1 条 の 沈 線 と 、 片 切 彫 青 緑 色 粕 。

（r4 ．8 ） が り、 口 縁 部 に い た る 。 端 部 は

丸 くお さめ る 。

りで 幅 広 い蓮 弁 文 が 施 さ れ る 。 胎 土 、 灰 色 。

3 6 1 ク 一ケ

1 3 ．3

（ 4 ．9 ）

一ケ 外 面 口 縁 部 に 雷 文 帯 、 休 部 に 蓮

弁 文 が 施 さ れ る 。 内外 面 貫 入 あ

り。

薄 い 青 緑 色 粕 。

胎 土 、 灰 白 色 。

3 6 2 一ケ 〃

1 4 ．8

（ 4 ．3 ）

ノシ 口 縁 部 内 外 面 に 電 文 帯 が 施 さ れ

る が 、 外 面 は 磨 滅 が 著 し く は っ

き り し な い 。 休 部 内 面 に文 様 が

施 さ れ る 。

淡 緑 黄 色 粕 。

胎 土 、淡 灰 褐 色 。

3 6 3 ク 〃

（1 4 ．6 ）

（ 4 ．9）

一ク 外 面 に ヘ ラ先 に よ る線 描 細 蓮 弁

文 が 施 さ れ る 。 縦 線 と剣 頭 と が

蓮 弁 の 単 位 を 意 識 し て い る 。

内 外 面 貫 入 あ り。

青 緑 色 粕 。

胎 土 、 灰 白 色 。

3 6 4 ク ク

1 3 ．8

（ 5 ．5 ）

・ノケ ‘　一ク ・ク

3 6 5 ノク 〃

1 4 ．3

（ 4 ．5 ）

′ケ ク ク

3 6 6 ク ク

1 3 ．2

（ 5 ．6 ）

〃 休 部 外 面 に ヘ ラ 先 に よ る 蓮 弁 が

施 さ れ る 。 山 形 の剣 頭 は 省 略 さ

れ る。 内 外 面 貴 人 あ り 。

一ケ

3 6 7 ク ク

1 2 ．9

（ 4 ．5 ）

ノシ 口 縁 部 外 面 に 雷 文 帯 、 休 部 外 面

に 幅 広 の 蓮 弁 が 施 さ れ て い る 。

〃

3 6 8 ク 〃

1 3 ．6

（ 4 ．5 ）

一ク 無 文 で あ る 。 淡 青 緑 色 牙由。

胎 土 、 灰 白色 で

部 分 的 に 赤 橙 色

に 発 色　 し て い

る 。

3 6 9 ク ク

1 5 ．0

（ 2 ．8 ）

口 縁 部 は外 反 す る 。 無 文 で 、 内 外 面 貴 人 あ り 。 i炎青 緑 色 粕 。

胎 土 、 灰 色 。

3 7 0 〃 ク

1 6 ．6

（ 2 ．1 ）

ノシ 無 文 で あ る。 青 緑 色 粕 。

胎 土 、 乳 白 色 。

3 7 1 ク ク

（1 3 ．6 ）

（ 4 ．0）

休 部 は 、 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り

口緑 部 は 外 反 す る 。

無 文 で 、 内 外 面 貴 人 あ り。 灰 緑 色 牙由。

胎 土 、 灰 色 。

3 7 2 ク ク

－
底 部 の 器 壁 は 厚 く、 比 較 的 高 く 見 込 に 界 線 あ り。 目跡 が 三 ヶ 所 青 緑 色 牙由。

（ 2 ．8）

6 ．0

し っ か り と し た 高 台 を 持 つ 。 高

台 内 の 削 り は 浅 い 。

認 め られ る 。 内 外 面 貴 人 あ り。

畳 付 、 外 底 は露 胎 し、 赤 褐 色 に

発 足 す る。

胎 土 、 灰 色 。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

慧 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

373 S D　 2
青　 磁

－
底 部 の器壁 が厚 く高 台部 も しっ 見込 に数 ヶ所 目跡 が残 る。 青緑 色辛由。

（3 ．3） か り として安定 感 があ る。休 部 外底 は 、蛇 の 目状 に粕 を削 り取 胎土 、灰 白色 。

は内 湾気味 に外 上方 に立 ち上 が られ　 それ以 外 の全面 に施粕 さ 露胎 部 、赤褐 色。
碗

6 ．1
る。

ヽ
れ る。内外 面 に貴人 あ り。

374 ク ク
（2 ．2）

5 ．2

ク 高台 畳付 まで施粕 され、高 台内

及 び外底 は露 胎す る。 見込 に界

線 あ り。

淡青 緑色 粕。

胎土 、灰 白色 。

375 ク ク

－
端 部 を斜 め に削 り取 り、 畳付 を 粕 は、畳 付 を越 えて、 高台 内面 青緑 色粕 。

（3 ．4 ）

4 ．9

狭 く　した高 台 を持 ち、器 壁 の厚

い底部 か ら、休 部 は、 内湾 して
立 ち上 が る。

途中 まで かか り、外 底 は無粕 。 胎土 、灰 白色 。

376 一ケ ク

－
高 台 内面 を斜位 に削 り取 り、畳 見込 中央 部 は円形 に施 和 されず 薄 い青緑 色粕 。

（2 ．6 ）

7 ．0

付 を狭 く して い る。休部 は内湾

して外 上方 に立 ち上 が る。

露胎 。粕 は、一一部 畳付 を越 えて 、

外底 までか か るが 、大 部分 の外

底 は露胎 。 内外面 に貴 人 あ り。

露胎 部脇 に砂 溶着 。

胎土 、灰 色。

377 ク

青　 磁
－

底 部 は厚 く、休 部 は大 きく開い 粕 は 1 mm の厚 さで施 され 、畳付 濃緑 色粕 。

（3・．5） て、外 上方 に立 ち上が る。畳 付 を越 えて外底 までか か る。 外底 胎 土、 白色 。

は、丸 くお さめ られ る。 は その後　 蛇 の 目状 に牙由を削 り 露 胎部 は赤 く発
盤

11 ．0

ヽ
取 られ る。 色 。

378 〃

白　 磁

皿

（1 ．4）

3 ．8

高台 アー チ状 を呈 す。 白濁色 。

37 9 〃 ク

（9 ．0） ア ーチ状 の高 台 を有す る底 部 か 全面 に施粕 され 、見込 に 目跡 が 灰 白色 粕。

2 ．2

4 ．5

ら、 休部 は内 湾気 味 に外上 方へ

立 ち上が る。

三 ヶ所確 認 され る。 胎 土 、灰 白色。

3 80 ク 土　 錘

全　 長　 3 ．5

直　 径　 8 ．5

重 量（9） 2 ．5

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を呈 す

る。 ほ ぼ中 央 部 に直 径4 ．5mm の
円孔 を穿 つ。

381 ク ク

全　 長　 4 ．1

直　 径　 0 ．9

重 量（9） 3 ．0

土 師 質 の 土 錘 で円 筒 形 を呈 す

る。 円孔 は直 径2 ．5mm 。

382 ク ク

全　 長　 4 ．8

直　 径 1 ．3

重量（9 ） 7 ．0

土 師 質 の 土 錘 で 円筒 形 を呈 す

る。円孔 は直 径 5 mm。

383 ク ク

全　 長 （2 ．1）

直　 径　 0 ．9

重量（9 ） 2 ．0 ．

土 師 質 の土 錘 で 円筒 形 を呈 す

る。円孔 は直 径 4 mm。

384 ク ク

全　 長　 3 ．8

直　 径　 0 ．9

重量（9 ） 4 ．0

土 師 質 の土 錘 で 円筒 形 を呈 す

る。円孔 は直径 3 mm 。

385 〃 〃

全　 長　 3 ．4

直　 径　 0 ．8

重量 （9） 2 ．5

土 師 質 の土 錘 で 円筒 形 を 呈 す

る。円 孔 は直径 4 mm 。

386 ク 〃

全　 長　 3 ．2

直　 径　 0 ．9

重 量（9） 3 ．0

土 師 質 の土 錘 で 円筒 形 を呈 す

る。 円孔 は直径 2 mm 。

38 7 ク ク

全　 長　 5 ．5

直　 径 1 ．1

重 量（9） 6 ．0

土 師 質 の土 錘 で 円 筒 形 を呈 す

る。 円孔 は直径 4 ．5mm 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

十 三 形　　　　　　　　 態 耳　 様　　 手　 法 備　　 考

3 8 8 S D　 2 土　 錘

全　 長　 3 ．2

直　 径　 0 ．7

重 量 （9 ） 2 ．0

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を 呈 す

る 。 ほ ぼ 中 央 部 に 直 径 3 m m の 円

孔 を穿 つ 。

3 8 9 ク ク

全　 長　 3 ．8

直　 径　 0 ．9

重 量 （g ） 3 ．0

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を 呈 す

る 。 円 孔 は 直 径 4 m m 。

3 9 0 〃 〃

全　 長 （ 3 ．3）

直　 径 1 ．0

重 量 （9 ） 2 ．5

一ク 灰 白 色 。

3 9 1 ク 〃

全　 長　 3 ．1

直　 径 1 ．0．

重 量 （9） 3 ．5

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を 呈 す

る 。 円 孔 は直 径 3 m m 。

灰 色 。

3 9 2 ク ク

全　 長　 3 ．6

直　 径　 0 ．8

重 量 （9） 2 ．5

ク

3 9 3 ク ク

全　 長　 3 ．5

直　 径　 0 ．9

重 量 （9） 3 ．0

．ケ 黒 色 。

3 9 4 ク ノク

全　 長　 3 ．1

直　 径 1 ．0

重 量 （9） 3 ．0

ク 灰 色 。

3 9 5 ク ク

全　 長 （ 3 ．0 ）

直　 径　 0 ．9

重 量 （9） 2 ．5

ノシ

3 9 6 〃 ク　 ．

全　 長　 3 ．6

直　 径　 0 ．9

重 量 （g） 2 ．5

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を 呈 す

る 。 円 孔 は 直 径 4 m m 。

3 9 7 〃 ク

全　 長　 3 ．3

直　 径　 0 ．8

重 量 （9） 2 ．5

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を 呈 す

る 。 円 孔 は 直 径 2 m m 。

3 9 8 ク ク

全　 長　 3 ．6

直　 径　 0 ．9

重 量 （9） 3 ．0

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を 呈 す

る 。 円 孔 は 直 径 3 m m 。

3 9 9 ク ク

全　 長 （ 4 ．3）

直　 径 1 ．8

重 量 （9） 1 2 ．5

一ケ

4 0 0 ク 〃

全　 長 （ 3 ．9）

直　 径 1 ．0

重 量 （9 ） 2 ．5

ク

4 0 1 ク ク

全　 長　 4 ．3

直　 径　 0 ．9

重 量 （9） 3 ．0

土 師 質 の 土 錘 で 円＿筒 形 を 呈 す

る 。 円 孔 は 直 径 3 ．5 m m 。

4 0 2 ク

瓦 質 土 器

火　 鉢

（ 8 ．5）

口縁 部 は 内 側 に水 平 に の び る。 二 重 の 突 帯 中 に 斜 格 子 の 文 様 が

つ く。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

慧 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

403 S D　 2 皿
（1 ．3）

4 ．8

休 部 は大 き く開 く。 見込 、蛇 の 目状粕 ハ ギ。

畳付 に砂 溶着 。

伊 万里 系 。

404 〃 猪　 口

7 ．6

（3 ．1）

体部 は 内湾 して外 上方 に立 ち上

が り、 口縁部 は外 反す る。

白色牙由。

胎 土 、乳 白色 。
伊万 里系 。

40 5 ク 皿

12 ．0 断面 逆台 形 の しっか りと した高 粕 が、 休部 中位 か ら下位 にかか 唐 津焼 。

4 ．0 台 を持 つ底部 か ら、休 部 は内湾

気味 に外 上方 に立 ち上が り、 口

る。

見 込 に 目跡 が 5 ヶ所 残 る。底 部

4 ．6
縁部 は外 折 し、端 部 は上方 へ肥

厚す る。

か ら高 台 にか けて は露胎 。

40 6 ク 碗

9 ．9 高台 は断面長 方形 で やや 開 き▼気 体 部下 位 まで粕 が施 され、底 部 唐津 。

7 ．1

5 ．0

味 であ る。体 部 は内 湾 して立 ち

上 が り、や や外傾 して 口縁 部 に

い た る。

か ら高 台 にか けて 、化粧 が けが

な され る。

40 7 ク 〃

－
高 台内 を斜 め に削 られ た、断面 全 面 に施粕 され、畳 付 の み粕 が 京焼 系。

（6 ．2）

4 ．8

三角 形 の高 台 を有す 。休 部 は内

湾気 味 に立 ち上 が り、直線 的 に

上方 に延 びる。

削 り取 られ る。

畳 付 に砂 が溶着 。

4 08 S D ‘ 3
土 師 質土 器

小　 皿

6 ．2 休 部 は、直線 的 に立 ち上 が る。 ロ クロナ デ。

1 ．4

4 ．4

口縁端 部 は面取 りされ、 外傾 す

る面 をなす 。

底部 回転 糸切 り痕 あ り。

409 ク

土 師質土 器

皿

10 ．6 体 部 は、 内湾気 味 に外 上方 へ立 口縁 部 内外面 ヨコナデ 。

3 ．0
ち上 が り、 口縁 部 は屈一曲 してや

や外 反す る。

休部 内外 面指 頭圧 痕 あ り。

410 〃 ク

14 ．0

3 ．9

ク 一ケ

4 11 〃

土 師質 土器

杯

（1 ．7）

4 ．8

休部 は直 線的 に立 ち上 が る。 内面 にロ クロ痕 が残 る。

底部 回転 糸切 り痕 あ り。

4 12 ク 措　 鉢

2 3 ．5

（ 3 ．8）

体部 は直線 的で 口縁部 は上下 に

拡張 され る。

ロク ロナ テさ。 備 前 焼。

4 13 S D　 4

土 師 質土器

皿

14 ．3 体部 は内湾気 味 に立 ち上 が り、 口縁部 ヨコナデ 。

（2 ．3） 口縁 部 は外反 す る。 休 部指 頭圧 痕が 残 る。

4 14 ク 捨　 鉢

－
休 部 は、直 線的 に外 上方 へ立 ち ロ クロ ナデ調整 の後、指 頭圧 痕

（8 ．2）

13 ．2

上 が る。 が残 る。底 部未 調整 。

9 本 単位 の条線 が 下 か ら上 へ施

され る。

415 ク

青　 磁

稜 花 皿

13 ．0 休 部下 位 で屈 曲 し、大 きく外 反 口縁 部 内外面 に 3 条 の沈線 を稜

（2 ．0） して 口縁部 にいた る。端 部 は、

稜 花状 を呈 す る。

花状 に配 す る。内外 面 貫入 あ り。

4 16 ク

青　 磁

碗

－
高台 は断面 長 方形 で、端 部外 側 粕 は高台 外 まで かか る。 緑 色粕 。

（3 ．3）

5 ．4

を削 り、畳 付 を狭 くしてい る。

高台 内 の削 りは、 やや浅 い 。

休部 は内 湾気 味 に立 ち上 が る。

内外 面貴 人 あ り。 胎 土、灰 白色 。

4 17 S D　 7

土 師質 土器

皿

12 ．5 休部 は内湾気 味 に立 ち上が り、 口縁 部 ヨコナデ 。

2 ．5 口縁 部 は若干 外反 す る。 休 部内外 面指 頭圧 痕 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

÷ 三 ‡ 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

4 1 8 S D　 7

土 師 質 土 器

皿

1 5 ．5 休 部 は 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立 ち 口 縁 部 ヨ コ ナ テ P。

2 ．7
上 が り、 口縁 部 下 は ナ デ の た め

肥 厚 す る 。

休 部 内 外 面 指 頭 圧 痕 。

4 1 9 ク 〃

1 2 ．0

（ 2 ．5 ）

ク ・ケ 淡 橙 色 。

4 2 0 ク ク

1 3 ．2

（ 2 ．2 ）

口縁 下 は ヨ コ ナ デ の た め 肥 厚 す

る。
ク 淡 黄 橙 色 。

4 2 1 ク 一ケ

1 1 ，3

（ 2 ．7 ）

休 部 は 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り、

ロ縁 部 下 、 ナ デ の た め や や 肥 厚

す る 。

一ケ 灰 白 色 。

4 2 2 ク

土 師 質 土 器

小　 杯 ＿

6 ．8 休 部 は 直 線 的 に外 上 方 に立 ち上 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

2 ．2

3 ．1

が り、 口 縁 部 に い た る 。 底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り。

4 2 3 ク 一ケ

6 ．0

2 ．4

2 ．8

ク 一ケ

4 2 4 〃 ク

6 ．7

2 ．3

2 ．7

ク ．ケ

4 2 5 ク 〃

6 ．5

2 ．3

2 ．4

ク ク

4 2 6 ク 〃

6 ．6

2 ．4

3 ．0

休 部 は 直 線 的 に外 上 方 に 立 ち 上

が り、口縁 端 部 は や や 内 湾 す る 。

内 面 に ロ ク ロ 痕 。

4 2 7 ク ク

6 ．6 休 部 は 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

2 ．3

3 ．9

が り、 口縁 部 に い た る 。 底 部 回 転 糸 切 り痕 。

4 2 8 ク ク

6 ．2

2 ．2

2 ．9

ク ノケ

4 2 9 〃 ク

6 ．3

2 ．1

3 ．0

〃 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

4 3 0 〃 ク

6 ．4 休 部 は 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が り、 内 面 ロ ク ロ 痕 。

2 ．1

2 ．8

口縁 部 に い た る 。 底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り。

4 3 1 〃 ク

6 ．1

2 ．1

3 ．6

休 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が り 、 口

縁 部 で 外 反 す る 。

内 面 に ロ ク ロ痕 。

4 3 2 〃 〃

6 ．3

2 ．1

2 ．4

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が る 。
一ケ
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

慧 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

4 3 3 S D　 7

土 師 質 土 器

小　 杯

6 ．4 体 部 は 、 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 内 外 面 に ロ ク ロ 痕 。

2 ．3

3 ．0

上 が る 。 底 部 回 転 糸 切 り痕 。

4 3 4 ク 〃

6 ．7

2 ．1

2 ．8

一ケ 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

4 3 5 ク ノシ

6 ．7

2 ．2

2 ．9

一ケ 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 。

4 3 6 〃 ク

6 ．5

2 ．1

3 ．0

一ケ ・ケ

4 3 7 ク ク

6 ．9

2 ．2

2 ．9

一ケ ク

4 3 8 ク ク

6 ．5

2 ．0

2 ．8

ノシ 一ケ

4 3 9 ク ク

6 ．2

2 ．0

2 ．9

ノン ノシ

4 4 0 イ′ ク

6 ．5

2 ．1

3 ．0

ク 内 面 に ロ ク ロ痕 。

4 4 1 ク 〃

6 ．2

1 ．9

2 ．4

・ク 内 面 に ロ ク ロ痕 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 。

4 4 2 ク ク

6 ．5

2 ．3

2 ．7

一ケ 一ク 淡 橙 色 。

4 4 3 〃 ク

6 ．4

2 ．5

2 ．6

一ケ ′ケ 一ケ

4 4 4 ク 〃

6 ．5

2 ．2

2 ．8

ノシ ク

4 4 5 ク 〃

6 ．4

2 ．1

2 ．8

ク ′ケ

4 4 6 ク ク

6 ．6

2 ．3

3 ．3

一ケ ク

4 4 7 ク ク

6 ．6

2 ．1

2 ．8

一ケ 一シ
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 轟　 種

口 径

十 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

4 4 8 S D　 7

土 師 質 土 器

中　 称

6 ．2 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

2 ．3

2 ．8

が り 、 口 縁 部 に い た る 。 底 部 回 転 糸 切 り 痕 あ り 。

4 4 9 ク ク

6 ．8

2 ．0

3 ．3

′ケ ノケ

4 5 0 ク 〃

6 ．8

2 ．0

3 ．2

ク ク

4 5 1 ク 〃

6 ．6

1 ．9

3 ．6

′ケ ・ク

4 5 2
ク ク

7 ．3

2 ．3

3 ．1

′ケ ・ケ

4 5 3 〃 〃

6 ．5

2 ．4

3 ．2

〃 ′ケ

4 5 4 ク 〃

7 ．8

2 ．1

3 ．2

．ケ ノシ

4 5 5 ク ク

7 ，2

2 ．4

2 ．5

一ク ケ

4 5 6
ノク 〃

6 ．7

2 ．3

2 ．5

ク ・ク

4 5 7
ク 〃

8 ．0

2 ．0

3 ．0

一ク 〃

4 5 8
ク ク

6 ．6

2 ．0

2 ．8

ク ′ケ

4 5 9
ク 〃

6 ．0

2 ．2

2 ．2

〃 ・ク

4 6 0 ク ク

6 ．1

2 ．1

3 ．4

一ケ ク

4 6 1 ク ク

6 ．3

2 ．3

2 ．8

ノケ ク

4 6 2
〃 〃

6 ．1

2 ．0

3 ．0

・ク ・ク
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挿 図番 号 遺 構 番 号 甲　 種

口 径

慧 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

4 6 3 S D　 7

土 師 質 土 器

小　 杯

6 ．2 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 、 ロ ク ロ痕 。

2 ．1

3 ．0

が り 、 □ 縁 部 に い た る 。 底 部 回 転 糸 切 り痕 。

4 6 4 ク ク

6 ．1

2 ．1

3 ．2

一ケ 内 面 に ロ ク ロ痕 。

4 6 5 ク ク

7 ．9

2 ．2

3 ．2

一ケ ク

4 6 6 ク ク

6 ．6

1 ．9

3 ．3

・ケ 一ケ

4 6 7 〃 〃

5 ．8

2 ．5

3 ．1

・ケ 一ケ

4 6 8 ク ク

6 ．8

2 ．0

3 ．0

ク ．ケ

4 6 9 〃 〃

6 ．9

2 ．5

3 ．8

一ケ 一ケ

4 7 0 ク ク

7 ．0

（ 1 ．6 ）

一ケ ク

4 7 1 ク ク

－
休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ痕 。

（ 2 ．1 ）

3 ．0

が る 。 底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り 。

4 7 2 ケ ク

（ 1 ．7 ）

3 ．8

ク ノケ

4 7 3 ク ク

6 ．5

2 ．3

3 ．2

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が り、 口 縁 部 に い た る 。

ノケ

4 7 4 ク 〃

6 ．7

2 ．1

3 ．0

‘一ケ ノケ

4 7 5 ケ 〃

7 ．3

2 ．4

3 ．1

一ケ ′ケ

4 7 6 ク ク

7 ．3

2 ．2

3 ．8

ク ノケ 橙 色 。

4 7 7 ク 〃

6 ．6

1 ．9

－　　　 3 ・5

一ケ ノシ ク
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挿 図番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

慧 曇 歪 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

4 7 8 S D ・ 7

土 師 質 土 器

杯

1 1 ．9 休 部 は直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

4 ．5

4 ．0

が り、 端 部 を 丸 くお さ め た 口 縁

部 に い た る。

底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り。

4 7 9 ク ク

1 1 ．2

4 ．0

3 ．8

一ケ ・ケ

4 8 0 ク 〃

1 1 ．0

3 ．8

3 ．8

ク ク

4 8 1 ク ク

1 1 ．0

3 ．8

3 ．8

ク 一ケ

4 8 2 ク 〃

1 1 ．6

3 ．7

3 ．7

一ク 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

4 8 3 ク ク

1 1 ．2

4 ．2

4 ．2

ク 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 。

4 8 4 〃 ク

1 2 ．3

4 ．0

4 ．1

一ケ 一ケ

4 8 5 ク ク

1 1 ．5

3 ．9

3 ．6

ノケ 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

4 8 6 ク ク

1 0 ．9

3 ．2

3 ．4

一ク 一ケ

4 8 7 ク ・ケ

1 2 ．6

3 ．9

3 ．8

一ケ 一ケ

4 8 8 ク ク

1 1 ．6

3 ．8

3 ．4

一ク 一ク

4 8 9 ク ク

1 1 ．4

4 ．2

4 ．3

ノシ ・ク

4 9 0 ク ク

1 0 ．6

4 ．2

3 ．6

ク 一ケ

4 9 1 ノシ ク

1 2 ．9

3 ．7

4 ．2

一ク ケ

4 9 2 ノケ ク

1 2 ．8

4 ．4

4 ．5

ノン ノシ
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

慧 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

4 9 3 S D　 7

土 師 質 土 器

杯

1 1 ．4

4 ．0

4 ．7

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が り 、 端 部 を丸 く お さ め た 口 縁

部 に い た る 。

内 面 に ロ ク ロ痕 。

4 9 4 ク ケ

1 2 ．4

3 ．8

4 ．4

ケ ク

4 9 5 ク ク

1 1 ．3

4 ．5

3 ．4

′ケ 一ケ

4 9 6 ク ノン

1 3 ．0

4 ．1

4 ．2

ク ク

4 9 7 ク ク

1 1 ．8

4 ．0

3 ．4

休 部 は 内 湾 気 味 に 外 上 方 に 立 ち

上 が ．り、 端 部 を丸 くお さ め た 口

縁 部 に い た る 。

・ケ

4 9 8 ク 〃

1 2 ・．4

4 ．1

4 ．0

休 部 は 、 わ ず か に 外 反 気 味 の 立

ち上 が り を示 す 。
ケ

4 9 9 ク ク

1 0 ．8 休 部 は 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

3 ．8

3 ．8

が り、 端 部 を 丸 くお さ め た □縁

部 に い た る 。

休 部 内 面 に 墨 書 が 観 察 で き る が

意 味 不 明 。

5 0 0 ク ク

1 0 ．5

4 ．1

3 ．7

休 部 は 直 線 的 で 、 口縁 部 は 、 や

や 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が る 。

内 面 に ロ ク ロ 痕 が 残 る 。

5 0 1 ク ク

1 1 ．6

3 ．9

3 ．5

ク 内 外 面 に ロ ク ロ 痕 。

5 0 2 ク ク

1 0 ．6 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ痕 。

3 ．5

3 ．8

が り 、 口縁 部 に い た る。 底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り 。

5 0 3 ク 〃

1 1 ．7

4 ．2

4 ．2

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が り 、 や や 内 湾 して 口 縁 部 に い

た る。

一ケ 淡 黄 橙 色 。

5 0 4 〃 ク

1 0 ．8

3 ．7

3 ．9

ク 一ケ ノシ

5 0 5 〃 〃

1 1 ．2

4 ．1

3 ．8

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が り口 縁 部 に い た る 。
・ケ ク

5 0 6 ク ク

1 0 ．5

3 ．8

4 ．0

一ケ 一ク 淡 橙 色 。

5 0 7 ク 〃

1 1 ．1

4 ．0

3 ．8

一ケ ノケ ・ケ
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挿 図 番号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

三 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

5 0 8 S D　 7

土 師 質 土 器

杯

1 1 ．4

4 ．0

3 ．6

休 部 は 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち上

が り、 丸 くお さ め た 口 縁 部 に い

六二る 。

内 面 に ロ ク ロ 痕 あ り。 内 面 、 淡 橙 色 。

外 面 、 橙 色 。

5 0 9 ノケ 〃

1 1 ．9

3 ．7

3 ．8

一ケ イ・ 淡 橙 色 。

5 1 0 ク ク

1 1 ．2 休 部 は 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ 痕 あ り。 淡 橙 色 。

3 ．8

3 ．8

が り、 や や 内 湾 気 味 に 、 口縁 部

に い た る 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り。 砂 粒 を ほ と ん ど

含 ま な い 。

5 1 1 ． ク ク

1 0 ．8

4 ．2

3 ．8

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が り、 □ 縁 部 に い た る 。

ノケ 淡 橙 色 。

5 1 2 ク ク

1 1 ．0

4 ．0

4 ．0

′ケ 一ケ ノケ

5 1 3 ク ク

1 1 ．0

4 ．2

3 ．7

ノケ 一ケ ・ク

5 1 4 ク 〃

1 0 ．5

3 ．6

3 ．7

ノク 一ケ 淡 赤 橙 色 。

5 1 5 ク 〃

1 0 ．7

4 ．3

3 ．8

・ケ ノン 淡 橙 色 。

5 1 6 ノシ 〃

1 1 ．0

3 ．9

3 ．7

イ・ ・ク ノシ

5 1 7 ノン ケ

1 2 ．0

3 ．6

3 ．7

休 部 は 、 や や 内 湾 気 味 に 外 上 方

へ 立 ち 上 が り 、H 縁 部 に い た る 。

口縁 端 部 は 外 傾 し た 面 を な す 。

ク 一ケ

5 1 8 〃 ク

1 1 ．8

3 ．7

3 ．8

休 部 は 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 上

が り、 口 縁 部 に い た る 。 端 部 は

丸 く お さ め る 。

〃 〃

5 1 9 ケ ク

1 0 ．6

4 ．1

4 ．0

一ク ・ケ 一ク

5 2 0 ・ケ ・ケ

1 1 ．5

4 ．2

3 ．5

・ケ ノシ ．ケ

5 2 1 ・ケ ク

1 1 ．6

4 ．5

4 ．0

一ケ ク 一ケ

5 2 2 ク 〃

1 1 ．9

3 ．7

3 ．8

休 部 は 内 湾 して 外 上 方 に 立 ち 上

が り、 丸 く お さ め た 口 縁 部 に い

た る 。

一ケ ク
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挿 図番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

慧 曇 窪 形　　　　　　　　 態 ． 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

5 2 3 S D　 7

土 師 質 土 器

杯

1 1 ．2 休 部 は 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ 痕 。 淡 橙 色 。

4 ．2

3 ．8

が り、 口 縁 部 に い た る 。 端 部 は

丸 くお さ め る 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り。

5 2 4 ク ク

1 1 ．2

4 ．0

4 ．0

一ク 一ケ ・ク

5 2 5 ク ク

I l ・2

3 ．9

3 ．8

〃 ．ケ ク

5 2 6 ク ク

1 2 ．8

4 ．5

4 ．5

ク ノシ ・ク

5 2 7 ケ ク

1 1 ．1

4 ．2

3 ．3

ク ・ケ ・ケ

5 2 8 〃 ク

8 ．6

3 ．2

3 ．0

ク 内 面 に ロ ク ロ痕 。 淡 黄 橙 色 。

磨 滅 が 著 しい 。

5 2 9 ク ク

1 1 ．7

4 ．1

3 ．6

ク ．ケ 一ケ

5 3 0 ク ク

1 1 ．5

3 ．2

3 ．7

ク 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り。

灰 白色 。

5 3 1 ク ケ

1 1 ．6

4 ．1

3 ．4

一ク ク ノケ

5 3 2 ク ク

1 1 ．6

3 ．9

4 ．1

一ケ ク 一ク

5 3 3 ク ケ

1 2 ．6

（ 3 ．1 ）

休 部 は 直 線 的 で 、 口 縁 端 部 は 丸

くお さ め られ る 。

内 面 に ロ ク ロ 痕 。

5 3 4 ク ク

1 2 ．8

（ 4 ．0 ）

一ケ ク

5 3 5 ク ク

1 2 ．2

（ 2 ．7 ）

・ケ ノシ 淡 黄 橙 色 。

5 3 6 ク ノケ

1 2 ．0 休 部 は 内 湾 して 外 上 方 に 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ痕 。 ノク

3 ．6

4 ．1

が り 口縁 部 に い た る 。 端 部 は外

傾 した 面 を な す 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り 。

5 3 7 〃 ク

（ 2 ．4 ）

3 ．7

休 部 は 、 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち

上 が る 。

内 面 に ロ ク ロ痕 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

慧 曇 歪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

5 3 8 S D　 7

土 師 質 土 器

杯

－
休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

（ 3 ．3）

3 ．6

が る 。 底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り。

5 3 9 ク 一ケ
（ 3 ．0 ）

3 ．6

一ク 一ケ

5 4 0 ク ク
（ 3 ．1）

3 ．5

′ク ・ク

5 4 1 ク ク

（ 1 ．7 ）

5 ．5

ク 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

54 2 ク 〃

（ 3 ．1）

4 ，3

ク ク

5 4 3 ク ク

（ 3 ．2）

4 ．5

一ケ 一ク

（

5 4 4 ク ク
（ 2 ．7）

3 ．7

一ケ ・ケ

5 4 5 ク ク

（ 3 ．0）

4 ．0

ク 一ケ

5 4 6 ク ・ケ

（ 1 ．9）

3 ．5

ク ク

5 4 7 〃 〃

（ 2 ．6 ）

4 ．0

一ケ 一ケ

5 4 8 ク ク

（ 2 ．2 ）

3 ．6

ク ・ケ

54 9 ク ノケ

（ 3 ．0 ）

4 ．6

一ケ ′ケ

5 5 0 ク ク

（ 2 ．1）

3 ．4

ノシ ′ケ

5 5 1 ク ク

（ 2 ．7）

4 ．0

ク 一ケ

5 5 2 〃 〃

（ 3 ．6）

4 ．1

′ク ノン
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挿 図番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

票 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

5 5 3 S D　 7

土 師 質 土 器

杯

1 1 ．3 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 内 面 に ロ ク ロ 痕 。 淡 橙 色 。

4 ．1

3 ．9

が り口 綾 部 に い た る 。 底 部 回 転 糸 切 り痕 あ り。

5 5 4 〃 ク

1 0 ．9

4 ．2

3 ．8

一ケ ク ノシ

5 5 5 ク ク

1 1 ．2

4 ．1

3 ．8

・ケ 〃 ・ク

5 5 6 ク 〃
（ 2 ．8）

3 ．9

体 部 は 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が る 。 ・ク ．ケ

5 5 7 ク 〃
（ 3 ．0）

3 ．8

休 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が る 。 ・ケ 一ク

5 5 8 〃 ク
（ 3 ．3）

3 ．8

休 部 は 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が る。 ク 一ク

5 5 9 〃 ．ク

（ 2 ．7）

4 ．0

′ケ 内 面 に ロ ク ロ 痕 あ り。

5 6 0 ク ク

（ 2 ．1）

3 ．9

ク 一ケ

5 6 1 ク ク

（ 2 ．8）

3 ．7

ノシ ・ク

5 6 2 〃 〃

（ 2 ．9 ）

3 ．7

休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上

が る 。

一ク

5 6 3 ク ク

（ 2 ．3 ）

3 ．5

ク ク

5 6 4 〃 〃
（ 3 ．3 ）

3 ．7

ク ・ケ

5 6 5 ク 〃

（ 3 ．0 ）

3 ．5

ノシ 一ケ

5 6 6 ・ケ 〃

（ 2 ．7）

5 ．1

ク ′ク

5 6 7 ク ク

（ 2 ．5）

4 ．0

一ク ノシ
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挿 図番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

十 三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

5 6 8 S D　 7

土 師 質 土 器

杯

（ 2 ．5）

4 ．3

休 部 は 、 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち

上 が る 。

内 面 に ロ ク ロ 痕 あ り。

5 6 9 ク ク

（ 2 ．7 ）

4 ．0

・ク ノシ

5 7 0 ク 〃

（ 3 ．6）

4 ．0

一ケ 一ケ

5 7 1 ク ク

（ 2 ．7）

4 ．2

一ケ ′ケ

5 7 2 ク 一ケ

（ 2 ．4）

3 ．6

ノケ ク

5 7 3 ・ケ ク
（ 2 ．8）

4 ．6

′ク 一ケ

5 7 4 ク 一ケ
（ 2 ．9 ）

3 ．7

一ク 内 外 面 に ロ ク ロ 痕 。

5 7 5 ク ク

（ 2 ．2）

5 ．3

ノシ 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 。

5 7 6 ク ク

（ 2 ．9）

3 ．4

ク 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

5 7 7 ク ク
（ 2 ．5）

4 ．4

ク 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 。

i炎黄 橙 色 。

5 7 8 ク 〃

（ 1 ．5）

4 ．2

ノシ ク ′ケ

5 7 9 ク ク
（ 2 ．1）

5 ．2

′ケ 一ク ノシ

5 8 0 〃 ク

（ 2 ．5）

3 ．8

ノク ク ノシ

5 8 1 〃 〃

（ 1 ．6 ）

3 ．7

ノケ 内 面 に ロ ク ロ痕 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 。

底 部 に 平 行 庄 痕 あ り。

′シ

5 8 2 ク 〃

（ 3 ．2）

3 ．5

ク 内 面 に ロ ク ロ痕 。

底 部 回 転 糸 切 り痕 。

淡 橙 色 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

慧 曇 蓬 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備 ．　 者

5 8 3 S D　 7

土 師 質 土 器

杯

（ 3 ，0）

3 ．2

休 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が る 。 内 面 に ロ ク ロ 痕 あ り。

5 8 4 ク ク

（ 2 ．7 ）

4 ．0

一ケ ク

5 8 5 ケ ク

（ 3 ．1）

4 ．3

ノケ ク

5 8 6 〃 ク
（ 1 ．9 ）

4 ．0

一ケ 一ク 淡 黄 橙 色 。

5 8 7 ク ク

（ 3 ．0）

4 ．4

ノン ク ク

5 8 8 〃 ク
（ 2 ．9）

4 ．4

一ケ 一ケ 淡 橙 色 。

5 8 9 〃 ク

（ 3 ．2）

3 ．7

ノシ 一ケ 〃

5 9 0 ク ク

（ 2 ．0）

4 ．2

・ク 内 面 に ロ ク ロ 痕 あ り。

底 部 回 転 糸 切 り。

一ケ

5 9 1 イ′ 〃

（ 2 ．1）

3 ．8

′シ 内 面 に ロ ク ロ痕 。 淡 黄 橙 色 。

5 9 2 ク 〃

（ 1 ．9 ）

3 ．8

ノン イ′ 一ケ

5 9 3 ケ 一ケ

（ 2 ．1）

4 ．2

一ケ 内 面 に ロ ク ロ痕 。

底 部 回 転 糸 切 り。

5 9 4 ク ク

（ 2 ．7）

4 ．2

ク 一ケ

5 9 5 〃 〃

（ 3 ．2）

4 ．4

・ケ 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

5 9 6 ク ク

（ 3 ．6）

3 ．9

・ク 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

底 部 回 転 糸 切 り。

淡 黄 橙 色 。

5 9 7 ク ク

（ 2 ．3）

（ 3 ．9）

一ク 内 面 に ロ ク ロ痕 。
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挿 図 番号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

慧 曇 蓬 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

5 9 8 S D　 7

土 師 質 土 器

杯

（ 1 ．9 ）

3 ．9

休 部 は 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が る。 内 面 に ロ ク ロ 痕 有 り。 淡 黄 橙 色 。

5 9 9 ク ク

（ 2 ．0 ）

3 ．2

休 部 は 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち上

が る 。
〃 〃

6 0 0 ク ク
（ 2 ．6 ）

4 ．2

ク ク 一ケ

6 0 1 ケ 〃

（‘2 ．3）

4 ．1

ク ′ケ 淡 橙 色 。

6 0 2 ク ク

（ 2 ．2）

3 ．8

一ケ 一ケ 〃

6 0 3 ク ク

（ 2 ．1）

3 ．7

ク 内 面 に ロ ク ロ 痕 。

底 部 回 転 糸 切 り。

底 面 に 平 行 庄 痕 有 り。

一ケ

6 0 4 〃 〃

（ 2 ．2）

3 ．7

一ク 内 面 に ロ ク ロ 痕 。 一ケ

6 0 5 ク 一ク

（ 1 ．9）

3 ．7

一ク 一ク 一ク

6 0 6 ク ・ケ

（ 2 ．3）

3 ．9

．ク ノク ク

6 0 7 ク

土 師 質 土 器

鍋

3 1 ．3 腰 部 で 屈 曲 し た後 、 休 部 は 直 線 内 外 面 にパ ケ 目 が 残 り、 口 縁 部

（1 0 ．3 ） 的 に 立 ち 上 が り、 口縁 部 に い た

る 。 端 部 は水 平 面 を成 す 。

外 面 に指 頭 圧 痕 が み られ る 。

6 0 8 〃 ク

1 8 ．4 肩 部 は 断 面 三 角 形 。 口 縁 部 は 内 口縁 部 内 外 面 と 肩 部 は ヨ コ ナ デ 橙 色 。

（ 5 ．8） 傾 して 立 ち上 が り、 端 部 は 内 傾 ・ で 仕 上 げ られ 、 肩 部 に 指 頭 庄 痕 肩 部 以 下 に 煤 付

し た 面 を な す 。 が 残 る 。 休 部 外 面 に 叩 目 有 り。 着 。

6 0 9 ク 〃

1 9 ．8 、

（ 6 ．0）

ク 一ク に ぷ い 橙 ・色 。

外 面 に 煤 付 着 。

6 1 0 〃 ク

1 7 ．4

（ 5 ．7 ）

ノシ ′ケ 〃

6 1 1 〃 ク

2 2 ．2

（ 4 ．3 ）

ク ク ．ケ

6 1 2 ク 〃

1 0 ．6 肩 部 は 断 面 三 角 形 で 外 上 方 に突 口縁 部 と肩 部 は 強 い ヨ コ ナ テ P。 橙 色 。

（ 4 ．6） 出 す る 。口 縁 部 は 大 き く内 傾 し、

端 部 は 内 傾 した 面 を持 つ 。

休 部 は 内 外 面 と もナ デ 調 整 。 外 面 肩 部 以 下 に

煤 付 着 。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

慧 曇喜 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

613 S D　 7 揺　 鉢

23 ．4 口緑部 は肥 厚 し、上 方 に拡張 さ 条線 は10 本単位 。 内面 、黄 灰色 。

（4 ．8 ） れ る。 ロ クロナ デ。 外面 、灰 白色 。

備前 焼。

614 ク ノケ

31 ．8 休 部 は直線 的 に外上 方へ 立 ち上 条線 は 8 本単位 。 淡橙 色。

11 ．8

14 ．2

が り、や や外反 気味 に U 縁部 に

いた る。 日録 部 は上 下 に拡張 さ
れる。

ロ クロナ テ㌔ 備前 焼。

．6 15 ク 〃

35 ．4

（7 ．9 ）

ノシ 一ケ 内面 、灰 赤色 。

外面 、赤 褐色 。

6 16 ク ク

3 2 ．3 休 部 はやや外 反 して 目線 部 にい 条 線 は10本 単位 。 内面 、灰 色。

（7 ．2） た る。 口縁部 は肥 厚 し上方 に拡
張 され る。

ロ クロナ テさ。 外 面 、灰 白色 。

備 前焼 。

6 17 ク ク

26 ．2 □縁 部 は上方 及 び外 方 に拡 張 さ 条 線 の単位 は不 明。 内面 、褐灰 色 。

（4 ．3） れ る。 ロク ロナデ 。 外 面 、灰 白色 。

備 前焼 。

6 18 〃 ク

－
休部 は直線 的 に外 上方 へ立 ち上 条 線 は、 7 本単位 。 淡黄色 。

（6 ．2）

16 ．0

が る。 ロク ロナデ 、指 頭庄痕 有 り。 備 前焼 。

6 19 ク ク
7 ．6

10 ．4

一ケ 条 線 は、 9 本単 位。

ロク ロナ デ。休 部 内面 に指頭 庄
痕 。

内面 、明青 灰色 。

外 面 、 にぷ い赤

橙 色 。

備 前焼 。

6 20 〃 嚢

3 6 ．0

（6 ．2）

頚部 は直立 し、 目線 部 は、玉縁

状 を呈 す る。
ロク ロナ テP。 灰 赤 色。

備 前焼 。

62 1 ク

青　 磁
－

高台 は、端部 外面 を面 取 りし、 全 面施 牙由後 、外 底 は、蛇 の 目状 淡緑色 寒由。

（2 ．9） 畳付 を狭 く　して い る。 腰部 で屈

曲 した覆　 休 部 は外　　 た立 ち

に粕 を削 り取 られ る。 内外面 貫

、入 †　　　　　 油 く
胎 土 、灰 白色 。

稜花 皿

6 ．6

」後 、　 ロ　　　 反 し 」＼

上が りを示す 。

入 有 り。見 J乙ゝに 1 条 の 沈線 と印

花 文有 り。

62 2 〃

青　 磁

碗

14 ．2 休部 は 内湾気 味 に立 ち上が り口 休 部外 面 に片切 彫 のヘ ラ描 き蓮 濃 緑色 粕 。

（3 ．9） 縁 部 に いた る。 弁 文。 胎 土 、灰 白色。

623 ク ク

－
高台 は断 面長 方形 で 、外面 端部 休 部 に片切 彫 の蓮弁文 。 見込 に ク

（4 ．6）

5 ．5

は面 取 られ‾る。休 部 は内湾 して

立 ち上が る。

一重 の 界線 、 それ に囲 まれ て印

花文 が施 され る。

624 ク ク

－
高 台 は断 面長 方形 で内 傾 し、内 粕 は高台 外面 まで施 され、畳付 、 灰 オ リ　ー ブ 色

（2 ．8）

6 ．9

外 の 端部 は画 取 られ る。高 台内 高 台内 及 び外 底 は露胎 す る。見 粕 。
の削 りは浅い 。 込 は円形 に粕 を削 り取 る。 胎 土 、灰 白色。

62 5 ク ク
（3 ．3）

口縁 部 は端反 りを示す 。 内外 面貴 人有 り。 明緑 白色粕 。

胎 土 、白色 。

626 ク ク

13 ．4

（4 ．1）

休 部 は 内湾気 味 に外上 方へ立 ち

上が り、口縁 部 はわず か に外 反

す る。

貰 入 な し。 オ リ　ー ブ 灰 色

牙由。

胎 土 、灰 白色。

62 7 〃 ク

14 ．0

（2 ．7）

休 部 は 内湾 して外 上方 へ立 ち上

が り、端 反 りの 口縁 部 にい た る。

内外 面貫 入有 り。 淡緑 色 牙由。

胎 土、 白色 。
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挿図番号 遺構番 号 器　 種

口径

÷ 三三 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

628 S D　 7
白　 磁

10 ．0 高台 は アーチ 状 を呈す る。 内外 面 に貴人 有 り。 青 味 がか っ た自

2 ．7 休部 は内湾気 味 に外方 に大 き く 畳付 の一部 を除 い て全面 に粕 が 色 粕。

皿

4 ．2

開 いて立 ち上 が る。 施 され る。見 込 に 目跡 有 り。 胎 土 は白色 。

6 29 ク ク
（2 ．1）

3 ．7

断面 長方 形 で、 やや外 に開 き気

味 の高 台 を有 し、 休部 は内湾 し

て外 上方 に立 ち上 が る。

不 明。 胎 土 は灰 白色 。

焼 成 が極 めて 悪

く粕 は観 察 され

ない 。

630 ク 天 目茶 碗

－
高台 は内反 りで 、高台 脇 を水平 高 台脇 まで寒由が か か り、外 底 か に ぷ い 赤 褐 色

（3 ．1）

4 ．3

に削 る。体部 は 内湾 して外 上方

に立 ち上 が る。

ら高台 脇 にか けて は露 胎。 粕 。胎 土 、灰 白

色 。 露胎 部 、赤
色 あるい は樺色 。

瀬 戸 ・美濃 系。

631 ク 土　 錘

全　 長　 4 ．6

直　 径 1．7

重 量（9） 7 ．5

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を呈 す

る。 ほぼ中央 部 に直径 5 mm の 円

孔 を穿 つ。

6 32 ク ク

全　 長 （2 ．5）

直　 径 1．5

重 量（9） 5 ．0

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を呈 す

る。

円孔 は直 径 5 mm。

6 33 ク ク

全　 長　 4 ．3

直　 径 1 ．6

重 量（9）10 ．0

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を呈 す

る。
円孔 は直径 3 mm 。

63 4 ク

瓦 質土 器

火　 鉢

（4 ．5）

口唇部 は内側 に水平 にの びる。 口縁 部 外面 に 2 本 の突帯 をめ ぐ

ら し、 そ の突帯 間 を施文 帯 と し

て い る。

63 5 〃 ク
（5 ．0）

口綾部 は上方 に立 ち上 が る。

6 36 S D　 9 措　 鉢

33 ．0 体部 は直 線 的に外 上方 へ立 ち上 粂線 は 7 本単 位。 内面 、 にぷ い橙

（7 ．7） が り、 口縁部 は肥 厚 し、上 下 に

拡張 す る。 口縁部 内面 に浅 い段

を有 す。

ロク ロナテさ。 色 。

外 面 、 にぷ い赤

褐色 。

備前焼 。

6 37 ク

青　 磁

稜花 皿

13 ．4

（2 ．1）

休部 は腰 部 で一旦 屈 曲 した後、

外反 して 口縁 部 にい た る。 口縁

端部 は稜 花形 に刻 まれ る。

内外 面 に貴人 あ り。 濃緑色 粕 。

胎土 、灰 白色 。

6 38 ク

青　 磁
－

高台 は端 部 内外 を面取 られ、畳 休 部外 面 に細蓮 弁文 、高 台外 面 濃緑色 粕 。

（3 ．1） 付 を狭 くす る。高 台 内の削 りは
浅 い　 休 部 は内湾 し　 立 ち上が

と高台 脇 に各 々一重 の沈 線。 高

ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′静　ム

胎 土 、灰 白色 。

碗

4 ．5

Y　　 。　　 口　　　　　　　 て l

る。

口内 か ら外 底 にか けて蕗月口し、

そ れ以外 の全 面 に施和 され る。

6 39 〃 土　 錘

全　 長 （2 ．8 ）

直　 径 1 ．5

重量（9 ） 5 ．7

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒 形 を呈 す

る。 ほ ぼ中央 部 に直径 3 mm の円
孔 を穿つ 。

64 0 ノク 碗

－
高台 外面 は垂 直 に、内 面 は斜 め 畳付 は寒由が削 り取 られ、 そ れ以 淡黄 色粕 。

7 ．1

5 ．2

に深 く削 られる。腰 部 が張 り、 外 の全面 に施 粕 され る。 胎土 、淡 黄灰 自
休部 は内 湾 して立 ち上 が る。 内外 面貫 入有 り。

見込 及 び畳付 に砂 i春着 。

色。

京焼系 。

64 1 S D 13
土 師質土 器

皿

9 ．5

（2 ．1）

5 ．6

休 部 は 平 坦 な 底 部 か ら屈 曲 し

て、 直線 的 に外 上 方へ立 ち上が

る。

調整 不 明。 淡黄橙 色。

磨 滅 が著 しい。

64 2 〃 〃

17 ．8 休部 は大 き く内湾気 味 に 開 き、 口縁 部 は ヨコナ テさ。 白色系 。

1 ．9 口縁 部 は ヨコナデ の ため外 反す

る。

休部 は丁寧 なナ デで仕 上 げる。

ー247－



挿図番号 遺構 番号 ．

l

器 種 ！

l
i
l

口径

慧 曇窪 i 形　　　　　　　　 態‾

ll
i

文 様　 手 法　 i

ll
1
l

備　　 考

643 S D 13

土 師質土 器

皿

16 ．7　 ！休 部 は大 きく内湾 気味 に開 き、 口 綾 部 は ヨ コナ デ で 仕上 げ ら ！白色系 二

（1 ．7 ） 口稼部 は ヨコナデ のた め外 反す i

る〇　　　　　　　 i

れ 、休部 内 外面 ：二指頭 庄痕 が残 l

る。

644 ・ ク

土師 質土 器 （．2 ．4 ）

休 部 は内湾 気味 に立 ち上 が る。 内面 にロ クロ痕 、底部 回転 糸切

り＝　　　　　　　　　　　　 l
l
l

l

灰 白色 。

杯

i 5 ．0

645
〃　 l

】

I

〃　　 】
li
】

！2 ．5 ）

休 部 は外 反気 味 に外 上 方へ 立 ち

上 が る。

I

l

内面 にロ クロ痕有 。＝　　 】

I
Ii
I

淡 橙色 。

5 」 i
l

】

646 1
1
l】

ク ！

l
1

】

l

ク　 i
I
ll
ll

－
ク　　　　　　　 l

i

lll
l
ll

内面 に ロ クロ痕有 り二 灰 白 色 （白色 に

－2 ．7 ） 】

l

5 ．。 i

底部 回転 糸切 りこ 近 い ）ニ

647 「 土師 芸土 器 i

】

20 ・8 I

（8 ・2 j　 i
i

休部 は内 湾気 味 こ二上 方 へ立 ち上

が ；）、 口縁 部 は短 く内傾 す る二

口縁 部 内外面 ヨコナ デ。 内面 、淡黄 程 色二

外面 、淡赤 橙 色二

648 ク ノン

32 ．4 休部 は内 湾 して外 上方 へ立 ち上 i ロ縁 部 、休 部 ともヨコナ デで 仕 淡黄橙 色 、 ある

（8 ．5） が り、 ヨコ ナデの ため 口縁 部下 i

で一旦 屈 曲 してか ら外 反す る。 l

上 げ る＝ い は に ぷ い 褐

色＝

休部 内外 面 に煤

付着 。

649 〃

土 師質 土器

釜

－
胴部 は内 傾 して頸 部霊 い た i）、 口稼部 及 び休部 は ナデ に よ り仕 淡黄橙 色 。

屈 曲 した後 、□綾 部 は上方 に立

ち上 が る。 肩部 に外耳 が貼 付 さ

れ る。

上 げ る。

650 ク

23 ．7 休部 は直線 的 に外上方 へ立 ち上 休 部外 面 に指頭 庄痕 有 り。 灰色 。

l
l

瓦　 質

捨　 鉢

（5 ．0 ） が り、 口縁 部 にい たる。 口縁端

部 は外傾 す る面 を有す る。

】

条 線 は上 か ら下 へ 施 され、単 位

は不 明。

トl

65 1 ク

瓦　 質
16 ．4 口縁 部 は内 傾 L 、端部 はわず か 外 面 に指頭 庄痕 有 り。 内面 は灰 色 ＝

（6 ．5 ）
に 内傾 した面 を成す 。肩 部 ；二退

座 した鍔 を持 つ ＝
外面 は灰 白色 こ

鍋

－

l
1
l

65 2 〃 ク

10 ．6

7 ．3

ノン ノン 灰 白色 。

65 3 ・ケ 〃

19 ．2

（3 ．9 ）

内湾 して上 方 に立 ち上が って き

た休 部 は、 頚部 で屈 曲 した後 外

反 した 口縁部 にいた る。

ノシ 灰色 。

l

6 54 〃 揺　 鉢

－
未調 整 の平 坦 な底部 か ら、休部 条 線 は 8 本単位 。 淡黄 橙 色。

（5 ．3 ）

15 ．9

は直 線 的 に外 上 方 へ立 ち 上 が

る。

ロ クロナ デ。

内外 面 に指 豆頁圧 痕 。

備前 焼 。

655 〃 ク

32 ．4

9 ．9

18 ．5

休 部 は直線 的 に外上 方へ 立 ち上

が i）、 口縁 部 は上方 へ拡 張 され

る＝

・ケ

l

赤褐 色 。

備前 焼 。

l
l
l

656 ク ク

28 ．4 休 部 は直線 的 に外 上方 へ立 ち上 条線 は 8’本単 位＝ 内 面、 に ぷい赤

（10 ．5 ）
が り、 口縁 部 は上 方へ拡 張 され 内外 面 と もロ クロナデ 。 褐 色 。

る。

口縁部 内面 に浅 い段 を有す。

口縁 部外 面 に 2 条 の凹線 あ i）こ 外 面 、 にぷい赤

程 色。

657 ク 嚢

33 ．8

（9 ．0 ）

頸 部 は直立 し、 口綾 部 は玉縁 状

を呈 す。

ロクロ ナテP。 灰 赤色 ＝

1
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挿図番号 遺構 番 号 器　 種

口径

票 曇喜 形　　　　　　　　 態

l

文　 様　　　 手　 法 備　　 考

658 S D 13 要

27 ．3

（6 ．3 ）

頚 部 は直 立 して立 ち上が り、□

縁 部 は玉線 状 を呈す 。
ロ クロナ テナ＝ にぷ い赤 褐色 。

備前 焼。

659 〃 士宝E

15 ．1

（5 ．5 ）

一シ ノシ にぷい橙 色 。

備前 焼 。

】

660 〃 聾

34 ．0

（6 ．2 ）

口縁 部 は外 傾気 味 に上方 に立 ち

上 が る＝　口稼部 は N 字状 を呈 す

る。

一ケ 且

661 〃 小　 壷

－
平坦 な底部 か ら胴部 は大 きく内 胴部 に 自然 粕。 内面 、 にぷ い赤

（5 ．9 ）

5 ．1

湾 して上方 に立 ち上 が り、上胴

部 は内 傾す る。

底部 回転糸 切 り。 褐色 ＝

外面 、赤 褐色 。

胎土 、灰 白色 。

6 62 ク 天 目茶 碗

－
高台 は内反 りで高 台脇 を平 坦 に 外 面 、胴部 下位 か ら高台 にかけ にぷ い赤 褐色 。

（．4 ．9 ）

4 ．2

深 く削 る。 休部 は、 内湾気 味 に

外上 方 へ立 ち上 が る。 口縁 部 は

わず か に外反 し、くびれ を持 つ 。

て露胎 。 胎士 、灰 白色 。

瀬戸焼 。

66 3 〃

青　 磁

碗

13 ．9 休部 は 内湾 して外 上方 に立 ち上 休 部外 面 に細 蓮 弁文 こ 青緑色 粕 。

r 4 ．8）
が i）、 口綾 部 に いた るこ 内外 面 に貫入 有 り＝ 胎土 、灰 白色 。

664 ク ・ケ

11 ．3

（4 ．6 ）

ケ 一シ 明緑灰 色粕 。
！胎土 、灰 白色 。

665 〃 ク

－
高 台 は端部 外 面 を面 取 りされ、 畳 付 は粕 が削 年取 られ、外 虞 も 淡 青緑 色粕 。

（2 ．8 ）

5 ．4

畳 付 が狭 くされて い る。

高 台 内の削 りが浅 い。
蛇 ノ 臼状 に粕 が削 り取 られるこ
休部 に蓮 弁文 有 りこ　貫 人が み ら

れ る。

畳付 に砂 溶着 。

胎 土、 灰 白色。

666 〃 〃
（′　3 ．8 ）

5 ．5

ノシ 畳 付 は粕 が削 i）取 られ、外 底 も

蛇 ノ 臼状 に軸 が削 り取 られ る二

見込 に一 重 の界線 、 その 中 に印

花が み られ る＝　高 台 内面 に砂溶

着。

明 濃緑 色粕 ＝

胎 土、 灰 白色。

667 ク

染　 付

碗

18 ．7 休 部 は内湾 して外上 方 に立 ち上 休部 外面 、 口稼部 内外 面 に文様 白色粕 。

（5 ．8 ）
が り、外反 す る口縁部 にい たるこ が濃 青色 に発 色 す る＝　内外 面貫

入 あ りこ

I

胎 土、 灰 白色。

668 ク ノシ

－
高 台 は外面 垂直 、内 面斜 め に削 外底 及 び高台 は露 胎＝　高台 脇 に ノシ

（2 ．8 ）

4 ．3

り取 られ、 見込 中央 部 は肥厚 す

る。休部 は内湾 して立 ち上が る。

l

一重 の界線 、見 込 に蓮 の文様 が 、

あわ い青 色 に発色 す る。高台 に

砂 溶着 ご

669 ク

染　 付
－

高 台 は、断面 三 角形 で外 面端部 畳 付 及 びその周 辺 は辛由が削 り取 白色 粕 。

（2 ．0）
は面 取 られ る。 休部 は内 湾 して

．＿　⊥

られ るこ　芙 蓉手 の皿 で 、呉須 は 胎土 、 白色 ＝

皿

13 ．4

外上 方 に止 ち上 が る。 青 色 に発色 す る＝　畳 付、 高台 内

に砂溶 着。

6 70 ノシ 土　 錘

全　 長　 4 ．2

直　 径 1 ．7

重 量：9 i lO ．2

吉誓 冒 書 芸 蒜 讐 芸 誓 言 I

円了L を穿 つ。

67 1 ノシ 〃

全　 長　 3 ．9

直　 径 1 ．2

重量：9 1 5 ．0

土 師 質 の 土 墓垂で 円 筒 形 を呈 す

る。

円孔 は直径 4 mm 。

67 2 ク 火　 鉢

休 部 は直線 的 に上 方 に立 ち上 が

り口縁 部 に いた る。口縁 部外 面

に 2 条 の貼 付突 帯 を有す る。

内外 面 ともヨコ ナデ。　　　　 l 内 外 面 と　も黒
色 。
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挿図番号 遺構 番 号 器　 種

口径

十 二 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

67 3 S D 13 皿

12 ．5 見込 中央 の器壁 は厚 い 。 高台 外面 付近 まで粕 がか か る。 青 緑色 粕。

3 ．6

2 ．4

休部 は 内湾気 味 に立 ち上が り□ 見込 蛇 の 目状 粕 ハギ。 胎 土、 灰 白色。

縁部 に いた る。 畳付 、高 台脇 に砂 i春着 。 唐 津焼 。

674 〃 ノシ

－
高台 外面 端部 は面 取 られ、 畳付 外面 高台 脇 まで施 粕 され る。 明褐灰 色粕 。

（3 ．2）

5 ．8

を狭 くす る。 高台 内 は斜 めに深

く削 られ る。 休部 は内 湾気 味 に

立 ち上が る。

見込 蛇 の 目状 粕ハ ギ。 胎 土 、淡黄橙 色 。
唐 津焼 。

67 5 ク 天 目茶 碗

1 1．6 端部 外面 を面取 られ、外 に開 く 外面 胴 部 中位 ぐ らい まで施 粕 さ 茶 赤褐 色粕 。

6 ．9

4 ．2

形状 の高 台 を有す る。休 部 は内

湾 して立 ち上 が り、 口縁 部 は一

旦 くびれ て外反 す る。

れ 、そ れ以下 は露 胎。 胎 土 、淡赤橙 色 。

唐 津焼 。

676 ク 鉢

－
幅広 く安 定 した断 面逆 台形 の高 灰赤 色 または 白色 の粕 を内面 に 外 面 暗 赤 灰 色

（4 ．2）

9 ．7

台 を有す る。 休部 は内 湾気 味 に 刷毛 で 塗 る。内面 と外 面畳 付 ま 粕 。

立 ち上 が る。 で施 粕 され る。 胎 土 、灰赤 色。

唐 津焼 。

677 ク 碗

14 ．6

（5 ．2）

体部 は 内湾 して外 上方 に立 ち上

が り口縁 部 にい たる。

内外 面 に貰 入有 り。 にぷ い褐色 粕。

胎 土 、淡橙 色 。

67 8 ク ク

10 ．5

（6 ．8）

ク ク 淡黄緑 色粕 。

胎 土 、灰 白色 。

6 79 S D 14

土 師質 土器

皿

13 ．3

（2 ．1）

休部 は 内湾気 味 に外上 方へ 立 ち

上が り、 口縁 部 にい た る。

休 部 内外面 に指 頭圧痕 。 淡黄橙 色 。

68 0 ク 〃

12 ．7

2 ．1

ノシ 一ケ 一ク

6 81 ク ク

13 ．0 休 部 は内湾 気味 に外 上方 へ立 ち 休 部 内外面 に指 頭庄 痕。 ク

2 ．1

8 ．2

上 が り口縁部 にい たる。

口縁 部 下 は ナ デ の た め肥 厚 す

る。

ヨコナデ調 整。

6 82 ク ク

11 ．3

1 ．9

6 ．0

休 部 は 内湾 して 口縁 部 に い た

る。

休 部 内外面 に指 頭庄 痕 。 橙色 。

683 ク ・ケ

13 ．2 休 部 は 内湾 して 口縁 部 に い た 休 部 内外 面 に指 頭圧 痕 。 淡黄 橙色 。

2 ．5 る。

口縁 下 はナ デ のため月巴J享す る。
口縁部 ヨコナ デ。

684 ク ク

12 ．2

1 ．7

7 ．4

ク ノク 一ケ

68 5 ク

土師 質土 器

杯

－
休 部 は外反 気味 に外 上方 へ立 ち 内面 に ロク ロ痕 。‘ ・ケ

（2 ．0 ）

4 ．8

上が る。 底 部 回転 糸切 り。

686 〃

土 師質土 器
17 ．2 胴 部 は わずか に内 湾気 味 に上 方 外面 肩部 下 に右上 が りの叩 目有 内 面、橙 色 。

（6 ．2 ） へ立 ち上 が る。 口縁 端部 は内偵 り。口縁部 内外 面 、休 部 内面 は、 外 面 、にぷ い橙

した 面 を成す　 肩 部 に断面 ＝角 ヨコナ デで仕 上 げ られる。 色 。
鍋

－

○
形 の鍔 有 り。

外 面 に煤状 炭化

物付 着 。

687 ク

青　 磁

稜花 皿

12 ．4 腰 部 で一 旦屈 曲 した後 、休 部 は 口縁 部 内面 に 3 条の洗 練 がみ ら 濃 緑色粕 。

（2 ．0 ）
外 反 して 口縁 部 にい たる。 口縁

端 部 は稜花 形 に刻 まれ る。

れ る。 内外面 、貫 入有 り。 胎 土、灰 白色 。
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挿図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

慧 曇畳 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

6 88 S D 14 土　 錘

全　 長　 4 ．1

直　 径 1 ．6

重 量（9） 5 ．0

土 師 質 の 土 錘 で 円 筒・形 を呈 す

る。 ほ ぼ 中 央部 に直 径 3 ．5mm の

円孔 を穿 つ。

6 89 S D 15

土 師質 土器

杯

9 ．1

4 ．3

4 ．8

休部 は やや内 湾気 味 に立 ち上が

り、 口縁 部 にい たる。

底部 回転 糸切 り。 淡 黄橙 色。

6 90 ク

土 師質 土器

釜

6 ．8

（7 ．6）

胴 部 上位 は内 湾 し、 内傾 して頚

部 にい た り屈 曲 、口縁 部 は直線 ．

的 に上方 に立 ち上 が る。

ロク ロナデ。 ・ク

6 91 〃

青　 磁

皿

－
高台 は外 面端 部 を面取 られ、畳 外 底 は蛇 の 目状 に粕 が削 り取 ら 濃緑 色粕 。

（1．3）

5 ．0

付 を狭 くす る。 れる。

見 込 に一重 の界線 と印花有 り。

胎土 、灰 白色 。

69 2 〃

青　 磁
－

高台 は端 部外 面 が面取 られ高台 高 台 内面 の途 中 ま で施 和 され 青 緑 色粕 。

（2 ．1）
内 の削 りは浅 い。 休部 は内 湾気

。，．　」　」

る。見込 円形 粕ハ ギ。

′ヽこt．

胎 土 、灰 白色 。

碗

4 ．7

味 に＿迫ち上 が る。 見込 に砂 浴着 。

69 3 ク 稜 花皿

10 ．8 高 台 は断 面三角 形 で、休 部 は内 見 込 に ゴ ム印 染 付 が黒 色 に 発 白色粕 。

2 ．3

6 ．2

湾 して外上 方 に立 ち上 が る。 口

縁 部 は端 反 りを示 し、端 部 は稜

花 形 に刻 まれ る。

色。 胎土 、 白色。

瀬戸 焼、昭和 ～。

694 ク 碗

10 ．5 体 部 は内 湾気 味 に外 上方 へ立 ち 休部 外面 に鋼 ；板染 付 が濃 い青 色 白 っぽ い灰 白色

（3 ．8） 上 が り直 線 的 な 口 縁 部 に い た

る。

に発 色す る。 粕 。

胎 土 、 白色 。

明 治 末 一 大 正
末 。

695 S D 16 皿

14 ．0 休 部 は内 湾気 味 に外 上方 へ立 ち 体部 外面 につ る草 文 、内面 に雪 白色粕 。

（2 ．8） 上 が り、口縁部 は端 反 りを示 す。 の輪 文 があせ た漉 青色 に発 色 す

る。

胎 土 、灰 白色 。

伊 万里 。

‘696 ク ク

11 ．5 高 台 は断面 長方 形 で、外 に 開 き 外 面 高台 脇 まで施 和 され 、見込 淡 黄 オ リー ブ色

3 ．7 気 味 で有 り、端 部外 面 が面取 ら

れ る。休部 は内湾気 味 に外上 方

へ 立 ち上 が る。

蛇の 目状牙由ハ ギ。 粕 。

胎 土 、灰 白色 。

陶器。

697 S E　 l
瓦 質土 器

鍋

22 ．6 休 部 は内 湾 して上方 に立 ち上 が ロ クロ ナデ。 内面 は灰 白色。

（6 ．2） り、直 線 的 な口縁部 に いた る。

端 部 は水平 面 を成す 。

外面 に指 頭庄 痕有 り。 外 面 は灰色 。

698 ク

青　 磁

碗

－
高 台 は、 内面端 部 を面取 られ、 内面 及 び高 台外面 まで施和 され 淡 青緑 色粕 。

（2 ．4 ）

4 ．9

高 台 内の削 りは浅 い。休 部 は高

台 脇 で一旦屈 曲 して、 やや 内湾

気 味 に外上 方へ 立 ち上が る。

る。 体部 外面 に蓮 弁文 、見 込 に

一重 の界 線。

胎 土 、灰 白色 。

699 ク 碗

7 ．0

5 ．7

3 ．9

高 台 は断面 逆台 形 を呈す る。 休

部 は腰 部 で一旦屈 曲 し、，上方 に
直 立す る。

淡 黄色 系灰 白色

粕 。

胎 土 、灰 白色。

700 P　 l

青　 磁

盤

－
外 面端 部 を面取 られ、断 面逆 台 見 込 に印花 文有 り。 濃緑 色粕 。

（3 ．5 ）

9 ．0

形状 の高台 を有 す る底 部 か ら、

休 部 は内湾 して立 ち上 が る。
外 底 は円形 に粕 を削 り取 る。 胎土 、灰 白色 。
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第15表　遺構出土石器観察表

挿 図番号 遺構番 号 器　 種

最 大長

慧 ！讐 ）蓋 至望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

70 1 S K　 58 叩　　 石

11 ．4

9 ．1

3 ．4

4 94 ．0

砂　　 岩

偏 平 な 河 原 石 をそ の ま ま利 用

し、 中央 部 と縁辺 部 に潰痕 がみ

られ る。

70 2 S D　 2 石　　 鍋

口　 径　 20 ．8

器　 高　 7 ．9

胴　 径　 －

底　 径 11 ．2

頁　　 岩

休 部 は直線 的 に外 上方 に立 ち上

が り口縁 部 は肥厚 して作 りだ さ

れて い る。

70 3 S D　 7 石　　 硯

（8 ．6 ）

（8 ．8 ）

1 ．0

70 ．0

ク

大 型 の硯 で大 部分 が欠損 してお

り、陸部 に は使 用痕 が み られ る。

704 S K　 81 砥　　 石

8 ．0

4 ．2

9 ．5

75 ．0

流 紋 岩

断面 長 方形 で 側 面 は垂 直 で あ

る。 1 面 のみ使 用 して い る。

70 5 S K　 52 ク

（11 ．3 ）

14 ．3

4 ．3

11 30 ．0

砂　　 岩

大 型 の砥石 で 断面 は長方 形 を呈

す る。 表 面 と側 面 の 2 両 使 用 し

てい る。

706 S D　 7 ク

（8 ．3 ）

10 ．1

7 ．8

11 28 ．0

〃

上 下端 が欠 損 して いる。

4 面共 使用 してい る。

70 7 ク 〃

（12 ．8 ）

9 ．4

7 ．6

14 60 ．0

〃

大 型 の砥 石 で 断 面 方 形 を呈 す

る。 3 両 を使用 してい る。

70 8 ク ク

（13 ．0）

9 ．6

3 ．5

7 90 ．0

ク

大 部分 が欠 損 して い る。

表 面 の 1 両 の み使用 してい る。

70 9 S D　 9 ク

9 ．4

4 ．9

2 ．1

12 25 ．0

泥　　 岩

断面 は垂 直 に切 ってお り、 裏面

を除 き 3 面使 用 してい る。擦 痕

が認 め られ る。

7 10 S D　 7 ク

（9 ．3 ）

7 ．5

9 ．9

10 10 ．0

不　　 明

大 部分 が欠 損 して い る。

1 面 のみ使 用 して い る。

71 1 S D　 9 一ク

8 ．7

4 ．4

2 ．0

130 ．0

泥　　 岩

断面長 方形 を呈 す る。

4 面共 使用 してい る。

7 12 S D 13 ク

10 ．8

7 ．5

3 ．4

4 60 ．0

砂　　 岩

断面長 方形 を呈 す る。

表 面 と側面 の 3 面 を使用 してい

る。

7 13 S K　 8 1 ク

（5 ．6 ）

5 ．1

1 ．9

82 ．5

流 紋 岩

4 、型 の砥石 で 断面長 方形 を呈 す

る。 4 両共 使用 してい る。

7 14 S D　 7 茶　　 目
直　 径　 18 ．3

11 ．6

3000 ．0

砂　　 岩

約 シ‘が残存 してい る。

7 15 S K　 8 1 石　　 臼
直　 径　 44 ．0

8 ．4

4000 ．0

〃

石 臼 で径 20 cm の幅 で窪 む。摺 目

は磨滅 してお り、細 くな ってい

る。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

慧 ：讐）重責望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

716 S D 12 石　　 臼
半　 径 13．9

6．9
210 0．0

砂　　 岩

下目で、摺目は磨滅 しており細
くなっている。

717 S D　 2 凹　　 石

16 ．7

12．5

7．4

3200 ．0

〃

楕円形を呈 し、中央部は 4 cm幅

で窪む。
周囲に煤付着。

718 S K　81 ク

11．4

11．1

10．2

17 40．0

ク

中央部は幅4 cmで深 さ1 cmに窪
む。

第16表　遺構出土金属器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最大 長

慧 ！讐）茎 葉望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

719 S K 17 煙　　 管

6 ．8

1 ．0

0 ．1
銅

720 S D　 7 ク

5 ．0

1 ．5

0 ．0 4 ク

7 21 S K　 25 ク

10 ．3

1 ．1

0 ．1
ク

第17表　遺構出土木器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

・最大長

慧 ！讐）茎葉望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

722 S D 15 角　　 材

8．8

1．7

1．5
不　　 明

断面方形の材の上下両端に切 り
込みをいれている。

723 S E　 l 木　　 片

10．3 ・

1．9

2．0 ク

断面円形を里 し、上端部にコの
字形に切 り込みを入れている。

72 4 S K　60 板　　 材

10．2

5．0

1．3 ク

上端を削 り、丸みを作っている。
曲物 の底板 の一部 と考え られ

る。

72 5 S D 15 不　　 明

1 1．1＿

3 ．1

1．0 ノケ

上端部を刃物で削っている。小
破片で不明の木製品である。

726 S E　 l 曲物底板

12．7

4．0

0．8 ク

上端部 に丸みを有 してお り、曲

物の底板の一部 と考えられる。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長

慧 璃 歪望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

727 S E　 l 板　　 材

17 ．4

3 ．3

1 ．1
不　　 明

断面 長 方形 で、 上端部 は丸み を

有 して お り、切 り込 み を入れ て

径3m m の円孔 が穿 た れる。

728 〃 ク

8 ．6

8 ．3

2 ．3
ク

厚 さ、 幅 か ら桶状 板 製品 の一部

と考 え られ る。

729 S D 15 不　　 明

8 ．9

7 ．2

2 ．2
ク

断面 長 方形 を里 し、 上端 の一 部

に切 り込 み が見 られ る。

730 ク 〃

4 ．7

10 ．4

1 ．6
ク

断 面長 方形 を呈 し、 両側 面 を削

り出 し、板状 に して い る。

73 1 ク 角　　 材

1 3 ．4

2 ．9

1 ．7
ノク

断 面方 形 を呈 し、上 下両 端 を切

断 して い る。

732 ク ク

15 ．2

2 ．7

2 ．1
ク

断 面方 形 を呈 し、上 下両 端 に切

り込 み を入 れ切 断 して いる。

73 3 一ケ 不　　 明

20 ．6

8 ．7

4 ．1
ク

下 端 の一部 に切 り込 み が見 られ

るが 、用途 は不 明。

73 4 ク ク

33 ．5

0 ．6

0 ．6
〃

上 下両 端 に切 り込 みが はい り用
途 不 明で あ る。

7 35 ク 板　　 材

22 ．5

5 ．0

1 ．0
ク

断面 長方 形 を呈 し上端 を切 断 し

てい る。下 端 は不 明。

7 36 S E　 l 不　　 明

24 ．0

6 ．3

1 ．8
ク

切 り抜 ．きの桶 の一 部 と考 え られ

るが 、細片 で不 明 であ る。

7 37 ク 曲物底 板

30 ．0

9 ．0

1 ．3
ク

周 辺 部 を円形 に丁寧 に削 りとっ

てい る。

738 〃 不　　 明

23 ．6

5 ．1

3 ．9
ク

杭 の 一部 と考 え られ るが、 残存

して い る部分 が少 な く不 明 で あ

る。

739 ク 曲物底板

13 ．7

1 1 ．0

0 ．6
ク

3 枚 の板 を繋 ぎ合 せ、 周辺 部 を

丁寧 に 円形 に削 りとってい る。

740 ク 〃

15 ．8

8 ．7

1 ．0
ク

周辺 を円形 に削 り取 って いる。

約％ が残 存。

74 1 ク 〃

14 ．6

13 ．8

1 ．0
ク

円形 を呈 し、周辺 部 を丁寧 に削

り とってい る。

－254－



い　‥・∴‾∴‘，∴し‘＿、1二・・∴ヽ11∴‥∴＿　∴、　　　、・∴、、

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

慧 ：讐）量歪望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

742 S E　 l 曲物底板

18．0

13．1

1．3
不　　 明

約％残存 している。
円形を呈していたと考えられ、
周辺部は丁寧に削 り　とってい

る。

743 S K　60 ク

25．6

16．7

1．0 ク

約％が残存している。
周辺部を円形に削りとっている
が、磨滅が著しい。

第18表　遺構出土古銭観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 銭　　　 種 初 鋳 年 （西 暦 ） 備　　　　　　　　　 考

7 4 4 S K　 2 0 寛 永 通 宝 日 本 明 正 （1 6 3 6 ）

7 4 5 S K　 2 1 ク ク

7 4 6 S K　 2 2 ク 〃

7 4 7 ク ク ク

7 4 8 S K　 3 7 〃 ク

7 4 9 S K　 6 2 ク 〃

7 5 0 ク ク ク

7 5 1 S K 12 2 ク ク
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4．Loc．43
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Loc．43

1・位置と調査経過

Loc・43は、田村遺跡群の北端部に位置しており、場外整備事業として行われた。田村川から

分かれ、場外場周水路から秋田州へ流れる排水路の工事に伴うものである。字名は柱昌寺中と

呼ばれている。現状は、細勝寺の西を100m南下し、さらに東へと続く、幅約2mの水路であり、

工事計画は、水路幅を3mと拡張し、深さは約2mほどに掘り下げ、コンクリート3面張りに

するものであった。調査区の範囲は、現状の水路部分とわずかな拡張部分であり、東西方向の

部分では道路の下なども工事範囲に入っていたので、調査は工事工程により期間的な問題もあ

って、南北方向と東西方向の部分の2回に分け行われ部分的には工事と並行して調査が行われ

た。

今回の調査範囲は、従来、田村城の外堀が図上で復元され、その存在が明確な部分であった。

調査の結果は水路部分の調査であり、かつ調査面積も狭いので、その全貌を知ることはできな

かったけれども、堀の存在は実証された。

調査期間は昭和57年10－12月にかけての約3か月間であり、調査面積は873I正である。

2．調査概要

調査は、当初、空港拡張範囲の北の場周道路及び水路部分として試掘調査を行った。この試

掘グリッドにおいて、堀の南西コーナーの壁が検出され、また、東の試掘グリッドでは、弥生

時代前期及び中一近世の土拡が検出された。そこで現状の水路及び道路部分については、工事

の段階で調査を行うことにし、それ以外の拡張部分については、事前に調査を行った。

桂昌寺中の西辺にあたる水路部分については工事工程上、まず最初に調査された。その結果、

現状の水路にほぼ重複するように、堀（SDl）が検出された。次いで調査の行われた東西方

向の拡張部分においては、試掘トレンチと同様に、弥生時代前期と中一近世の土肱、及び溝が

検出された。東西方向の掘（SDl）については、北壁のプランが確認されたが最後に一括し

て調査を行った。その結果、堀は南北方向から、直角に東へ曲り、調査区外へと延びているこ

とが確認された。また、東の県道部分の調査区（Loc．42）において、SDlの延長とみられ

る堀が一部検出されている。

3．層序と出土遺物

Loc．43の基本層序は次のとおりである。

第I層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　黄灰色粘質土層
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第Ⅳ層　明褐色粘質土層

第工層耕作土は厚さ約10cm、第Ⅱ層床土は厚さ約5cmを測る。第Ⅲ層黄灰色粘質土層は遺物

包含層であり厚さ約15cmを測る。第Ⅳ層明褐色粘質土層は基盤であり、その上面は遺構検出面

である。堀部分の断面によれば、第Ⅳ層以下には、第Ⅴ層茶褐色粘質土層、第Ⅵ層黒褐色粘土

層がみられた。

遺物包含層である第Ⅲ層からの出土遺物は土師質土器の細片及び近世陶磁器の細片が混在し

ており出土量も少なく、図示できるものはなかった。

4．遺構と遺物

土拡

S KI

S Klは、試掘トレンチにおいて検出された土肱であり、S Dlの北に隣接している。検出

面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径3．92m、短径0．89m、深さ0．37mを測る。平面形は不整方形であり、長軸方向

はN－230－Eを示す。底面はほぼ平坦であり、南端部には、深さ5cmほどの小さな落ち込み

がみられる。また、西壁は、深さ10cm前後の不整形の落ち込みが幅0．86mに張り出し、浅い段

状をなす。断面形は逆台形を呈し、埋土は黒茶褐色粘質土である。遺物は底面上及び10cmほど

上部に面をなし出土しており、壷（2）嚢（3－16）がみられる。石器は磨製石鉄（17）が出

土している。時期は、前期Ⅱと考えられる。

S K2

SK2は、試掘トレンチの北に位置しており、S Klの北に隣接して、検出された。検出面

は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径4．50m、短径0．89m、深さ0．25mを測る。平面形は不整方形であり、長軸方向

はN－140－Eを示す。底面はほぼ平坦であり、壁は垂直に立ち上る。断面形は箱形を呈し、

北半部の底面上には薄く炭化物がみられる。埋土は黒茶褐色粘質土である。遺物は、北半部の

炭化物上部に面をなし出土しており、壷（1）がみられる。

時期は、SKlと同じく前期Ⅱと考えられる。また、中央部をSD4に切られている。

S K3

S K3は、試掘トレンチの東部に位置しており、SD6の西壁に接し、検出された。検出面

は第Ⅳ層上面である。
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規模は、長径0．90m、短径0．73m、深さ0．18mを測る。平面形は楕円形であり、長軸方向は

N－820－Wを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰茶褐色粘質土で

あり、出土遺物はみられなかった。

SK3は、SD6と重複し、切っているので新しく、埋土などからみれば、中一近世の土拡

ではないかと考えられる。

S K4

SK4は、試掘トレンチの東端部に位置しており、SK3の東、S D6の東壁に接し、検出

された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．08m、短径0．83m、深さ0．20mを測る。平面形は楕円形であり、長軸方向は

N－120－Eを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰茶褐色粘質土で

あり、出土遺物はみられなかった。

S K4は、S D6と重複し、切っているので新しく、S K3と同じく中一近世の土拡ではな

いかと考えられる。

S K5

SK5は、試掘トレンチの北東に位置しており、調査区の北東部にかかり検出された。検出

面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径3．08m、短径2．85m、深さ0．68mを測る。平面形は不定形であり、長軸方向は

N－170－Eを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。壁は緩やかに立ち上り、

調査区外へと続いている。埋土は2層に分かれ、上層は灰褐色粘質土、下層は暗灰色粘質土で

ある。出土遺物は、土師質土器小皿（18）、伊万里皿（19）、瀬戸・美濃系の植木鉢（20）がみ

られ、時期的には、18世紀と考えられる。

SK5はSK3と重複し、切っているので、SD3が深く、重複部分は、SD3を完掘した

段階では消滅した。

S K6

SK6は、東の調査区の北部に位置しており、SK7と重複し、調査区の北辺にかかり検出

された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長1．17m、深さ0．22mを測る。平面形は楕円形であり、長軸方向はN－600－

Wを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺

物はみられなかった。

SK6はSK7と重複し、切っているので新しいが、時期は出土遺物もなく不明である。
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S K7

SK7は、東の調査区の北部に位置しており、SK6と重複し、調査区の北辺にかかり検出

された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長0．80m、深さ0．13mを測る。平面形は楕円形であり、長軸方向はN－790－

Wを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺

物はみられなかった。

SK7は、前述のとおりSK6に切られており古いが、時期は不明である。

S K8

SK8は、東の調査区の南部に位置しており、SDlの北壁にかかり検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、長径2．81m、短径2．13m、深さ0．45mを測る。平面形は不定形であり、長軸方向は

N－750－Wを示す。底面は西半部に深さ10cmほどの落ち込みがみられ、北西部には小ピット

が存在する。断面形は不整逆台形を呈する。埋土は黄灰色粘質土であり、出土遺物は伊万里の

紅猪口（21）がみられる。

SK8は、SDl・9と重複し、切っているので新しく、出土遺物からみれば、18－19世紀

と考えられる。

S K9

SK9は、東の調査区の東部に位置しており、SKlOと重複し検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、検出長1．03m、深さ0．39mを測る。平面形は不定形であり、長軸方向はN－250－

Wを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を示す。埋土は茶灰色粘質土である。出土遺物

は土師質土器の杯（27）がみられた。

SK9はSKlOに大部分を切られており古く、時期は，出土遺物から16世紀と考えられる。

S KlO

SKlOは、東の調査区の東部に位置しており、SK9、SDlと重複し検出された。検出面

は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径3．98m、短径1．99m、深さ1．23mを測り、深い。平面形は楕円形であり、長軸

方向はN－810－Wを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土で

あり、下部は水路からの水分により青灰色となる。出土遺物は、伊万里皿（22）、大皿（29）、白

磁菊花皿（23）、瀬戸・美濃系灯明皿（24）、備前捨鉢（25）、産地不明碗（26）がみられた。

SKlOは、SK9、SDlを切っており新しく、時期は、出土遺物から18－19世紀と考えら
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S DI

S Dlは、田村川から分離し、南北方向に流れる水路部分と、東に曲り延びる水路と道路部

分であり、検出された全形はL字状をなしている。検出状態は、調査部分が水路と道路であり、

かつ、工事に並行する調査のために、きわめて難しく、南北部分では、SDlの基底部及び西

壁の一部、南の東西部分においても基底部から壁の半分ほど検出されたにすぎない。

規模は、南北部分では、検出長136m、深さ2．88m、幅5．20－6．80mを測り南端部は南西コー

ナーとなり東へ続いている。北端部はさらに北へ延びると思われる。基底部は、幅2．10－3m

を測り、中央部から北が狭くなっている。また、北から52．4mの部分には、西壁側に幅1．80m、

基底部からの高さ1mほどの段がみられる。底面の高さは、ほぼ平坦であるが、中央部がわず

かに低くなっている。

S Dlの東壁は、そのほとんどが調査区の東壁であり、S Dlの壁として認められる部分は

南から28mの範囲の基底部から0．50m上部まである。西壁は、ほぼ原形が検出されていると考

えられるが、上端部1mほどについては、現状の水路と工事の関係により上部を削られたので

明確にはできなかった。基底部と、明確に検出された両壁の立ち上りからみれば、西壁は比較

的緩やかに立ち上るのに対して、東壁は400ほどの角度をもって立ち上り、やや急傾斜をもっ

ている。

また、北半部の東壁側には、細勝寺の西を区切る土塁状の地形がみられたが、S Dlの東壁

は、完全に土塁状の地形の下に入っており、S Dlとの直接的な関連は認められず時期的に新

しいものと考えられる。

東西部分の規模は、検出長70．80m、幅5．20－6．40m、深さ0．70mを測る。西端部は南北方

向から続き、東端部はさらに東へ延びている。基底部は、幅2．80－3．40mを測り、東端部でや

や細くなっている。南北部分に比べ、深さが浅いのは、南の道路部分及び、北の拡張部分につ

いて、検出面が現状の水路の影響により、S Dlの埋土と共に青灰色を呈し、不明確なために

掘り下げた結果であり、本来はさらに深いと考えられる。

南壁と北壁の立ち上りは、共に緩やかであり、320の角度を測る。両壁の中間部には、部分

的な小段がみられる。底面はほぼ平坦であるが、わずかに東へ低く、傾斜している。

埋土は基本的には青灰色から黒灰色を呈する粘土であり、部分的に砂、砂利層がみられる。

上半部は、現状の水路にあたっており、かなりの撹乱がみられる。また基底部上には、暗青灰

色粘土が薄く堆積しており、その中に多量の木葉がみられ、松笠も混り出土している。

出土遺物の中で特記すべきものは、土師質土器小皿（45－52）、皿（53－58）と御札（60）
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であり、これらの遺物は、南西コーナーより北へ28mの地点において、基底部の暗青灰色粘土

の上面に一括出土している。御札には、文頭に金剛界大日如来を表す梵字（バーンク）がみら

れ、「○　奉樽讃大般若経一部六□」が中央に、その右には、般若菩薩を表す梵字（ジーク）

がみられ、「〇　日反命十六善神□□」、左には、「大永□年□」が読み取られる。これらの出土

状態からみれば、病災を除去するために使用し、一括廃棄されたものである。また、大永年間

は1521－1527年なので、SDlの廃絶時期は16世紀初頭である。他に、埋土中の遺物としては、

土師質土器杯（37）、鍋脚部（38）、備前捨鉢（39）、瀬戸梅瓶（28）、仏飯器（44）、青磁碗（40、

41）、尾戸皿（42、43）がみられる。

以上のように、SDlは、守護代細川氏の城館である田村城の外堀にあたると考えられ、西

辺の南半部から南西コーナー、さらに南辺の一部が検出された。堀の状態としては、基底部の

暗青灰色粘土中に、木葉、松笠がみられ、かつ一括遺物が出土することから、ほとんど水はな

く、空堀のような状況であり、必要に応じて、水を入れたと考えられる。また、堀の機能した

時期としては、細川頼益が土佐の守護代として赴任し、田村へ居城をかまえた1380年から廃絶

時期の大永年間の約150年間と考えられる。

S D2

SD2は、試掘トレンチの北に位置する南北方向の溝であり、調査区の北辺にかかり検出さ

れた。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長3m、幅0．48m、深さ0．12mを測る。方向はN－550－Eを示し、底面はほ

ぼ平坦である。断面形は逆台形を呈し、埋土は黄茶褐色粘質土である。出土遺物はみられなか

った。

SD2は、SD3と重複し、切られているので古く、SD3が15世紀と考えられることから、

15世紀以前の溝である。

S D3

SD3は、試掘トレンチの北に位置しており、東西方向から北へ曲り、調査区の北辺にかか

り検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長は、東西方向12．70m、南北方向2．10m、幅1．10m、深さ0．15mを測る。方

向はN－810－Wを示し、北へほぼ直角に曲る。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。

埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は、土師質土器皿（30－32）、小杯（33）、杯（34－36）

がみられる。

SD3は、SK2、SD2・4・5と重複するが、SD4にのみ切られている。時期は、出

土遺物からみれば、15世紀と考えられる。
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S D4

SD4は、試掘トレンチの北に位置しており、SD3と重複し検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、検出長6．50m、幅0．60m、深さ0．24mを測る。方向は、南北方向でありN－300－

Eを示す。底面は平坦であり、中央部に長径20cm前後の円礫が一列に並べられている。断面形

は逆台形を里し、埋土は自灰色粘土である。出土遺物はみられなかった。

SD4は、前述のとおりSD3を切っているので新しく、埋土などからみれば、近世～近代

にかけての溝と考えられる。

S D5

SD5は、試掘トレンチの北に位置する南北方向の溝であり、SD3に重複し検出された。

検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長2．50m、幅0．40m、深さ9cmを測る。北はSD3に切られ、南は試掘トレン

チの撹乱により切られている。方向はN－80－Eを示し、底面は平坦である。断面形は逆台

形を呈し、埋土は黄白灰色シルトである。出土遺物はみられなかった。

SD5は、S D3と重複し、切られているので古く、15世紀以前の溝である。

S D6

SD6は、試掘トレンチの東に位置する南北方向の溝であり、SK3・4と重複し検出され

ている。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長4．00m、幅0．60m、深さ0．18mを測る。方向はNq20－Wを示し、底面は

平坦である。断面形は逆台形を呈し、埋土は灰褐色粘質土である。出土遺物はみられなかった。

S D6は、SK3・4に切られており古いが、時期は、不明である。

S D7

SD7は、試掘トレンチの中央部に位置する南北方向の溝であり、北部は撹乱を受け、検出

された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長2．20m、幅1．20m、深さ0．41mを測る。方向はN－60－Eを示し、底面は

平坦である。西壁には幅0．20m、深さ0．11mの小段がみられ、断面形は逆台形を呈する。埋土

は黄灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。時期は不明である。

S D8

SD8は、東の調査区の東部に位置する南北方向の溝であり、調査区の北辺にかかり検出さ

れた。検出面は第Ⅳ層上面である。
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規模は、検出長3．80m、幅0．54m、深さ0．17mを測る。方向はN－120qEを示し、底面は

平坦である。断面形は逆台形を呈し、埋土は灰色シルトである。出土遺物はみられなかった。

SD8は、SD9と重複し、切っているので新しいが、時期は不明である。

S D9

SD9は、東の調査区の西部に位置する東西方向の溝であり、SK8、SD8と重複し検出

された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、全長7．40m、幅0．70m、深さ0．21mを測る。方向はN－760qwを示し、底面は平

坦である。断面形は逆台形を呈し、埋土は灰白色粘質土である。出土遺物はみられなかった。

SD9は、SK8、SD8に切られており古く、SK8が18－19世紀と考えられるので中世

の溝ではないかと考えられる。

5．まとめ

Loc・43では、弥生時代前期の土砿2基と中一近世の土肱、溝、さらに土佐の守護代であった

細川氏歴代の居館である田村城館の外堀が検出された。

弥生時代前期の土肱は、SKl・2であり、いずれも水路の拡張部分において、中一近世の

遺構と同一面に検出された。その規模は、両者共に長径4m前後、短径1m弱を測る南北に長

い港状を呈しており、南北に並んでいる。時期は、出土遺物から前期Iと考えられ、周辺部の

Loc・35・44などの調査区においても同時期の遺構が検出されており、前期Iにおける集落の一

部を構成するものと考えられる。SKl・2共に同様な規模を有し、南北に並ぶことから、遺

物の出土量は多いが、同じ性格をもつ土肱であり、墓肱である可能性も存在する。

中酎こおける遺構としては、田村城館の外堀として確認されたSDlと、SD3・5が存在

するが、SD3・5は田村城館に関連する遺構であるか否か不明である。他の土肱、溝につい

ては近世～近代の遺構と考えられるが、不明な点が多い。

田村城館の外堀であるSDlは、西辺と南西コーナーから南辺にかけて検出されており、確

実に堀として確認される部分は基底部と壁の立ち上り1mの範囲であり、壁の上半部、特に西

辺の東壁はほとんど検出することができなかった。確実に検出された部分から堀の全体を推定

すると、上部は幅6m、基底部は幅1m、深さ2m前後を測ると考えられ、やはり大規模なも

のである。また、堀の南辺は東へ延びており、県道部の調査区Loc．42で一部検出され、さら

に東へ延びることが、確認されている。

田村城館については、かつて島田豊寿氏が「長宗我部地検帳」を基にして図上で復元されて

いる。これによると田村城館の範囲は、東辺と北辺は不確定要素が多く明確ではないが、西辺
註1

と南辺は坪境界線にあり、四辺に土塁と堀をもつ。面積は、四町五反以上に及ぶ巨大な城館で

ある。今回の調査で検出した堀は、西辺の南半部から南辺の西部にかけてであり、島田氏によ
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る復元が誤りでない事が明確になった。

SDlからの出土遺物中、大永年間の年号をもつ御札は、田村遺跡群にあってはまれな実年

代を示す資料であり、田村城館の外堀からの原位置を保つ一括出土であることをみれば、その

意義は大きい。この御札の出土により田村城館の廃絶の時期を知ることができる。堀の基底部

から木葉、松笠、木枝等と共に出土していることから、空堀として機能していた段階に廃棄さ

れたことを示している。埋土中の遺物はほとんどみられないことから短期間に埋没したと考え

られ、御札の年号である大永年間、実年代1521－1527年に廃絶したと推定される。また、この

廃絶年代によって、間接的ではあるが田村城館に関連する溝に囲まれた屋敷跡もほぼこの頃に

姿を消した事が推則される。また、御札の文面及び出土状態から病災等を除去するために使用

された後、共伴する土師質土器小皿、杯と一括廃棄されたものである。

註1　島田豊寿「田村城館と守護代町について」『土佐史談』復刊40号19
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第19表　土拡計測表

挿 図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 16 4 図 S K　 l 不整方形 3 ．92 0．89 0．37 N － 2 30－ E 逆　 台　 形

ク S K　 2 〃 4．50 0．89 ‘0．25 N － 14 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 3 楕 円形 0．90 0．73 b．18 N － 82 0－W 逆　 台　 形

〃 S K　 4 ク 1．08 0．83 0．20 N － 12 0－ E ク

第 16 5 図 S K　 5 不定形 3．08 2．85 0．68 N － 17 0－ E ク

ク S K　 6 楕円形 1．17 － 0．2．2 N － 60 0－W ク

〃 S K　 7 ク 0．80 － 0．13 N － 79 0－W ク

ク S K　 8 不定形 2．8 1 2．13 0 ．4 5 N － 75 0－W 不 整逆 台形

ク S K　 9 ク 1．0 3 － 0 ．3 9 N － 25 0－W 逆　 台　 形

S K lO 楕円形 3 ．9 8 1．9 9 1 ．2 3 N － 81 0－W ク

第20表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

三 三 形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 S K　 2 ・＝量ゴ・笠

34 ．2

（ 6 ．6）

口縁 部 は なめ らか に外 反 す る。 口縁 部内 外面 へ ラ ミガキ 。

2 S K　 l ク
（4 ．8）

7 ．8

底部 はやや上 げ底 気 味。 不 明 。 磨 耗 が著 しい 。

3 ク 嚢

20 ．4 口縁 部 は如意 形 に外反 す る。 外 面 ヨコ ナ デ と一 部 縦 のハ ケ

（3 ．8） 口唇 部 に刻 日。有 段部 を もつ。 日。

4 〃 ク

20 ．2

（5 ．0）

18 ．6

口縁 部 は如意 形 に外反 す る。 口

唇部 に刻 目。 胴上 部 に有段 部 を

もつ 。

口縁部外 面 は ヨコ ナデ 。

5 ク ク

20 ．6

（9 ．0 ）

18 ．8

ク 口縁 部 外面 は ヨ コナデ。 胴部 は

パ ケ 目だが 、摩耗 して不 明。

6 ク ク

19・．0

（10 ．0）

18 ．0

一ケ 口縁 部外 面 ヨ コナデ。 外面 は斜

位 の パケ 目。

7 〃 ク

19 ．6

（3 ．2）

口縁 部 は如意 形 に外反 す る。 口

唇部 に刻 目。

口縁 部 外面 ヨコナ デ。

8 ク ク

28 ．0 口縁 部 は如意 形 に外反 す る。胴 外 面 ヨ コナデ の後 パケ 目、 内面

（9 ．2）

25 ．4

部 に有段 部 を有す る。 口唇 部 は

刻 日。
は一部 ナデ 。



挿図番号 遺構 番 号 器　 種

口径

三 三‡ 形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

9 S K　 l 喪

．19 ．8

（12 ．4）

16 ．0

口縁 部 は如意 形 に外反 す る。

口唇 部 に刻 目。

不 明。 磨耗 が著 しい。

10 ク 〃

27 ．8

（12 ．2）

26 ．6

□縁 部 は如意 形 に外 反す る。 口

唇部 に刻 目。胴部 中位 に有 段部 。
外 面斜 位 、縦位 のパ ケ 目。

11 ク 〃

2 1 ．4

（ 5 ．8）

19 ．8

口縁 部 は如意 形 に外 反す る。 口

唇部 に刻 目。
不 明。 磨耗 が著 しい。

12 ク 〃

2 1 ．2 口縁 部 は如意 形 に外反 す る。 口縁 部外 面 ヨコナ デの後 、斜 位

（4 ．6）． 口唇 部 に刻 目。 縦 位 のハ ケ 日。

13 ク 〃

21 ．2

（9 ．4）

18 ．4

一ク 口縁部 内外 面 ヨコナデ 、胴 部外

面 縦 のパ ケ 目。内面 は ナデ調 整。

14 ク ケ

23 ．2

（7 ．8）

21 ．8

一ケ 口縁 部外面 ヨコナ デ、胴 部 縦の

ハケ 目。

15 ク ク
（2 ．8）

7 ．6

底部 は平 底 。 外 面 パケ 目調整 。

16 ク ク
（2 ．8）

10 ．8

底部 はほ ぼ平 底 。 外 面 はナ デ調整 。

挿図番号 遺構 番 号 器　 種

口径

慧 曇 還 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

18 S K　 5

土 師質 土器

小　 皿

6 ．3

1 ．4

2 ．3

体 部 は内湾 して立 ち上が る。 手 控 ね に よ り成形 し、 内外 面 に

指 頭押 圧 が残 る。

19 ク くらわんか皿

13 ．2 休部 は内湾 して立 ち上 が り口縁 見 込 部 にコ ンニ ャク判 に よ る五 伊万 里 。

3 ．4

8 ．3

にいた る。

高台 は断面 三角形 。

弁花 文。

外 面 につ る草文 。 裏銘有 り。

20 ク 植木 鉢

28 ．8 わ ずか に外 反 した頚 部 よ り逆 L 内面 は 口縁 下 まで施 牙由。 瀬戸 ・美濃系 。

（4 ．5） 字状 の 口綾部 へ とい た る。 外 面 口縁 下 に 3 条 の沈 線が み ら

れ る。内外 面 ともに貴人 有 り。

21 S K　 8 紅猪 口

4 ．6

1 ．4

1 ．5

体 部 は内湾 して水平 面 をな し口

縁 へ とい たる。
見込 と口縁 部 に施粕 。 伊万 里 。

22 S K lO 皿

－
高 台 は外面 を垂 直 に内面 を斜 め 見込 に手 措 きによ る五 弁花 文外 一ケ

（1 ．3 ）

4 ．3

に削 る。 底 に 「うず まき福 」の裏銘 有 り。

畳付 け は粕 を削 りとる。

23 ク‘

白　 磁

菊花 皿

7 ．8 休 部 は内湾 して立 ち上が る。 内 面 型 う ち成 形 の 菊 花 皿 で あ

2 ．4

3 ．4

畳付 は内外 面 を面取 りす る。 る。
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R　　　一　ヽ．　　　－イ

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇還 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　 r 考

24 S K lO 灯明皿

10．4 あげ底の底部 より休部は内湾 し 内面及 び口綾 部外面 にのみ施 瀬戸 ・美濃系。

2．2

3．7

て立ち上がる。
内面たち上が りは上方へ立ち上

がる。

粕。貴人有 り。

底面 に墨書がみ られる。

25 ク 捨　 鉢
（3．9）

8．0

体部は直線的に立ち上がる。 条線 は9 本 1 単位で底部にまで

み られる。

備前。

26 ク 碗

13．2 休部は内湾して立ち上が りやや 内面 は蛇の目状に粕ハギが施 さ

4．9

6．0

．外反する口縁へといたる。畳付

けは内外面 を面取 りする。
れる。

外面．は高台脇 まで施粕。

27 S K　 9
土師質土器

杯

－
休部は直線的に外方へ立 ち上が 内面にロクロ痕。

（1．5）

3．5

る。 底部回転糸切 り痕。

28 S D　 l
染　 付

梅　 瓶

（17．5）

17．0

10 ．0

よく張 った肩部 よりや や丸み・を

もって底部へといたる直腰型の

梅瓶。

内面に輪積成形痕。

29 S K lO 大　 皿

40 ．0 休部 は内湾 して大きく外上方に 見込部二重の界線内には、牡丹 伊万里。

6 ．2

22 ．6

立ち上がる。口縁部は．さらに大

きく外反 し、輪花状を呈する。

と蘭の文様が施 される？

外面つる草文及 び外底には裏銘

（福の変字）がみ られる。

30 S D　 3

土師質土器

小　 皿

8．6 平坦な底部より、休部 は内湾 し 内面にロクロ痕。

2．2

4．7

なが ら外方へ と立 ち上がる。 底部回転糸切 り痕。

31 〃

土師質土器

皿

12．7 比較的平坦な底部 より屈曲して 手控ねにより成形。

2．6

9．8

休部は立ち．上がる。

口縁下 はナデにより肥厚。

内外面に指頭押圧が残る。

32 〃 ク

12．8 休部は内湾 して立ち上が り、口 手捏ねによる成形。

2．2

7．0

縁部にいたる。 内外面に指頭押圧が残る。
底部外面 に黒斑有 り。

33 ク

土師質土器

小　 杯

6．6

2．4

3．8

平坦な底部より屈曲 して直線的

に体部か ら立ち上がる。

底部回転糸切 り痕。

34 ク

土師質土器

杯

11．7

4．1

3．8

ク 内面 にロクロ痕が明瞭に残 る。

底部回転糸切 り痕。

35 ク ′ケ

11．8

3．9

4 ．1

〃 一ケ

36 ク 〃

11．7

4 ．7

3．5

平坦で小 さな底部より体部 は少

しくびれて直線的 に立 ち上 が

る。

一ク

37 S D　 l ク
（2．6）

4．9

平坦な底部より屈曲 して直線的

に休部が立 ち上がる。
一シ

38 ク

瓦質土器

鍋　 脚

全　 長（10．9）

直　 径　 4．1

断面形 はほぼ円形。 全面 に指頭圧痕が残る。

－349－



挿 図番号 遺構番 号 器 ．種

口径

三 三三 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

39 S D　 l 捨　 鉢

－
あげ底 気味 の底 部 より休 部 は直 条線 は 7 本 1 単位 。外 面 に指頭 備 前。

（6 ．7 ）

14 ．8

線 的 に立 ち上 が る。 圧痕 が残 る。

40 ク

青　 磁
12 ．7 休 部 は内湾 して立 ち上 が り、直 見込 に印 花文 。

7 ．8 線 的 に口縁 へ いた る。高 台 は内 休部 外面 に は細蓮 弁文 。

碗

5 ．0

面 を垂 直 に、外 面端 部 を丸 くお

さめ畳付 を狭 くす る。

外底 は蛇 の 目状 に粕 をは ぐ。

41 〃 ク

－
高 台 は内 外 面 と も垂 直 に 削 ら 全 面 に施 和 して後 、畳 付 の一部

（3 ．2）

5 ．7

れ 、外 面端 部 を面取 り して畳付

を狭 くす る。

及 び外 底 を蛇 の 目状 に牙由ハ ギす

る。 見込 に 「清 ・記 ・何 」 の字
がみ られ る。

4 2 ク 皿

1 3 ．1 休部 は内湾 して 立 ち上が り、 短 内面 は 蛇 の 目状 に粕 をか き と 尾戸 。

4 ．9

4 ．9

く外 反 す る口縁 部へ とい た る。

高台 は内側 を斜 め に削 り端 部外

面 を面取 りす る。

る。

外 面 は高台 脇 まで施 粕 。

4 3 ク 〃

12 ．8

4 ．6

4 ．1

休部 は内湾 に立 ち上 が り口縁へ

といた る。

畳付 は 内外面 を削 り とる。

一ケ 一ク

44 ク 仏 飯器

5 ．9

4 ．8

3 ．2

中空 の脚 部 は内傾 して立 ち上 が

り、 内湾 した休部 を持 つ杯 部へ

続 く。

瀬戸 。

4 5 〃

土 師質土 器

小　 皿

6 ．9 凹凸 の あ る底 部 より内湾 した体 手 捏 ね成形 に よ り内外 面 に指 頭

1 ．9

3 ．8

部へ・といた る。

口縁 下 が肥厚 す る。

庄 痕が 残 る。

46 ク ク

6 ．6

1 ．7

2 ．3

全 体 的 に内湾 した体部 で あ る。

底 部 は若 干肥 厚 し口縁 端部 は丸

くお さめる。

一ク

47 ク 〃

6 ．3

1 ．6

2 ．2

内湾 した休部 。器 壁 は全体 的 に

薄 いが底 部 は若干 肥厚 す る。

外 面 に指頭圧 痕 が残 る。

48 ク ク

6 ．3 若干 肥厚 した底部 よ り内湾 して 手 捏 ね成形 によ り、 外面 に指 頭

1 ．6

3 ．7

外方 へ立 ち上 が った休 部。 口縁

端部 は丸 くお さめ る。

庄 痕が残 る。

49 ク 〃

6 ．1

1 ．6

1 ．3

全 体 的 に内湾 した休部 。底 部 は

若 干 肥厚 し、 口縁 端部 は丸 くお

さめ る。

一ケ

50 ク ク

6 ．6

1 ．8

1 ．2

底 部 が若干 肥厚 した内 湾す る休

部 を もつ。

口縁下 が やや肥 厚 す る。

一ク

5 1 ク ク

6 ．7

1 ．6

1 ．3

底 部 が若 干肥厚 した内 湾す る休

部 を もつ 。

体 部 はや や肥厚 す る。

ク

52 ク 〃

6 ．7

1 ．5

1 ．2

若 干 肥厚 した底 部 より内湾 して
外 上 方 に立 ち上 が った体 部 。 口

縁 端部 は丸 くお さめ る。

ク

53 ク

土 師質土 器
12 ．6 比 較 的平 らな底 部 より屈 曲 して 手捏 ね成 形 に よ り内外 面 に指頭

1 ．9 外 反気 味 に立 ち上 が った休部 。 庄痕 が残 る。

皿

7 ．3

口縁下 は肥 厚す る。 底面 に黒 斑が み られ る。
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

三 三三 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

54 S D　 l
土 師質土 器

皿

11 ．8 比 較 的平坦 な底 部 よ り屈 曲 して 手 捏 ね成 形 に よ り内外 面 に指頭

2 ．3

7 ．9

内湾気 味 に立 ち上が った休部 。

口縁下 が肥厚 す る。
圧 痕 が残 る。

5 5 ク ク

11 ．8

2 ．1

7 ．4

比 較的 平 らな底 部 よ り屈 曲 して

内 湾気 味 に立 ち上が っ た休 部 。
底 部及 び 口縁 下 は肥厚 す る。

ク

56 ・ケ ク

11 ．9 底 部 よ り内 湾気 味 に立 ち上 が っ 手 捏 ね成形 によ り内外面 に指 頭

2 ．0

8 ．0

た体 部。 口縁 下 は肥厚 す る。 庄 痕 が若干 残 るが、 ナ デ によ り

丁 寧 に仕上 げ る。

57 ク ク

12 ．5 休部 は底 部 よ り屈 曲 して やや 内 手 捏 ね成形 に よ り内外 面 に指 頭

2 ．5
湾気 味 に立 ち上が る。

口縁 下 はナデ の ため若 干肥 厚す

庄 痕 が残 るが、 仕上 げ は ヨコナ

デ に よる。

8 ．7
る。 底部 に平 行庄 痕。

58 〃 ク

12 ．0 休 部 は内 湾気 味 に外 上 方へ立 ち 手捏 ね 成形 に よ り内外 面 に指頭

2 ．1

7 ．3

上 が る。 口縁下 はナデ に よ り肥

厚 す る。
圧痕 が 残 るが、仕 上 げ はヨ コナ

デ に よる。

5 9 ク 天 目茶碗

11 ．2 内湾 して立 ち上 が った体 部 が一 内面 及 び外面 口縁 下％ の ところ 瀬 戸。

（5 ．5） 旦 垂直 方 向に の び、 口縁 下 で一

度 くびれ た後、 短 く外反 す る口

縁 へ とい た る。 高台脇 を平 らに

削 る。

まで 施粕 。

粕 調 は にぷ い赤褐色 を呈す る。

l

第21表　遺構出土石器観察表

1

7

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

慧 ：讐）茎葉望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

17 S K　 l 石　　 鉄

3．1

1．1
0．4
2．3

頁　　 岩

先端部と基部が欠損する。全体的によく研
摩されている。

第22表　遺構出土木器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

慧 ：讐）重宝望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

60 S D　 l 御　　 札

（24．4）

4．4

0．9
杉

頭部を圭頭とし、下端部は欠損する。
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D L＝7．00m
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第165図　SK5～9
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第I層　撹乱

第Ⅱ層　表土

第Ⅲ層　青灰色ヘドロ

第Ⅳ層　青灰色粘土

第Ⅴ層　暗青灰色粘土

第Ⅵ層　青灰色砂礫土

第Ⅶ層　褐色粘質土

第Ⅷ層　茶褐色粘質土

第Ⅸ層　褐色砂

第Ⅹ層　黄褐色粘土

第刃層　灰色粘土

第ⅩⅢ層　青灰色礫

第工屠　青灰色砂

第Ⅱ層　暗青灰色粘土

第m層　青灰色砂礫

第Ⅳ層　褐色礫

第I層　盛土　　ⅩⅣ

第Ⅱ層　表土

第m屠　明茶褐色粘土

第Ⅳ層　暗茶褐色粘土

第Ⅴ層　暗青灰色粘土

D L＝7．00m

第Ⅵ層　黄褐色粘土　　　第氾層　褐色粘土

第Ⅶ層　明青灰色粘土　　第双層　暗褐色粘土

第Ⅷ層　明青灰色粘土　　　第溜層　明青色粘土

第Ⅸ層　暗青灰色粘土　　　第m層　砂礫

第Ⅹ層　黒灰色粘土　　　第ⅩⅤ有　明黒灰色粘土

0

第166図　SDlセクション
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第I層置土　　　　第Ⅵ層青灰色小砂利

第Ⅱ層暗灰茶色粘土　　第Ⅶ層灰色礫

第Ⅲ層茶灰色粘土　　第Ⅷ層暗青灰色粘土

第Ⅳ層　灰色粘土

第Ⅴ層　暗灰色粘土

D L＝7．00m
0

⊆工「一丁一丁一一十一一一一一一一＿＝∃m

第167図　SDlセクション
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5．Loc．48



Loc．48

1．位置と調査経過

Loc・48は、空港拡張範囲の南に位置しており、県道の地下道化工事に伴い、設定された調査

区である。Loc・48の字名は三ノ戸であり、下田村分に含まれる。調査期間は昭和57年10月から

昭和58年6月にかけてである。調査面積は2，383r正である。県道は、空港拡張範囲の中央部を

南北に走っており、拡張計画の当初より地下道化が考えられていた。地下道部分は空港拡張範

囲内に含まれ、地下道に至る取付け道路は、幅約20mで北が約125m、南は約250mの拡張が計

画されていた。調査は、まず試掘トレンチにより遺構、遺物の存在を確認し、検出された場合

は拡張することとしたが、諸般の事情により、Loc．48全体では5次にわたる小面積ごとの調査

であった。最終的には北と南の2か所の調査区となり、北をA区、南をB区と呼ぶこととした。

A区は県道の東と西のトレンチ状の調査区であり、県道部分は北端部の堀の部分のみ調査され

た。B区では一部未調査部分が残された。

2．調査概要

Loc・48は空港拡張範囲外の南部であるが、調査区の西には、室町一戦国時代に台頭した有力

国人である千屋氏の居館とされている千屋城跡が存在しており、千屋城関係の遺構の存在が考

えられた。A区の調査では、北端部に堀と考えられるSDlが検出され、千屋城の外堀ではな

いかと推定された。また、その南部においても、SDlと同様に堀の一部ではないかと考えら

れるSD6が検出された。他の遺構としては、土肱と溝、ピットが北半部に検出されたが、土

肱は近世及び近～現代のものがほとんどであり、また、溝とピットは時期不明なものが多く、

中世の遺構として時期を決定できるものはほとんど存在しなかった。

B区の調査では、千屋城跡の東に隣接しているため、A区よりさらに千屋城関係の遺構の検

出が期待されたが、一部を除き、近～現代の土拡及び時期不明のピットが多く検出された。し

かしSD17がSDl・6と同じく堀と考えられる他に、SD14－16、SK38など確実に中世と

考えられる遺構も存在している。また、掘立柱建物址は、SB1－8が検出されたが、これら

も中世と考えられる。

3．層序と出土遺物

Loc．48の基本層序は次のとおりである。

第I層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　黄褐色粘質土層

第Ⅳ層　明褐色粘質土層
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第I層耕作土は厚さ10cm、第Ⅱ層床土は厚さ5cmを測る。第Ⅲ層黄褐色粘質土は、遺物包含

層であり、厚さ5－15cmを測るが、遺物の出土数は少なく、近世一近代の遺物が中心である。

第Ⅳ層明褐色粘質土層上面が遺構検出面であり、厚さ約20cmを測る。第Ⅳ層下には暗茶褐色粘

質土層、黒褐色粘質土層、茶褐色砂質土層、青灰色砂層などがみられ、地表下約2．3mで基盤

の砂礫層がみられた。

第Ⅲ層出土遺物としては、土師質土器杯（1）、鍋（2）、備前捨鉢（3、4）、嚢（5）、青

磁碗（6－9、11）、伊万里皿（10）、唐津皿（12）、土錘（13－15）がみられ、時期的には15

－16世紀と18世紀のものが混在している。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、B区の北端部に位置しており、SB2と重複して検出された。検出面は第Ⅳ層上

面である。

規模は、梁間2．69m、桁行3．59mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－200－Eを

示す。柱間距離は、1．64－2．69mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径20－40cmを測る円形および不整形であり、深さは8－32。mを測る。柱痕を残す

柱穴は2個存在し、柱痕の直径は8－28cmである。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみら

れなかった。

SBlは、S B2と重複するが、柱穴の切り合いはみられず、新旧関係は不明である。また

SK18には切られており、より古いことが判明している。

S B2

SB2は、B区の北端部に位置しており、SBlと重複して検出された。検出面は第Ⅳ層上

面である。

規模は、2×2間であり、やや南北に長いので南北棟と考えれば、梁間3．62m、桁行3．95m

を測り、棟方向はN－130－Eを示す。柱間距離は、1．80－2．05mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径20－48cmを測る円形および方形であり、深さは12－30。mを測る。柱痕を残す柱

穴は2個存在し、柱痕の直径は24－26cmである。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみら

れなかった。

SB2は、SBlと重複するが、柱穴の切り合いはみられず、新旧関係は不明である。
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S B3

S B3は、B区の北部に位置しておりS B2の南3．6mに検出された。検出面は第Ⅳ層上面

である。

規模は、梁間2．40m、桁行3．73mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－100－Eを

示す。柱間距離は、1．62－2．40mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径24cm前後を測る円形であり、深さは13－25cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、

出土遺物はみられなかった。

S B3は、S K21と重複するが、切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B4

S B4は、B区の北部に位置しており、S B5の北辺と重複して検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、1×1間であり、南辺2．64m、西辺2．85mを測り、正方形に近いが、わずかに南北

に長い。柱間距離は、2．60－2．85mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径24cm前後を測る円形であり、深さは9－36cmを測る。埋土は灰色粘質土であり、

出土遺物は土師質土器皿（16、17）がみられる。

S B4は、S B5と重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B5

S B5は、B区の中央部に位置しており、S B4の南に一部重複して検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2．93m、桁行7．29mを測る2×3間の東西棟であり、棟方向はN－800－Wを

示す。柱間距離は、1．14－3．38mを測り、桁行では西が短く、梁間においても南が短く〕よく

揃っている。

柱穴は、直径20～38cmを測る円形及び不整形であり、深さは16－42cmを測り、ほとんどは30cm

前後である。柱痕を残す柱穴は4個存在し、柱痕の直径は13－15cmを測る。また切り合いをも

つ柱穴は3個存在するが、掘立柱建物址と認められるものはない。埋土は灰褐色粘質土であり、

出土遺物は土師質土器片が若干みられた。

S B5は、S B4・6と重複しているが、柱穴の切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B6

S B6は、B区の中央部に位置しており、S B5の南辺と重複して検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、梁間2．61m、桁行4．33mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－150－Eを
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示す。柱間距離は、2．02－2．61mを測り、よく揃っている。

柱穴は、直径24－32cmを測る円形である。深さは12－44。mを測り、ほとんどは30。m前後であ

る0柱痕を残す柱穴は1個存在し、柱痕は長径28cmを測る不整形である。埋土は灰褐色粘質土

であり、出土遺物はみられなかった。

SB6は、SB5・7、SK33と重複している。SB5・7とは柱穴の切り合いもなく、新

旧関係は不明である。また、不明瞭ではあるがSK33により切られており、SB6がより古い

ことが判明している。

S B7

SB7は、B区の中央部に位置しており、SB6と重複してやや南に検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、2×2間であり、やや東西に長いので東西棟と考えれば、梁間3．08m、桁行3．49m

を測り、棟方向はN－780－Wを示す。柱間距離は、1．40－1．95mを測り、よく揃っている。

また西辺の柱穴が1個検出されなかった。

柱穴は、直径28－40cmを測る円形および不整形である。深さは20～64。mを測り、ほとんどは

30cm前後である。柱痕を残す柱穴は1個存在し、柱痕の直径は8。mを測る。埋土は灰褐色粘質

土であり、出土遺物はみられなかった。

SB7は、SB6、SK32・33と重複するが、切り合いはなく、新旧関係は不明である。

S B8

SB8は、B区の中央部に位置しており、SB5－7の西2mに検出された。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、梁間2・56m、桁行4．00mを測る1×2間の南北棟であり、棟方向はN－80－Eを

示す。柱間距離は、1．71－2．56mを測り、桁行の北がやや短い。

柱穴は、直径34－44cmを測る円形および不整形である。深さは25－48。mを測り、ほとんどは

30cm前後である。柱痕を残す柱穴は3個存在し、柱痕の直径は12－18。mを測る。また切り合い

をもつ柱穴は3個存在するが、掘立柱建物址は認められない。埋土は灰褐色粘質土であり、出

土遺物は、青磁碗（18）、産地不明の鉢（19）がみられる。

SB8は、SK30・31と一部重複するが、埋土の違いは明確ではなく、新旧関係は不明である。

土拡

S KI

SKlは、A区の西側調査区北部に位置しており、SD2の南2．2mに単独で検出された。
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検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径1．16m、短径0．94m、深さ0．38mを測る。平面形は楕円形であり、長軸方向は

N－370－Wを示す。底面は平坦であり、直上に木片が2点みられた。壁は垂直に立ち上がり、

断面形は箱形を呈する。埋土は灰黄色粘質土であり、出土遺物は、産地不明の碗（20）、磁器

道士像（21）がみられた。出土遺物及び、底面上の木片などからみるとSKlは近世墓である。

S K2

S K2は、A区の西側調査区北部に位置しており、調査区にかかり検出された。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、長径4．98m、短径0．91m、深さ0．35mを測る。平面形は溝状を呈し、長軸方向はN

－150－Eを示す。底面は中央部がやや低く、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰黄色粘質土

であり、出土遺物はみられなかった。

S K2は、S D3と重複しており、S D3を切っているので、より新しいことが判明してい

る。

S K3

S K3は、A区の西側調査区の北部に位置しており、調査区にかかり検出された。検出面は

第Ⅳ層上面である。

規模は、長径4．97m、短径1．20m、深さ0．42mを測る。平面形は不定形であり、長軸方向は

N－180－Eを示す。底面は、ほぼ平坦である。断面形は逆台形を呈し、埋土は灰褐色粘質土

である。出土遺物は、備前壷（22）、嚢（23、24）、青磁皿（25）がみられ、時期的には15世紀

と考えられる。

S K3は、S D3・5と重複しているが、埋土の違いは不明瞭であり、新旧関係は明らかで

ない。

S K4

S K4は、A区の西側調査区の北部に位置しており、S K2の南10．8mに検出された。検出

面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径2．24m、短径0．72m、深さ0．11mを測る。平面形は不定形であり、長軸方向は

N－50－Eを示す。底面は、平坦であり、3個の小ピットがみられる。断面形は浅い逆台形

を呈し、埋土は灰黄色粘質土である。出土遺物は備前嚢（26）がみられる。また、単独で検出

されており重複する遺構は存在しない。
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S K5

SK5は、A区の西側調査区の北部に位置しており、SK4の東2．8mに単独で検出された。

検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径2．06m、短径1．71m、深さ0．86mを測る。平面形は円形であり、長軸方向はN

－180－Eを示す。底面は平坦であり、壁は垂直に近く立ち上がり、断面形は箱形を呈する。

埋土は灰黄色粘質土であり、出土遺物はみられない。また、単独で検出されており、重複する

遺構は存在しない。

S K6～8

SK6－8は、A区の東側調査区の北部に位置しており、SK6・8は調査区の東辺に接し、

SK7はその西に検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、SK6が、長径2．10m、短径1．60m、深さ0．48m、SK7が、長径1．95m、短径1．60m、

深さ0．10m、SK8が、長径2．95m、短径1．46m、深さ0．16mを測る。平面形は、SK6が楕

円形、SK7・8は不定形である。長軸方向は、SK6がN－200－E、SK7・8がN－130

－Eを示す。底面はいずれもほぼ平坦であり、断面形はすべて逆台形である。埋土は、SK7

が灰色粘質土であり、SK6・8は黄灰色粘質土である。出土遺物は、SK6から砥石（80）

がみられたのみである。

SK8は、SD7を切っており、より新しいが、SK6・7は単独で検出されており、時期

は近世以降とも考えられるが不明である。

S K9～12

SK9－12は、A区の東側調査区の中央部に位置しており、SKll・12は調査区の西辺にか

かり、いずれも単独で検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、SK9が、長径2．24m、短径0．36m、深さ0．10m、SKlOは、長径1．15m、短径1．06m、

深さ0．12m、SKllは、長径1．45m、短径1．19m、深さ0．30m、SK12は、長径1．09m、短径

0・91m、深さ0．30mを測る。平面形は、SK9が不整方形、SKlOは円形、SKll・12は不定

形である。長軸方向は、SK9がN－700－W、SKlOはN－150－E、SKllはN－790－W、

SK12はN－170－Eを示す。底面は、いずれもほぼ平坦であり、中に小ピットが数個みられる。

断面形もすべて逆台形である。埋土はSK9－12共に黄灰色粘質土であり、遺物は、SK9か

ら染付皿（27）、青磁碗（28）、SKllから備前襲（29、30）がそれぞれ出土し、SKlO・12か

らの出土遺物はほとんどみられなかった。

S K13～16

SK13－16は、A区の東側調査区の中央部南に位置しており、SK13－15は重複し、SK16
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は調査区の西辺にかかり検出された。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、SK13が長径1．99m、短径1．55m、深さ0．28m、SK14は、長径3．08m、短径1．33m、

深さ0．24m、SK15は、長径2．20m、短径1．68m、深さ0．38m、SK16は、長径2．00m、短径

1．65m、深さ0．44mを測る。平面形は、SK13・14は長方形、SK15・16は不定形である。長

軸方向は、S K13がN－700－W、S K14はN－180－E、S K16はN－170－Eを示すがS K15

は不明である。底面はいずれもほぼ平坦であり、断面形は、逆台形を呈する。埋土は黄灰色粘

質土であり、出土遺物はみられず、いずれの土肱も時期は不明である。

SK13－15は重複しており、S K14は、SK13・15に切られており、より古いことが判明し

ている。

S K17～21

S K17－21は、B区の北部に位置しており、北より点在し、検出された。検出面は第Ⅳ層上

面である。

規模は、S K17が、長径1．10m、短径1．00m、深さ0．21m、S K18は、長径2．21m、短径1．80m、

深さ0．18m、SK19は、長径1．66m、短径0．69m、深さ0．18m、SK20は、長径1．27m、短径

は0．80m、深さ0．12m、S K21は、長径2．33m、短径0．46m、深さ0．16mを測る。平面形は、

SK17は円形、S K18は方形、SK19・20は不定形、SK21は溝状である。長軸方向は、SK

17がN－230－E、S K18はNq240－E、S K19はN－250－E、S K20はN－210－E、S K

21はN－720－Wを示す。底面はいずれも平坦であり、断面形は逆台形を呈する。S K20・21

の底面には小ピットがみられる。埋土は灰黄色粘質土であり、出土遺物はほとんどみられず、

いずれの土肱も時期は不明である。

S K18は、S BlおよびS K17も切っており、より新しいことが判明している。

S K22

SK22は、B区の北部に位置しており、S B3の南に隣接して検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、長径3．56m、短径1．52m、深さ0．49mを測る。平面形は長方形であり、長軸方向は

N－760－Wを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であり、

遺物は、備前捨鉢（31）、唐津系嚢（32）、唐津皿（36）、産地不明の壷（34）、伊万里皿（35）、

京焼系碗（33）が出土しており、他に砥石（81）と石臼片（82）がみられる。これらの出土遺

物により、S K22の時期は19世紀と考えられる。

S K23へ′26

S K23－26は、B区の北部に点在しており、それぞれ単独で検出された。検出面は第Ⅳ層上
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面である。

規模はSK23が、長径1・61m、短径1・36m、深さ0．61m、SK24は、長径1．24m、短径0．98m、

深さ8cm、SK25は、長径1・43m、短径1・10m、深さ0．16m、SK26は、長径1．52m、短径0．90m、

深さ0・22mを測る。平面形はすべて長方形である。長軸方向は、SK23がN－70－E、SK

24はN－810－W、SK25はN－200－E、SK26はN－790－Wを示す。底面は平坦であり、断

面形は、SK23が深い逆台形であり、SK24－26は浅い逆台形を呈する。また、SK24の底面

には小ピットが3個みられ、SK25・26は、西半部が県道にかかり検出されなかった。埋土は

黄灰色粘質土であり、遺物は、SK23から伊万里碗（37）、SK26から備前措鉢（38）がそれ

ぞれ出土し、時期は17－18世紀と考えられる。また、石製品としてはSK24からは石錐（83）

が、SK26からは線刻龍字で「鳥」と考えられる銘をもつ砥石（84）がそれぞれ出土している。

S K27・28

SK27・28は、B区の東部に位置しており、SK28は調査区外に延びている。検出面は第Ⅳ

層上面である。

規模は、SK27が、長径2・66m、短径2・30m、深さ0．58m、SK28は、長径3．98m、短径2．16m、

深さ0・24mを測る。平面形はいずれも楕円形であり、長軸方向は、SK27がN－150－E、S

K28はN－20－Wを示す。底面は平坦であり、断面形は、SK27が箱形、SK28は逆台形を

呈する0埋土は灰色粘質土に黄褐色と茶褐色の粘質土のブロックを含んでいる。遺物は、SK

27から京焼系碗（39）と伊万里碗（40）、石臼（85）、SK28からは伊万里皿（41）、備前壷（42）、

石臼（86）がみられた。他にも近代の陶磁器の細片が含まれており、近代の土拡と考えられる。

SK28は、SK27に切られており、より古いことが判明しているが、時期差はあまりないと

みられる。

S K29～34

SK29－34は、B区の中央部に点在しており、それぞれ単独で検出されている。検出面は第

Ⅳ層上面である。

規模は、SK29が、長径1・46m、短径0・82m、深さ0．10m、SK30は、長径1．86m、短径1．29m、

深さ0・47m、SK31は、長径1・82m、短径1・64m、深さ0．75m、SK32は、長径2．96m、短径

1・48m、深さ0・45m、SK33は、長径1．29m、短径0．95m、深さ0．37m、SK34は、長径1．78m、

短径1・32m、深さ0・15mを測る○平面形は、いずれも方形および長方形であり、長軸方向は、

SK29がN－240－E、SK30はN－750－W、SK31はN－770－W、SK32はNq19。－E、

SK33はN－720－W、SK34はN－330－Eを示す。底面は平坦であり、断面形は、SK29・

34が逆台形、SK30～33は壁が垂直に近く立ち上がり、箱形を呈する。埋土は、SK29・34が

灰色粘質土であり、SK30～33は黄灰色粘質土である。遺物は、SK34から木製の玉製品（88）
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が出土している他にはほとんどみられず、近世一近代の陶磁片が若干出土しているのみであり、

その時期の土拡と考えられる。

SK30・31は、SB8の柱穴を切っており、より新しく、SK32・33は、SB6・7と重複

して切っているので、より新しいことが判明している。

S K35へ′37

SK35－37は、B区の西部に位置しており、重複して検出された。検出面は第Ⅳ層上面であ

る。

規模は、SK35が、長径1．40m、短径0．82m、深さ7cm、SK36は、長径0．93m、短径0．74m、

深さ0．17m、SK37は、長径2．50m、短径1．56m、深さ0．28mを測る。平面形は、SK35が方

形、S K36は円形、S K37は不定形であり、長軸方向は、SK35がN－220－E、S K36はN

－290－E、SK37はN－610－Wを示す。底面はすべて平坦であり、断面形も逆台形である。

埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

SK35－37は重複しているが、埋土の違いはみられず、新旧関係は不明である。

S K38

SK38は、B区の西部に位置しており、SK35－37の南に隣接し、調査区外に延びている。

検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径5．96m、短径1．99m、深さ0．45mを測る。平面形は楕円形であり、長軸方向は

N－110－Eを示す。底面はわずかな傾斜をもち、壁も緩やかに立ち上がり、断面形は皿形を

呈する。中央部には、南北に区切るように、長径20－30cmの楕円形の自然石を1－2段に積ん

でおり、北部および北壁にも、同様に自然石がみられる。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺

物は、底面直上に、瀬戸天目茶碗（46）がみられ、埋土上面からは、備前聾（45）、京焼系碗（47）、

唐津系皿（48）、肥前系碗（49）が出土している。時期的には、埋土と底面直上の天目茶碗に

より、15世紀と考えられ、水に関連する機能をもっていたのではないかと推定される。

S K39

SK39は、B区の南西部に位置しており、SK38の南東1．6mに、単独で検出された。検出

面は第Ⅳ層上面である。

規模は、長径2．80m、短径1．05m、深さ0．18mを測る。平面形は不定形であり、長軸方向は

N－510－Eを示す。底面は平坦であり、断面形は浅い逆台形を呈する。北東部は、県道下に

あたり、検出されなかった。埋土は灰色粘質土である。出土遺物はみられず、SK39の時期は

不明である。
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S K40～45

SK40－45は、B区の南部に位置しており、重複し、集中して検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、SK40が、長径3・38m、短径1・46m、深さ0・49m、SK41は、長径4．02m、短径3．50m、

深さ0・36m、SK42は、長径1，64m、短径1・40m、深さ0．40m、SK43は、長径5．13m、短径

2・17m、深さ0・36m、SK44は、長径4・32m、短径3・96m、深さ0．45m、SK45は、長径2．76m、

短径2・33m、深さ0・28mを測る。平面形は、SK40・41・45は、方形、SK42は円形、SK43

は長方形、SK44は不定形である。長軸方向は、SK40がN－8。－E、SK41はN－14。－E、

SK42はN－770－W、SK43はN－720－W、SK44はN－80－E、SK45はN－10。－Eを

示す。底面はいずれも平坦であり、断面形は、SK40・42－45は逆台形、SK41は箱形を呈す

る0埋土は灰色粘質土に黄褐色と黒褐色粘質土のブロックが混入している。遺物は、SK41か

ら唐津系皿（50）と土錐（51）、SK44からは備前嚢（52）が出土しているが、近代の陶磁器

片も出土しており、埋土からみても、いずれも時期は近代と考えられる。

溝

S DI

SDlは、A区の北部に位置しており、東と西、中央の県道部と3ヶ所に分かれて検出され

た東西方向の堀と考えられる溝である。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、幅約5・20m、深さ約2・50mを測り、検出長は西から、6．12m、3．65m、3．08mであ

る。基底部の幅は0・40－0・63mと狭く、壁の下半分は傾斜がきつくⅤ字状をなし、上半部は緩

やかな傾斜となる。北壁は、調査区外に延びており、基底部から約1mの部分が検出された。

埋土は色調により5－6層に分層されたが、暗灰色から黒灰色の粘土であり、一部に間層とし

て砂層がみられた。出土遺物は、土師質土器鍋（53）、備前嚢（54）がみられ、時期は15世紀

と考えられる。また、木製品として、木札（89）、小形槽状木器（90）、曲物底部（91）、異形

木器（92、93）、火錬杵（94）、炭化棒（95）、切口をもつ丸棒（96－99）、杭（100、101）が出

土している。

SDlは、検出された位置からみれば、千屋城の外堀と推定されるが、検出部分は一部であ

り、不明な点が多く、断定することはできない。

S D2

SD2は、A区の西側調査区の北部に位置しており、SDlの南1．9mに検出された、東西

方向の溝である。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長6・40m、幅1・36m、深さ0・21mを測り、方向はN－820－Wを示す。底面は
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平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかっ

た。

SD2は単独で検出されており、重複する遺構もなく、時期も不明である。

S D3

SD3は、A区の西側調査区に位置しており、SK2・3の間に検出された、東西方向の溝

である。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長2．83m、幅0．56m、深さ0．12mを測り、方向はN－800－Wを示す。底面は

平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土師質土器片

が若干みられた。

SD3は、SK2・3と重複しており、S K2には切られており、より古いが、SK3につ

いては切り合いが明確ではなく、新旧関係は不明である。また、SD3は、SD2と同じ方向

性を示すので、関連性をもつ溝かもしれない。

S D4

SD4は、A区の西側調査区の北部に位置しており、SD3の南3．45mに検出された、東西

方向の溝である。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長4．86m、幅0．62m、深さ0．17mを測る。方向はN－800－Wを示し、SD2・

3と同じ方向をもっている。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質

土であり、出土遺物は土師質土器皿（55）がみられ、時期は15－16世紀と考えられる。

SD4は、SD5と重複しており、切られているので、より古いことが判明している。

S D5

SD5は、A区の西側調査区の北部に位置しており、SD4と直交し、検出された、南北方

向の溝である。

規模は、検出長6．10m、幅0．82m、深さ0．43mを測り、方向はN－210－Eを示す。底面は

平坦であり、断面形は逆台形を呈する。北端部はSK3と重複し、東へ曲がり、延びており、

南端部はそのままで終わっている。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S D5は、SD4を切っており、15世紀以降の時期と考えられる。また、S K3と重複する

が新旧関係は不明である。

S D6

SD6は、A区の西側調査区の南部に位置しており、単独で検出された。検出面は第Ⅳ層上

面である。
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規模は、幅4・65m、深さ3・32mを測り、検出長は、東西方向部分は4．12mを測り、南壁が西

端部で南へ直角に曲がり、9・02mほど延びた後、西南へ曲がりさら1に延びている。基底部の幅

は0・42mと非常に狭く、北壁は、基底部から急角度で立ち上がり、上部は緩やかな傾斜となる。

南壁から東壁はきわめて急傾斜で立ち上がり、断面形は、鋭いⅤ字形を呈する。埋土は青灰色

から暗灰色の粘土であり、基底部上に木葉がみられた。出土遺物は、土師質土器皿（56－58）、

須恵質土器嚢（59）、土錘（60）がみられ、時期はやはり15世紀と考えられる。

SD6は、規模、埋土などから堀の一部ではないかと考えられ、千屋城に関係するものと考

えられる。また、基底部上の埋土中から木葉が出土していることから、空堀の状態にあったと

推定される。

SD7

SD7は、A区の東側調査区の北部に位置しており、SK8と重複して検出された。東西方

向の溝である。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長1・87m、幅0・24m、深さ6cmを測り、方向はN－790－Wを示す。底面は平

坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は白磁皿（61）が

出土しており、時期的には15世紀と考えられ、SK8に切られている。

SD8

SD8は、A区の東側調査区の南部に位置しており、SD9と平行して検出された、東西方

向の溝である。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長6・43m、幅1・04m、深さ0・11mを測り、方向はN－850－Wを示す。東端部

で2条に分かれ、北の溝は幅0・56m、南の溝は幅0・35mを測り、深さの変化はみられない。底

面は平坦であり、断面形は浅い逆台形を呈する○埋土は灰色粘質土であり、出土遺物はみられ

ず、時期は不明である。

SD9

SD9は、A区の東側調査区の南部に位置しており、SD8の南1．20mに検出された、東西

方向の溝である。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長6・41m、幅1・12m、深さ0・18mを測り、方向はN－800－Wを示す。東端部

で2条に分かれ、北の溝は幅0・36m、南の溝は幅0・33mを測り、深さの変化はみられない。底

面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰色粘質土であり、出土遺物は備前嚢底部

（62）がみられ、時期は不明確ではあるが15世紀と考えられる。
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S DlO

SDlOは、A区の東側調査区の南部に位置しており、SD9の南約10mに検出された、北西

から南東方向への溝である。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長7．63m、幅1．49m、深さ0．19mを測り、方向はN－380－Wを示す。底面は

平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は暗灰色砂質土であり、出土遺物はみられず、時

期は不明である。

S D11

SDllは、B区の北部に位置している。北東から南西方向への溝であり、北部は調査区外に

延びている。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長9．63m、幅0．64m、深さ0．11mを測り、方向はN－620－Eを示す。底面は

平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物はみられず、時

期は不明である。

S D12

SD12は、B区の北部に位置しており、SDllの東7mに検出された、L字形の溝である。

検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、幅0．64m、深さ0．21mを測り、検出長は、南北方向4．83m、東西方向4．02mである。

方向は南北部分でN－80－Eを示す。底面は平坦であり、断面形は逆台形を呈する。埋土は

黄灰色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S D12は、S Bl・2を切っており、より新しいことが判明しているが、S K18については、

埋土の違いも明確ではなく、新旧関係は不明である。

S D13

SD13は、B区の西部に位置しており、調査区外に延びている。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長3．41m、幅0．76m、深さ0．18mを測り、方向はN－100－Eを示す。底面に

は小ピットと落ち込みがみられ、断面形は逆台形を呈する。埋土は灰褐色粘質土であり、出土

遺物はみられず、S D13の時期は不明である。

S D14

SD14は、B区の南部に位置しており、SD15・16と平行して検出された、東西方向の溝で

ある。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長4．68m、幅1．83m、深さ0．32mを測り、方向はN－730－Wを示す。底面は

平坦であり、南が最も深く、北は浅い溝に分かれている。断面形は逆台形であり、埋土は灰褐
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色粘質土である。出土遺物は土師質土器皿（63－73）が床面上にみられ、時期的には15世紀と

考えられる。

S D15

SD15は、B区の南部に位置しており、SD14の南0．83mに検出された、東西方向の溝であ

る。検出面は第Ⅳ層上面である。

規模は、検出長4・10m、幅0・62m、深さ0・56mを測り、方向はN－71。－Wを示す。底面は

平坦であり、断面形は深い逆台形を里し、東端部はそのまま終わっている。埋土は灰色粘質土

であり、出土遺物は土師質土器皿（74、75）がみられ、時期は15世紀と考えられる。

S D16

SD16は、B区の南東部に位置しており、SK45の南3．63mに検出された。検出面は第Ⅳ層

上面である。

規模は、検出長4・12m、幅4・20m、深さ1・84mを測り、方向はN－84。－Wを示す。底面は

平坦であり、断面形は逆台形を呈する。西端部はそのまま終わっており、東端部は東へ延びて

いるが、人家が残されており調査不可能であった○埋土は青灰色から黒灰色の粘土であり、S

Dl・6の埋土に類似している。出土遺物はみられなかった。

SD16は、検出された位置、埋土からみれば、堀と考えられ、やはり、千屋城の南の外堀の

一部であろうと考えられる。

ピット

PI

Plは、B区の中央部に位置しており、第Ⅳ層上面に検出された。規模は、直径21cm、深さ

18cmを測り、円形である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は土師質土器杯（76）と砥石

（87）がみられた。

P2

P2は、B区の中央部に位置しており、第Ⅳ層上面に検出された。規模は、直径32cm、深さ

21cmを測り、円形である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は青磁碗（77）がみられた。

P3

P3は、B区の中央部に位置しており、第Ⅳ層上面に検出された。規模は、直径31cm、深さ

25cmを測り、円形である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は青磁皿（78）がみられた。
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P4

P4は、B区の中央部に位置しており、第Ⅳ層上面に検出された。規模は、直径28cm、深さ

12cmを測り、円形である。埋土は灰褐色粘質土であり、出土遺物は備前壷（79）がみられた。

5．まとめ

Loc．48で検出された遺構は、掘立柱建物址8棟、土砿45基、溝16条、多数のピットであるが、

出土遺物からみれば、15世紀と考えられる遺構と、近世及び近一現代の遺構に大別される。15

世紀を中心とする遺構は、SK3・38、S Dl・6・7・9・14－16であり、掘立柱建物址は、

S B4が15世紀ではないかと考えられる以外は不明である。

溝の中でもSDl・6・17は、千屋城の堀と考えられ、千屋城の存続期間及び範囲を知る上

で貴重な資料とみられる。千屋城址は、県道の西75mに語が位置しており、その南には土塁の

一部が残されている。この土塁を東へ延長したライン上にSD16が検出されており、南の外堀

と考えられる。SD16は、東へは延びているが、西はそのまま消滅しており、この部分が城の

虎口であった可能性も充分存する。また、SDlの西延長上、県道の西には、幅3m、長さ10m

ほどの土塁状の地形がみられ、ここも北の外堀を形成する可能性をもつ。

今回の調査では、15世紀と考えられる遺構は少なく、千屋城跡と関連をもつ遺構としては堀

が存在するが、他の遺構については不明な点が多い。土肱は大半が近一現代であり、掘立柱建

物址は時期不明のものが多いが、やはり15世紀の千屋城関係の遺構ではないかと考えられる。
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第23泰　掘立柱建物址計測表

挿 図 番号 遺 碍 番 号

規　　　　　　　　　　 模
・ごまL

棟 方 向 面　 積

（扉）

備　　　 考

梁 （間）× 桁 （間） 梁　 ×　 桁 （m ） 柱 間 距 離 （m ）

第 1 75 図 S B ・1 1　 ×　　 2 2 ．69　×　 3 ．59 1 ．64　－　 2 ．6 9 N － 2 0．C－ E ． 9 ．7

ク S B　 2 2　 ×　　 2 3 ．62　×　 3 ．95 工 8 0 －　 2 ．0 5 N － 130－ E 14 ．3

第 17 6 図 S B　 3 1　 ×　　 2 2 ．40　×　 3 ．73 1 ．6 2　－　 2 ．40 N － 1 00－ E 9 ．0 ．

〃 S B　 4 1　 ×　 1 2 ．64　×　 2 ．8 5 2 ．6 0　～　 2 ．8 5 7 ．5

箪 17 7 図 S B　 5 2　 ×　　 3 2 ．93　×　 7 ．2 9 1 ．14　～　 3 P．38 N － 80 0－ W 2 1 ．4

ク S B　 6 － 1　 °× 12 ‘2 ．6 1 ×　 4 ．3 3 2 ．0 2　～　 2 ．6 1 N － 1 50－ E 11 ．3

第 178 図 S B　 7 2　 ×　　 2 3 ．0 8　×　 3 ．4 9 1 ．40　－ °1 ．95 N － 78 0－ W 10 ．7

ク S‘B　 8 1 ＿　×　 2 2 ．5 6　×　 4 ．00 1 ．7 1 ～　 2 、」56 N －　 8 〇二 E 10 ．2

第24表　土拡計測表

挿図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　 模 （m ）

長軸方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 疎　　 さ

第 179 図 S K　 l 楕 円形 1．16 0．94 0 ．3 8 N ⊥ 3 70－ W 箱　　　 形

ク S K　 2 清 一　状 4。98 ‘0 ．9 1 0 ．3 5 N － 1 50－ E 逆　 台　 形

ノシ S K　 3 不定形 4．97 1．2 0 0 ．4 2 N － 1 80－ E ク

〃 S K　 4 〃 2 ．24 0 ．7 2 ・0 ．1 1 N －　 5 0－ E ケ

．第 18 0 図 S K　 5 円　 形 ・ 2 ．0 6 1 ′．7 1 0 ．86 N － 1 80－ E 箱・　　 形

ク S K　 6 楕 再 形 2 ．10 1 ．6 0 0 ．48 N － 20 0－ E 蓮　 台 ‾　形

ク S K　 7 不 定 形 1 ．9 5 1 ．60 0 ．10 N ｛ 13 0－ E ・〃

ノク S K　 8 ク 2 ．9 5 1 ．46 0 ．16 N 一つ 3 0－ E ク

S K　 9 ・不 整 方 形 2 ．24 0 ．36 0 ．10 N － 70 0－ W ク

第 181 図 S K l O 円　 形 1 ．1 5 1 ．06 0 ．12 N － 15 0－ E ケ

・ケ S K l l 不 定 形 1 ．45 1 ．19 0 ．3 0 N － 7 90 － W ク

〃 S K 1 2 ク 1 ．09 0 ．9 1 0 ．3 0 N － 1 70－ E ク

ク S K 13 長 方 形 工 99 1 ．5 5 r 0 ．2 8 N － 7 06－ W 〃

ク S K 14 ク 3 ．0 8 1 ．3 3 0 ．24 N － 18 0－ E ク

ク S K 15 不 定 料
2 ．2 0 1 ．68 0 ．38 ク

第 18 2 図 S K 16 ． ク 2 ．0 0 1 ．65 0 ．4 4 N － 17 0－ E 〃

ク S K 17 円　 形 1 ．10 1 ．00 0 ．21 N － 23 0－ E 〃

ク S K 18 方　 形 2 ．2 1 11 ．80 O J18 N － 2 4 0－ E ク
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　　 径 短　　 径 深　　 さ

第 18 2 図 S K 19 不 定 形 1 ．6 6 0 ．6 9 0 ．18 N － 25 0－ E 逆　 台　 形

ク S K　 2 0 ク 1 ．27 0 ．8 0 0 ．12 N － 21 0－ E ク

ク S K　 2 1 溝　 状 2 ．3 3 0 ．4 6 0 ．16 N － 72 0－ W ク

第 18 3 図 S K　 2 2 長 方 形 3 ．5 6 1 ．5 2 0 ．4 9 N － 7 6 0－ W ク

ク S K　 2 3 〃 1 ．6 1 1 ．3 6 0 ．6 1 N －　 7 0－ E ク

ク S K　 2 4 ク 1 ．2 4 0 ．9 8 0 ．0 8 N － 8 1 0－ W ク

ク S K　 2 5 ク 1 ．4 3 1 ．10 0 ．16 N － 2 0 0－ E ク

ク S K　 2 6 ク 1 ．5 2 0 ．9 0 0 ．2 2 N － 7 9 0－ W 〃

第 18 4 図 S K　 2 7 楕 円 形 2 ．6 6 2 ．3 0 0 ．5 8 N － 15 0－ E 箱　　　 形

ク S K　 2 8 ク 3 ．9 8 2 ．16 0 ．2 4 N －　 2 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 2 9 方　 形 1 ．4 6 0 ．8 2 0 ．10 N － 24 0－ E ク

ク S K ．3 0 ク 1 ．8 6 1 ．2 9 0 ．4 7 N － 75 0－ W 箱　　　 形

ク S K　 31 ‘ 〃 1 ．8 2 1 ．6 4 0 ．7 5 N － 77 0－ W ク

第 18 5 図 S K　 32 長 方 形 2 ．9 6 1 ．4 8 0 ．4 5 N － 19 0－ E ク

ク S K　 33 方　 形 1 ．2 9 0 ．95 0 ．3 7 N － 72 0－ W ク

ク S K　 3 4 ク 1 ．7 8 1 ．32 0 ．4 5 N － 33 0－ E ・ 逆　 台　 形

ク S K　 3 5 ク 1 ．4 0 0 ．82 0 ．0 7 N － 22 0－ E ク

ク S K　 3 6 円　 形 0 ．9 3 0 ．74 0 ．17 N － 29 0－ E ク

ク S K　 37 不 定 形 2 ．50 1 ．56 0 ．28 N － 61 0－ W ・ケ

第 1 86 図 S K　 38 楕 円 形 5 ．9 6 1 ．99 0 ．4 5 N － 11 0－ E 皿　　　 形

ク S K　 39 不 定 形 2 ．8 0 1 ．0 5 0 ．18 N － 51 0－ E 逆　 台　 形

第 1 87 図 S K　 40 方　 形 3 ．3 8 1 ．4 6 0 ．4 9 N －　 8 0－ E ク

ク S K　 4 1 ク 4 ．0 2 3 ．50 0 ．3 6 N － 14 0－ E 箱　　　 形

第 1 88 図 S K　 4 2 円　 形 1 ．64 1 ．4 0 0 ．4 0 N － 77 0－ W 逆　 台　 形

ク S K　 4 3 長 方 形 5 ．13 2 ．17 0 ．36 N － 72 0－ W ク

第 189 図 S K　 4 4 不 定 形 4 ．32 3 ．96 0 ．4 5 N －　 8 0－ E ク

ク S K　 45 方　 形 2 ．76 2 ．33 0 ．28 N － 10 0－ E ク
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第25表　包含層出土土器観察表

挿図番号 層位 器　 種

口径

慧 曇還 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

1 第 Ⅲ層
土 師質土 器

杯

12 ．1 休 部 は直線 的 に外反 し、 口縁 端 内外 面共 ロ クロナ デ調整 。

3 ．9

5 ．0

部 は丸 み を もつ 。底 部 は上 げ底
状 。

内面 に ロク ロ目痕。

2 〃

土師 質土 器

鍋

24 ．0

（ 4 ．7）

口縁 部 は内傾 し、端部 は丸 み を

もつ。

内外面 共横 方向 の ナデ調 整。

3 ク 捨　 鉢

2 5 ．4

（4 ．5）

口縁 部 は直立 し、 端部 は段 をな－

す。
内外 面 共 ロク ロナデ調 整 。 備 前焼 。

4 ク ク

33 ．0

（6 ．4）

口縁 部 は直立 し、端 部 はや や内

傾す る。
ノク 〃

5 ク 喪

34 ．8

（6 ．4 ）

口縁部 はやや 内傾 する。 端部 は
丸 み を もつ 。

一ク 一ク

6 ク

青　 磁

碗

15 ．0

（3 ．3）

口縁 端 は丸 み を もつ。 外 面 に、 形 くずれ の雷文 帯 を も

つ○
全 面 に貫人 が はい る。

胎土 、灰 色。

緑色 粕。

7 ク ク

16 ．6

（4 ．5）

ク 外 面 に細 蓮 弁文 。

全 面 に貫人 が はい る。
胎 土 、灰 色。

淡緑色 粕 。

8 〃 ク

11 ．6

（4 ．5）

休 部 は、 内湾す る。 外面 に細 蓮弁 文 。 胎 土 、灰色 。

緑 色粕 。

9 ク ク

14 ．8

（3 ．0 ）

口縁端 部 は外反 す る。
ク

10 ク

染　 付

皿

（1 ．7 ）

5 ．6

高 台 内の削 りが 深 い。 見 込蛇 ノ目粕ハ ギ 。

高 台外 面 に 2 条 の界 線 を もつ。

胎土 、灰 白色 。

外底 面 に 「大 」の

黒書 銘 。

伊万 里焼 。

1 1 ク

青　 磁

碗

（ 1 ．9）

4 ．6

ク 見 込蛇 ノ 日和 ハ ギ。

高 台 内無軸 。

12 ク 皿
（1 ．6）

4 ．2

高台 内 の削 りが浅 い。

底部 片。

糸切 り底 。 胎 土 、淡赤 褐 色。

灰 白色 粕 。

唐 津焼 。

13 ク 土　 錘

全　 長　 5 ．9

径　　 1 ．9

重 量（9）13 ．9

両端 は欠損 。 不明 。

14 ク ク

全　 長 （ 2 ．4）

径　　 1 ．5

重量（9 ） 4 ．6

大 き く欠損 す る。 ク

15 ク ク

全　 長 （3 ．3）

径　　 1 ．8

重量 （9） 7 ．5

ク 一ク



第26表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構 番号

l

器 ．種

口径

慧 曇 窪 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　 ，考

16 S B　 4

土師 質土 器

皿

13 ．2

（2 ．9 ）

口縁 部 は肥厚 す る。 内外面 共 ナデ調 整 。

17 ク ′ケ

15 ．2 口縁部 は緩 や か に外 反す る。 口 内外 面共 ナデ調 整 。

（2 ．7 ） 縁 端部 は丸 み を もつ。 口縁部 内外 面 に黒斑 有 り。

18 S B　 8

青　 磁

碗

（1 ．3 ）

6 ．8

高 台内 の削 りが 浅 い。 外底底 面 、 ロク ロナデ調 整 。 淡青 灰色 。

19 ク 鉢

20 ．8

（4 ．1）

直 立 す る体 部 に、 やや外 傾す る

玉線 状 の 口縁 部 をもつ。

内外 面共 ロ クロナ デ調整 。 陶器 。

20 S K　 l

染　 付

碗

8 ．0

4 ．7

2 ．9

休 部 は内湾 す る。 外面 に、菊花 を表 わす コンニ ャ

ク判 が 3 ヶ所 施文 され る。

2 1 ク

青　 磁

人　 形

全　 長　 5 ．2

全　 幅　 3 ．4

厚　　　 2 ．1

道 師像 で 、結蜘 扶坐 の形 を とる。

上 体 は右 に傾 く。

背面 下 半か ら底面 にか けて穿孔

す る。

外面 には 自然 粕付 着。

青 白色 粕。

22 S K　 3 士互E
（3 ．7）

7 ．0

平 坦 な底 部 に、 内湾す る休 部 を

もつ 。

内外 面 共 ロクロ ナデ調 整 。 備 前焼 。

23 ク 喪
（10 ．5）

25 ．0

休部 は厚 み を持つ 。 外底 面 、ヘ テ削 り調整 。 ノシ

24 ク ケ
（4 ．7）

33 ．2

平底 。 内外面 共 ロク ロナデ 調整 。 ．ケ

25 ク

青　 磁

輪花 皿

12 ．2

（ 2 ．4）

□縁 部 は外 反 し、端部 は丸 みを

もつ。

全 面 に貫人 が入 る。 胎土 、淡灰 白色。

淡緑 色粕 。

26 S K　 4 喪

31 ．2

（ 5 ．1）

口縁 部 は内傾 す る。 内外面 共 ロク ロナ デ調整 。 備前 焼。

2 7 S K　 9

染　 付

皿

（1 ．8）

4 ．4

高 台内 の削 りが 深 い。 内面 に染付 。

貴 人 を持 つ。

胎土 、茶 白色 。

28 ク

青　 磁

碗

12 ．8

（6 ．1）

内 湾す る体 部 か ら、口綾 部 が直

立 状 に立 ち上が る。

全 面 に貫人 が はい る。 胎土 、灰 白色 。

淡緑 色粕 。

29 S K ll 嚢

40 ．0

（4 ．5）

口縁端 部 の破片 。 口縁 端部 は、 粘土 を外 側へ 折 り

返す 。

備 前焼 。

30 ク ク

17 ．4

（2 ．6）

やや外 傾 す る□縁端 部 を もつ。 内外 面共 ロ クロ ナデ調 整。 ・ク
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挿図番号 遺構 番号 器　 種

口径

慧 曇 還 形　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

3 1 S K　 22 据　 鉢

3 7 ．2

（6 ．6）

口綾 部 は直立 す る。

J山

内外 面 に ロクロ ナデ調 整。 備 前焼 。

32 〃 喪

・30 ．4

（13 ．3）

口縁 布部 は肥厚 し、平坦 面 を も

つ○

内外 面 と もロク ロナデ 調整 。 唐 津焼 。

33 ク 碗
（6 ．7 ）

4 ．9

高台 内の 削 りが深 い。休 部 は直

立 す る。

外 面 に ロク ロ目痕 を残 す。

34 ク

青　 磁

細 首壷

（9 ．0）

11 ．7

5 ．0

休 部上 半 は薄 い。 内面 に ロクロ 目痕。 緑灰 色軸 。

35 ク

染　 付

皿

14 ．0 高台 端 は とが りぎみ。 内 面底 部 に五弁 花 の印花 文。見 i炎自青色粕 に、

3 ．0

7 ．0

高台 高 は低 い。 込蛇 ノ 日和ハ ギ。 淡 青色 の染 付。

36 〃 皿
（1 ．8 ）

4 ．0

底 部 の破片 。 内面底 部 に重 ね焼痕 。 唐 津焼 。

37 S K　 2 3
染　 付

碗

（3 ．6）

5 ．2

高 台端 部 は丸 み を もつ。 高 台外 面 と体部 下半 に 2 条 の界

線 。
胎土 、淡 柴褐 色。

淡青緑 色 粕。

38 S K　 26 措　 鉢

28 ．0

（9 ．8）

口綾 部 はや や内傾 し、端部 は丸

み を もつ 。

内面 に細 い条 線 を もつ。 備 前焼 。

39 S K　 27 碗
（5 ．8 ）

4 ．2

高 台 内の 削 りが深 い。 休部 は やや内 湾す る。 胎 土、淡 白黄色 。
淡 黄茶 色軸 。

40 ク

染　 付

碗

（2 ．8 ）

5 ．3

底 部 の破片 。 高 台外 面 に 2 条 の界 線 を もつ。 伊万 里焼 。・

．41 S K　 28 皿

13 ．0

（2 ．0）

口縁 部 の破片 。

口縁 端部 は外 反す る。

内外 面 共、 ロ クロ ナデ調 整。

42 ・ケ ・＝l＝・宝E

12 ．2

（4 ．3）

口縁端 部 は丸 み を もつ。 外面 胴部 上半 に波 状文 。

内外 面共 ロク ロナデ調 整。
備 前焼 。

4 3 S K　 3 1

土師 質土器

皿

13 ．8

3 ．6

5 ．0

口線 部 は、 や や肥厚 す る。 内外 面共 、横 方向 のナ デ調整 を

施 す 。

44 S K　 38 要
（5 ．6）

7 ．5

高台 の高 さは低 い。 高台 端部 を削 る。 唐 津 焼。

4 5 一ケ ク
（5 ．9）

39 ．7

底 部 の破片 。 内外 面共 ロ クロナ デ調 整。 備 前焼 。
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挿図番号 遺 構番 号 器　 種

口径

慧 曇 還 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

46 S K　 38 天 目茶 碗
（5 ．8）

4 ．2

高台 と体 部 の境 が明瞭 。 外 面 に施粕 。 胎 土 、 自灰 色 。

瀬戸焼 。

4 7 ク 碗
（4 ．5）

4 ．8

体部 は内 湾す る。 内外 面 共 ロク ロナデ調 整 。

48 ク 皿
（2 ．5）

4 ．0

休 部 は薄 い。 内面 に胎 土 日。 唐 津焼 。

49 ク 碗

－
底 部 の破片 。 高台 内 を深 く削 る。

（2 ．0 ）

6 ．1

高 台端 部 は とが りぎみ。 高台外 面 に 1 条 の界線 。

50 S ．K　 4 1 皿
（1 ．4 ）

4 ．5

底 部 の破 片 。

高 台高 は低 い。

内外 面共 ロ クロナ デ調整 。 唐津 焼 。

51 ク 土　 錘

全　 長 （2 ．3）

径　　 1 ．4

重　 量　 3 ．0

片側 を欠損 す る。

全体 に丸み を もつ。

52 S K　 44 喪

26 ．6

（5 ．4）

口縁 部 は やや内傾 す る。 内外面 共 ロ クロナ デ調整 。 備前 焼 。

53 S D　 l

土 師 質土 器

鍋

18 ．8 口縁 部 は 内傾 し、端 部 は面 を も 口縁 部下 半 に、断 面三 角形 の突

（4 ．3 ） つ 0 帯 を もつ 。

54 ク ・＝量ニ・互E

2 7 ．4

（ 6 ．8）

口縁 部 は、体 部 上端 を外側 へ折

り返 して形成 す る。
内外面 共横 方 向の ナデ調 整 。 備前 焼 。

55 S D　 4

土 師質 土器

・皿

14 ．0

3 ．0

口縁 部 はや や肥厚 す る。 口縁端 部 に画 を もつ。

56 S D　 6 〃

1 1 ．2

2 ．2

口縁 部 は厚 み を もつ。

底部 は薄 い。

内外面 共 ロク ロナ デ調整 。

57 ク 〃

13 ．1

3 ．7

6 ．0

休 部 は内 湾 し、端 部 は肥 厚 す る。 ク

58 ク ク

16 ．2

（3 ．3）

口縁 端部 はや や外反 す る。 一ケ

59 ク

須恵 質土 器

喪

－
底 部 の破片 。 内外 面 に横 方向 のナ デ調整 が あ

（4 ．0）

10 ．0

平 底 。 る。

60 ク 土　 錘

全　 長 3 ．4

径　　 1 ．2

重　 量 2 ．6 9

不 整形 な休 部 を もつ。
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J　′

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

三 三… 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

61 S D　 7

白　 磁

皿

13．8

3．3

8 ．6

口縁部は直線的に外反 し、端部

は面 をもつ。

外面に施粕。 白色粕。

62 S D　 9 聾
（5．3）

25．2

底部の破片。

平底。

内外画共ロクロナデ調整。 備前焼。

63 S D 14

土師質土器

皿

13 ．0

4 ．2

5．0

口縁端部は肥厚する。底部 は薄

い。

ノシ

64 ク 〃

13 ．2

（3 ．2）

休部 は直線的に外反す る。 ク

65 ク 〃

13 ．4

3 ．2

5 ．5

口縁部は肥厚する。 ク

66 ク ク

15 ．2

3 ．1

9 ．2

口縁端部 はやや外反す る。 口縁端部に強いヨコナデ調整・を

施す。

67 〃 ク

14 ．4

3 ．3

5 ．0

．ケ 内外画に指頭庄痕をもつ。

68 〃 ケ

14 ．6

3 ．2

口縁端部 は肥厚す る。 内外面共ロクロナデ調整。

69 〃 ノケ

13 ．7

4 ．1

7 ．0

一ク ク

70 〃 ク

14 ．5

3．8

7 ．2

体部下半は薄 く、口縁端部 は肥

厚する。
．ク

71 ・ク ク

15．1

3．6

口縁端部 はやや外反す る。 ク

72 ク 〃

14 ．8

3 ．5

一ケ 口縁端部に強いヨコナテナ調整を

施す。

73 ク ク

14 ．3

（3．白）

一ケ 一ケ

74 S D 15 ク

12．1．

2．0

6．0

器高は低 く、口縁部 は肥厚する。 一ケ

75 ク ク

16．0

（2．7）

口縁部 はやや外反する。 内外面共、ロクロナデ調整を施

す。



挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇還 形　　　　　　　　 態 文　 様　　　 手　 法 備　　 考

76 P　 l
土師質土器

杯

9．4

3．8

4．9

平底で、体部 は内湾する。 内外面共ロクロナデ調整。

77 P　 2
青　 磁

碗

（2．4）

5．3

碗底部。 見込に「惟」の字が印刻 される。
全面に貴人がみられる。

胎土、灰色。
緑色粕。
外底面、蛇ノ目
粕ハギ。

78 P　 3
青　 磁

輪花皿

10．5

（2．1）

口綾部は大 きく外反す る。端部

は丸い。波状口縁。
全面に貫人がはいる。 胎土、灰色。

緑色粕。

79 P　 4 ・＝▲こr璽E

4．0

（1．5）

小壷。口縁端部は短 く外反する。 内外面共ロクロナデ調整。 備前焼。

第27表　遺構出土石器観察表

挿図番号 遺 構番 号 器　 種

最 大長

慧 ！管）重宝 望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備 ‘　 考

80 S K　 6 砥　　 石

13 ．3

8 ．8

3 ．1

54 3 ．0

砂　　 岩

使 用面 は、 3 面 に み られる。

使 用痕 を もつ。

81 S K　 22 ・ケ

10 ．8

5 ．4

1 ．4

8 3 ．8

頁　　 岩

紳線 状 の使 用痕 が み られる。

82 ク 石　　 臼

9 ．7

5 ．0

3 ．5

2 53 ．0

砂　　 岩

刻線 が残 る。

8 3 S K　 24 石　　 錘

13 ．2

7 ．4

2 ．7

403 ．0

ク

楕 円状 の河原 石 の、中央部 両端 を打 ち欠 く。

8 4 S K　 26 石 製 品

4 ．5

5 ．2

1 ．6

52 ．3

泥　　 岩

曲線 状 の刻線 が 4 本認 め られ る。 「鳥」の く

ず し文字 を刻 む。

85 S K　 2 7 石　　 臼

2 1 ．0

14 ．5

7 ．2

3400 ．0

砂　　 岩

片 面 は、熱 変化 しそい る。

8 6 S K　 28 ク

14 ．3

12 ．1

6 ．2

1545 ．0

ク

引 き臼の破 片 。

7 本 の刻線 が み られ る。

87 ク 砥　　 石

4 ．1

2 ．9

0 ．7

10 ．6

安 山 岩

細 線 の研 摩 痕 が多数 み られ る。

－388－



第28表　遺構出土木器観察表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

慧 ！讐 ）重 責 望 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

8 8 S K　 3 4 示　 明

直 径 5 ．3

5 ．5

不　　 明

球 形 を 呈 す る 。 頂 部 に 1 孔 も う け る が 、 貫

通 し な い 。 金 粉 が 塗 ら れ て い る 。

8 9 S D　 l 木　　 札

2 0 ．7

3 ．7

0 ．3 ク

長 方 形 状 で 、 厚 み は 薄 い 。

9 0 ク

小 形 槽 状

木　　 器

1 1 ．6

4 ．1

1 ．5
ク

凹 型 の く　り こ み を も つ 。

加 工 痕 を も つ 。

9 1 ク 曲　　 物

1 4 ．5

2 ．1

0 ．5
〃

底 部 の 破 片 。 側 面 は 弧 状 を 呈 す る 。

9 2 ク 異 形 木 器

1 1 ：6

2 ．4

1 ．2
ク

用 途 不 明 。 断 面 は 長 方 形 。

9 3 ク ク

9 ．7

2 ．0

1 ．1 ク

一ケ

9 4 ク 火 鋸 杵

1 4 ．1

2 ．2

1 ．2
〃

棒 状 で 、 端 部 は 丸 み を も つ 。

9 5 ク 不　　 明

1 0 ．4

2 ．4

2 ．1
ク

断 面 は 円 形 を 呈 す る 。 炭 化 し て い る 。

9 6 ・ケ ク

2 5 ．0

2 ．3

2 ．2
ク

加 工 木 で 切 り 口 を も つ 。

用 途 不 明 。

9 7 ク 〃

2 0 ．7

3 ．0

2 ．9
〃

一ク

9 8 ク ク

1 7 ．6

2 ．8

2 ．6 〃

一ケ

9 9 ク ク

1 2 ．2

2 ．9

3 ．1
ク

・ク

10 0 ク 杭

1 7 ．6

2 ．8

2 ．6
ク

先 端 は 尖 る 。

1 0 1 〃 〃

1 2 ．2

2 ．9

3 ．1
ク

加 工 痕 を も つ 。
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6．中一近世小結



6．中～近世小結

はじめに

田村遺跡群において検出された主な中近世遺構は、掘立柱建物址、土肱、溝及び井戸等であ

る。これらは、分布密度に大小はあるものの、Loc．1－48の調査区の大半において検出されて

いる。

掘立柱建物には、溝に囲まれた区画内にあるものとそうでないものとがあり、また、溝に囲

まれた屋敷の中にも井戸を有するものと有さないものとがある。土肱も多数検出されているが、

中世墓あるいは近世墓の他は性格が明瞭でないものが多い。出土遺物も、検出遺構の数に比例

して絶対量が非常に多く、その時期も13世紀から18世紀までの長期にわたっている。

中近世編の小結としては、これらの全遺構、遺物を傭撤して論述すべきではあるが、これに

関しては、各調査区毎のまとめを参照して頂くことにして、本項では、溝に囲まれた屋敷址を

中心に、まず、その出土遺物について触れ、続いて同遺構に関する資料の集計を行い、かつ、

『長宗我部地検帳』の記載事項との関連も追求することによって、小結に代えたい。
註1

1．出土遺物

田村遺跡群の中近世の調査において、14－17世紀初頭

に至る掘立柱屋敷址を検出した。それに伴って、各遺構

から多量の遺物が出土した。ここでは、土師質土器、瓦

質土器の形態分類を行い、伴せて遺構から伴出している

国内産陶器、輸入陶磁器類との関係をも検討していきた

い○　また、土師質土器、瓦質土器が、この期間にどのよ

うな変遷をしているかという点に注目し、田村遺跡群に

おける中世土器の編年試案を考えることにする。

（1）形態分類

土師質土器

器種として、杯、皿、小杯、小皿、鍋、釜、鉢、椀が

ある。釜、鉢、椀、小杯を除き各器種ごとに分類を行う。
註2　　　　　　　　　　　　　　註3

a）小皿

A類は、ロクロ成形で、器高1．0－1．5。m前後、口径6

－8cmを測る。口径及び口縁部の形態によって分類する。

ー421－

形態分類 土師質土器　小皿

A－I－a類
I

Il

A－I－b類

A－Ⅱ－a類

A－I－b類

A 一山類

B－工類 へ．＿

B－Ⅱ類

第203図　土師質小皿分類表

（S＝÷）



A－I類：口径6cm前後で、休部が

直線的に外上方に立ち上がるもの。さ

らに口縁部の形態によって細分する。

A－I－a類：口縁端部が面取り

されるもの。

A－エーb類：口縁部は直線的に

そのまま引き上げられるもの。

A－Ⅱ類：口径7－8cm前後を測る。

さらに口縁部の形態によって細分する。

A－Ⅱ－a類：口縁部が外反する

もの。

A－Ⅱ－b類：口縁部は外反せず、

そのまま直線的に引き上げられるもの。

A－Ⅲ類：比較的高い高台を有する

もの。

B類は、ロクロ未使用で手づくねに

より成形され、口径6－8cmを測る。

口径及び形態によって分類する。

B一工類：口径6－7cm前後で器高

1．5－2．0cmを測る。体部は内湾気味に

形態分類 土　 師　 質　 土　 器　　 皿
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第204図　土師質土器皿分類表（S＝÷）

立ち上がる。

B－Ⅱ類：口径8cm前後で、器高1cmを測る。休部は直線的に立ち上がる。

b）皿

A類は、ロクロ成形で器高3cm以内、口径8cm以上のものである。以下口径及び口縁部の形
．

態によって分類を行う。

A－I類：口径13cm前後で、口縁部が外反するもの。

A－‡類：口径10cm前後で、体部は内湾して外上方に立ち上がり、口縁部に至るもの。

B類は、ロクロ未使用で、器高3cm以内、口径8cm以上のものである。以下口径、胎土及び

形態によって分類する。

B－I類：口径12－13cmで、休部は内湾気味に外上方に立ち上がり、口縁部はヨコナデのた

め外反する。さらに胎土によって細分する。

B－エーa類：胎土が浅黄橙色を呈する。

B－I－b類：胎土が灰褐色を呈する。
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．一　一　　一　　　一　▼

B－Ⅱ類：休部は直線的に外上方に立ち

上がり、口縁部はヨコナデにより外反する。

白色系のもので、さらに口径によって細分

を行う。

B－Ⅱ－a類：口径が10cm前後のもの。

B－Ⅱ－b類：口径が15cm前後のもの。

B－Ⅲ類：口径18cmで、口縁部は大きく

内湾気味に開き、口縁部はヨコナデにより

外反する。白色系のものである。

B－Ⅳ類：口径14cm前後で、器高4cmを

測る。体部は内湾気味に外上方に立ち上が

り、口縁部はヨコナデにより外反する。

C）杯

ロクロ成形で、器高3cm以上、口径8cm

以上のものである。以下口径及び口縁部、

底部の形態的な特徴で分類を行う。

A類：口径13cm以上で、口縁部が外反す

るもの。

B類：口径10－12cm前後で、体部から口

形態分類 土　 師　 質　 土　器　　 杯
I

一一一一一一一一一一一一→

A　　 類 l

I
ll

B 一 工類

－

B － Ⅱ類
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－

第205図　土師質土器杯分類表（S＝一手）
縁部にかけて直線的に立ち上がるもの。さ

らにこの中で、底部の形態的特徴により細

分を行う。

B－I類：底部の器壁が厚く台状の底部を有するもの。

B－I類：B－I類と同形態であるが、器壁が薄く平底なもの。

B一丁Ⅲ類：平底で、口径と底径の比率が2：1になるもの。

B－Ⅳ類：平底で、口径と底径の比率が3：1になるもの。

C類：口径9cm前後で、体部から内湾して外上方に立ち上がり、口縁部に至るもの。

d）鍋

鍋は、鍔の有無で大きく分類を行い、その中でさらに形態、手法の特徴で細分した。

A類：口縁部下に鍔を有し、胴部に最大径をもつ。口縁部は内傾し、端部は面取りを行う。

B類：口縁部下に鍔を有さないもので、形態、手法の特徴により細分を行う。

B－I類：肩部は内傾し、口縁部はやや肥厚して外反する。
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B－Ⅱ類：胴部は内湾して上方に

立ち上がり、口縁部は大きく外反する。

B－Ⅲ類：胴部は内湾気味に外上

方に立ち上がり、口縁部はやや外反す

る。B－I類に比べ器高が浅い。

B－Ⅳ類：胴部は直線的に外上方

に立ち上がり、口縁部はやや肥厚し端

部は面をなす。

B－Ⅴ類：胴部は内湾して立ち上

がり、口縁部は外側からヨコナデが施

され内傾する。

B－Ⅵ類：口縁部は内傾し、胴部

外面に斜格子の叩きが施される。

瓦質土器

瓦質土器の中で、多量に出土してい

る鍋の分類を行うことにする。大きく

鍔の有無で分類し、さらに形態的な特

徴によって細分する。

A類：口縁部下に鍔を有するもので、

胴部から脚が付く。胴部は内湾して上

方に立ち上がり、口縁部は内傾する。

B類：口縁部下に鍔を有さないもの。

形態的な特徴により細分する。

B－I類：球形の胴部を有し、頚

部で屈曲し口縁部は外傾する。

B－Ⅱ類：胴部から内湾気味に外

上方に立ち上がり、口縁部はやや外反

気味になる。

B－Ⅲ類：胴部から内湾気味に外

形態分類 土　 師　 質　 土　 器　　 鍋

A　　 類i
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第206図　土師質土器鍋分類表（S＝÷）

上方に立ち上がり、口縁部は大きく外

反する。

以上4類に分類を行ったが、B－工類においては、口縁部の形態が上方に立ち上がるものを

さらに細分できる可能性があるがここでは大きくB一工類の範噂で捉えていくことにする。
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（2）遺物の出土状況と共伴関係について

田村遺跡群出土の土師質土器、瓦質

土器と国内産陶器、輸入陶磁器の共伴

関係について、各調査区を概観し出土

状況の良好な遺構を抽出してみたい。

なお、土師質土器、瓦質土器について

は前述した分類に従って述べることに

し、輸入陶磁器は横田・森田編年を使
註4

用し、国内産陶器は、備前・間壁編年、
註5

常滑・赤羽編年、瀬戸・井上編年を使

用して説明貴いく。　註7

Loc．1では、包含層出土の遺物が多

く、P4のみで土師質土器小皿と瓦器

椀が共伴している。小皿は、A－Ⅱ－

b類で瓦器椀は底部破片で明確でない

が13世紀後半のものと考えられる。

Loc．4では、溝と井戸出土の遺物があ

るが、その中で屋敷址を囲む溝のS D

l・3から多量に出土している。S D

形態分類 瓦　 質　 土　 器　　 鍋

A　　 類

l
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第207図　瓦質土器分類表（S＝÷）

1では、瓦質土器の鍋でB－I類が多

い。土師質土器は、細片が多く不明な点が多いが、皿の中で口径が広く器高がやや深い点など

からB－Ⅳ類の範噂に入ると考えられる。国産陶器は、常滑焼が出土しておりⅢ期のものであ

る0輸入陶磁器では、龍泉窯系の青磁でI－4、I－5類が出土している。白磁はⅣ類である。

これら輸入陶磁器類は、12－13世紀中葉に編年されているもので、他の遺物と比較すると古く

位置づけられ、伝世された可能性があるo SD3では、SDl同様土師質土器の皿はB－Ⅳ類

があり、瓦質土器はB－工類が多くを占めている。国産の陶器は少なく、備前焼の措鉢が出土

しているのみで、Ⅲ期からⅣ期にかけてのものである。輸入陶磁器は、古いものと新しいもの

が混在している。その中で特に注目されるものは、高麗青磁で12－13世紀頃生産された梅瓶が

出土している。Loc・6は、良好な溝に囲まれた屋敷址を検出した調査区である。この屋敷址を

囲む溝からの出土遺物が多い。土師質土器は少なく、皿はB－Ⅳ類で、鍋はB－I類が存在す

る。瓦質土器が多量に出土しており、鍋でB－I類が多く占める。その中で若干A類が存在し

ている点が注目される。国産陶器類は、Ⅳ期初頭の備前焼捨鉢や、伝世品と考えられるが、瀬

戸の八床窯期の製品で瓶子の口縁部破片が出土している。その他、14世紀に生産されたと考え

られる魚住焼の控鉢が出土している。Loc．7では、良好な遺構は少ないが、溝のSD2から土
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師質土器で皿のB－Ⅳ類と、備前焼の措鉢でⅣ期に編年されるものが共伴している。

Loc．13では、S Dlの出土遺物に共伴関係をみることができる。土師質土器は、杯がC類、

鍋はB－Ⅲ、B－V、B－Ⅵ類が存在する。備前焼はV期の捨鉢、青磁は稜花皿や線描き細蓮

弁文の碗、染付は口縁部で外反する碗が出土している。このS Dlは16世紀に位置付けること

ができる。Loc．14では、土肱、ピットに良好な共伴関係をみることができる。土拡のS K31か

らは平安時代後期と考えられる良好な土師器が出土している。ピット群ではP33で、土師質土

器小皿のA－Ⅱ－b、A－Ⅲ類、P34で、小皿のA－Ⅲ類と皿のA－I類が共伴している。P

35では、土師質土器小皿のA－Ⅱ－a、A－Ⅱ－b、A－Ⅲ類と、杯でB－I、A類が存在す

る。Loc．15では、S Dlの遺構を抽出することができる。S Dlは東西に流れる単独の溝であ

り、若干古代の遺物も混入しているが、良好な土師質土器の杯と小皿が出土している。杯は、

口縁部が外反するA類で、小皿はA－Ⅱ－b類が存在する。13世紀に生産されたと考えられる

瓦器椀と共伴している点が注目される。Loc．19では、L字状に屋敷を囲むS DlOをみることに

する。S DlOでは、土師質土器で皿のB－I－a類、鍋はB－V類が存在する。輸入陶磁器は、

高台アーチ状を呈する白磁の皿、幅広の蓮弁文の碗や細達弁文の碗が出土している。15－16世

紀に位置付けできるものである。

Loc．21では、土拡、溝、井戸に良好な資料が存在する。S K60では、土師質土器で皿のB－

I－a類と杯のB－Ⅲ類が共伴している。S K76でも同様なことがいえる。S E3では、土師

質土器杯のB－I、B－Ⅱ類と備前焼Ⅳ－V期にかけての捨鉢、聾が共伴している。S D4・

5・9もS E3と同様であるが、さらに16世紀代の青磁、染付類が伴っている。Loc．25のS D

lでは、土師質土器の皿でB－I－a類が存在し、鍋は鍔を有するA類が多い。また、瓦質土

器の捨鉢と共に鍋のB－I類が共伴している。備前焼をみるとⅣ期のものがほとんどで、輸入

陶磁器の青磁は、15世紀のものが多い。これらの出土状況からS Dlは、15世紀代に機能した

と考えられる。

Loc．31Aは、良好な溝に囲まれた屋敷を検出した調査区である。屋敷を囲む溝としては、出

土遺物は少ないが、その中でも土師質土器の杯と瓦質土器の鍋が共伴している。杯はB－Ⅱ類、

鍋はA類とB－I類が存在し、A類がその中でも多くを占めている。その他は、14世紀に生産

されたと考えられる魚住焼の控鉢が出土している。屋敷内のS Elからの出土遺物は、瓦質土

器の鍋A類とB－Ⅱ類が存在し、常滑焼でⅢ期の大嚢が共に出土している。これらのことから、

Loc．31Aの屋敷は、14－15世紀初頭に機能したとみることができる。Loc．31Bも屋敷比を検出

した調査区であるが、Loc．31Aと比べると小規模である。屋敷を囲むS D3からの遺物をみて

いくとS D3では、土師質土器の皿、杯、備前焼、輸入陶磁器が出土している。土師質土器の

皿はA－Ⅱ類、杯はC類である。備前焼はⅤ期の捨鉢である。輸入陶磁器は、白磁の端反りの

形態を有する皿である。その他、唐津焼の皿も出土している。これらの遺物から時期を16世紀

後半におくことができる。Loc．39Bでは、S D6・7から主に遺物が出土している。S D6を
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みると、土師質土器の皿がB－I－a類、杯がB－Ⅲ類である。さらに鍋はA類が大半を占め

ている。これに備前焼Ⅳ期の揺鉢が共伴している。Loc．25のSDlと同様な出土状況を示して

いる。

Loc・40では、SDlから土師質土器でB－Ⅲ類の杯と、鍋でB－Ⅱ、B－V類が出土し、備

前焼はⅤ期、輸入陶磁器では染付が出土している。Loc．42は、田村城館内に位置する調査区で

ある。他の調査区に比べ、中世の遺物が多量に出土している。土拡及び溝から良好な一括資料

を得ることができた。土城ではSK96があげられる。SK96は、一括して土器が廃棄されてお

り、共伴関係をさぐる上で良好な遺構である。このSK96の詳細は後述することにする。溝で

は、SD2・7の遺物をみることにする。SD2においては、土師質土器の皿類が多く出土し、

SD7は反対に杯類が多い。両港とも皿はB－I－a類が出土し変化はないが、杯類は、SD

2がB－Ⅲ類、SD7がB－Ⅳ類と分類することができる。しかし、その他の遺物の構成が変

わらないことから、ほぼ15世紀後半～16世紀にかけて杯と皿を分けて一括廃棄したものと考え

られる。ここでは杯、皿と同様に小杯が多く出土している。SD3では、量的に少ないが、土

師質土器皿でB－Ⅳ類と備前焼Ⅳ期初頭の措鉢が出土している。SD2・7に比べるとやや古

くなると考えられる。Loc．43で注目される遺物は、田村城館の外堀から共伴して出土した土師

質土器皿類と御札である。土師質土器は皿と小皿が存在し、皿はB－I－b類で、小皿はB一

工類である。共伴した御札は、大永年間の紀年銘を有しており、時期を明確におさえることが

できた。

（3）Loc．42、SK96の出土遺物について

遺物の出土状況と共伴関係について概観してきたが、遺物は、各調査区とも屋敷址を囲む溝

と土肱から出土しているものが多い。その中で、Loc．42のSK96からは、土師質土器が一括し

て多量に出土しており、一時期に廃棄されたものと考えられる。ここでは、SK96から出土し

た遺物について説明を加え、若干の考察を行うことにする。

SK96は、田村城館内でLoc．42の南東部に位置する。出土遺物は、床面直上及び埋土中よ

り多量の土師質土器が重なりあった状況で出土した。器種をみると、皿、小皿、杯、小杯が認

められる。前述した形態分類に従うと、皿はB－I－a、B－Ⅱ－a、B－Ⅱ－b類、杯がB

－Ⅲ類、小皿がB一工類である。土拡内出土の土師質土器の個体数を割り出してみる。個体数

の計算は、口縁部計測法を使用し行った。本遺構の出土品で分類・計測の対象としえた口縁部
註8

破片数は、931片である。完形品に換算すると123個体分で、小杯が19個、杯が15個、皿の中で

B－I－a類が86個、B－Ⅱ－b類が3個である。図示でき得たものと合計すれば、小杯が36

個、杯が47個、皿の中でB－I－a類が117個、B－Ⅱ－a類が4個、B－I－b類が13個で

ある。総計217個体分が一括廃棄されていることになる。この中で特徴として大きく捉えるこ

とができる褐色系、白色系の遺物をみてみると、杯類はすべて褐色系で、皿はB－エーa類が
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褐色系で、B－Ⅱ－a、B－Ⅱ－b類は白色系を呈している。白色系の皿は、17個体分出土し

ていることになる。これらの白色系の土師質土器の皿をみるとロクロは未使用であるが、非常

に丁寧な作りである。褐色系の皿類と比べると成形段階において技術的な差を兄いだすことが

できる。高知県内では、芳原城から同類のものが出土している。これらは、「自力ワラケ」と
註9

呼ばれているものであり、畿内からの搬入品と考えることができる。本土拡から出土した土師

質土器類は、自力ワラケ以外にも芳原城出土のものと同一の形態を有するものが多い。これら

のことから、一括廃棄された時期は、芳原城が機能した時期とほぼ同一と考えてよい。本土肱

から共伴して出土した輸入陶磁器の青磁・碗も、芳原城出土の青磁と同類である。芳原城では、

明応2年という紀年銘を有する護符が共伴して出土していることから、15世紀終末から16世紀

初頭に機能した時期をおくことができる。次にこの時期の田村における細川氏の動行をみてみ

たい。文亀元年から永世年間における田村では、①文亀元年（1501年）1月、細川勝益が田

村庄に桂昌寺を建てる。②文亀二年（1502年）6月4日、細川勝益没す。③永世四年（1507年）

6月、管領細川政元が謀殺されたため、細川一族上京する。以上の大きな歴史的背景がある。

土肱が217個体分の土師質土器を一括廃棄されたという性格を持っていることと、前述した細

川氏の動行とを一致させることは、時期尚早と考えるが、田村城館内に位置しているSD2・

7で、SK96出土の土師質土器と同形態のものが多量に廃棄されていることを考えあわせると

興味深い点である。今後田村城館内での広い範囲の調査を期待するところである。以上のこと

から、SK96出土の土師質土器類は、時期を大きく捉えても15世紀後半～16世紀前半に位置付

けることができる。

（4）編年試案について

今回の調査で検出した遺構の中で、特に国産陶器類と共伴して出土した土師質土器、瓦質土

器を中心に、その変遷を考えていきたい。以下4期に区分して概要を説明していく。

工期（13世紀）

I期として考えられる遺構は、Loc．1のP4、Loc．15のSDl、Loc．14のP33－35である。

瓦質土器類は出土しておらず、土師質土器の小皿、皿、杯類を位置付けることができる。小皿

はA－Ⅱ－a、A－Ⅱ－b、A－Ⅲ類、皿はA－I類、杯はA類である。Loc．1のP4、Loc．

15のSDlで、13世紀と考えられる瓦器・碗と共伴しており、また土佐国街跡のSD17でも同
註10

様な器種構成で出土している。

Ⅱ期（14～15世紀初頭）

Ⅱ期として考えられる代表的な遺構は、Loc．4のSDl・3、Loc．6のS Dl、Loc．31Aの

SDl、S Elがある。この期で特徴的なことは、瓦質土器の鍋が多量に出土していることで

ある。土師質土器の鍋は若干B－I類が存在するのみである。土師質土器の皿でB－Ⅳ類も出

土しているが、Loc．42のS D3の出土状況を考えるとⅡ～Ⅲ期にかけてのものと考えられる。
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，

杯類は、B－Ⅱ類が大半を占めており、Ⅱ期に位置付けられる。瓦質土器の鍋は、Loc．6でB

－I類が多く、Loc．31AではA類が多い。共伴関係から、Loc．6の溝がLoc．31Aの溝に比べ

やや後出すると考えられる。

Ⅲ期（15世紀前半～16世紀前半）

Ⅲ期は、田村城館に居城した守護代細川氏の最盛期から衰退期にかけての時期である。細川

氏が上京した永世四年を含め文亀一大永年間までは16世紀前半に入るものである。このⅢ期は、

数多く遺構を取り上げることができる。その中で良好な一括資料としては、Loc．42のSK96が

ある。土師質土器の皿は、B－Ⅱ－a、B－I－a、B－I－b類、杯はB－Ⅲ類、小皿はB

－I類である。また、Loc．42のSD7から出土している土師質土器杯B－Ⅳ類や、Loc．43で田

村城館の外堀から大永年間の紀年銘がある御札と共伴関係にある皿のB－I－b類、小皿B一

工類も含まれる。土師質土器の鍋は、A類が大半を占めており、15世紀を境にして鍋は瓦質土

器から土師質土器へ大きく主流が移るのではないかと考えられる。

Ⅳ期（16世紀前半～16世紀後半）

Ⅳ期は、細川氏によって支配され統制されていた守護領国体制が終焉し、土佐において戦国

時代の突入による国人諸豪族の台頭をみる時期から、長宗我部氏により土佐国内が統一された

時期である。このⅣ期に位置付ける遺構としては、Loc．31BのSD3、Loc．39のS El、SK

lllをあげることができる。土師質土器の皿はA－Ⅱ類、杯はC類が主流を占める。鍋はB－V、

B－Ⅵ類が出現している。土師質土器皿、杯類は主にⅣ期でも後半に位置付けできるものと考

えられる。

以上、簡単に4期区分した概要を述べてきたが、土師質土器、瓦質土器はその形態的特徴に

よって、時間的変遷の大略を掴むことができた。土師質土器の杯は、すべてロクロ成形であり、

口縁部、体部、底部の特徴をみると、13世紀のものは、口縁部が外反し、14・15世紀になると

体部から直線的に外上方へ立ち上がり口縁部に至るものになる。その中でやや古く位置付けら

れるものは、台状の底部を有するものであり、次に台状の底部力当肖滅し、平底に変わり、さら

に口径に対して底径が狭くなるという変化がみられる。16世紀後半になると、器壁が厚くコッ

プ状の形態を有するものに変化する。休部から口縁部にかけて内湾気味に外上方に立ち上がる

特徴がある。土師質土器皿で、13世紀にみられるものは杯と同様にロクロ成形で口縁部が外反

する特徴を有する。14世紀に位置でき得る良好な資料は抽出することができなかった。15－16

世紀前半にかけては、ロクロ未使用で、口縁部をヨコナデし、やや外反させたものである。そ

の中でやや古く位置付けられるものは、大振りの皿で、口径が大きく器高がやや高いものであ

る。15世紀後半になると畿内からの搬入品もらみられるようになる。16世紀後半になると、ロ

クロ成形のものが再度出現し、小振りで休部から内湾気味に外上方に立ち上がる形態をもつ皿

等がある。小皿では、13世紀は口縁部を外反させるものや、高台付小皿が主流を占める。分類

した中で、A－I－a、A－I－b、B－Ⅲ類は不明な点が多く明確でないが、14－15世紀に
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は位置付けることが可能と考えられる。15世紀後半から16世紀にかけては、手づくねによる小

皿が主流を占めてくる。これに伴うものとして小杯が存在するが、これはA一工－a、A一工

－b類の小皿から変化してきたものと考えられる。土師質土器の鍋は、15－16世紀に盛行した

ものと考えられる。鍔を有するものから、そうでないものに変化してくるものと考えられる。

その中でB－I、B－Ⅳ類は不明で、明確に位置付けることができない。瓦質土器の鍋は、14

世紀頃に鍔を有するものが盛行し、その後B－I類の鍋に変化してくるものと考えられる。15

世紀後半になると瓦質土器から土師質土器に大きく主流が変わってくる。器種の構成として現

段階で捉えられるものは、工期には土師質土器の小皿、皿、杯、椀が存在し、I期では椀、皿

が数少なく、杯、小皿、瓦質土器鍋、措鉢が主流で、Ⅲ・Ⅳ期では小皿、皿、杯、鍋があり、

新しく小杯、釜、鉢の器種が出現してくる。

以上、中世の土器について形態分類及び編年試案の説明を加えてきた。しかし、今回の報告

では、種々の問題から充分な検討を加えることができなかった。また、この試みは、県内では

初めての試みでもあり、今後の研究によっては、再検討しなければならない点や、訂正する点

が多くあることを承知頂きたい。

器

甘
I司

5

器 高 5 0

▲　　 ▲▲
▲

5

▲
△

△怠 ．△△
△　△

△企

ご撃 鶴 屋 ㌔ 0

0　0　　　 0　0

10 15　　　　 口径

▲
▲
▲▲

診△△

▲
▲

▲　　　　▲

△△ A仝△

lJ？凸．△
△　と△

△

5 ．

底

径

‾’Ja△
△ △△

△

皿　 ‘o B － エー a 類

小杯　 ▲

杯　　 △ B － Ⅲ類

第29表　Loc．42　SD2出土土師質土器法量　　　　　単位。m
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畢

l＝コ同

5

器高 5 0

麻 ▲

5

△魂 醸

△
0

0　　0

10 1 5　　　　 口径

ム
主賓▲▲▲△AA△△△

巌 ▲
▲▲ 嘩

5
底
径

皿　　 o B －I －a類

小杯　 ▲

杯　　 A B －Ⅳ類

第30表　Loc，42SD7出土土師質土器法量　　　　単位cm

挙
日間

5

翠高 5 0

悌 B 二品

5

芸仏転 。。。二

〇〇　　　　　　 〇〇

一a 類　 B ＋ a類

10

0　　0
0　　　0

B －Ⅱ－b 類

15　　 口径

▲
▲▲も

甘

塩 △ ‘

▲
▲　　▲▲▲▲▲　▲

▲　▲▲
▲　蝿 主

△△　∠畠 今△

㌣ 賢 5
底
径

．
△㌔全竃 小皿　 ● B －I

△ △△ 皿　　 ○

小杯　 ▲

杯　　 A B －Ⅲ

第31表　Loc．42SK96出土土師質土器法量　　　単位cm
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2．遺構

田村遺跡群において検出された中世遺構の中の圧巻は、溝に囲まれた屋敷址群である。これ

らの遺構は、溝による区画が歴然としたものから若干不明瞭なものまで合わせて計31区画ほど

確認された。時期的にみても、14世紀代に成立したものから、17世紀代に廃絶したものまであ

り、かなり大きな時間的幅をもっている。

ここでは、まず、各調査区毎に紹介されたところの屋敷址に関する集計資料を提示し、次に、

同遺構について、『長宗我部地検帳』の記載事項との照合を試み、最後に、若干の考察を加え

てみたい。

（1）SHl～31の概略

本項では、各調査区において検出された「溝に囲まれた屋敷址」に対して、便宜上、SHの

略号を付して説明することにしたい。SH番号は、原則として西北部の調査区より順に表記し

たが、各Loc．番号とSH番号との関連は第32表の通りである。（例えば、SHlとはLoc・34で

確認されたところの溝に固まれた屋敷址を指す。）なお、同表において、各SHの概略を記し

てあるので、第209－219図の略図と合わせて参照頂きたい。

また、各SHを構成していたと判断される掘立柱建物址は、重複しているものを含めて総計

378棟に及ぶが、これらを単位面積別に集計したのが第33表である。なお、柱穴が密集して検

出された地点等では、建物址の決定方法にも難があり、この表にどれだけの資料的価値がある

か疑問ではあるが、大略を把握する上での参考にはなり得ると考える。

（2）F長宗我部地検帳』の記載事項とSH

『長宗我部地検帳』は、周知の如く、土佐の中・近世史研究上の一等史料である。そのうち

天正16年（1589年）の「香美郡上田村地検帳」と「香美郡下田村庄地検帳」とに、当田村地区

一帯を対象とした検地状況が記されている。

ところで、当地区においては、幸いにも天正年間の地名呼称が「かなり正確に踏襲され現在

にいたっている」ため、現在の小字名カ：ら容易に各調査区の天正年間の状況を類推することが
註11

できる。よって、本項では、各SH毎に『長宗我部地検帳』（以下『地検帳』と略す）の記載

事項との比較対照を試みてみたい。なお、各SHの全体的な位置関係と小字名とを併記したの

が第208図である。

S HI

SHlは小字横手の南東部に位置するが、「ヨコテ」について『地検帳』には次のように記さ

れている。
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第32表　SHl～31の概略

S H L oc．
所 在 地

（小　 字 ）

存 続 時 期

世 紀

敷 地面 積

が

屋敷 を囲 む溝

の南北軸方向

溝併 行

の建 物

数　 棟

付　　 属　　 施　　 設

備　　　　　 考
細分 す

る溝

井　　 戸
（位　 置）

屋 敷 墓
（位　 置）

1 34 横　　 手 15－ 17 初頭 1 ，4 88 N － 200－ E 11 4
S E l

（南東 部）

2 33 横 手 前 15 － 16 1 ，197 N － 180－ E 2 1 1
S E l

（南 東 部）

S K 40

（南西 部）

3 31 A コキカ 内 14 － 15 初頭 1 ，3 60 N － 160－ E 17 1 1
S E l

（南　 部）
S K 28

（南東 部）・
区画 明 瞭。

4 31 B 〃 16 ～ 17 初頭 1 ，189 N － 120－ E 6 1 南西 部 は調査 区外 。

5 30 柿 の 木 14 － 15 初頭 1 、2 17 N － 110－ E 14 1 東 部 は調査 区外 。

6 39 A 寺 の 前 16 － 17 初頭 3 82 N － 180－ E 2 0
北 西部 は調 査 区外。

区画不 明瞭 。

7 ク 〃 ノケ 68 7 N － 170－ E 8 0
S K 2 ～ 5

（北西 部 ）

北 部 は調査 区外 。

区画不 明瞭 。

8 ク ノシ 〃 1 ，18 0 ク 11 0
S E l

（南東 部）
北 部 は調査 区外 。

9 ク ク 〃 1 ，7 28 N － 2 00－ E 12 0
S K 18

（南 東部）
区画不 明瞭 。

10 39 B 〃 16 1 ，92 0 ク 33 2
S E l

（南 東 部）

区画明 瞭。

北辺の溝は堀状 を呈す。

11 39 C ク ．15－ 16 1 ，64 0 N － 2 20－ E 6 3
S E 2

（南 寄 り）

12 〃 ケ 15 － 17初 頭 1 ，05 6 N － 2 00－ E 7 7
S E ］．

（南 東部 ）

13 40 桑　 の　 本 16 1 ，87 2 ク 37 0
SD lの南辺 が曲北 して

屋 敷 を細分 してい る。

14 ク 〃 ク 64 0 ク 12 0

15 21 正　　 吉 ク 690 N － 1 50－ E 15 0
S　E 2

（南 東部 ）
北東 部 は調査 区外 。

16 ノケ 〃 ク 1 ，29 6 〃 29 0
S E 3

（南　 部 ）

17 20 ノケ 15 － 16後 半 1 ，23 2 N － 20 0－ E 13 1
S E l

（南 東部 ）
S K 17

（軍　 部 ）

18 19 ク 16 37 7 N － 18 0－ E 7 0 西 部 は調査 区外 。

19 〃 〃 ク 324 N － 20 0－ E 7 0

20 ク ク ク 39 1 〃 7 0

2 1 ク ク ク 32 3 ク 8 0

22 18 スエ ン坊 15 ～ 16 67 2 N － 22 0－ E 6 0
S E l

（南 東部 ）

1 23 ク ク ・ク 31 2 ク 6 0

24 4 下 窪　 田 14 － 15初 頭 462 N － 15 0－ E 6 0
S E l

（南　 部 ）

25 ク ク ク 64U N － 22 0－ E 9 ．1

26 2 5 ワカサ カ内 15 1，111 N － 210－ E 7 1
S E l

（南 東部 ）
西部 は調 査 区外 。

27 ク ク ク 1，758 ク 4 0
S E 2

（南 東部 ）

28 13 東 松 木 15 － 16 1 ；268 N － 200－ E 19 3
S E l
（中央東 寄 り）

S K 2
（北 西部 ）

29 14 フクナ カ 〃 1 ，330 N － 180－ E 15 0
S K 32 － 34

（北　 部 ）

30 6 フ　 ク　 タ 14 － 1 5初頭 698 N － 190－ E 10 0
S E l

（南東 部 ）
S K l ・ 2

（北 西部 ）

31 10 ソ　　 ネ 16 346 N －　 40－ E 13 0 南 西部 は調 査 区外。

（注）①敷地面積は、溝に囲まれた区画内の面積を指す。また、溝が調査区外へのびる場合は、確認部のみの面積を記している。

②溝併行の建物数は、重複関係にあるものも、それぞれ1棟として算出している。
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第33表　掘立柱建物址の面積別棟数

各S B の

積

S H 0 － 5 ～ 10 ～ 15 － 20 － 25 － 30 ～ 35 － 40 － 4 5 － 50 － 55 － 60 － 6 5 － 70 － 75 － 80 （㌦）

計

（棟 ）

備　　　　　 考

1 2 3 4 1 1 11 東側にも建物群あり。

2 2 4 6 4 2
l
l
l

2 1 21 西側にも建物群あり。

3 1 5 2 2 2 3 1 1
l
l
l

17

4 2 2 1 1 6 南西部 は調査 区外。

5 1 3 5 2 1 2 14 東 部 は調査 区外 。

6 2 ＿ 2 北西部 は調査 区外。

7 5 3 8 北 部 は調査 区外 。

8 1 1 5 1 2 1 11 北 部 は調査 区外 。

9 3 5 1 1 1 1 12

10 4 8 10 6 1 1 2 1 33

11 1 1 1 1 2 6

12 3 1 2 1 7

13 4 3 8 4 6 9 3 37

14 1 1 1 2 1 2 2 1 1 12

15 2 4 4 2 3 15 北東部は調査区外。

16 2 7 5 5 3 4 3 29

17 2 4 2 1 3 1 13

18 3 2 1 1 7 西部 は調 査 区外 。

19 1 2 2 1 1 7

20 4 1 1 1 7

21 2 3 2 1 8

22 2 3 1 6

23 5 1 6

24 2 2 1 1 6

25 2 1 5 1 9

26 2 2 1 1 1 7 西 部 は調査 区外 。

27 1 2 1 4 東側にも建物群あり。

28 1 8 4 4 1 1 19

2 9 4 5 2 1 1 1 1 15

3 0 1 1＿ 2 2 1 2 1 10

31 1 3 3 2 1 1 2 13
南西部は調査区外。

北側にも建物群あり。

計 （棟） 24 87 73 6 7 43 32 19 17 5 5 3 0 0 1 1 1 37 8

（注）①0－5はOIが以上5Iが未満を意味する。

（参重複関係にある掘立柱建物址もそれぞれ1棟として扱った。
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1′E増恕用ど屑缶甘
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匡　　　器軸牒

礫蜜出血撮順は：恕
輌咄趣々

匡

貞墳無体‖増悪
軸咄趣々

1田宜　悪口芭咄咄趣哺

櫛引日直査
芭咄咄々

匡　　　蛍輝線蛸超監哺

1′監＋貞ピ甘辛′ヽ叶　　　　　　匡　　　」

SHlは、15世紀から17世紀初頭にかけて存続したものと判断されており、天正年間の5つ

の「中ヤシキ」のうちのいずれかと関連があるものと考えられる。SHlの位置及び面積から

して、特に末尾の屋敷との結び付きが濃厚である。

S H2

SH2は小字横手前の北東部に位置するが、「ヨコテノ前」について『地検帳』には次のよう

に記されているだけである。

mn事ヽ橿格脚ト

1′裾増藍川ど1
匡（1田恵）

世皿Ⅲ肺査

SH2は、15世紀から16世紀前半にかけて存続したものと判断されている。よって、当地点

は、天正年間には水田化してしまい、9反余に及ぶ土地が「桂昌寺分」となったものである。

なお、桂昌寺（現・細勝寺）は、文亀元年（1501年）に守護代細川勝益によって建立された日

蓮宗寺院であり、守護代館の南西部に位置する。

ー435－



S H3〈′5

SH3は、小字コキカ内の北東に位置し、SH4はその南側に位置する。また、SH5は小

字柿の木の東部に位置している。「コ、キカ内」及び「カキノ木」について『地検帳』には西

から東へ向かって次のように記されている。

n′小雨引付地はゼ

1バ媚は凧ど各

項々ヽ紅

1′昆十だ甘㌢′ヽ叶

刃相中′ヽ叶

1′芭十両ピ甘㌢′ヽ舟

央叶ヽ≠

1′伸也はH」枠ピ屑呑蛸ト甘

匡」瀬

1′脚増恕」くど甘

匡」害

1′皐くど11査ト㌢′ヽ舟

匡（1田宜）屑米哺

匡　　　」（伸雄辱査）

匡　　　　　匡」

匡　　　　J

E咄咄趣々

匡　　　　　匡」

匡　　　　」

騰格叶套々

匡　　　播く樹種趣監査

牒幸「担唖つ塑忠

匡　　　　　匡」

匡叶套恕

匡　　　　　匡」

匡　」　蜜

匡」麻

「■ト攫トキ′ヽ叶蛸喩㌫邁㌍両
区　　　　　匡」

匡　」　恕

S H3・5は、14世紀から15世紀初頭にかけてのものと考えられており、ことにS H3は区

画が明瞭であり、大規模である。また、SH4は16世紀から17世紀初頭にかけて存続したもの

と判断されている。したがって、S H4は、「土ゐの西」あるいは「土ゐヤシキ」のいずれか

の「中ヤシキ」と関連をもつものと考えられ、位置からすると後者の可能性が強い。また、こ

の「土ゐ」の呼称はおそらくSH3の遺構から生じたものと推察される。
註12

S H6～12

SH6－12はすべて小字寺の前に所在している。すなわち、北部にSH6－8、中央部にS

H9・10、南部にSHll・12が、それぞれ東南に並んでおり、当地区全域がSHで占められて

いる。但し、S H6・7・9は、溝による区画がさほど明確ではない。

「寺ノ前」について、『地検帳』には、

－436－

一　　一　一　　Jt　－



肺ヽ橿

1′車瑠ピト咄

匡」

1′車中ピトキ′ヽ叶

匡」

1月恥紬稚拙査召す′ヽ叶

匡」

1田定

く18　轍　璧∵恕

匡

匡　　　　」

繕琵咄々

匡

匡　　　　」

′両々

匡

1′伸展くど1査叶各キ′ヽ叶　　　匡　　　」

匡」紅　　　　　　　　　　　　　　　匡

1′吏卓だ11査恒田　　　　　　　匡　」　恕

匡」害　　　　　　　　　　　　　　　匡

14可巧雄峰≠召す′ヽ舟　　　　匡　」　恕

匡」

1′車Eだ甘㌢′ヽ叶

匡

匡　」　恕

繕蛸趣監々

とあり、天正年間には4つの「中ヤシキ」と1つの「下ヤシキ」が存在したことを物語って

いる。

ところで、SH6－10およびSH12は、存続時期の下限が16世紀後半から17世紀初頭とされ

ており、これらが上記の「ヤシキ」群と関連をもつものと考えられる。とりわけ、SHlOは、

中央に最大規模の掘立柱建物址（SB39）を有し、堀とも呼ぶべき壮大な溝を北面1±伴ってお

り、「主ゐ」と記された「中ヤシキ」とのつながりが想定される。

S H13・14

SH13は小字桑の本の東寄りに位置しており、SH14は更にその北東に所在している。

「桑ノ本」について『地検帳』には次のように記されている。

峨ヽ終

日伽㍗煤

匡」

1欄増野階順

匡」紅

1′監＋」くど川虫1

匡（1田定）

奉　献　脛

更世襲屑咄思

匡　　　　国対哺

櫛引日直査

匡　　　東咄蛸趣監哺

匡　　　　」
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峨ヽ格

1′吏甘ピ甘キ′ヽ舟

匡　　　　瑚趣々

直　感択・脛
要肇柴拍車軋巳

匡」紅

1小胆咄くど豊富昌叶酌と⊥撫昼諒脛⊥撫
匡　　　十べ媒

惑日産1く止K姫「鑑

匡」格脚臣
1′く咄吏ど1

匡

奉　献　脛
愛鷹璧両咄岩

SH13・14は、ともに16世紀のものと判断されており、これらが上記の2つの「中ヤシキ」

と関連をもつものと考えられる。位置及び面積からして、SH13が「ヤス衆」、SH14が「道

衛ゐ」とそれぞれ結び付く可能性が強い。

S H15～21

SH15－21はすべて小字正吉に所在している。すなわち、北部にSH15・16、中央部にSH

17があり、南部にはSH18－21が東西に並んでいる。うち、SH18－21は、いずれも敷地面積

が300r正代であり、他のS Hに比して小規模である。

「正ヨシ」について、『地検帳』には、

増m′ヽ㌢′ヽ舟

1欄咄雷岩警叶

匡」ヽ橿

1′已＋貞ピ甘

匡」害

1′中東ど甘㌢′ヽ叶

匡」怪

1′恕」くどトキ′ヽ叶

匡」橿増長±レ

1′監＋已ど11査甘

増椒㌢′ヽ叶恵与田♯吊

1′已＋くど雷票警叶

匡（1田富）栂出

勤　定　樺　地上鑑

匡　　　11咄趣監々

匡　」　恕

匡

匡　　　　」

′用々

匡

匡　　　　」

111咄屑咄々

匡

匡　　　　」

匡

轄牒恕査
e宜用咄蛸趣監々
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匡」橿

1′吏屑だ各

匡」紅

日宝ど苦塩ど

匡」

1′恕瑠ど川虫昏

匡」害衷｛田朝川

lメ亘十両ピ⊥㌢′ヽ叶

匡」紅可々

1′車両だ昆虫甘辛′ヽ舟

匡」嘩嘩肺キ′ヽ叶

1弓瑚嘩『廿′ヽ叶

匡」腫

1′吏くど川虫叶甘㌢′ヽ叶　兼題田

匡」

1′恕出ピ各項

匡」糎

1′恕」くどト

匡

匡　」　査

匡　　　　礫潮岬

僻離日直垂

匡　　　　《潮岬
匡　　　　」

匡　　　杵柄紬帽糠

瑚′音素云辛ミ止上恕

匡　　　終端e査

匿♯車担趣監＝恕

匡　　　仲田

恕　定　繕　織目鑑

1盟宝：ヰ糾酢駐

惑墳上中離職匡恕

匡　　　　く潮岬

伸机日直査

匡　　　　　　匡」

匡　　　　」

とあり、1つの「上ヤシキ」と6つの「中ヤシキ」及び1つの「下ヤシキ」が、天正年間に

存在していたことを伝えている。

ところで、SH15－21は、存続時期の下限が16世紀後半とされており、当然上記の「ヤシキ」

群との関連が想定される。とすれば、これらの「ヤシキ」は、天正検地施行から時を置かずし

て廃絶したものと考えられよう。

S H22～25

SH22・23は、小字スエン坊の北部にあり、SH24・25は小字下窪田の南東部に位置してい

る。前者の存続時期は、15－16世紀、後者のそれは14－15世紀初頭と判断されている。

「スエン坊」及び「下クホタ」について、『検地帳』には、

畑右㍗細掴嘱

目＝1L喀車掌1憮当君田1牌厚木くヽlトA
E吏11だ監査各咄
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匡」瀬

1用咄宣告藩㍍

匡」格1増
1′巳＋裾だ屑垂井1

匡」

1′巳十両ど1査1

匡」格1増

1′団＋くピ1

匡」僻柊1増

1′已＋くど4

匹」柊11増
1′伸展団＋卓だ11査叫

匡」僻

1川軋脛順

匡」瑚＞く

1′毘＋」く蟹缶缶1

トへ英へ

1′」く礎盤くど1

1田立　掻く樹種趣監査

伸机日直査

寺川11咄蛸趣監岩

匡　匡Jl監阻抽出増悪

匡　　　　」

匡　　　貞咄蛸趣監哺

匡　　　　」

匡　　　悪口E咄咄趣哺

匡　　　　」

匡　　　田各位女鹿

匡　　　　」

匡　　　盤′宥岬

匡　　　　」

匡　　　苦境趣岬

匡　　　　」

匡　　　｛H鰭貞咄哺

匡　　　　」

匡　　　礫梱趣監哺

匡　　　　」

匡

ぺ，東く　ヰ埠＋璧∵鰹

とあり、天正年間には当地点は完全に水田化されている。

S H26・27

SH26は小字ワカサカ内の南西部にあり、SH27はその東に位置している。「ワカサカ内」

について『検地帳』には次のように記されている。

ト重車重・監

1′伸展套中空111函ト

匡」媒

ト屑増野くど薬田川噸監鵬

匡（ト国定）単車岬

匡　　　」（惑匿査）

匡　　　　車八，ト八鹿
匡　　　　」
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匡」僻

1′瑠増田＋車掌叶1　　　　　匡

歴ミ無周趣監畔留　匡

匡」

1′＝廿だ各トト叶

餌潮岬
」

十鞘双岩

匡　　　　匡」

匡　　　　」

匡」

SH26・27は、ともに15世紀代の遺構と判断されており、天正期にはすでに水田下に埋没し

ていたものと考えられる。なお、『地検帳』記載の「中ヤシキ」については、詳細が不明である。

但し、SH26を切っている掘立柱建物址（S Bl）がLoc．25の西端で検出されており、同遺

構が「中ヤシキ」と何らかの関連を有する可能性がある。

S H28・29

SH28は小字東松木の南東部に位置し、SH29は小字フクナカの南西部に所在する。両SH

は、属する小字は異にするものの、東西に隣接している。

「東松木」及び「フクナカ」について、『地検帳』には次のように記されている。

媒褒某

日脚離日増掴査1

匡」媒

1欄鹿茸1函

匡」媒

1欄増胃lど日永

匡」僻

目訂正㌍掛

匡」媒

1小胆増十だ苛は川虫

匡」僻
目車」くど屑缶1

匡」媒

1′亘恕」くど1

匡」媒

1′脚増車11ど1

匡（上田宝）♯1哺

匡　　　」（惑匿査）

匡　　　　騙相趣に哺

匡　　　　」

匡　　　　塞！綽魯回虫

匡　　　　」

匡　　　　卦削師軽度

匡　　　　」

匹　　　　婦戒律小甘畔

匡　　　　」

匡　　　　田ヽ置榔萄恕

匡　　　　」

匡　　　　煙餌哺

匡　　　　」

匡　　　　甘朋耐拍厘

匡　　　　」
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トキJト重

1′監増吏Eだ1

匡」僻

1雄雌ど胃針目腰

匡」僻

1雄雌だ胃十1ど1査

匡　　　　甘堰く咄鰹恕

匡　　　　」

匡　　　　蛸昭電哺

匡　　　　」

匡　　　　磯空席姫監蜜

匡　　　　」

SH28・29は、共に15世紀から16世紀にかけて存続したものと判断されており、当地点は天

正年間にはすでに水田化を終えている。

S H30

S H30は小字フクタの北東部に位置するが、「フクタ」について『地検帳』には次のように

記されている。

卜」＼々＼

1月甘増十だ胃削別納

匡」紅
1′伸展監＋1ど匡査可

匡」紅柊同展
1′民増車だ1

匡」紅

1欄咄胃攫

匡」紅

1月酢咄十だ胃引くど

匡」紅
1′瑠咄邑＋くど1

匡」リ」

1欄増車だ胃く馴軸

匡（上田宜）磯皆様描趣監恕

匡　　　」（惑匡査）

匡　　　　腰部岬

匡　　　　」

匡　　　　虹虫酔余

匡　　　　」

匡　　　　車ヽlト八重

匡　　　　」

匡　　　　害定描趣監恕

匡　　　　」

匡　　　　屑咄末梢哺

匡　　　　」

匡　　　　煙昼田螺

匡　　　　」

S H30は、14世紀から15世紀初頭にかけて存続したものと判断されている。したがって、天

正年間には当地点は完全に水田化しており、長宗我部家臣の給地あるいは「国分寺分」及び旧

名主層の「名」となっている。
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S H31

SH31は小字ソネの南部に位置するが、「ソネ」について、『地検帳』には、

＞′略

1′＋卓どトキ′ヽ叶

匡」僻

1′十だ監査トキ′ヽ叶

＞′舟

1′十川ど監査トキ′ヽ叶

匡」害

1′瑠十だト㌢′ヽ叶

匡」楳

1′恕くど川虫トキ′ヽ叶

匡」害

1′幸田ピトキ′ヽ叶

匡（ト国定）国定轟平咄蛮

匡　　　」（惑匿査）

上田恵　　与匪叶趣に蜜

匡　　　　」

上田定　　腰部く嘲趣悪

感　匿　査

匡　　　　屑盛付0甘岬

匡　　　　」

匡　　　　国東磯村有礼鑑

匡　　　　」

匡　　　　田ヽ荘榔咄鍵盤

匡　　　　」

とあり、6つの「下ヤシキ」が存在していたことを伝えている。

SH31は、16世紀代のものと考えられており、上記の「下ヤシキ」のうち、いずれかに関連

をもつものと考えられる。なお、『地検帳』の記載に比して、SHの数が少ないのは、「下ヤシ

キ」が溝を伴っていなかったことによるものと推量され、実際、SH31の北側には多数の掘立

柱建物址群が検出されている。

（3）まとめ

ここで、今一度第32表に立ち返り、前節での分析を踏まえながら「溝に囲まれた屋敷」につ

いて若干の考察を加えてみたい。

同表によれば、SHは、その存続時期を基準にすると下記の6群に分類できる。

A群……14世紀－15世紀初頭（SH3・5・24・25・30の5屋敷）

Bl群……15世紀

B2群……15世紀～16世紀

B3群……15世紀－17世紀初頭

Cl群……16世紀

C2群……16世紀～17世紀初頭

A群は、守護代細川氏の土佐入部

（SH26・27の2屋敷）

（SH2・11・17・22・23・28・29の7屋敷）

（SHl・12の2屋敷）

（SHlO・13－16・18－21・31の10屋敷）

（SH4・6－9の5屋敷）

（1380年頃）以前から存在していたと考えられるものであ

り、いずれも応仁・文明の大乱勃発（1467年）以前に完全に消滅している。これらの屋敷の規
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模は、SH3・5が1，200㌦余の面積を有する他は、すべて700nf未満となっている。溝による
註13

区画は、SH3及びS H30では歴然としているが、S H5では不明瞭である。

Bl・B2・B3群は、ともに守護代細川氏の隆盛期に成立している。しかし、Bl・B2群（但

し、SH17を除く）は、長宗我部検地施行（1589年）以前に消滅しており、15世紀に成立した

屋敷のうち検地段階まで存続したものは3例（S Hl・12・17）のみである。これらの屋敷群

の規模は、A群に比してそれぞれ増大しており、Bl群及びB3群はいずれも敷地面積1，000nf

以上を誇り、B2群もSH22・23の他は、すべて1，100nf以上に及んでいる。また、溝による区
註14

画も総じて明瞭である。

Cl・C2両群は、ともに16世紀代に盛行したと判断されるものであり、いずれも『地検帳』

記載の「ヤシキ」との関連が想定され得る屋敷群である。Cl群は検地施行から時を置かずし

て廃絶したものと考えられ、C2群も近世初期には消滅している。Cl・C2両群の各屋敷の規

模は、敷地面積1，100I迂以上が6（うち、1，700nf以上が3）、600nf代が3、300nf代が6とい

うように段階的な差異が顕著となっている。Cl・C2両群の中には調査区外まで延びる可能性

を有する屋敷址が含まれており、単純な一般論で論述する事は避けねばならないが、屋敷の規

模に画然とした「格差」が認められるようになることは否定できない。また、この時期は田村

遺跡群における「溝に固まれた屋敷」の最終段階にあたると考えられ、C2群消滅以降の時期

に属する同類の遺構は皆無である。その故か、Cl・C2両群の中には、溝による区画に規格性

を欠くものが多くなっている。

ところで、以上6群の屋敷群には、それぞれ幾つかの共通点あるいは類似点が兄い出せる。

第一に、各屋敷の存続期間がおおむね100年間前後であることが指摘される（但し、B3群は

例外である）。仮に、掘立柱建物の耐用年数を約30年とすれば、同一区画内においては2－3

度の建て替えが行われたものと考えられる。したがって、一区面内に一時期に併存した建物は、

主屋及びそれに従属する家屋等（厨・納屋・厩等）数棟であったと判断され、大規模な屋敷に
註15

は下人小屋的な建物も包括されていた可能性もある。なお、約100年間という数字は、建物の

腐朽等の自然的条件によってのみ規定されるのではないことは、B3群の存在からも明らかで

ある。

第二に、屋敷を囲む溝は、その規模に差異は認められるものの、南北軸方向は14世紀代に機

能したものから17世紀代のものまで類似した数値を示しており、区画内の建物の方向もこれに

ほぼ平行である。これは、溝による区画が古代の条里制に強く規定されてなされたことによる

ものと判断される。ところで、敷地内を更に細分する形の溝も12例程検出されている。ここで

注目される点は、このような細分溝は、Cl・C2群の中では1例ずつしか認められず、他はす

べて14・15世紀代に成立した屋敷に伴っているという事実である。仮に、この細分溝が屋敷内

の居住者を区分するために設けられたものと考えることが許されるならば、中世の小農民階級

の自立との関連を想定することも可能である。
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第三には、井戸及び屋敷墓の存在が挙げられる。まず、井戸は、31区画のうち16区画の屋敷

において検出された。16基のうち15基までが石組の井戸と判断されており、井戸底部には木製

井筒が固定されている場合が多かった。井戸を所有している屋敷は、概して大規模な屋敷が多

く、敷地面積1，000Iが未満のものはわずかに3例である。井戸は、大半が敷地内南東部に構築

されており、北部や西部に位置するものは皆無であった。また、屋敷墓と判断される遺構は8

例程検出されているが、同遺構の大半は上部や埋土中に集石を伴っており、屋敷を囲む溝のコ

ーナー部内側に隣接して位置するという特徴がみられる。

以上、第32表を中心にして、「溝に囲まれた屋敷址」の概要を紹介してきた訳であるが、最

後に、A群からC2群に至る各屋敷群の消長の背景について付言してみたい。

A群は、田村遺跡群において確認された屋敷群の中では、時期的に最も古く位置付けられ、

南北朝内乱期の前半には既に成立していたものと考えられる。言わば、「生成期」の溝に囲ま
註16

れた屋敷群であるが、これらは、14世紀後半には守護代細川氏の田村城館入城という事態に直

面しながらも、なお15世紀初頭まで存続している。このことからも、A群の住人は在地の名主

層と判断して大過ないと考えられ、その消滅にも細川氏退転との繋がりは認められない。
註17

Bl・B2・B3群は、ともに細川氏の勢力拡張期に成立しており、その成立には細川氏との

関連も考えられる。故に、これらの屋敷の所有者としては、在地名主層以外の有力者（細川氏

家臣）をも、その範時に入れて考える必要があろう。しかし、屋敷の廃絶が細川氏の土佐退去

（1507年）と時期的に一致するのはBl群のみであり、B2群（SH17を除く）は長宗我部氏隆
註18

盛に反比例するように衰滅しており、B3群は近世初頭まで存続している。

Cl・C2両群は、B2群とは逆に、戦国時代における長宗我部氏の台頭に併行して成立して

いる。『地検帳』の記載によれば、「ヤシキ」の住人として、同氏の給人が旧名主や農民に混っ

て登場してくる。先に指摘した各屋敷間の規模上の「格差」は、この段階における在地名主層

の階層分化の進展度を反映している可能性もある。そして、Cl群は長宗我部氏衰亡期に消滅し、

C2群も山内氏の土佐入国直後から廃絶の道を辿っている。

その後、「溝に囲まれた屋敷址」は、完全に水田下に没し、田村は山内藩政下の一近世村落

としての道を歩むのである。田村において、溝に囲まれた屋敷は、南北朝内乱期に生成し、戦

国時代に隆盛し、そして幕藩体制確立期に消滅した。同遺構は、中世動乱期が派生せしめた歴

史的副産物であったとも考えられる。

註1高知県立図書館編『長宗我部地検帳』（香長郡上・下）1962

註2　高台付椀も存在するが、良好な資料を得ることができなかったので今回の分類では除

外することにした。

註3　各器種の口径、器高は、すべて明確に割り切れるものではない。
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註4　横田賢次郎、森田勉「太宰府出土の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究

論集』4　1978

註5　間壁忠彦「備前」『世界陶磁全集』31980

註6　赤羽一郎「常滑」『世界陶磁全集』3　1980

註7　井上喜久男「瀬戸編年図表」『世界陶磁全集』31980

註8　宇野隆夫「第4章遺物の考察」『京都大学埋蔵文化財調査報告』Ⅱ一日河北殿北辺

の調査－1981年と同じ方法で行った。

註9　高知県教育委員会『芳原城址』1984

註10　高知県教育委員会『土佐国衛跡発掘調査報告書』第4集1983

註11高知県教育委員会『田村遺跡群一高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財調査概要

－』6頁1981

註12　コキカ内の南の小字は正次（まさつぐ）であるが、当地点は、『地検帳』では「正次

土ゐノ前」と記されている。また、コキカ内の中央には「正次様」と呼ばれる神母（「い

げ」＝伊毛・稲毛とも記す。稲作を守る水の神を祀る小雨。）が存在している。

註13　但し、SH3は2つのSHが複合したような形状を呈している。

註14　SH22・23はともに小規模ではあるが、両者は東西に連なる形状を呈している。

註15　第33表によれば、各掘立柱建物の単位面積も5r正未満のものから70nfを超えるものま

であり、差異が著しい。その中で、35nf以上の面積を有する建物が33棟確認されている

が、これらの大半は主屋と目されるものである。

註16　土佐においても、建武3年（1335）以来、南朝方と北朝方の争乱が激化し、香長平野

一帯も戦場となった。特に、同年4月の岩村城の戦は有名である。なお、上田村の土豪

入交氏も、当初南朝方として参戦しており、南朝方敗北後は細川氏の支配下に入ってい

る。（南国市教育委員会『南国市史』上巻1979）

註17　細川氏が土佐から離れて上京するのは永正4年（1507）であり、A群の廃絶時期とは

隔りがある。

註18　屋敷の居住者にとって（少なくとも在地名主層にとっては）、細川氏退去がさほど衝

撃的な事態ではなく、以後の土佐戦国時代に如何に対処するかが、より急迫した課題で

あったとも推定できる。
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第210図　SH3～5
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第211図　SH6～9
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第219図　SH30・31
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総　　括　　Ⅱ

一古墳時代～近世－

田村遺跡群における古墳時代の遺構発見数は余りにも少ない。これをみても、田村遺跡群で

は弥生後期後半以降母村的集落が崩壊した事を示している。発見された古墳時代の主要な遺構

は、Loc・12のSTl、Loc．10BのSTl、そしてSK5程度である。これらの遺構の他にこの

時代の遺物が散発的に田村遺跡群内から発見されているが、その発見状況から推してこの時代

にいくぱくかの人々は住んだであろうが、その数は弥生時代の人々の数に比すれば蓼々たるも

のであったと考えざるを得ない。Loc．12のSTl出土の土器は、型式的にヒビノキ‡式土器と

ヒビノキⅢ式土器の間に位置付けられる早い段階の土師器群である。ただ1部にヒビノキⅡ式

土器とみられるものが存するが、大半はそれに次ぐ土器型式群とみて誤りない。

田村遺跡群における条里制に関連する遺構等については、先に報告書が刊行されている。そ
註1

れによれば「数詞呼名に関しては新たに、いくつかの呼名を確認し、それがこれまで想定され

ていた条里境界線上にあてはまること、また中世城館は細川氏、千屋氏ともにこの線を踏襲し

て築造した可能性が強いこと」などが判明している。しかし条里に関連する地下の埋蔵遺構や

遺物は検出する事は出来なかった。

次にLoc・39で発見された8世紀後半～9世紀前半の掘立柱建物址14棟は重要である。他に

Loc・30B等にも6棟の同期の掘立柱建物址が発見されているが、Loc．39のものは集中して存在

し、併せて多様な建物群から構成されていることから、これらは特殊な建物址群と考えなけれ

ばならない。この建物址群に対して郡街址との声も聞かれたが、古代田村郷の所属する香美郡

下には土佐山田町岩次に方2町の「大領」「田倉」「三宅田」「厩ノ尻」等の如き地名を残す香

美郡街禦哺する。‾方田村遺跡群の地には土佐最古の寄進地系荘園の存在が文献面で明白で

あり、年代的にも合致するのでLoc．39の古代掘立柱建物群を庄所址と推定した。田村荘に関

する史料として、『続遍照発揮性靂集補間抄』巻8に収められている空海の弟子真体の願文が

ある。この願文によると田村荘は久満荘（現高知市久万）などと共に天長3年（826）に和気註3

氏の氏寺である神護寺に寄進されている○真体は和気清麻呂の子か孫といわれ、その縁によっ

て神護寺領となったとみてよい○天長3年に和気氏が神護寺に荘園を寄進したのは、その所領

を守るためで、これによって田村荘は寄進地系荘園となったとみてよい。横川末書氏は、この

田村荘について次の如く述べておられる。「香美郡田村郷は室町時代に土佐の中心となる。し

かし地形上は物部川平野の末端である。この地域まで開発が進展したことは重要である。かく

て9世紀はじめ史料の上にも土佐に荘園があらわれる。おそらく実際的にもこの前後ではなか

ろうかと思われる。」この横川氏の考え方に立てば田村荘は寄進地系荘園になる前に和気氏に
註4

よって開発され、墾田地系荘園として成立したものであろう。そしてその年代は道鏡事件がす

べて片づいた宝亀元年（770）以降と筆者はみる。
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L。。．39から集中して発掘された14棟の掘立柱建物址は、出土の須恵器等から推してその年代

は8世紀後半から9世紀前半とみられている。しかもこれらの建物址は富山県じょうべのま

遺跡、石川県横江遺跡の庄所遺跡にみる如く、南北棟の主屋を中心に脇屋がその両側に配列し、
註5　　　　　　　　註6
さらに脇屋に接して総柱とみられる倉まで存する。このような掘立柱建物址群は静岡県御子ケ

谷遺跡や栃木県梅曽遺跡で明確になった郡衛の建物址群と比較すると、その配置や規模におい
註7　　　　註8

て異なり、荘園関係の庄所遺跡とみる方がより適正であり、田村荘を語る文献とも合致する。

ただ発掘の結果は、これらの建物址群の年代が先述したように8世紀後半から9世紀前半にか

けてのものであり、天長3年に寄進された年代と合致しない。しかしこの建物址群を、神護寺

に寄進以前の和気氏の墾田地系荘園段階における庄所と解釈すれば、自らこの不合理は解決で

きる。なお神護寺に寄進された後は、この庄所は廃され新しい所に造られたと考える。この田

村荘が平安中・後期にどのようになったかは文献史の面でも不明であるが、今回の発掘でも

L。C．32から1棟の10世紀～11世紀の掘立柱建物址が発見されているに過ぎない○

田村遺跡群における中世および近世初頭の遺構として、最も代表的なものは古代と同様に掘

立柱建物址群であろう。この掘立柱建物址群は、（1）13世紀－14世紀段階の掘立柱建物址群、

（2）14世紀から17世紀初頭までの溝に囲まれた掘立柱建物址群、（3）14世紀から17世紀初頭まで

の溝に固まれない掘立柱建物祉群に3大別する事が出来る。

（1）の13世紀－14世紀段階の掘立柱建物址群は、（2）や（3）の掘立柱建物址群と比較するとその

検出例は少ない。13世紀の掘立柱建物址として、Loc．5、Loc．28から検出されたものがある。

L。C．28の掘立柱建物址のうち、SB3－5は1つの纏まりのある建物址一屋敷として把握出

来得るものである。うち、SB5は3×3間の主屋、SB4・SB3はそれに従属する建物と

みてよかろう。これに対し、L。。．5からはより小規模な2棟構成の掘立柱建物址が検出されて

いる。これらは当時のやや裕富な農民の家屋と考えてよい。

14世紀段階になると、（2）タイプの溝に囲まれた掘立柱建物址群が検出されるが、一方で溝に

囲まれない大掛かりな建物址群の1例がある。Loc．1の掘立柱建物址群で、主屋として2×3

間、そして2棟の3×2間の倉、さらに2棟の脇屋を持ち、そのうえに4箇所にわたって板塀

で囲う。しかも倉以外の3棟の建物址はすべて東西棟である所をみると、これは農家とは考え

難く小形の庄所の1部と考えてよいのではなかろうか○田村荘は13世紀段階では皇室御領であ

り、14世紀に入って三池氏、そして後に摂津氏の所領となっている○

溝に固まれた屋敷群は、それも特に14世紀－15世紀前半のものは、在地の名主層のものであ

る事を中世の「まとめ」で述べた。また、15世紀－17世紀初頭までのものは、在地の名主層の

屋敷の他に細川氏家臣団のもの、下って長宗我部氏の給大層のものもこの中に入っている。特

に在地の名主層の屋敷については、血縁家族を含み被官百姓、家内下人も同一屋敷に居住する

事があった事、また名主の散在屋敷一被官百姓の小屋（田屋）も存在したと考えねばならない。

さらに『洛中洛外屏風』を通してみる名主の屋敷は、奥まった所に名主の生活の場の主屋があ
註9
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り、屋敷の入口内に接して被官百姓の住居が存する。この点を考慮して、Loc．31AのS H3の
註10

屋敷を検討すると、井戸の北側に在って重複する3×3間のS B9・S Bll・S B12は主屋と

みられるが、3回の建て替えの在った事も知る事が出来る。井戸の東側で溝の切れているのは、

これはあくまで裏木戸であり、北の溝に橋梁を掛けた部分が表門であろう。さらにS H3にお

ける1×2間のS B1、2×2間のS B7は、以上の点で表門に近い所に存した建物とみて被

官百姓の住居とすべきであろうか。このように名主と同一屋敷内に住む被官百姓に対し、先述

した名主の散在屋敷に住む被官百姓もある。この散在屋敷はカリヤと呼ばれる事が多く、田屋

と同一語である。発掘調査で確認された名主屋敷と散在屋敷の在り方を示すものとして、Loc．

25のS H26を挙げる事が出来る。この溝に囲まれた屋敷は1井戸を持ち、全く重複していない

主屋S B6（1×3間）を持ち、それに従属する建物3棟（1×2間・1×1間）を主屋の周

辺に配置し、併せて門屋とも称される被官百姓の建物（2×1間）1棟を持っている。そして、

この屋敷を囲むS D2の西側に鍛冶に従事する被官層の建物2棟（1×4間・1×2間）が溝

の外に存在する。主屋とその周囲の建物、そして門屋は溝に囲まれた名主屋敷内にあり、この

溝の囲いの外にある鍛冶関係の建物は名主の持つ散在屋敷の1つであろう。

溝に囲まれた屋敷群は、荘園制の変質・解体期に生まれた名主層を主体とする屋敷群である

と筆者は考える。ただこのような屋敷を形成するには、名主層の力だけでなく当時の言葉で惣

百姓と言われるように弱小農民層の力もその背景に大きく存したであろう。溝に囲まれた屋敷

群の存続期間は、14世紀から17世紀初頭に及ぶが、その間に細川氏による守護領国制の展開、

そして戦国動乱期および長宗我部氏の支配と検地という政治的変革をも経験する。しかし、こ

の溝に囲まれた屋敷群は1部にそれらの影響を受けながらも、名主層としての存続をみるので

あるが、最終的にこれらの屋敷群を消滅させたのは近世幕藩体制である。慶長5年（1600）に

土佐に入国した山内一豊は、長宗我部の実施した兵農分離に伴う農村の再編成に努めているが、

その一環として田村では浜田甚左衛門を井奉行に任命し、さらに「田地等無不作」ように命じ

ている。この政策は農民の田地付けを進行させるもので、いわばこれによって田村が近世村落
註11

へ変貌していくのである。この事象を示す一資料が、Loc．39CのSH12の井戸から検出されて

いる。それは慶長11年（1606）の紀年銘を持つ水供養の祈祷札である。SH12を廃棄し、井戸

を埋めるに際して井戸の水神を供養した祈祷札であり、SH12の廃棄の年代を知る事が出来る。

なお、この屋敷を囲むSD24の1部は、屋敷消滅後も溝として活用されたらしく17世紀前半の

唐津系皿が検出されている。

田村遺跡群における近世関係の主要な遺構は近世墓である。近世墓が多く検出されたのは、

Loc．12・13・23・32・39A・39Cである。特に、Loc．13・39Aにみられる近世墓群は出土の伊

万里焼から17世紀後半に遡るものであり、方形座棺、円形座棺、それに寝棺が少し混在する。

しかし、田村遺跡群で検出された近世墓群の大半は、伊万里Ⅲ期の碗が出土し17世紀末－18世

紀代のものとみられる。これは農民層の生活の向上と相待って、このような近世墓群の出現と
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なる事を考えなければならない。注目さるべき近世墓群を紹介すると、まずLoc．13の6基か

らなる座棺墓群を挙げねばならない。6基の座棺は一辺が1．2－1．5mの方形のもの3基、それ

に対し径0．4－0．8mの円形のもの3基からなり、前者は成人男子用、後者は女・子供用のもの

とみられる。また先述したLoc．39Aの如く、17世紀後半では座棺墓が多く、寝棺墓が少し混

在する近世墓群に対し、18世紀代とみられる近世墓群Loc．39Cには寝棺墓が多くなる。Loc．

39Cにおける近世墓群は1部に座棺墓も存在するが、その大半を占めるのは寝棺墓である。こ

の寝棺墓で遺骨の残存するものをみると、その葬法は仰臥伸展葬と横臥屈肢葬とが存する事が

判る。またこれらの多くは北枕をとり、顔面を西に向けているものが半数以上を数える。SK

27からは犬の土製品が出土し、子供の座棺墓とみられる。またS K211の近世墓からは、安永
註12

10年（1781）の墨書紀年銘の位牌が出土している。

近世墓群からは碗類の他に煙管、櫛、塗椀、寛永銭、紅猪口等が検出されている。Loc．39C

のS K219は西向きの横臥屈肢の寝棺墓であるが、伊万里碗と土師質土器皿が人骨の東側に副

葬されていたが、数少ない近世における土師質土器小皿の副葬例である。なお座棺墓上には、

20cm大の自然石を20個程度置いているが、副葬品はこの自然石の下、座棺の上から検出される

例が多い。また田村遺跡群の近世墓群はその性格として、寺院の周辺に集中するタイプでなく、

田の畦の広い部分とか、田の周辺の薮とかに形成されたらしく、時に縦列の形で群を形成し、

ある場合は薮の形である鍵形に墓群を形成する事もある。なお、発掘調査の以前において墓標

が欠失し、また除去されたための墓標とその下部の土拡ないしは木棺の相関関係が追求出来な

かったのは残念な事である。

以上の近世墓群に先行する中世墓群も、田村遺跡群から検出されている。中世の溝に囲まれ

た屋敷の中で、やや大形の部類に属するものに屋敷墓が存在する。これは1基または数基にと

どまり、しかも火葬墓が原則のようである。なかには瀬戸瓶子を蔵骨器としているものもある。

この屋敷墓の他に、15世紀中葉一後半の火葬墓も検出されている。Loc．7のS Kl・2は、

1．5×1．2m大の土拡であり、集石下に白磁と火葬骨片が検出されている。また、Loc．39BのS

K14は高さ67cm、口径43cm備前大嚢を使った屈葬嚢棺墓で、土師質土器を副葬する。Loc．23の

SK4－7・9－11・13は中世の土拡墓とみる。SK4を例にとると1．3×0．8mの方形の土肱

に遺骸を葬る。ただ遺骸は残っていないが屈葬をとるものと思われる。埋土中に拳大の河原石

が検出されているが、本来はこれらは墓上に置かれていたと思われる。土肱の掘り方からみて、

土砿墓というより木棺墓であった可能性を筆者は強く感じる。この墓群は16世紀代とみられる。

これにやや先行する同種のものが、土佐市市野々から検出されている。
註13

註1鈴木省一・井本葉子「高知空港拡張区周辺条里遺構分布調査」『田村遺跡群』一高知空

港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財調査概要一　高知県教育委員会1981
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8．人骨鑑定



1　　　　．°‾　ト　　・＿

（1）南国市田村遺跡群B地区出土の近世人骨について

国立科学博物館　人類研究部

山　口　　　敏

埋葬姿勢

田村遺跡群B地区Loc．21、土拡SK44で発見された江戸時代人骨は、出土状態の記録写真お

よび実測図によれば、股関節と膝関節を強く折り曲げ、大腿と下腿を上半身の長軸と平行させ

て、うつぶせの姿勢（傭臥屈葬位）で埋葬されたものである。

保存状態

上顎骨、下顎骨、および左の上腕骨、大腿骨、脛骨の各骨幹部はある程度保存されているが、

他の骨は保存状態がわるく、多かれ少なかれ細片化している。

年齢・性

歯の所出状態および岐耗の程度から判断して、年齢は壮年ないし熟年の範囲と考えられる。

又前頭骨における眉弓の発達程度、下顎骨前部の形態等から判断して、性別は男性と推定され

る。

頭蓋

脳頭蓋では前頭鱗と左右の側頭骨の小片が若干保存されている。眉弓の隆起が明瞭に認めら

れ、眼席上孔が左右両側に存在する。

顔面骨格では左右の上顎骨の歯槽部と下顎骨の体部が保存されている。梨状口の下線は鋭い

稜をなさず、鈍である。上顎骨歯槽突起の高さは低く、歯槽性突顎の傾向がみられる。下顎体

は低く厚い。オトガイ孔の位置での下顎体高は29mm、同厚は14mmである。オトガイ高も低いが、

歯槽縁がわずかに破損しているため、計測はできない。前下顎幅は53。mである。オトガイ孔は

左右とも単一。下顎隆起の形成はない。

歯

保存状態は次のとおりである。

MMMP PCIIIII C P PMMM

＊MMPPC／／l／／／P PMMM

斜線箇所の下顎の仝切歯と左犬歯は保存不良で歯冠が失われている。又＊印で示した下顎右

第3大臼歯は先天的欠如である。
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岐合の形式は鋏状である。岐耗は切歯から第2大臼歯までがすべて第2度。第3大臼歯だけ

が第1度である。　　　　ノ

上顎の3歯（左右の第1大臼歯と左の第1小臼歯）はう蝕のため歯冠がほとんど失われてい

る。

上肢骨

上腕骨では左の骨幹の中央部、約16cm長の破片が保存されている。三角筋租面はよく発達し

ているが、骨幹の径はあまり大きくない。骨幹中央付近での最大径、最小径はそれぞれ23．5mm、

17mmで、横断示数は72．3。中央周は69mmである。

前腕骨では左横骨の近位半が保存されているが、表面に破嘩部分が多く、計測はできない。

下肢骨

大腿骨では左の骨幹下部、長さ約16cmの破片が比較的よく保存されているが、中央部では表

面に破損があり、骨幹径の計測はできない。租線は比較的細く、骨幹の柱状性も強くない。

脛骨では左の骨幹中央部、約13cm長の破片が保存されている。中央部の横断面形は内側縁の

長い不等辺三角形（ヘルデリチカの2型）を里し、中央最大径は30mm、同横径はマルチン法で

23mm、バロワ法で21mmである。中央横断示数はいずれにしても広型の範囲に入る。

まとめ

田村遺跡群B地区の土拡SK44において傭臥屈葬の状態で発見された、壮～熟年男性の一江

戸時代人骨について記載した。

本人骨にみられた歯槽性突顎、低顔形、鋏状岐合、う蝕、大腿骨の非柱状性、脛骨の非扁平

性などの特徴は、近世日本人骨格について従来知られている一般的特徴とよく合致する。
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（2）田村遺跡群出土骨の所見

高知医科大学　第一解剖学教室

山　本　恵　三

これらの資料は田村遺跡において発掘されたもので、当時人骨と推定されていた10点と獣骨

と判定されていた32点である。これらの資料のうち、人骨と判定しうるものは前者のうちN06

の資料である。

1．人骨と推定されていた資料（Nol～NolO）

資料No6

長さ約5cmの管状骨の破片と不整形の破片を含み、両者は接合できるので同一の骨の破片で

ある。

骨片はどちらも黒褐色に着色し、欠矢部が多い。前者は浅く凹んだ面と、横に軽く凸な面に
′

はさまれたやや鋭い稜を示し、稜はやや斜めに走る。骨片は軽い攣曲を示している。後者は不

整形の骨片で欠矢部が多いが、表面の骨質が残存する部分は浅く凹んだ面と、それに接する鋭

い稜を示し、前者に接合すると、この面と稜は前者のもつ浅く凹んだ面とそれに接する稜につ

ながる。

これらの形態的特徴、すなわち面と稜の形や走行などの特徴は人体の尺骨上端部の外側部の

面や稜の形態的特徴に酷似し、又骨片自体の攣曲は尺骨の骨体上部のそれと極めて類似してい

る。

これらの骨片は両方ともに人骨であり、右尺骨上端部にある樺骨切痕の直上から遠位へ約
l

t

6・5cmまでの回外筋稜を含む部分に同定することができる。しかし尺骨の極一部の骨片にすぎ

ず、欠矢部も多いため、性別等については判断し難い。

資料Nol～No5、NolO

これらの資料のうち、No3－N05については腐蝕、変形、破損等のため形態の保存が極めて

悪く、小骨片が大部分であるため、形態的に確定的な判断は下し難い。N03は骨片2個を含む

が腐蝕が著明で、表面の骨質も失われ海綿質のみの状態である。N04はすべて管状骨の破片と

推定されるが、表面の骨質は欠失多く、亀裂を生じている。N05は扁平骨と管状骨の破片と思

われるが表面の保存が極めて悪い。したがって、これらの資料は判定のポイントとなる骨表面

の状態や各種構造物を観察し難く、同定も困難である。

Nol、No2、NolOの資料は白色を里し、硬い。Nolは扁平骨の破片4点、骨状骨破片4点そ

の他細骨片8点を含む。N02はすべて小骨片で大部分は管状骨破片を推定される。NolOは管状

骨破片3点、扁平骨破片1点を含み、他は細骨片である。これらの資料は比較的保存は良いが、
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亀裂（No2）もみられ、小骨片ばかりであるため同定は困難である。

資料No7～No9

これらの資料は原形が良く保存されている。すべて管状骨で表面は暗褐色に着色しているが、

骨端部は完全に形成されており、骨端線もみられず、完成された骨である。N07は長さ約18cm

の管状骨で骨端の一部に欠失がある。N08は長さ約16cmと17cmの管状骨2本でいずれも骨端部

に一部欠失があるが形態の保存は良い。N09は長さ約20cmと18cmの管状骨2本で形態保存は良

いが、骨端の一部に欠矢がある。

これらの資料はいずれも完成された骨であり、長さ、太さ、骨端部の骨頭や関節面の形態的

特徴、又骨幹部の攣曲の特徴は人骨のそれらとは異った点が著しく、人骨ではなく、いわゆる

四足獣の体肢の骨である。

2．獣骨と判定されていた資料（No11～No42）

これらの資料の殆んどはいわゆる骨ではなく獣類の歯牙と推定される。その大部分は草食獣

の歯牙と推定されるが、極一部に肉食獣の歯冠のエナメル質と推定されるもの（No34）も含ま

れている。歯牙と推定される資料以外に四足獣の右扁甲骨（No35）、肉食又は雑食獣の下顎骨

右側半（No38）、四足獣の体肢骨の一部（No38とNo13）と推定されるものが含まれている。

第34表　出土骨一覧表

番号 出　 土 、地　 点 番 号 出　 土　 地　 点 番 号 出　 土　 地　 点

1 Lo c．4　　　 S D l 15 L o c．7　　 第 Ⅳ層 29 L oc．29　　 S D 2

2 L oc．10　　 第 Ⅲ層 16 ク　　　　　　　　 ク 30 L oc．31　　 S D 6

3 L oc．2 1　　 SD 9 17 L oc．10　　 S D 8 31 ク　　　 S D 3

4 L oc．25　　 SE l 18 ク　　　　　　　　 ク ．32 ク　　　　　　　　 ク

5 ク　　　　 SD l 19 L oc．12　　 第 ‡層 33 〃　　　 第 Ⅲ層

6 L oc．39 B　 SK 18 2 0 L oc．19　　 S D 3 34 L oc ．34　　　　 〃

7 ク　　　 SD 7 2 1 L oc．21　　 S E 3 35 L o c．39　　 S D 7

8 ク　　　　　　　 ク 22 ク　　　　 S D 5 36 L o c．4 0　　 S K 8 8

9 ク　　　　　　　 ク 23 L oc．24　　 第 Ⅲ層 37 Lo c．41　　 S D 2

10 Lo c．4　　 第 Ⅲ層 24 ク　　　　　 S P l ・38 L oc．43　　 S D l

11 ク　　　　　　　　　 ク 25 ク　　　　　 S D 2 3 9 L oc．44　　 S D 2

12 ク　　　　　　　　　 ク 26 ク　　　　　　　　　 ク 4 0 ＿ ク　　　 第 I 層

13 ク　　　　　　　　　 ク 27 ケ　　　　　　　　 ク 4 1 L oc．45　　 ST 6

14 L oc．7　　 第 Ⅳ層 28 L oc．25　　 S D l 42 L oc．4　　 SD 3
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写真1　Nol～10
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